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連絡先
連絡先

Zebra の連絡先は次の とお り です。 

Web サイ ト :  http://www.zebra.com

郵送先住所 :  
Zebra Technologies Corporation
333 Corporate Woods Parkway
Vernon Hills, IL 60061.3109-3109 U.S.A.
電話 : +1 847.634.6700
フ ァ ッ ク ス : +1 847.913.8766

Zebra Technologies Europe Limited
Zebra House
The Valley Centre, Gordon Road
High Wycombe
Buckinghamshire HP13 6EQ, UK
電話 : +44 (0) 1494 472872
フ ァ ッ ク ス : +44 (0) 1494 450103

Asia Pacific, LLC
Bar Code & Card
1 Sims Lane, #06-11
Singapore 387355
電話 : +6 6858 0722
フ ァ ッ ク ス : +65 6885 0838

サポート

Zebra プロ グ ラ ミ ング言語 II （ZPL II） に関する質問や問題は、 Zebra のサポー

ト にお問い合わせ く ださい。

サポートの URL:  http://www.zebra.com/SS/service_support.htm 

電話 : +1.847.913.2259
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本書について
本書について

『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガ イ ド 第 1 巻』 は次の章で構成されます。

章名 内容の説明

はじめに Zebra プロ グ ラ ミ ング言語 （ZPL） に関す

る概要を提供し ます。

ZPL II のコマンド 各 ZPL コマン ド についてアルフ ァベッ ト

順に詳し く 説明し ます。

ZBI コマンド Zebra Basic Interpreter （ZBI） についてア

ルフ ァベッ ト 順に詳し く 説明し ます。

ZBI -- チュート リアル
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文書の表記規則
文書の表記規則

本書では、 特定の情報を提供するにあたって次の表記規則が使用されます。 

「この章について」 の項 これらの項では、章の主な項をそれぞれの最初のペー
ジ番号 と と も に リ ス ト し、 説明 し ま す。 こ の項は、 こ の ガ イ ド の Adobe
Acrobat.pdf バージ ョ ンのハイパー リ ン ク ・ コ ンポーネン ト と し て主に機能し

ます。

代替色 （オン ラ イ ンのみ） 相互参照には、 このガイ ド の別の項にジャ ンプする
ためのホ ッ ト ・ リ ン ク が含まれています。 このガイ ド を .pdf 形式でオン ラ イ

ン表示し ている場合に、 相互参照 （青いテキス ト ） を ク リ ッ クする と、 参照先
に直接ジャ ンプし ます。 

コマンド  コマン ド はすべて Courier New フ ォ ン ト で表示されます。 た と え

ば、 ZPL コマン ド は、 Courier New で表示されます。

ファイルとディ レク ト リ  フ ァ イル名 と デ ィ レ ク ト リ はすべて Courier New
フ ォ ン ト で表示されます。 た と えば、 Zebra<version number>.tar フ ァ

イルや /root デ ィ レ ク ト リ などのよ う に表示されます。

以下は、 本書を通し て使用されている規則と その意味です。

重要、 注記、 および例  こ れ ら の ト ピ ッ ク については次の例で定義 し てい ま

す。           

 ! 重要 • タ ス ク を完了するために重要な情報を通知し ます。

注記 •  本文の要点を強調または補足する中立的情報または肯定的情報を示

し ます。

例 • テキス ト の内容を明確にするための例やシナ リ オを提供し ます。
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参考文献
参考文献

ZPL II® プロ グ ラ ミ ング ・ ガ イ ド  第 1 巻に加えて、以下の文書が参考にな り ま

す。

• The ZebraLinka Solution Application white-paper
• ZBI Guide
• ZPL II® Programming Guide Volume Two: The X.10 Environment

注記 • これらの文書のほ と んどは、 弊社の Web サイ ト から入手でき ます。
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はじめに

このガイ ド は、 フ ァーム ウ ェアでサポー ト されるプロ グ ラ ミ ング ・ コマン ド を
アルフ ァベッ ト 順に網羅し た参考書です。 

ファームウェア プ リ ン タのフ ァーム ウ ェ ア ・ バージ ョ ンは、 設定ラベルを印
刷する と確認でき ます。 

注記 • フ ァ ーム ウ ェ アのア ッ プ グ レー ド は次のサ イ ト か ら 入手で き ま す。
www.zebra.com

前のバージ ョ ンの Zebra プ リ ン タ ・ フ ァーム ウ ェ アをご使用の場合、 以前どお

り に機能する同じ コマン ド も あ り ますが、 X.10 以前のバージ ョ ンのフ ァーム

ウ ェアでは認識されない新しいコマン ド も ほぼ同数あ り ます。その他のコマン
ド は、以下のよ う な革新技術に対応する ために再設計され、強化されています。

• ZebraNet® ALERT
• リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク

• Zebra BASIC Interpreter （ZBI）

このガイ ド に示し た例を再生するには、ASCII 専用フ ァ イルを作成でき る ワー

プロ またはテキ ス ト ・ エデ ィ タ な ら どれを使用し て も かまいません。例の大半
は、一連の命令ラ イ ンで構成されています。 ラ イ ンを入力し た ら  Enter を押し

て く ださい。試し ている例のすべてのラ イ ンについて、引き続き この処理を実
行し ます。

詳細 と 相互参照を提供する ために、 第 2 巻 で取 り 上げられている機能に直接

関連する コマン ド の場合は、 「コ メ ン ト 」 の見出しの後に、 参照先の付録また
は項が記載されています。
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 1
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ZPL II のコマンド  

この項には、 ZPL II のコマン ド のアルフ ァベッ ト 順の全 リ ス ト が含まれます。

説明 こ の見出しは、 コマン ド の使用方法、 その機能、 およびその特徴などの
説明を提供し ます。

フォーマッ ト  フ ォーマ ッ ト では、 コマン ド の構文的な編成方法や、 含まれる
パラ メ ータについて説明し ます。 

例 ^B8 コマン ド では、 EAN-8 バー ・ コード が印刷されます。 ^B8 コマン ド の

フ ォーマ ッ ト は ^B8o,h,f,g です。 これはキ ャ レ ッ ト 記号 （^）、 コマン ド ・

コード （B8）、 およびパラ メ ータ （o, h, f, g） で構成されています。 ^B8 の後

に続 く 文字の o、h、f、g は、パラ メ ータで、サポー ト される値で置換されます。

パラメータ  コマン ド の機能を さ ら に特定する ために定義でき る値がコマン ド
に含まれる場合、 それらはパラ メ ータ と し て示されます。 通常、 パラ メ ータに
は有効値とデフ ォル ト 値 と があ り ます。

引き続き  ^B8 の例を使用し ますが、 h パラ メ ータは次のよ う に定義されます。

h = バー ・ コード の高さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 3



ZPL II のコマン ド
た と えば ~JA （すべてキ ャ ンセル） のよ う にコマン ド にパ ラ メ ータ がない場

合、 パラ メ ータの見出しが削除され、 コマン ド のフ ォーマ ッ ト （~JA） が有効

な ZPL II コード であ る こ と を示し ています。

 

コ メン ト  こ の項は、 プロ グ ラ マに と って貴重な注記、 コマン ド 相互作用に関
する警報、考慮の必要があ る コマン ド固有の情報などを記載する ために使用し
ます。 

例 • コ ンテキ ス ト を示すこ と によ って コ マン ド を最も明確に説明でき る場
合は、 ZPL II コー ド  の例が提供されます。 入力された コー ド を正確に示す

テキ ス ト が、見分けやすい Courier フ ォ ン ト で示されます。^B8 コマン ド を

使用し た コード 例は次のよ う にな り ます。

^XA
^FO50,50
^B8N,100,Y,N
^FD1234567^FS
^XZ

^B8 のパラ メ ータの文字がコマン ド に適用する実際の値で置換された こ と

に注意し て く ださい。 この例では、 N、 100、 Y、 N が入力されています。

例 • コ メ ン ト の例 ： 「このコマン ド はプ リ ン タがア イ ド ル状態であ る場合に
のみ機能し ます」 または 「値がパ ラ メ ータの制限値を超え る と、 こ のコ マ
ン ド は無視されます」 など。

コ メ ン ト が特定の設定に直接適用する場合、 それはパラ メ ータの隣に も含
められます。
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
ZPL の基本演習
これら の演習は、 ZPL の基本的な コマン ド を初級の ZPL ユーザーに紹介する

こ と を目的と し ています。

このチェ ック リス ト を必ず確認して く ださい。

• プ リ ン タに十分な大き さのラベルをセ ッ ト し ます。

• 設定ラベルを印刷し ます （CANCEL テス ト ）。 
• 設定ラベルで、 LEFT POSITION が 000 に、LABEL TOP が 000 に設定さ

れている こ と を確認し ます。 
• プ リ ン タの解像度を決定し ます。

解像度は設定 ラ ベルに リ ス ト さ れて い ま す。 8/MM = 200 dpi、 12/MM =
300 dpi、 および 24/MM = 600 dpi 

• ZPL フ ァ イルを作成するには、 DOS テキス ト ・ エデ ィ タ を使用し ます。 
• フ ァ イルは .txt フ ァ イル と し て保存し、 DOS コマン ド ・ ラ イ ンからプ リ

ン タにコ ピーでき ます。 

始める前に

以下は、 始める前に理解し てお く 必要のあ る重要点です。

• 200 dpi は印刷ヘッドの解像度が 200 ドット / インチであることを意味します。この

プリンタで長さ 100 ドットのラインを描画するようにプログラムするとそれは半イン

チになります。 300 dpi のプリンタでは 100 ドットは 1/3 インチの長さのラインとし

て印刷されます。

• すべての座標が参照する ホーム ・ ポジシ ョ ンは、 プ リ ン タから ラベルが出

て く る際、 左側の後縁にな り ます。 （これには例外も あ り ます。）

演習

演習は単純なものから始まり、 徐々に難度を増していきます。 これによって一般に
使用されている ZPL のコマンドの多くを試す機会が与えられます。 すべてのコマン

ドが含まれるわけではありませんが、 代表的なコマンドは習得できます。 プリンタの
ファームウェアのバージョンにより、 サポートされていないコマンドもあります。
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
演習 1 こ の演習では、 入力し た名前の場所を指定する方法を示し ます。

1 ラベルに名前を印刷し ます。

2 モデル と し て以下のフ ォーマ ッ ト を使い、 ラベルに名前のみを印刷する こ
と から始めます。 

^XA

^FO50,50^ADN,36,20^xxxxxxxxxxxFD^FS 

^XZ

Send the above format to the printer.

^XA every format must start with this command

^XZ every format must end with this command

^FD field data

^FS field separator

^FO field origin

3 ラベルが正し く 印刷された ら、 ^FOx の後の最初の数値を変更し、 印字位

置への影響を確認し ます。次に ^FO50,x の後の 2 番目の数値を変更し、印

字位置への影響を確認し ます。

フォン ト命令

^ADN

4 ^ADN,x,x コマン ド の後の数値を変更し ます。

• 18,10 は D フ ォ ン ト の最小サイ ズです。

• 最初の数値はフ ォ ン ト の高さ を、 2 番目の数値は幅をそれぞれ ド ッ ト

数で表し た ものです。

• 最大サイ ズには、 最小サイ ズの 10 倍までの倍数を使用でき ます。 

 ! 重要 • 名前は、 コード の 2 行目の xxxxxxxxxxx の場所に挿入されます。
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
• 25,18 は有効なサイ ズではあ り ません。プ リ ン タは認識可能な次のサイ

ズに値を丸めます。

5 『ZPL II プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 の付録 E にあ る フ ォ ン ト ・ マ ト

リ ッ ク ス表で、 試すこ と のでき るその他のフ ォ ン ト を確認し て く ださい。

6 ゼロ ・ スケーラブル ・ フ ォ ン ト  ^A0N,x,x を試し てみて く ださい。 

このフ ォ ン ト は、スケーラブルであ る ため任意の高さ と幅を選択でき ます。

回転コマンド

7 ^ADN を  ^ADR に、 次に ^ADI に、 そ し て ^ADB に変更し ます。

印字位置の変化を確認し て く ださい。

8 フ ィ ールド を追加し ます。

9 フ ォ ン ト サイ ズ ^ADN,36,20 を使用し て、 名前のすぐ下に印刷する次の

フ ィ ールド を  2 つ追加し ます。

番地

市、 州、 郵便番号

10 以下で始ま る コード ・ ラ イ ンを  2 つ追加する必要があ り ます。

^XA

^FO50,50^ADN,36,20^FDxxxxxxxxxxx^FS

^FO    (fill in the rest)

^FO    (fill in the rest)

^XZ

これらのフ ィ ールド がすべて同じ フ ォ ン ト と サイ ズで印刷される こ と、および
フ ィ ールド の左側に同じ縦の調整があ る こ と を確認し て く ださい。

名前

1200 W Main Street

Anytown, Il 60061

例 • 180,100 は D フ ォ ン ト の最大サイ ズです。
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
演習 2 ボ ッ ク ス と線

1 演習 1 の住所フ ォーマ ッ ト を使用し ます。 
2 既存のフ ォーマ ッ ト に次の新しいラ イ ンを追加し ます。

^FO50,200^GB200,200,2^FS

これによ り 、 幅 1 イ ンチ、 長さ  1 イ ンチ、 線幅 2 ド ッ ト のボ ッ ク スが印刷

されます。

3 名前と住所を均等に囲むよ う にボ ッ ク スの位置と サイ ズを変更し ます。

4 以下を追加し て線を印刷し ます。

^FO50,300^GB400,0,4,^FS

これによ り 、 長さ  2 イ ンチ、 線幅 4 ド ッ ト の横方向の線が印刷されます。

5 次のコード を使用し て縦の線を印刷し ます。

^F0100,50^GBO,400,4^FS

演習 3 バー ・ コード - ^B3 Code 39 バー ・ コード

1 以下のフ ォーマ ッ ト を作成し、 プ リ ン タに送信し ます。

^XA

^FO50,50^B3N,N,100,Y,N^FD123456^FS

^XZ

2 ^B3 ス ト リ ング内の各パラ メ ータ を変更し、 影響を確認し て く ださい。

^B3o,e,h,f,g

^BY

3 ^B3 のすぐ前に ^BY コマン ド を挿入する と、 狭いバーの幅を変更でき ま

す。

^FO50,50^BY2^B3..etc ^BYx, acceptable values for x are
1 through 10

 ! 重要 • 有効なパラ メ ータについては、 ^B3 ページ 25 を参照し て く ださい。 
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
4 太いバーに対する狭いバーの比率を変更し ます。

^FO50,50^BY2,3^B3..etc ^BY2,x acceptable values for x
are 2.1 through 3 in .1 increments

5 ^B3 バー ・ コード を  90°回転させて、 テキ ス ト 表示ラ イ ンがバー ・ コード

の上になる よ う にし て印刷し ます。

6 ^XZ のすぐ前に ^PQ を追加し て、 複数のラベルを印刷し ます。

^PQ4

^XZ

^PR 印字レー ト （1 秒あた り のイ ンチ数）

7 フ ォーマ ッ ト の先頭の ^XA の後に ^PR コマン ド を追加し、印字レー ト （印

字速度） を変更し ます。

^XA

^PR4 then try ^PR6 ^PRx acceptable values for x are 2
through 12 (check printer specs)

印字速度がバー ・ コード の印字品質にどのよ う に影響するかを確認し て く
ださい。 印字速度が増すと、 プ リ ン タの濃度設定を上げる必要があ る場合
があ り ます。

演習 4 ^SN - シ リ アル番号コマン ド

1 次のフ ォーマ ッ ト をプ リ ン タに送信し ます。

^XA

^FO100,100^ADN,36,20^SN001,1,Y^FS

^PQ3

^XZ

^SNv,n,z を変更し て増分 / 減分、 および前ゼロ処理の機能演習を行 う に

は、 このガイ ド を参照し て く ださい。

シ リ アル番号に英数字が含まれる場合、 このサンプル ・ シーケン スのよ う
にデータの特定セグ メ ン ト が真中にあ る場合でも、 そのセグ メ ン ト を増分
/ 減分する こ と ができ ます。
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
ABCD1000EFGH, ABCD1001EFGH, ABCD1002EFGH

2 このフ ァ イルをプ リ ン タに送信し て、 シ リ アル番号が増分されるのを確認
し て く ださい。 アルフ ァベッ ト 文字の場合、 ^SF コマン ド も有効です。

^XA

^FO100,100^ADN,36,20^FDABCD1000EFGH^SF%%%%dddd%%%%,1000
0^FS

^PQ15

^XZ

フ ィ ールド ・ データの文字のポジシ ョ ンが ^SF データ ・ ス ト リ ング と並ん

でいる こ と に注意し て く ださい。

続き ...

最後のラベルには ABCD1014EFGH が印刷されます。 

% は増分 /減分し た く ない位置に使用し、d は小数、10000 は増分値を示し ます。

^SF の詳細については、 ^SF ページ 311 を参照し て く ださい。

演習 5 テンプレー ト を メ モ リ に保存する。 ^IS およびイ メ ージ保存 と イ メ ージ読み込

み。

^IS およびイ メ ージ保存と イ メ ージ読み込み。

^ F D A B C D 1 0 0 0 E F G H

^ S F % % % % d d d d % % % %

1 0 0 0 0

2 0 0 0 0

3 0 0 0 0

1 0 1 4 0 0 0 0
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
1 次のフ ォーマ ッ ト をプ リ ン タに送信し ます。

^XA

^FO20,30^GB750,1100,4^FS

^FO20,30^GB750,200,4^FS

^FO20,30^GB750,400,4^FS

^FO20,30^GB750,700,4^FS

^FO20,226^GB325,204,4^FS

^FO30,40^ADN,36,20^FDShip to:^FS

^FO30,260^ADN,18,10^FDPart number #^FS

^FO360,260^ADN,18,10^FDDescription:^FS

^FO30,750^ADN,36,20^FDFrom:^FS

^ISR:SAMPLE.ZPL^FS

^XZ

2 次のフ ォーマ ッ ト を送信し ます。

^XA

^ILR:SAMPLE.ZPL^FS

^FO150,125^ADN,36,20^FDAcme Printing^FS

^FO60,330^ADN,36,20^FD14042^FS

^FO400,330^ADN,36,20^FDScrew^FS

^FO70,480^BY4^B3N,,200^FD12345678^FS

注記 • この演習では多 く のデータ を入力する ため、誤入力の危険性があ り ま
す。 ラベルのエラーを確認し ながら コード を ト ラブルシューテ ィ ングする練
習にも な り ます。
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
^FO150,800^ADN,36,20^FDMacks Fabricating^FS

^XZ

この方法では、テンプレー ト をプ リ ン タの メ モ リ に一度送信する必要があ るだ
けです。 後続のフ ォーマ ッ ト は、 テンプレー ト を呼び出し て、 変数データ をそ
れに結合し て送信でき ます。 この場合、 フ ァ イルはプ リ ン タの揮発性の R: メ
モ リ に保存されていま し た。

DF および ^XF — ダウンロード ・ フォーマットと呼び出しフォーマット

^IS および ^IL コマン ド と 同様な概念。一般的に、^IS と  ^IL は ^DF と  ^XF
よ り も プ リ ン タで速 く 処理されます。 

以下は、 ^DF と  ^XF のフ ォーマ ッ ト 構造によ って、 先ほど試し た ^IS/^IL の
サンプル と同様な ラベルを生成する方法です。

^XA

^DFR:SAMPLE.ZPL^FS

^FO20,30^GB750,1100,4^FS

^FO20,30^GB750,200,4^FS

^FO20,30^GB750,400,4^FS

^FO20,30^GB750,700,4^FS

^FO20,226^GB325,204,4^FS

^FO30,40^ADN,36,20^FDShip to:^FS

^FO30,260^ADN,18,10^FDPart number #^FS

^FO360,260^ADN,18,10^FDDescription:^FS

^FO30,750^ADN,36,20^FDFrom:^FS

^FO150,125^ADN,36,20^FN1^FS (ship to)

^FO60,330^ADN,36,20^FN2^FS(part num)

^FO400,330^ADN,36,20^FN3^FS(description)
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ZPL II のコマン ド

ZPL の基本演習
^FO70,480^BY4^B3N,,200^FN4^FS(barcode)

^FO150,800^ADN,36,20^FN5^FS (from)

^XZ

^XA

^XFR:SAMPLE.ZPL

^FN1^FDAcme Printing^FS

^FN2^FD14042^FS

^FN3^FDScrew^FS

^FN4^FD12345678^FS

^FN5^FDMacks Fabricating^FS

^XZ
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 13



ZPL II のコマン ド
^A
^A
スケーラブル / ビッ トマップ ・ フォン ト

説明 ^A コ マン ド は、 組み込みフ ォ ン ト または TrueType フ ォ ン ト を使用する

スケーラブル / ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォ ン ト です。 ^A は、 現在の ^FD ステー ト メ

ン ト またはフ ィ ールド のフ ォ ン ト を指定し ます。 ^A によ って指定されたフ ォ

ン ト は、 その ^FD エン ト リ に対し て一度だけ使用されます。 ^A の値が再指定

されない と、 次の ^FD エン ト リ に対し てはデフ ォル ト の ^CF フ ォ ン ト が使用

されます。

フォーマッ ト   ^Afo,h,w 

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コマンド 詳細

f = フ ォ ン ト 名 有効値 ： A ～ Z、 および 1 ～ 9

デフ ォル ト 値 ： A

プ リ ン タ内の任意のフ ォ ン ト （ダウ ン ロード された もの、
EPROM、 保存されたフ ォ ン ト 、 A ～ Z および 1 ～ 9 の

フ ォ ン ト ）。

o = フォントの向き 有効値 ： 

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値：最後に受け入れられた ^FW 値または ^FW の
デフ ォル ト
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ZPL II のコマン ド
^A
スケーラブル ・ フォン ト ・ コマンド

ビッ トマップ ・ フォン ト ・ コマンド

h = 文字の高さ

（ド ッ ト 数）

スケーラブル

有効値 ： 10 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 15 または最後に受け入れられた ^CF 値

ビ ッ ト マ ッ プ

有効値：標準の高さの 2 ～ 10 倍の値で、1 ずつ増分します。

デフォルト値 ： 指定のフォントの標準マトリックスの高さ

w = 幅

（ド ッ ト 数）

スケーラブル

有効値 ： 10 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 12 または最後に受け入れられた ^CF 値

ビ ッ ト マ ッ プ

有効値：標準幅の 2 ～ 10 倍の倍数で、1 ずつ増分し ます。

デフ ォル ト 値 : 指定のフ ォ ン ト の標準マ ト リ ッ ク スの幅

例 • 次はスケーラブル ・ フ ォ ン ト ・ コマン ド の例です。

例 • 次はビ ッ ト マ ッ ト ・ フ ォ ン ト ・ コマン ド の例です。

コマンド 詳細
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 15



ZPL II のコマン ド
^A
コ メン ト  フォントは、 幅に対する高さの比率の標準を定義するマトリックスを使用し
て構築されます。 高さと幅のどちらかの値のみを指定すると、 そのフォントの標準マ
トリックスが自動的に他方の値を決定します。 値の指定がない場合や 0 （ゼロ） を

入力した場合は、 高さまたは幅は標準フォント ・ マトリックスによって決定されます。

例 • 次は P-V フ ォ ン ト の例です。

FONT V-- A B C D 1 2 3 4 5w x y z

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

A B C D

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

12345ABCD(Scalable) wxyz

w x y z

w x y z

w x y z

w x y z

w x y z

w x y z

FONT U--

FONT T--

FONT S--

FONT R--

FONT Q--

FONT P--

FONT GS

FONT 0

FONT G Az 4- -
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ZPL II のコマン ド
^A@
^A@
フォン ト名を使用したフォン ト呼び出し

説明 ^A@ コマン ド では、 ^A で使用し た指定文字ではな く 、 フ ォ ン ト の完全な

名前を使用し ます。 ^A@ の値を一度定義する と、 ^A@ によ って新しいフ ォ ン

ト 名が指定される まで、 その値がそのフ ォ ン ト を表し ます。

フォーマッ ト  ^A@o,h,w,d:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

パラメータ 詳細

o = フォントの向き 有効値 ： 

N = 標準

R = 90 °回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： N または ^FW 値

h = 文字の高さ

（ド ッ ト 数）

デフ ォル ト 値 ： w （文字幅） で指定し た倍率、 または最後に

受け入れられた ^CF 値。 指定がない場合は、 基本の高さが

使用されます。

ス ケーラ ブル 値は文字ブロ ッ ク全体の高さ を ド ッ ト 数で

表し た も のです。 文字はス ケール される ため、 倍率係数
は不要です。

ビ ッ ト マ ッ プ 値は、 フ ォ ン ト の基本の高さ に最も近い整

数の倍数に四捨五入さ れ、 フ ォ ン ト の基本の高さ で割っ
て、 制限値に最も近い倍数を出し ます。
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ZPL II のコマン ド
^A@
w = 幅（ド ッ ト 数） デフ ォル ト 値 ： h （高さ） で指定された倍率、 または最後に

受け入れられた ^CF 値。 指定がない場合は、 基本の幅が使

用されます。

ス ケーラ ブル 値は文字ブロ ッ ク全体の幅を ド ッ ト 数で表

し た も のです。 文字はス ケール される ため、 倍率係数は
不要です。

ビ ッ ト マ ッ プ 値は、 フ ォ ン ト の基本幅に最も近い整数の

倍数に四捨五入され、 フ ォ ン ト の基本幅で割って、 制限
値に最も近い倍数を出し ます。

d = フ ォ ン ト の

ド ラ イブの場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = フ ォ ン ト 名 有効値 ： 任意の有効フ ォ ン ト

デフ ォル ト 値 ： 無効な名前が入力された場合や、 名前が入
力されなかった場合は、 ^CF によ って設定されたデフ ォル

ト が使用されます。 ^CF でフ ォ ン ト が指定されていない場

合は、 フ ォ ン ト  A が使用されます。

こ こ で指定さ れたフ ォ ン ト は、 今後フ ォ ン ト 名の指定の
ないすべての ^A@ コマン ド で使用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .FTN

例 •  こ の例の後にはコールアウ ト を説明する表が示されています。 
 

パラメータ 詳細

1
2
3
4
5
6
7
8
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ZPL II のコマン ド
^A@
コ メン ト  スケーラブル / ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォ ン ト の詳細については、 『ZPL II
プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 を参照し て く ださい。

1 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を開始し ます。

2 非揮発性のプ リ ン タ ・ メ モ リ で CYRI_UB.FNT を検索し

ます （B:）。フ ォ ン ト が見つかる と、^A@ コマン ド によ っ

て印刷の向 き が標準に、 文字サ イ ズが 50 ド ッ ト  x 50
ド ッ ト に設定されます。

3 フ ィ ール ド の基点を  100,100 に設定し ます。

4 フ ィ ール ド ・ データ  Zebra Printer Fonts を ラベルに印刷

し ます。

5 フ ォ ン ト を再度呼び出す と、 文字サ イ ズは 40 ド ッ ト  x
40 ド ッ ト に縮小されます。

6 新しいフ ィ ール ド基点を  100,150 に設定し ます。

7 フ ィ ール ド ・データ  This uses the B:CYRI_UB.FNT を ラベ

ルに印刷し ます。

8 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を終了し ます。
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ZPL II のコマン ド
^B1
^B1
Code 11 バー ・ コード

説明 ^B1 コマン ド は、 USD-8 コード と し て も知られる  Code 11 バー ・ コー ド

を生成し ます。 Code 11 バー ・ コー ド では、 各文字は 3 本のバー と  2 本のス

ペースで構成され、 文字セ ッ ト には 10 桁と ハイ フンが含まれます。 

• ^B1 は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^B1o,e,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

 ! 重要 • Code 11 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

e = チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト

有効値 ： 

Y （はい） = 1 桁

N （いいえ） = 2 桁

デフ ォル ト 値 ： N
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^B1
h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は Code 11 バー ・ コード の例です。

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
^B2
^B2
Interleaved 2 of 5 バー ・ コード

説明 ^B2 コマン ド は、 高密度の自己チェ ッ ク式連続型の数値シンボル ・ コー

ド 体系であ る  Interleaved 2 of 5 バー ・ コード を生成し ます。

Interleaved 2 of 5 バー ・ コード の各データ文字は、 5 つのバー / スペースの 5 エ
レ メ ン ト で構成されます。 5 エレ メ ン ト の う ち 2 つは太 く 、 3 つは細 く なって

います。 こ のバー ・ コード は、 すべてスペースの文字とすべてバーの文字を イ
ン ター リ ーブ （交互配置） する こ と によ って形成されています。 

• ^B2 は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^B2o,h,f,g,e

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • Interleaved 2 of 5 バー ・ コー ド に関し て追加の詳細が必要な場合は、

『ZPL プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て

く ださい。
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^B2
パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表

示ラ イ ンを印刷

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表

示ラ イ ンを コード
の上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

e = モジ ュ ラ ス  10 
チェ ッ ク ・ デ ィ
ジ ッ ト を計算し印
刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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^B2
コ メン ト  Interleaved 2 of 5 バー ・ コー ド の全桁数は偶数であ る必要があ り ま

す。 プ リ ン タは奇数の桁数を受け取る と自動的に前ゼロ を追加し ます。

Interleaved 2 of 5 バー ・ コード では、 エラー ・ チェ ッ ク にモジュ ラ ス  10 チェ ッ

ク ・ デ ィ ジ ッ ト ・ スキームを使用し ます。 モジュ ラ ス  10 チェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ

ト の詳細については、 『ZPL プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 の付録 C を参照

し て く ださい。

例 • 次は Interleaved 2 of 5 バー ・ コード の例です。
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ZPL II のコマン ド
^B3
^B3
Code 39 バー ・ コード

説明 Code 39 バー ・ コード は、 米国国防総省も含め、 多 く の産業における標準

で、 米国規格協会 （ANSI） の標準 MHO10.8M-1983 で指定されている  3 種類

のシ ンボル ・ コー ド 体系の 1 つです。 Code 39 は、 USD-3 Code および 3 of 9
Code と し て も知られています。

Code 39 バー ・ コード の各文字は、 5 本のバーと  4 本のスペースの 9 エレ メ ン

ト 、 および文字間ギ ャ ッ プで構成されています。 9 エレ メ ン ト の う ち 3 本は太

く 、 残 り の 6 本は細 く なっています。 

• ^B3 は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

• Code 39 は、 ス ター ト / ス ト ッ プ文字 （*） を自動的に生成し ます。

• テキ ス ト 表示ラ イ ンがオンの場合、ス ター ト / ス ト ッ プ文字のアステ リ ス ク

がテキ ス ト 表示ラ イ ンに印刷されます。

• Code 39 は、 フル ASCII セ ッ ト  128 文字をエン コード でき ます。

フォーマッ ト   ^B3o,e,h,f,g

 ! 重要 • Code 39 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^B3
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

e = モジュラス 43 
チェック ・ ディジット

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキスト表示ラ

インを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキスト表示ラ

インをコードの上に
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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ZPL II のコマン ド
^B3
コ メン ト  拡張 ASCII は、 スキ ャナの機能であ り 、 バー ・ コード の機能ではあ

り ません。 こ の機能を使用するには、 ご使用のス キ ャナで拡張 ASCII が有効

になっている必要があ り ます。 Code 39 で拡張 ASCII を有効にするには、 ^FD
ステー ト メ ン ト で +$ をエン コード する必要があ り ます。Code 39 で拡張 ASCII
を無効にするには、 ^FD ステー ト メ ン ト で -$ をエン コードする必要があ り ま

す。
 

例 • 次は Code 39 バー ・ コード の例です。
 

例 • 次の例では、 ラ イ ン ・ フ ィ ード のあ る キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターンを  Code 39
バー ・ コード にエン コード し ます。

^XA
^FO20,20
^B3N,N,100,Y
^FDTEST+$$M$J-$^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABELS
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ZPL II のコマン ド
^B3
Code 39 のフル ASCII モード

Code 39 は、 次の表に示 し た文字の組み合わせを使用し て、 128 文字のフル

ASCII セ ッ ト を生成でき ます。 

表 A  Code 39 フル ASCII モード

ASCII Code 39

SOH
STX
ETX
EOT
ENQ
ACK
BEL
BS
HT
LF
VT
FF
CR
SO
SI

DLE
DC1
DC2
DC3
DC4
NAK
SYN
ETB
CAN
EM

SUB
ESC
FS
FS
RS
US

$A
$B
$C
$D
$E
$F
$G
$H
$I
$J
$K
$L
$M
$N
$O
$P
$Q
$R
$S
$T
$U
$V
$W
$X
$Y
$Z
%A
%B
%C
%D
%E

ASCII Code 39

SP
!
“
#
$
%
&
‘
(
)
*

++
‘
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
?

Space
/A
/B
/C
/D
/E
/F
/G
/H
/I
/J
/K
/L
-
.

/O
O
1
2
3
4
5
6
7
8
9
/Z

%F
%G
%H
%I
%J
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^B3
表 B  Code 39 フル ASCII モード

ASCII Code 39

@
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
[
\
]
^
_

%V
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z

%K
%L
%M
%N
%O

ASCII Code 39

‘
a
b
c
d
e
f
g
h
I
j
k
l

m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
~

DEL

%W
+A
+B
+C
+D
+E
+F
+G
+H
+I
+J
+K
+L
+M
+N
+O
+P
+Q
+R
+S
+T
+U
+V
+W
+X
+Y
+Z
%P
%Q
%R
%S

%T, %X
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^B4
^B4
Code 49 バー ・ コード

説明 ^B4 コマン ド は、 複数行連続型、 フル ASCII セ ッ ト  128 文字エン コード

可能な可変長シンボル ・ コー ド 体系を作成し ます。 こ のコー ド は、 小さ な ス
ペースに大量のデータ を必要とする アプ リ ケーシ ョ ンに最適です。

コード は 2 ～ 8 行で構成されます。 行は、 先行ク ワ イエ ッ ト ・ ゾーン、 8 コー

ド 文字をエン コー ド する  4 つの記号文字、 ス ト ッ プ ・ パターン、 後続ク ワ イ

エ ッ ト ・ ゾーンで構成さ れます。 行は、 1 モジ ュールの高さ の区切 り バーに

よ って区切られます。 各シンボル文字は、 Code 49 文字セ ッ ト の 2 文字をエン

コード し ます。

• ^B4 には固定印字比率があ り ます。

• 行はどの順序でスキ ャ ン し て も かまいません。

フォーマッ ト  ^B4o,h,f,m  

 ! 重要 • Code 49 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^B4
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = 個々の行の

高さ の倍数

有効値 ： 1 ～ラベルの高さ

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

こ の数値を モジ ュ ールで掛け る と、 個々の行の高 さ の
ド ッ ト 数にな り ます。 こ の値に 1 を使用する こ と はお薦

めでき ません。
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^B4
 

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ：

N = ラ イ ンを印刷し ない

A = テキス ト 表示ラ イ ンを コード の上に印刷する

B = テキス ト 表示ラ イ ンを コード の下に印刷する

デフ ォル ト 値 ： N

フ ィ ール ド ・ データ が 2 行を超え る と、 テキ ス ト 表示ラ

イ ンがバー ・ コード ・ シンボルの右端からはみ出し ます。

m = 開始モード 有効値 ：

0 = 標準英数字モード

1 = 複数読み取 り 英数字

2 = 標準数字モード

3 = グループ英数字モード

4 = 標準英数字 Shift 1

5 = 標準英数字 Shift 2

A = 自動モー ド プ リ ン タは、 フ ィ ール ド ・ データ を分析

し て開始モード を決定し ます。

デフ ォル ト 値 ： A

例 • 次は Code 49 バー ・ コード の例です。 
  

パラメータ 詳細
32  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^B4
表 C  Code 49

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
-
.

SPACE
$
/

++
%

< (Shift 1)
> (Shift 2)

: (N.A.)
; (N.A.)
? (N.A.)

= (Numeric Shift)

Field Data

Set

Unshifted

Character Set

Shift 1

Character Set

Shift 2

Character Set

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
-
.

SPACE
$
/

++
%

’
ESC
FS
GS
RS
US
!
“
#
&

SOH
STX
ETX
EOT
ENQ
ACK
BEL
BS
HT
LF
VT
FF
CR
SO
SI

DLE
DC1
DC2
DC3
DC4
NAK
SYN
ETB
CAN
EM

SUB
(
)

Null
*
,
:

reserved

;
<
=
>
?
@
[
\
]
a
b
c
d
e
f
g
h
I
j
k
l

m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
_
‘

DEL
{
|
}
~

Code 49 Shift 1 and 2 Character Substitutions
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^B4
Code 49 のフ ィールド ・ データ文字セッ ト

0 ～ 5 の開始モード を使用する際に、プ リ ン タに送られる  ^FD データは、Code
49 国際文字セ ッ ト です。 これは前のページの Code 49 表の最初の列に示され

ています。 以下は Code 49 コ ン ト ロール文字です。

 : ; < = > ?

0 ～ 5 のモード を使用する場合は、 有効なフ ィ ール ド ・ データ を提供する必要

があ り ます。シフ ト 文字はシフ ト 文字 1 文字と、非シフ ト 文字 1 文字のシーケ

ン ス と し て送信されます。 

無効なシーケン スが検出される と、 Code 49 フ ォーマ ッ タはフ ィ ール ド ・ デー

タの解釈を停止し、無効なシーケン スの発生個所までのデータ を含むシンボル
を印刷し ます。 以下は無効なシーケン スの例です。

• 0 ～ 9 以外の任意の文字または数字スペースで数字モード が終了され

ている場合。

• モード  4 （標準英数字 Shift 1） で開始し、 最初のフ ィ ール ド ・ データ文

字が Shift 1 セ ッ ト ではない場合。

• モード  5 （標準英数字 Shift 2） で開始し、 最初のフ ィ ール ド ・ データ文

字が Shift 2 セ ッ ト ではない場合。

• Shift 1 に続いて Shift 1 セ ッ ト にない文字を送信し た場合。

• Shift 2 に続いて Shift 2 セ ッ ト にない文字を送信し た場合。

• Shift 1 または Shift 2 コ ン ト ロール文字を  2 つ送信し た場合。

例 • 小文字の a をエン コードするには、 a> （Shift 2） に続けて、 大文字の A
を送信し ます。テキス ト 表示ラ イ ンの印刷を選択し た場合、小文字の a がテ

キ ス ト 表示ラ イ ンに印刷されます。 これによ り 、 ス キ ャナの出力が反映さ
れます。 Code 49 では上段の英数字のみが使用されます。
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ZPL II のコマン ド
^B4
Code 49 自動モードの利点

デフ ォル ト （自動モード） を使用する と、 開始モード を選択し た り 、 手動で文
字シフ ト を実行し た り する必要がま った く な く な り ます。自動モード では、入
力された ASCII ス ト リ ングを分析し た う えで適切なモー ド を判断し、 すべて

の文字シフ ト を実行し、 最大限の効果を得る ためにデータ を圧縮し ます。

数字モード は、連続し た数字が 5 個以上検出された場合にのみ選択またはシフ

ト されます。 8 文字以下で構成される数字のス ト リ ングの場合、 数字パッ ケー

ジにはスペース面での利点はあ り ません。
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^B5
^B5
Planet Code バー ・ コード

説明 ^B5 コマン ド は、 常駐バー ・ コード と し てすべてのプ リ ン タでサポー ト

されています。

フォーマッ ト  ^B5o,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向きのコード 有効値 ：

N =  標準

R = 回転 

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表示

ラ イ ン

有効値 ：

N = デフ ォル ト な し  

Y = はい 

g = テキス ト 表示

ラ イ ンがバー ・
コード の上に印刷
されるかど う かを
決定し ます。

有効値 ：

N = デフ ォル ト な し  

Y = はい 
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^B5
例 • 次は Planet Code バー ・ コード の例です。

^XA
^FO150,100^BY3
^B5N,100,Y,0
^FD12345678901$FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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^B7
^B7
PDF417 バー ・ コード

説明 ^B7 コマン ド は、 二次元の複数行連続型のス タ ッ ク式シンボル ・ コー ド

体系であ る  PDF417 バー ・ コード を生成し ます。 PDF417 は、 1 バー ・ コード

あた り  1,000 文字以上をエン コード でき ます。 このコード は、 バー ・ コード の

読み取 り 時に大量のデータ を必要とする アプ リ ケーシ ョ ンに最適です。

このバー・ コード は 3 ～ 90 のス タ ッ ク式の行で構成されます。各行は、ス ター

ト / ス ト ッ プ ・ パターン と コード ・ ワード と呼ばれる シンボル文字で構成され

ています。 コード ・ ワード には 4 本のバーと  4 本のスペースが含まれます。 1
行には最低 3 つのコード ・ ワード が必要です。

PDF417 バー ・ コー ド は、 構造化結合オプシ ョ ン （^FM） を使用で き る ため、

複数のバー ・ コード を印刷する こ と によ り 、 フ ィ ールド ・ データの制限を拡張
する こ と ができ ます。構造化結合の使用の詳細については、^FM ページ 174 を

参照し て く ださい。

• PDF417 には固定印字比率があ り ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） は文字データ  3K に限定されています。

フォーマッ ト  ^B7o,h,s,c,r,t

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 
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^B7
パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N =  標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = 個々の行の

バー ・ コード の
高さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ラベルの高さ

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

こ の数値を モジ ュ ールで掛け る と、 個々の行の高 さ の
ド ッ ト 数にな り ます。 こ の値に 1 を使用する こ と はお薦

めでき ません。

s = セキ ュ リ

テ ィ ・ レベル

有効値 ： 1 ～ 8 （エラー検出および訂正）

デフ ォル ト 値 ： 0 （エラー検出のみ）

これによ り 、シンボルに対し て生成されるエラー検出 / 訂

正コー ド ・ ワー ド 数が決定し ます。 デフ ォル ト のレベル
では、訂正機能な しのエラー検出のみが提供されます。セ
キ ュ リ テ ィ ・ レベルを上げる と、 エ ラー訂正のレベル も
上が り 、 シンボル ・ サイ ズ も大き く な り ます。

c = エン コードす

るデータ列の数

有効値 ： 1 ～ 30

デフ ォル ト 値 ： 1:2 （行 ： 列のアスペク ト 比率）

コー ド ・ ワー ド の列数を指定する こ と に よ り 、 シンボル
の幅を制御でき ます。
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^B7
 

r = エン コードす

る行の数

有効値 ： 3 ～ 90

デフ ォル ト 値 ： 1:2 （行 ： 列のアスペク ト 比率）

シンボルの行数を指定する こ と に よ り 、 シンボルの高さ
を制御でき ます。 た と えば、 行の値も列の値も入力され
ていない場合、 72 コード ・ ワード は 6 列と  12 行のシンボ

ルにエン コー ド さ れます。 コー ド ・ ワー ド に よ り 、 ア ス
ペク ト 比率が多少異な る場合があ り ます。

t = 右の行イ ンジ

ケータ と ス ト ッ プ
パターンを切 り 捨
てる

有効値 ： Y （切 り 捨て実行） および N （切 り 捨てな し）

デフ ォル ト 値 ： N 

例 1 • 次は PDF417 バー ・ コード の例です。 
 

パラメータ 詳細

PDF417 BAR CODE

^XA
^BY2,3
^FO10,10^B7N,5,5,,83,N
^FDZebra Technologies
Corporation strives to be
the expert supplier of
innovative solutions to
speciality demand labeling
and ticketing problems of
business and government.
We will attract and retain
the best people who will
understand our customer's
needs and provide them with
systems, hardware, software,
consumables and service
offering the best value,
high quality, and reliable
performance, all delivered
in a timely manner.
^FS^XZ

ZPL II CODE
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^B7
コ メン ト  以下に箇条書きで示し ます。

例 2 • 次は切 り 捨てを選択し た場合と 選択し ない場合の PDF417 バー ・ コー

ド の例です。
 

例 3 • 次の例は、 フ ィ ール ド  16 進 （^FH） 文字と と も に使用し た ^B7 コマ

ン ド を示し ています。 

^XA
^FO50,50^BY3,3.0^B7N,8,5,7,21,N
^FH_^FD[)>_1E06_1DP12345678_1DQ160
_1D1JUN123456789A2B4C6D8E_1D20LA6-987
_1D21L54321 ZES_1D15KG1155
_1DBSC151208_1D7Q10GT_1E_04^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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^B7
• 列と行の両方を指定し た場合、 その積は 928 よ り 小さい値であ る必要があ

り ます。

• 列と行の積が 928 よ り 大きい場合はシンボルは印刷されません。

• コード ・ ワード 合計が列と行の積よ り 大きい場合はシンボルは印刷されま

せん。

• このバー ・ コード では連番指定はでき ません。

• 切 り 捨て機能は、 ラベルの破損の可能性が少ない場合に使用でき ます。 右

行イ ンジケータ と ス ト ッ プ ・ パターンは単一のモジュール ・ バーの幅にな
り ます。 切 り 捨てな しのバー ・ コード と切 り 捨て されたバー ・ コード の違
いについては、 次を参照し て く ださい。 次は切 り 捨てを選択し た場合と選
択し ない場合の PDF417 バー ・ コード の例です。 ページ 41
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^B7
PD417 使用時の ^BY に関する特別考慮事項

^B7 と と もに使用する場合、 ^BY コマン ド のパラ メ ータは次の とお り です。

 w = モジュール幅 （ド ッ ト 数）

有効値 ： 2 ～ 10

デフ ォル ト 値 ： 2

r  = 比率

固定値 ： 3 （比率は PDF417 には影響し ません )

h = バーの高さ （ド ッ ト 数） 

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 10

PDF417 は、 ^B7 h パラ メ ータで行の高さが指定されていない場合

にのみこれを使用し ます。
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^B7
PD417 使用時の ^FD に関する特別考慮事項

^FD コ マン ド と と も にプ リ ン タに送信される文字セ ッ ト には、 プ リ ン タに対

し て特別な意味のあ る文字を除き、 フル ASCII セ ッ ト が含まれています。

ページ番号 850 表
 

CR と  LF も すべての ^FD ス テー ト メ ン ト に対し て有効な文字です。 次のス

キームを使用し ます。

\& =  キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン / ラ イ ン ・ フ ィ ード

 \\ = バッ ク ス ラ ッ シュ （\）

• バッ ク ス ラ ッ シュ （\） を印刷するには、 ^CI13 が選択されている必要が

あ り ます。
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^B8
^B8
EAN-8 バー ・ コード

説明 ^B8 コマン ド は、 EAN--13 バー ・ コード の短縮バージ ョ ンです。 EAN は
European Article Numbering の略称です。 EAN-8 バー ・ コード の各文字は、 2 本
のバーと  2 本のスペースの 4 つのエレ メ ン ト で構成されます。

• ^B8 は固定比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） は 7 文字に制限されています。 必要な文字数

にする ために、 ZPL II は、 自動的に左端でゼ ロ を追加 （パデ ィ ング処理）

し た り 切 り 捨てた り し ます。

• EAN-8 を特殊化し たアプ リ ケーシ ョ ンであ る  JAN-8 （Japanese Article
Numbering） を使用する場合、プ リ ン タに送信されるゼロ以外の最初の 2 桁
は、 常に 49 です。

フォーマッ ト  ^B8o,h,f,g 

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • EAN-8 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^B8
パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N =  標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキスト表示ラ

インを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y 

g = テキスト表示ラ

インをコードの上に
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は EAN-8 バー ・ コード の例です。
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^B9
^B9
UPC-E バー ・ コード

説明 ^B9 コマン ド は、 記数法 0 に使用される  UPC シンボル ・ コード体系のバ

リ エーシ ョ ンを生成し ます。 これは UPC-A バー ・ コード を短縮し たバージ ョ

ンで、 ゼロ を抑制する こ と によ り 、 所要印刷スペースが少な く なっています。
6 ド ッ ト /mm、 12 ド ッ ト /mm、 および 24 ド ッ ト /mm の印刷ヘッ ド によ り 、

UPC および EAN のシンボル ・ コー ド 体系が 100% のサイ ズで生成されます。

しかし、 8 ド ッ ト /mm の印刷ヘッ ド の場合は、 UPC および EAN のシンボル ・

コード 体系が 77% の倍率因数で生成されます。

UPC-E バー・ コード の各文字は、 2 本のバーと  2 本のスペースの 4 つのエレ メ

ン ト で構成されます。 細いバーの幅を指定する ためには、 ^BY コマン ド を使

用する必要があ り ます。

• ^B9 は固定比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） は、 正確に 10 文字丁度に制限されてお り 、 5
桁の メ ーカー ・ コード と  5 桁の製品コード が必要です。

• ゼロ を抑制し た UPC バージ ョ ンを使用する場合、 全 10 文字のシーケン ス

を入力する必要があ り ます。 ZPL II は短縮されたバージ ョ ンを計算し、 印

刷し ます。

フォーマッ ト  ^Bo,h,f,g,e 

 ! 重要 • UPC-E バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^B9
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N =  標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキスト表示ラ

インを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキスト表示ラ

インをコードの上に
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

e = チェック ・ ディ

ジットを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

例 • 次は UPC-E バー ・ コード の例です。 
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^B9
正しい製品コード番号の規則

• メ ーカーの番号の最後の 3 桁が 000、 100、 200 のいずれかであ る場合、 有

効な製品番号は 00000 ～ 00999 です。

• メ ーカーの番号の最後の 3 桁が 300、 400、 500、 600、 700、 800、 900 のい

ずれかであ る場合、 有効な製品番号は 00000 ～ 00099 です。

• メ ーカーの番号の最後の 2 桁が 10、 20、 30、 40、 50、 60、 70、 80、 90 のい

ずれかであ る場合、 有効な製品番号は 00000 ～ 00009 です。

• メ ーカーの番号が 0 （ゼロ） で終わら ない場合、 有効な製品番号は 00005
～ 00009 です。
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^BA
^BA
Code 93 バー ・ コード

説明 ^BA コ マン ド は、 可変長の連続型シンボル ・ コー ド 体系を作成し ます。

Code 93 バー ・ コード は、 Code 39 と 同じ アプ リ ケーシ ョ ンの多 く で使用され

ています。 こ の コー ド は、 128 文字のフル ASCII セ ッ ト を使用し ます。 し か

し、 ZPL II は ASCII コ ン ト ロール ・ コード も エスケープ ・ シーケン ス もサポー

ト し ていません。 以下の代替文字が使用されます。

Code 93 バー ・ コード の各文字は、 3 本のバーと  3 本のスペースの 6 つのエレ

メ ン ト で構成されます。異なる方法で呼び出されますが、テキス ト 表示ラ イ ン
はコ ン ト ロール ・ コード を使用し たかのよ う に印刷されます。

• ^BA は固定印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BAo,h,f,g,e

コ ン ト ロール ・ コード ZPL II の代替

Ctrl $ &

Ctrl % ‘

Ctrl / (

Ctrl + )

 ! 重要 • Code 93 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^BA
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N =  標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキスト表示ラ

インを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキスト表示ラ

インをコードの上に
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

e = チェック ・

ディジットを印刷
する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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^BA
コ メン ト  すべてのコ ン ト ロール ・ コード はペアで使用されます。 

さ らに、 Code 93 は 128 文字のフル ASCII セ ッ ト をエン コード でき ます。 詳細

については、 53 ページの表 D を参照し て く ださい。

例 • 次は Code 93 バー ・ コード の例です。 
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^BA
Code 93 のフル ASCII モード

Code 93 は、 表 C と  D に示し た文字の組み合わせを使用し て、 全 128 文字の

ASCII セ ッ ト を生成でき ます。

表 D  Code 93 フル ASCII モード

ASCII Code 93

NUL
SOH
STX
ETX
EOT
ENQ
ACK
BEL
BS
HT
LF
VT
FF
CR
SO
SI

DLE
DC1
DC2
DC3
DC4
NAK
SYN
ETB
CAN
EM

SUB
ESC
FS
FS
RS
US

‘U
&A

B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N

P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z

‘A
‘B
‘C
‘D
‘E

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&O
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

ASCII Code 93

SP
!
“
#
$
%
&
‘
(
)
*

++
‘
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
?

Space
(A
(B
C
D
E
F
G
H
I
J

++
(L
-
.
/
O
1
2
3
4
5
6
7
8
9
(Z
‘F
‘G
‘H
‘I
‘J

(
(
(
(
(
(
(
(
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^BA
 

表 E  Code 93 フル ASCII モード

ASCII Code 93

@
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
[
\
]
^
_

‘V
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z
‘K
‘L
‘M
‘N
‘O

ASCII Code 93

‘
a
b
c
d
e
f
g
h
I
j
k
l

m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
~

DEL

‘W
)A
)B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T
U
V
W
X
Y
Z

‘P
‘Q
‘R
‘S
‘T

)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
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^BB
^BB
CODABLOCK バー ・ コード

説明 ^BB コマン ド は、 2 次元の複数行のス タ ッ ク式シンボル ・ コー ド 体系を

生成し ます。 このコード は、大量の情報を必要とする アプ リ ケーシ ョ ンに最適
です。

選択し たモード によ り 、 このコード は 1 ～ 44 のス タ ッ ク式の行で構成されま

す。各行はス ター ト ・パターンで開始され、ス ト ッ プ・パターンで終了されます。

• CODABLOCK A は、 可変印字比率をサポー ト し ています。

• CODABLOCK E と  F は固定印字比率のみをサポー ト し ています。

フォーマッ ト  ^BBo,h,s,c,r,m

 ! 重要 • CODABLOCK バー・コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、『ZPL
プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く だ

さい。
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次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N =  標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： N

h = 個々の行の

バー ・ コードの高
さ （ドット数）

有効値 ： 2 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 8

こ の数値を モジ ュ ールで掛け る と、 個々の行の高 さ の
ド ッ ト 数にな り ます。

s = セキュリティ ・

レベル

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

セキ ュ リ テ ィ ・ レベルは、 シンボル ・ チェ ッ ク サムが生
成 さ れシ ン ボルに追加 さ れ る か ど う か を 決定 し ま す。
チェ ッ ク サムは、 単一行のシンボルに対し て生成される
こ と はあ り ません。 これは、 パラ メ ータ  m が A に送信さ

れた場合はオフにする こ と ができ ます。

c = 1 行あたりの

文字数 （データ列）

有効値 ： 2 ～ 62 文字

こ れは CODABLOCK シ ンボルのエン コー ド に使用 さ れ

ます。 こ のパ ラ メ ータ によ って、 シンボルの幅を制御で
き ます。
56  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^BB
r = エンコードする

行の数

有効値 ： 

CODABLOCK A の場合 ： 1 ～ 22

CODABLOCK E と  F の場合 ： 2 ～ 4

• c と  r の値を指定し ない場合、 単一の行が生成されます。

• r の値を 指定せず、 c が最大範囲 を 超え てい る 場合は、

フ ィ ール ド ・ データ長と同じ単一の行が生成されます。

• c の値を指定し ない場合、 1 行あた り の文字数はフ ィ ール

ド ・ データ を  r の値で割る こ と によ って導かれます。

• 両方のパラ メ ータ を指定する と、 フ ィ ール ド ・データの量

は指定のパ ラ メ ー タ の積 よ り 少な く なければな り ま せ
ん。 フ ィ ール ド ・ データ が積の値を超えた場合、 シンボ
ルが印刷されないか、エラー・コード が印刷されます（^CV
がア ク テ ィ ブな場合）。

• データ ・ フ ィ ール ド に 1 次数字データが含まれる場合、指

定の行数よ り も少ない数の行が印刷さ れる可能性があ り
ます。 データ ・ フ ィ ール ド にシフ ト 文字 と コー ド 切 り 換
え文字が含まれる場合、 指定の行数よ り も多い数の行が
印刷される可能性があ り ます。

m = モード 有効値 ： A、 E、 F

CODABLOCK A は、 Code 39 文字セ ッ ト を使用し ます。

CODABLOCK F は、 Code 128 文字セ ッ ト を使用し ます。

CODABLOCK E は、 Code 128 文字セ ッ ト を使用し、 自動

的に FNC1 を追加し ます。

デフ ォル ト 値 ： F

パラメータ 詳細
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例 • 次は CODABLOCK バー ・ コード の例です。 
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^BB 使用時の ^BY コマンドに関する特別考慮事項

^BB コー ド と と も に使用する場合の  ^BYw,r,h コマン ド のパ ラ メ ータは次

の とお り です。

w = モジュール幅 （ド ッ ト 数）

有効値 ： 2 ～ 10 （CODABLOCK A のみ）

デフ ォル ト 値 ： 2

r  = 比率

固定値 ： 3 （比率は CODABLOCK E または F には影響し ません )

h = バーの高さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32.32000

デフ ォル ト 値 ： 10 

CODABLOCK は、^BB h パラ メ ータで行の高さが指定されていな

い場合にのみ、 これをシンボル全体の高さ と し て使用し ます。
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^BB 使用時の ^FD 文字セッ トに関する特別考慮事項

プ リ ン タに送信される文字セ ッ ト は、 パラ メ ータ  m で選択されているモー ド

によ って異な り ます。

CODABLOCK A ： CODABLOCK A は、 Code 39 と同じ文字セ ッ ト を使用し

ます。 ^FD ステー ト メ ン ト でその他の文字セ ッ ト を使用し た場合、 バー ・

コー ド が印刷 さ れないか、 エ ラ ー ・ コー ド が印刷 さ れます （^CV がア ク

テ ィ ブな場合）。

CODABLOCK E ： 自動モード には、 プ リ ン タに対し て特別な意味のあ る文
字を除いた フル ASCII セ ッ ト が含まれます。 機能コー ド ま たは Code 128
サブセ ッ ト  A <nul> 文字は、 ^FH コマン ド を使用し て挿入でき ます。 

84 hex よ り 上の文字の場合、バー・ コード が印刷されないか、エラー・ コー

ド が印刷されます （^CV がア ク テ ィ ブな場合）。

CODABLOCK F ： CODABLOCK F は、 プ リ ン タに対し て特別な意味のあ る

文字を除いた フル ASCII セ ッ ト を使用し ます。機能コード または Code 128
サブセ ッ ト  A <nul> 文字は、 ^FH コマン ド を使用し て挿入でき ます。

<fnc1> = 80 hex <fnc3> = 82 hex

<fnc2> = 81 hex <fnc4> = 83 hex

<nul> = 84 hex

<fnc1> = 80 hex <fnc3> = 82 hex

<fnc2> = 81 hex <fnc4> = 83 hex

<nul> = 84 hex
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^BC
Code 128 バー ・ コード （サブセッ ト  A、 B、 C）

説明 ^BC コマン ド は、 高密度の可変長連続型英数字シンボル ・ コード 体系で

あ る  Code 128 バー ・ コード を生成し ます。 こ のバー ・ コード は、 複雑なエン

コード の製品識別のために設計された ものです。

Code 128 には文字のサブセ ッ ト が 3 つあ り ます。 各セ ッ ト にはエン コード さ

れた印刷用文字が 106 文字あ り 、使用する文字のサブセ ッ ト によ り 、各文字に

は最高 3 つまで意味を持たせる こ と ができ ます。 各 Code 128 文字は、 3 本の

バーと  3 本のスペースの 6 エレ メ ン ト で構成されます。

• ^BC は固定印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BCo,h,f,g,e,m

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • Code 128 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プ
ロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださ

い。
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パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキスト表示ラ

インを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y 

テキ ス ト 表示ラ イ ンは、 バー ・ コー ド ・ コ マン ド の前に
フ ォ ン ト ・ コ マン ド を配置する こ と によ り 、 どのよ う な
フ ォ ン ト によ って も印刷でき ます。

g = テキスト表示ラ

インをコードの上に
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

e = UCC チェック ・

ディジット

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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m = モード 有効値 ： 

N = モード の選択な し

U = UCC Case モード

A = 自動モー ド 送信されたデータ を分析し、 最適な圧縮

方法を自動的に判断し ます。 ^FD ス テー ト メ ン ト でフル

ASCII 文字セ ッ ト を使用でき ます。すなわち、サブセ ッ ト

のシフ ト はプ リ ン タによ って決定されます。4 桁以上の数

値ス ト リ ングの場合、 サブセ ッ ト  C に自動的にシフ ト さ

れます。

デフ ォル ト 値 ： N

d = データ挿入

例 • 次は Code 128 バー ・ コード の例です。
 

パラメータ 詳細
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表 F  Code 128 の文字セ ッ ト

Code A
SP
!
''
#
$
%
&
'
(
)
*

++
,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
?
@
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T

Code B
SP
!
''
#
$
%
&
'
(
)
*

++
,
-
.
/
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
:
;
<
=
>
?
@
A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S
T

Value
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

Code C
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

Value
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104
105

Code C
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

Code B
Code A
FNC1

Code B
U
V
W
X
Y
Z
[
\
]
^
_
.
a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k
l

m
n
o
p
q
r
s
t
u
v
w
x
y
z
{
|
}
~

DEL
FNC3
FNC2
SHIFT
Code C
FNC4

Code A
FNC1

START (Code A)
START (Code B)
START (Code C)

Code A
U
V
W
X
Y
Z
[
\
]
^
_

NUL
SOH
STX
ETX
EOT
ENQ
ACK
BEL
BS
HT
LF
VT
FF
CR
SO
SI

DLE
DC1
DC2
DC3
DC4
NAK
SYN
ETB
CAN
EM
SUB
ESC
FS
GS
RS
US

FNC3
FNC2
SHIFT
Code C
Code B
FNC4
FNC1
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UCC Case モードを選択した場合の特殊条件

• ^FD または ^SN で 19 桁を超えるデータは削除されます。

• ^FD または ^SN のデータが 19 桁以下の場合は、右端にゼロ を加えて 19 桁
になる よ う にし ます。 これによ り 、 無効なテキス ト 表示ラ イ ンが生成され
ます。
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Code 128 のサブセッ ト

Code 128 の文字サブセ ッ ト は、 サブセ ッ ト  A、 サブセ ッ ト  B、 サブセ ッ ト  C
と呼ばれます。 サブセ ッ ト は次の方法で選択でき ます。

• バー ・ コード に関連付け られる フ ィ ール ド ・ データ （^FD） ス ト リ ングに

特殊な呼び出し コード を含める こ と ができ ます。

• 希望のス ター ト ・ コード を フ ィ ール ド ・ データの先頭に配置でき ます。 ス

ター ト ・ コード を入力し ない場合は、 サブセ ッ ト  B が使用されます。

バー ・ コード内でサブセ ッ ト を変更するには、 フ ィ ール ド ・ データ （^FD） ス

ト リ ング内の適切な位置に呼び出し コー ド を配置し ます。 新し いサブセ ッ ト
は、 呼び出し コード で変更される まで有効です。 た と えば、 サブセ ッ ト  C で、

フ ィ ールド ・ データに >7 を含める と サブセ ッ ト が A に変更されます。

次の表には、 これら  3 つのサブセ ッ ト の Code 128 呼び出し コード と ス ター ト

文字が示されています。 

表 G  Code 128 呼び出し文字
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例 • 次の図 A と  B は、 同一のバー ・ コード の例です。 

  

Code 128 サブセ ッ ト は最も よ く 使用 さ れる サブセ ッ ト であ る た

め、 ZPL II ではデータ ・ ス ト リ ングでス ター ト 文字が指定されて

いない場合、 デフ ォル ト と し てサブセ ッ ト  B を使用し ます。 
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ZPL II スクリプ ト内での ^BC

^XA - ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を開始する最初のコマン ド です。

^FO100,75 - この 2 番目のコマン ド は、 フ ィ ール ド基点を左上のコーナー

から  X 軸上 100 ド ッ ト 、 Y 軸上 75 ド ッ ト の位置に設定し ます。

^BCN,100,Y,N,N - この 3 番目のコマン ド は、 Code 128 バー ・ コード を呼

び出し、 回転な し （N）、 高さ  100 ド ッ ト で印刷し ます。 テキス ト 表示ラ イ

ンは、 バー ・ コード の下 （N） に印刷されます （Y）。 UCC チェ ッ ク ・ デ ィ

ジ ッ ト は使用されません （N）。

^FDCODE128^FS （図 A） ^FD>:CODE128^FS （図 B） - フ ィ ール ド ・ デー

タ ・ コマン ド によ り バー ・ コード の内容が指定されます。

^XZ - 最後の こ のコ マン ド は、 フ ィ ール ド ・ データ を終了し、 ラベルの終

わ り を意味し ます。

テキ ス ト 表示ラ イ ンは、チェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ ト をオフにし てコード の下に印刷
されます。

図 A の ^FD コマン ド は、 サブセ ッ ト を指定し ていないため、 サブセ ッ ト  B が
使用されます。 図 B では、 ^FD コマン ド で >: ス ター ト ・ コード を使用し てサ

ブセ ッ ト  B が呼び出されています。 ZPL II はコード  B をデフ ォル ト と し て使

用し ますが、コマン ド には呼び出し コード を含める習慣をつける こ と をお勧め
し ます。

Code 128 - サブセ ッ ト  B は、 10 進数の 94 よ り 大きい値と、 呼び出し コード を

使用し てプロ グ ラ ムする必要のあ る一部の特殊文字を除き、ASCII テキス ト と

し て直接プロ グ ラ ム されます。 それらの特殊文字には以下があ り ます。 

^ > ~
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例 • Code 128 - サブセ ッ ト  A と  C

Code 128 のサブセ ッ ト  A と  C は、 フ ィ ール ド ・ データ ・ ス ト リ

ング内の 2 桁の値 （00 ～ 99） でプ ロ グ ラ ム さ れます。 詳細につ

いては、 64 ページの表 F を参照し て く ださい。

サブセ ッ ト  A では、 2 桁の値によ り 単一の文字がバー ・ コード に

エン コード され、 サブセ ッ ト  C では文字は入力し た とお り に印刷

されます。 下の図 E はサブセ ッ ト  A の例です （>9 がサブセ ッ ト

A のス ター ト ・ コード です）。

2 桁 （D2） の最初の文字と し てプロ グ ラ ム された非整数値は無視

されます。 2 桁 （2D） の 2 番目の文字と し てプロ グ ラ ム された非

整数値は、 2 桁すべてを無効にする ため、 こ のペアは無視されま

す。 フ ィ ール ド ・ データ ・ ス ト リ ング内でコード ・ シフ ト のすぐ
前に余分な単独の桁があ る場合は、 それも無視されます。

下の図 C と  図 D は、 サブセ ッ ト  C の例です。 バー ・ コード が同

一であ る こ と に注意し て く ださい。 図 D のプロ グ ラ ム ・ コード で

は、 D が無視され、 2 が 4 と 組み合わされています。 
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^BD
UPS MaxiCode バー ・ コード

説明 ^BD コ マン ド は、 2 次元の光学式読み取 り （ス キ ャ ン式ではない） コー

ド を生成し ます。 こ のシンボル ・ コー ド 体系は、 UPS （United Parcel Service）
によ って開発されま し た。

このコード にはその他のパラ メ ータはな く 、テキス ト 表示ラ イ ン も生成されな
い こ と に注意し て く だ さ い。 ^BY コ マン ド は UPS Maxi Code バー ・ コー ド に

は影響し ません。 しかし、 ^CV コマン ド をア ク テ ィ ブにする こ と はでき ます。

フォーマッ ト  ^BDm,n,t

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

m = モード 有効値 ：

2 = 構造化された宅配業者 メ ッ セージ ： 数字の郵便番号

（米国式）

3 = 構造化された宅配業者 メ ッ セージ ： 英数字の郵便番

号 （非米国式）

4 = 標準シンボル、 セ ク レ タ リ

5 = フル EEC

6 = リ ーダー ・ プロ グ ラ ム、 セ ク レ タ リ

デフ ォル ト 値 ： 2

n = シンボル番号 有効値 ： 1 ～ 8 を構造化文書に追加でき ます。

デフ ォル ト 値 ： 1

t = シンボルの

合計数

有効値 ： こ のシーケン ス内のシンボルの合計数を表す 1 ～
8

デフ ォル ト 値 ： 1
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例 • 次は UPS MAXICODE - Mode 2 バー ・ コード の例です。  

UPS MAXICODE - MODE 2 ZPL II CODE
^XA
^FO50,50
^CVY
^BD^FH^FD001840152382802
[)>_1E01_1D961Z00004951_1DUPSN_
1D_06X610_1D159_1D1234567_1D1/1_
1D_1DY_1D634 ALPHA DR_
1DPITTSBURGH_1DPA_1E_04^FS
^FO30,300^A0,30,30^FDMode2^FS
^XZ
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^BD 使用時の ^FD に関する特別考慮事項

^FD ステー ト メ ン ト は高優先度 メ ッ セージ（hpm） と低優先度 メ ッ セージ（lpm）

の 2 つの部分に分け られます。高優先度の メ ッ セージには 2 種類あ り ます。そ

の 1 つは米国式の郵便番号で、 も う  1 つは非米国式の郵便番号です。 これらの

高優先度 メ ッ セージの構文は、どち ら も こ こに示し た もの と正確に一致し なけ
れば、 エラー ・ メ ッ セージが生成されます。

フォーマッ ト  ^FD <hpm><lpm>

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 

パラメータ 詳細

<hpm> = 高優先度

メ ッ セージ （モー
ド  2 と  3 の場合の

みに適用可能）

有効値 ： 0 ～ 9 （別の指定がない場合）

米国式郵便番号 （モード  2）

<hpm> = aaabbbcccccdddd

  aaa = 3 桁のサービ ス ・ ク ラ ス

  bbb = 3 桁の国番号

ccccc = 5 桁の郵便番号

 dddd = 4 桁の郵便番号拡張子 （ない場合はゼロ を  4 つ
（0000） 入力）

非米国式郵便番号 （モード 3）

<hpm> = aaabbbccccc

  aaa = 3 桁のサービ ス ・ ク ラ ス

  bbb = 3 桁の国番号

ccccc = 6 桁の郵便番号 （A ～ Z、 または 0 ～ 9）

<lpm> = 低優先度

メ ッ セージ （モー
ド  2 と  3 の場合の

みに適用可能）

GS は、 メ ッ セージのフ ィ ールド を区切るために使用し ます

（0x1D）。 RS はフ ォーマ ッ ト ・ タ イプを区切るために使用し

ます （Ox1E）。 EOT は送信の終わ り を示す文字です。

メ ッ セージ ・ ヘッ ダー [)>RS
輸送データ
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コ メン ト  

• <hpm> と  <lpm> のフ ォーマ ッ ト は、 モード  2 と  3 を使用する場合のみに

適用されます。
た と えば、モード  4 では ^FD コマン ド で定義されたデータがシンボル内に

配置されます。

• UPS は、特定のデータが定義し た方法で存在する こ と を必要と し ます。UPS
の MaxiCode データ を フ ォーマ ッ ト する際は、 必ず上段文字を使用し て く

ださい。UPS の <lpm> でフ ィ ール ド に入力する際は、『Guide to Bar Coding
with UPS』 で指定されたデータのサイ ズ と タ イプに従って く ださい。

• モード を選択し ない場合、 デフ ォル ト はモード  2 です。 非米国式の郵便番

号を使用する場合、 エラー ・ メ ッ セージ （無効な文字や メ ッ セージが短す
ぎ る など） が表示される可能性があ り ます。 非米国式のコード を使用する
場合はモード  3 を使用し て く ださい。

• ZPL II は、 郵便番号のフ ォーマ ッ ト に基づいて自動的にモード を変更し ま

せん。

• GS、 RS、 EOT などの特殊文字を使用する場合は、 ^FH コマン ド を使用し

て ZPL II で下線 （_） の後に 16 進の値を使用する よ う に指示し て く ださい。

フ ォーマ ッ ト ・ ヘッ ダー 01GS96
管理番号 * < 管理番号 >
SCAC* GS<SCAC>
UPS 荷送人番号 GS< 荷送人番号 >
荷物収集日 （ユ リ ウ ス日） GS< 荷物収集日 >
発送 ID 番号 GS< 発送 ID 番号 >
パッ ケージ n/x GS<n/x>

パッ ケージ重量 GS< 重量 >
住所確認 GS< 確認 >
届け先住所 GS< 番地 >
届け先所在市 GS< 市 >
届け先所在州 GS< 州 >
RS RS
メ ッ セージの終わ り EOT
（* UPS の必須データ）
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^BE
EAN-13 バー ・ コード

説明 ^BE コマン ド は、 UPC-A バー ・ コード と 同様です。 このコード は、 ヨー

ロ ッパ と日本の小売市場で広 く 使用されています。

EAN-13 バー ・ コード には 12 のデータ文字が含まれ、 これは UPC-A コード よ

り も  1 つ多い文字数です。 EAN-13 シンボルには、 UPC-A と同じ数のバーが含

まれますが、 13 番目の桁を左端の 6 桁のパ リ テ ィ ・ パターンにエン コード し

ます。 この 13 番目の桁は、 12 番目の桁と組み合わせて国コード を表し ます。

• ^BE は固定印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） は正確に 12 文字に制限されています。 必要な

文字数にする ために、 ZPL II は、 自動的に左端でゼロ を切 り 捨てた り 追加

（パデ ィ ング処理） し た り し ます。

• EAN-13 を特殊化し たアプ リ ケーシ ョ ンであ る  JAN-13 （Japanese Article
Numbering） を使用する場合、プ リ ン タに送信されるゼロ以外の最初の 2 桁
は、 常に 49 であ る必要があ り ます。

フォーマッ ト  ^BEo,h,f,g

 ! 重要 • EAN-13 バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  EAN-13 バー・ コード はエラー・チェ ッ ク にモジ ュ ラ ス  10 チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト ・ スキームを使用し ます。 モジュ ラ ス  10 の詳細については、 『ZPL
II プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 の付録 C を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コード

の高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキスト表示

ラインを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキスト表示ラ

インをコードの上に
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は EAN-13 バー ・ コード の例です。
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^BF
^BF
Micro-PDF417 バー ・ コード

説明 ^BF コマン ド は、PDF417 と同じ  2 次元の複数行連続型ス タ ッ ク式シンボ

ル ・ コード 体系を作成し ますが、 17 モジ ュール幅のス ター ト / ス ト ッ プ ・ パ

ターン と左 / 右の行イ ンジケータ を  10 モジュール幅の行のア ド レ ス ・ パター

ンの一意なセ ッ ト で置換し ます。 これによ り 、 シンボル全体の幅が狭ま り 、 行
の高さが 2X でも線形スキ ャ ンが可能にな り ます。

Micro PDF417 は、 エ リ ア効率の改善を要する アプ リ ケーシ ョ ン用に設計され

ていますが、 PDF417 で要求される最大データ容量はあ り ません。 最大 4 デー

タ列 x 44 行までの特定の行と列の組み合わせでのみ印刷でき ます。

フ ィ ール ド ・ データ （^FD） と フ ィ ール ド  16 進値 （^FH） は次のよ う に制限

されています。

• 250 の 7 ビ ッ ト 文字

• 150 の 8 ビ ッ ト 文字

• 366 の 4 ビ ッ ト 数字

フォーマッ ト  ^BFo,h,m

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 
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データを Micro-PDF417 バー ・ コードにエンコードする手順

1 エン コード するデータのタ イプを決定し ます （た と えば、 ASCII 文字、 数

字、 8 ビ ッ ト ・ データ、 これらの組み合わせなど）。

2 バー・ コード 内でエン コードするデータの最大量を決定し ます （た と えば、
ASCII 文字の数、 数字の数、 8 ビ ッ ト ・ データ文字の数など）。

3 バー ・ コード 内で使用するチェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト のパーセン ト を決定し ま
す。 使用するチェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト のパーセン ト が高いほど、 バー ・ コー
ド は耐破損性が高 く な り ますが、 サイ ズは大き く な り ます。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コードの

高さ （ドット数）

有効値 ： 1 ～ 9999

デフ ォル ト 値：^BY によ って設定された値、 または 10 （^BY
値が存在し ない場合）

m = モード 有効値 ： 0 ～ 33 （79 ページの表 H）

デフ ォル ト 値 ： 0 (79 ページの表 H).

例 • 次は MICRO-PDF417 バー ・ コード の例です。
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4 上記の質問から得た情報と 79 ページの表 H を使用し て、 バー ・ コード の
モード を選択し ます。

  

 

表 H  Micro-PDF417 モード

8
17
26
32
44
55
20
35
52
67
82
93
105
14
26
38
49
67
96
132
167
202
237
32
49
67
85
111
155
208
261
313
366
20

6
12
18
22
30
38
14
24
36
46
56
64
72
10
18
26
34
46
66
90
114
138
162
22
34
46
58
76
106
142
178
214
250
14

64
50
41
40
33
29
50
41
32
29
28
28
29
67
58
53
50
47
43
41
40
39
38
50
44
40
38
35
33
31
30
29
28
50

11
14
17
20
24
28
8
11
14
17
20
23
26
6
8
10
12
15
20
26
32
38
44
6
8
10
12
15
20
26
32
38
44
4

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

Mode
(M)

Number
of Data

Columns

Number
of Data
Rows

% of
Cws for

EC

Max
Alpha

Characters

Max
Digits
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^BI
Industrial 2 of 5 バー ・ コード

説明 ^BI コマン ド は、デ ィ ス ク リ ー ト の自己チェ ッ ク式連続型数値シンボル・

コード 体系です。 Industrial 2 of 5 バー ・ コード は、 2 of 5 系列のバー ・ コー ド

では最も長 く 使用されています。 こ の系列のバー ・ コード の中では Standard 2
of 5 （^BJ） と  Interleaved 2 of 5 （^B2) バー ・ コード も ZPL II で使用でき ます。

Industrial 2 of 5 では、 すべての情報がバーに格納されます。 このコード では 2
種類のバー幅が採用されてお り 、 太いバーは細いバーの 3 倍の幅です。

• ^BI は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BIo,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • Industrial 2 of 5 バー・コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、『ZPL
プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く だ

さい。
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パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー・ コード の

高さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキ ス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキ ス ト 表示

ラ イ ン を コー ド の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は Industrial 2 of 5 バー ・ コード の例です。
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^BJ
Standard 2 of 5 バー ・ コード

説明 ^BJ コマン ド は、デ ィ ス ク リ ー ト の自己チェ ッ ク式連続型数値シンボル・

コード 体系です。

Standard 2 of 5 では、 すべての情報がバーに格納されます。 こ のコー ド では 2
種類のバー幅が採用されてお り 、 太いバーは細いバーの 3 倍の幅です。

• ^BJ は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BJo,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • Standard 2 of 5 バー・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、『ZPL
プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く だ

さい。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値
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f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は Standard 2 of 5 バー ・ コード の例です。

パラメータ 詳細
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^BK
ANSI Codabar バー ・ コード

説明 ANSI Codabar バー ・ コード は、 図書館、 医療産業、 宅配便会社などのさ

ま ざ ま な情報処理アプ リ ケーシ ョ ンに使用されています。 こ のバー ・ コー ド
は、 USD-4 Code、 NW-7、 および 2 of 7 Code と し て も知られています。 当初は

小売店の価格ラベル用に開発されま し た。

このコード の各文字は、4 本のバーと  3 本のスペースの 7 エレ メ ン ト で構成さ

れます。 Codabar バー ・ コード では、 数値と コ ン ト ロール （ス ター ト / ス ト ッ

プ） の 2 つの文字セ ッ ト が使用されます。

• ^BK は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BKo,e,h,f,g,k,l

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • Codabar バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

e = チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト

固定値 ： N

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

k = ス ター ト 文字

を指定

有効値 ： A、 B、 C、 D

デフ ォル ト 値 ： A

l = ス ト ッ プ文字

を指定

有効値 ： A、 B、 C、 D

デフ ォル ト 値 ： A
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例 • 次は ANSI Codabar バー ・ コード の例です。
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^BL
^BL
LOGMARS バー ・ コード

説明 ^BL コ マ ン ド は、 国防総省で使用 さ れてい る  Code 39 の特殊な アプ リ

ケーシ ョ ンです。LOGMARS は、Logistics Applications of Automated Marking and
Reading Symbols の略語です。 

• ^BL は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。 ^FD ス ト

リ ングの下段の文字は、 サポー ト される上段の LOGMARS 文字に変換

されます。

フォーマッ ト  ^BLo,h,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • LOGMARS バー ・ コー ド に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL
プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く だ

さい。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値
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^BL
コ メン ト  LOGMARS バー・ コード は、 モジュ ラ ス  43 の計算を使用し て必須の
チェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト を生成し ます。 モジュ ラ ス  43 の詳細については、 『ZPL
II プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 の付録 D を参照し て く ださい。

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は LOGMARS バー ・ コード の例です。 
 

パラメータ 詳細
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^BM
^BM
MSI バー ・ コード

説明 ^BM コマン ド はパルス幅変調式、 連続型、 および自己チェ ッ ク機能な し

のシンボル ・ コード 体系で、 Plessey バー ・ コード （^BP） の変形です。

MSI バー ・ コード の各文字は、 4 本のバーと隣接する  4 本のスペースの 8 エレ

メ ン ト で構成されます。

• ^BM は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• パラ メ ータ  e が B、 C、 または D の場合、 バー ・ コード が有効であ る た

めには、 フ ィ ール ド ・ データ （^FD） は 1 ～ 14 桁に制限されます。 パ

ラ メ ータ  e が A の場合、 ^FD は 1 ～ 13 桁に ク ワ イ エ ッ ト ・ ゾーンを

加えた ものに制限されます。

フォーマッ ト  ^BMo,e,h,f,g,e2

 ! 重要 • MSI バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ グ
ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^BM
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

e = チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト 選択

有効値 ：

e = チェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト な し

B = 1 モジュ ラ ス  10

C = 2 モジュ ラ ス  10

D = 1 モジュ ラ ス  10 と  1 モジュ ラ ス  11

デフ ォル ト 値 ： B

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ：

e = チェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト な し

B = 1 モジュ ラ ス  10

C = 2 モジュ ラ ス  10

D = 1 モジュ ラ ス  10 と  1 モジュ ラ ス  11

デフ ォル ト 値 ： B

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

e2 = ス ター ト 文

字を指定

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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^BM
例 • 次は MSI バー ・ コード の例です。
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^BP
^BP
Plessey バー ・ コード

説明 ^BP コマン ド はパルス幅変調式、 連続型、 および自己チェ ッ ク機能な し

のシンボル ・ コード 体系です。

Plessey バー・ コード の各文字は、4 本のバーと隣接する  4 本のスペースの 8 エ
レ メ ン ト で構成されます。

• ^BP は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BPo,e,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • Plessey バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

e = チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト を
印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は Plessey バー ・ コード の例です。
  

パラメータ 詳細
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^BQ
^BQ
QR Code バー ・ コード

説明 ^BQ コマン ド は、 正方形のパターンに並べた正方形のモジ ュールで構成

されるマ ト リ ッ ク ス ・ シンボル ・ コード体系を生成し ます。 4 つの角の う ち 3
つに見られる一意なパターンによ り 、 バー ・ コード のサイ ズ、 位置、 および傾
斜が決ま り ます。

4 つのレベルのエラー訂正機能と と もに、 広範囲に及ぶシンボル ・ サイ ズが実

現し ま し た。ユーザー指定によ るモジュール寸法によ り 、多様なシンボル作成
技法を使用でき ます。

QR Code Model 1 は最初の仕様で し たが、 QR Code Model 2 はその拡張バー

ジ ョ ンです。 Model 2 には追加機能が備わったほか、 Model 1 と 自動的に区別

されます。

Model 2 が推奨されるモデルであ り 、 通常はこ ち ら を使用し て く ださい。

こ のバー ・ コー ド は、 後続の ^FD ス ト リ ングで指定される フ ィ ール ド ・ デー

タ を使用し て印刷されます。

エン コード 可能な文字セ ッ ト には、 数字データ、 英数字データ、 8 ビ ッ ト ・ バ

イ ト ・ データ、 および漢字が含まれます。

フォーマッ ト  ^BQa,b,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • QR code バー・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、『ZPL プロ
グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださい。
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^BQ
後続のページでは、 エン コード する情報を含む ^FD ステー ト メ ン ト でコマン

ド を フ ォーマ ッ ト する ための具体的なコマン ド を紹介し ます。

パラメータ 詳細

a = フ ィ ール ド

位置

固定値 ： 標準 （^FW は回転には影響し ません）

b = モデル 有効値 ： 1 （最初のバージョン） および 2 （拡張バージョン - 
推奨）

デフ ォル ト 値 ： 2

c = 倍率係数 有効値 ： 1 ～ 10

デフ ォル ト 値 ：

1150 dpi プ リ ン タの場合

2200 dpi プ リ ン タの場合

3300 dpi プ リ ン タの場合

6600 dpi プ リ ン タの場合

例 • 次は QR Code バー ・ コード の例です。
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QR コマンド使用時の ^FD に関する考慮事項

QR スイッチ （^FD フ ィールド ・ データにフォーマッ ト される）

混合モード  <D>

D = 異な る タ イプの文字モード を  1 つのコード に構成し ます。

コード 番号 <01 16>

値 = 分割された コード の N 番目の数値から差し引き ます （2 桁）。

区分の数 <02 16>

区分の数 （2 桁）。

パ リ テ ィ ・ データ  <1 バイ ト >

パ リ テ ィ ・ データ値は、 入力データ （EX-OR 操作でバイ ト ご と に分割

される前の最初の入力データ） で計算し て取得し ます。

エラー訂正レベル <H、 Q、 M、 L>

H = 極めて高い信頼性レベル

Q = 高信頼性レベル

M = 標準レベル （デフ ォル ト ）

L = 高密度レベル

文字モード  <N、 A、 B、 K>

N = 数字

A = 英数字

Bxxxx = 8 ビ ッ ト ・ バイ ト ・ モード こ のモード は、 JIS X 0201 （文字

値 0x00 ～ 0xFF） に従って、 8 ビ ッ ト のラ テン / 仮名文字セ ッ ト を処理

し ます。 

xxxx = データ文字の数は 2 バイ ト の BCD コード で表わされます。

K = 漢字 -- JIS X 0208 に基づき  Shift JIS システムに従って漢字のみを

処理し ます。 こ れは、 文字モー ド  K の後のすべてのパ ラ メ ータ は 16
ビ ッ ト の文字であ る 必要があ る こ と を意味 し ます。 8 ビ ッ ト の文字

（ASCII コード など） があ る と エラーが発生し ます。
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データ文字ス ト リ ング < データ > 

文字モード の後に配置されるか、 ^FD ステー ト メ ン ト の最後のス イ ッ

チです。

データ入力 <A, M>

A = 自動入力 （デフ ォル ト ） データ文字ス ト リ ン グ JIS8 単位、 Shift
JIS。入力モード が自動入力の場合、0x89 ～ 0x9F、および 0xE0 ～ 0xFF
のバイナ リ ・ コード を設定する こ と はでき ません。

M = 手動入力

データ入力モード には、 自動 （A） と手動 （M） の 2 種類があ り ます。 A を指

定し た場合、文字モード を指定する必要はあ り ません。M を指定し た場合、文

字モード を指定する必要があ り ます。
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^FD フ ィールド ・ データ （標準モード）

ス イ ッ チ付き自動データ入力 （A）

^FD
< エラー訂正レベル >A
< データ文字ス ト リ ング >
^FS

 

 スイッチ付き手動データ入力 （M）

^FD
< エラー訂正レベル >M,
< 文字モード >< データ文字ス ト リ ング >
^FS

例 • 自動データ入力によ る標準モード の QR Code
^XA
^FO20,20^BQ,2,10^FDQA,0123456789ABCD 2D 
code^FS
^XZ

< エラー訂正レベル > Q （高）

< 入力モード > A, （自動設定）

< データ文字ス ト リ ング > 0123456789ABCD 2D code

例 • 手動データ入力によ る標準モード の QR Code
^XA
^FO20,20^BQ,2,10
^FDHM,N123456789012345^FS
^XZ
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^BQ
    

  

^FD フ ィールド ・ データ （混合モード  - 追加のスイッチが必要）

スイッチ付き自動データ入力 （A）

^FD
<D>< = コード 番号 >< 区分の数 > < パ リ テ ィ ・ データ >,
< エラー訂正レベル >A
< データ文字ス ト リ ング >,
< データ文字ス ト リ ング >,
<  :  >,
< データ文字ス ト リ ング n**>
^FS

スイッチ付き手動データ入力 （M）

^FD
< コード 番号 > < 区分の数 > < パ リ テ ィ ・ データ >,

< エラー訂正レベル > H （極めて高い信頼性レベル）

< 入力モード > M, （手動入力）

< 文字モード > N （数字データ）

< データ文字ス ト リ ング > 123456789012345

例 • 標準信頼性レベル、 手動データ入力によ る標準モード の QR Code
^XA
^FO20,20^BQ,2,10^FDMM,AAC-42^FS
^XZ

< エラー訂正レベル > M （標準信頼性レベル）

< 入力モード > M, （手動入力）

< 文字モード > A （英数字データ）

< データ文字ス ト リ ング > AC-42
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< エラー訂正レベル >M,
< 文字モード 1>< データ文字ス ト リ ング 1>,
< 文字モード 2>< データ文字ス ト リ ング 2>,
< :  > <  :  >,
< 文字モード n>< データ文字ス ト リ ング n**>
^FS

混合モード で n** 最高 200 まで

例 • 手動データ入力によ る混合モード の QR Code
^XA
^FO,20,20^BQ,2,10
^FDD03048F,LM,N0123456789,A12AABB,B0006qrc
ode^FS
^XZ

< 混合モード識別子 > D （混合）

< コード番号 > M （コード番号）

< 区分の数 > D （区分）

< パ リ テ ィ ・ データ > M （0x8F）

‘

< エラー訂正レベル > L （高密度レベル）

< 入力モード > M （手動入力）

‘

< 文字モード > N （数字データ）

< データ文字ス ト リ ング > 0123456789

‘

< 文字モード > A （英数字データ）

< データ文字ス ト リ ング > 12AABB

‘
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^BQ
< 文字モード > B （8 ビ ッ ト ・ バイ ト ・ デー

タ）

0006 （バイ ト 数）

< データ文字ス ト リ ング > qrcode

例 • 次は、 自動データ入力によ る混合モード の QR Code の例です。

^XA
^FO20,20^BQ,2,10
^FDD03048F,LA,012345678912AABBqrcode^FS
^XZ

< 混合モード識別子 > D  （混合）

< コード番号 > M （コード番号）

< 区分の数 > D （区分）

< パ リ テ ィ ・ データ > M （0x8F）

< エラー訂正レベル > L （高密度レベル）

< 入力モード > A （自動入力）

< データ文字ス ト リ ング > 012345678912AABBqrcode
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^BR
^BR
RSS バー ・ コード

説明 このコード は、 XiIIIPlus プ リ ン タの CompactFLASH 専用です。

フォーマッ ト  ^BRa,b,c,d,e,f

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 回転

I = 反転

B = 下から上

デフ ォル ト 値 ： R

b = RSS-14 フ ァ ミ

リ の シ ン ボ ル ・
コード体系タ イプ

有効値 ： 
 1 = RSS14
 2 = RSS14 Truncated
 3 = RSS14 Stacked
 4 = RSS14 Stacked Omnidirectional
 5 = RSS Limited
 6 = RSS Expanded
 7 = UPC-A
 8 = UPC-E
 9 = EAN-13
10 = EAN-8
11 = UCC/EAN-128 および CC-A/B
12 = UCC/EAN-128 および CC-C

デフ ォル ト 値 ： 1
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c = 倍率係数 有効値 ： 1 ～ 10

デフ ォル ト 値 ： 

24 ド ッ ト は 6、 12 ド ッ ト は 3、 8 ド ッ ト 以下は 2

12 ド ッ ト は 6、 8 ド ッ ト は 3、 8 ド ッ ト 以下は 2

d = セパレータ

の高さ

有効値 ： 1 または 2

デフ ォル ト 値 ： 1

e = バー ・ コード

の高さ

バー ・ コー ド の高さ は、 バー ・ コー ド の線形部分にのみ影
響し ます。 UCC/EAN および CC-A/B/C のみ。

有効値 ： 1 ～ 32000 ド ッ ト

デフ ォル ト 値 ： 25

f = セグ メ ン ト 幅

（RSS expanded の
み）

有効値 ： 2 ～ 22 （偶数のみ、 ラ イ ンあた り のセグ メ ン ト 数）

デフ ォル ト 値 ： 22

演習 1 次はシンボル ・ コード 体系 Type 7 - UPC-A の例です。

^XA

^FO10,10^BRN,7,5,2,100^FD12345678901|this is 
composite info^FS

^XZ

例 • 次はシンボル ・ コード体系 Type 1 ñ RSS14 の例です。

^XA

^FO10,10^BRN,1,5,2,100^FD12345678901|this is 
composite info^FS

^XZ

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
^BS
^BS
拡張 UPC/EAN

説明 ^BS コマン ド は、ISBN （International Standard Book Numbers） のバー・ コー

ド を作成する ために主に出版社で使用される  2 桁と  5 桁のア ド オンです。これ

らの拡張コード は、 別個のバー ・ コード と し て扱われます。

^BS コマン ド は、 UPC-A バー ・ コード （^BU） と  UPC-E バー ・ コード （^B9）

と一緒に使用する よ う に設計されています。

• ^BS は固定印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） は 2 文字丁度か 5 文字丁度に制限されて

います。 必要な文字数にする ために、 ZPL II は、 自動的に左端でゼロ

を切 り 捨てた り 追加 （パデ ィ ング処理） し た り し ます。

フォーマッ ト  ^BSo,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • UPC/EAN バー ・ コードに関して追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL プロ
グラミング ・ ガイド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照してください。
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ZPL II のコマン ド
^BS
パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

例 • 次は UPC/EAN の 2 桁のバー ・ コード の例です。 
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ZPL II のコマン ド
^BS
最終的に作成される複合コード が UPC 仕様範囲内にな る よ う に、 UPC-A また

は UPC-E コード に対する  UPC/EAN ア ド オンの配置には注意が必要です。

モジ ュール幅が 2 （デフ ォル ト ） の UPC コー ド の場合、 ア ド オンのフ ィ ール

ド 基点オフセ ッ ト は次の とお り です。

例 • 次は UPC/EAN の 5 桁のバー ・ コード の例です。

例 • 次は UPC-A の例です。 

次は UPC-E の例です。

 

Supplement Origin
X - Offset

209 Dots

0

Normal

Rotated

Adjustment
Y - Offset

21 Dots

209 Dots

Supplement Origin
X - Offset

122 Dots

0

Normal

Rotated

Adjustment
Y - Offset

21 Dots

122 Dots
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ZPL II のコマン ド
^BS
さ らに、 ア ド オンのバー ・ コード の高さは主コード よ り も  27 ド ッ ト （0.137 イ
ンチ） 低 く なければな り ません。 主 UPC コード の高さが 183 ド ッ ト

（0.900 イ ンチ） の場合、 ア ド オンの高さは 155 ド ッ ト （0.765 イ ンチ） であ る

必要があ り ます。

例 • 次の例では、 7000002198 と い う 値の標準 UPC-A バー ・ コード を  04414
のア ド オンを含めて作成する方法を示し ています。
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ZPL II のコマン ド
^BT
^BT
TLC39 バー ・ コード

説明 ^BT バー ・ コード は、 TCIF の標準で、 通信機器にタ グを付ける こ と がで

き ます。

Micro-PDF417 バー・ コード であ る  TCIF CLEI コード は、常に 4 列です。フ ァー

ム ウ ェアでは、エン コードする文字数に基づき、使用するモード を決定する必
要があ り ます。

フォーマッ ト  ^BTo,w1,r1,h1,w2,h2

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 回転

I = 反転

B = 下から上

w1 = Code 39 
バー ・ コード の幅

有効値 （ド ッ ト 数） ： 1 ～ 10

デフ ォル ト 値 （600 dpi プ リ ン タの場合） ： 4

デフ ォル ト 値 （200 dpi プ リ ン タの場合） ： 2

r1 = Code  39 
バー ・ コード の太
いバーと細いバー
の幅の比率

有効値 ： 2.0 ～ 3.0 （増分単位は 0.1）

デフ ォル ト 値 ： 2.0
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ZPL II のコマン ド
^BT
h1 = Code 39 
バー ・ コード の
高さ

有効値 （ド ッ ト 数） ： 1 ～ 9999

デフ ォル ト 値 （600 dpi プ リ ン タの場合） ： 120 

デフ ォル ト 値 （300 dpi プ リ ン タの場合） ： 60 

デフ ォル ト 値 （200 dpi プ リ ン タの場合） ： 40 

h2 = Micro-PDF417 
バー ・ コード の行
の高さ

有効値 （ド ッ ト 数） ： 1 ～ 255

デフ ォル ト 値 （600 dpi プ リ ン タの場合） ： 8 

デフ ォル ト 値 （200 dpi と  300 dpi プ リ ン タの場合） ： 4 

w2= Micro-PDF417 
バー ・ コード の細
いバーの幅

有効値 （ド ッ ト 数） ： 1 ～ 10

デフ ォル ト 値 （600 dpi プ リ ン タの場合） ： 4 

デフ ォル ト 値 （200 dpi と  300 dpi プ リ ン タの場合） ： 2 

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
^BT
例 • TLC39 バー ・ コード

次は TLC39 バー ・ コード を印刷する例です。 主な コ ンポーネン ト はコール

ア ウ ト によ って示されてお り 、 下には詳しい説明が記載されています。

注記 • TCIF 産業標準に従った結果を得るには、 印刷ヘッ ド密度にかかわら

ず、 コマン ド のデフ ォル ト を使用し て く ださい。

A -- ECI 番号。 7 番目の文字がカンマでない場合は、 Code 39 のみが印刷され

ます。 これは、6 桁以上あ る場合、最初の 6 桁に対し て Code 39 が印刷され、

Micro-PDF コード は印刷されないこ と を意味し ます。

• 6 桁であ る必要があ り ます。 

• 6 桁以外の桁数を検知する と、 フ ァーム ウ ェ アは無効な文字エ

ラーを生成し ます。 

• この数値はパデ ィ ング処理でき ません。

A -- シリアル 番号。 シ リ アル番号は可変長で、 最高 25 文字まで含める こ と

ができ ます。 シ リ アル番号は Micro-PDF シンボルに保存されます。 シ リ ア

ル番号の後にカンマがあ る場合は、 下の追加データ を使用し ます。

• このコ ンポーネン ト が存在する場合は、 英数字 （句読点を含ま

ない文字と 数字） であ る必要があ り ます。 

この値は、 ECI 番号の後にカンマがあ る場合に使用し ます。

A B

C
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ZPL II のコマン ド
^BT
C -- 追加のデータ。 こ のコ ンポーネン ト が存在する場合、 国コード などに使

用し ます。 

注記 • データは 150 バイ ト を超えてはな り ません。これにはシ リ アル番号の

カンマ も含まれます。

• 追加のデータは Micro-PDF シンボルに保存され、 シ リ アル番号

の後に追加されます。 それぞれ最高 25 文字までの追加フ ィ ー

ルド間にはカンマが必要です。

各追加データ ・ フ ィ ールド には最高 25 文字の英数字を含める こ と ができ

ます。

結果は次の と お り です。 
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ZPL II のコマン ド
^BU
^BU
UPC-A バー ・ コード

説明 ^BU コマン ド は、 固定長の数値シンボル ・ コー ド 体系を生成し ます。 こ

のコー ド は、 主に小売産業でパ ッ ケージのラベルに使用されています。 UPC-
A バー・ コード には 11 データ文字があ り ます。6 ド ッ ト /mm、12 ド ッ ト /mm、

24 ド ッ ト /mm の印刷ヘッ ド によ り 、 UPC-A バー ・ コード （UPC/EAN シンボ

ル ・ コード体系） が 100% のサイ ズで生成されます。 しかし、 8 ド ッ ト /mm の
印刷ヘッ ド の場合は、 UPC/EAN シンボル ・ コード 体系が 77% の倍率因数で生

成されます。

• ^BU は固定印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） は 11 文字丁度に制限されています。 必要

な文字数にする ために、 ZPL II は、 自動的に左端でゼロ を切 り 捨てた

り 追加 （パデ ィ ング処理） し た り し ます。

フォーマッ ト  ^BUo,h,f,g,e

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • UPC-A バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、 『ZPL II プ
ロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照し て く ださ

い。
112  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^BU
テキ ス ト 表示ラ イ ンのフ ォ ン ト ・ ス タ イルは、^BY で選択し たモジ ュ ラ ス （細

いバーの幅） によ って異な り ます。

6 ド ッ ト /mm のプ リ ン タ ： 2 ド ッ ト 以上のモジュ ラ スの場合、 OCR-B テキ

ス ト 表示ラ イ ン付きで印刷され、 1 ド ッ ト のモジ ュ ラ スの場合はフ ォ ン ト

A で印刷されます。

8 ド ッ ト /mm のプ リ ン タ ： 3 ド ッ ト 以上のモジュ ラ スの場合、 OCR-B テキ

ス ト 表示ラ イ ン付きで印刷され、 1 または 2 ド ッ ト のモジ ュ ラ スの場合は

フ ォ ン ト  A で印刷されます。

12 ド ッ ト /mm のプ リ ン タ ： 5 ド ッ ト 以上のモジュ ラ スの場合、 OCR-B テ
キ ス ト 表示ラ イ ン付きで印刷され、 1、 2、 または 3 ド ッ ト のモジュ ラ スの

場合はフ ォ ン ト  A で印刷されます。

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

e = チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト を印刷
する

有効値 ： Y （はい） および N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y
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ZPL II のコマン ド
^BU
24 ド ッ ト /mm のプ リ ン タ ： 9 ド ッ ト 以上のモジュ ラ スの場合、 OCR-B テ
キ ス ト 表示 ラ イ ン付き で印刷 さ れ、 1 ～ 8 ド ッ ト のモジ ュ ラ ス の場合は

フ ォ ン ト  A で印刷されます。

コ メン ト  UPC-A バー ・ コード はエラー ・ チェ ッ ク にモジ ュ ラ ス  10 チェ ッ ク ・

デ ィ ジ ッ ト ・ スキームを使用し ます。 モジュ ラ ス  10 の詳細については、 『ZPL
プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 の付録 C を参照し て く ださい。

   

例 • 次はア ド オン付きの UPC-A バー ・ コード の例です。
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ZPL II のコマン ド
^BX
^BX
Data Matrix バー ・ コード

説明 ^BX コマン ド は、 ア ラ イ ン メ ン ト ・ パターン と タ イ ミ ング ・ セルの枠の

中に配置された正方形で構成される  2 次元のマ ト リ ッ ク ス ・ シンボル・ コード

体系を作成し ます。

フォーマッ ト  ^BXo,h,s,c,r,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = 個々の シ ン ボ

ル ・ エ レ メ ン ト の
高さ

有効値 ： 1 ～ ラベルの幅

個々のエレ メ ン ト は正方形です。すなわち、 このパラ メ ー
タはモジ ュール と 行の高さ の両方を指定し ます。 こ のパ
ラ メ ー タ がゼ ロ （ま たは指定 さ れていない） の場合は、
^BY の h パラ メ ータ （バーの高さ） がシンボルのおよ そ

の高さ と し て使用されます。
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ZPL II のコマン ド
^BX
s = 品質レベル 有効値 ： 0, 50, 80, 100, 140, 200

デフ ォル ト 値 ： 0

品質 は、 エラー訂正のためにシンボルに追加されるデー
タ量です。 AIM 仕様では、 これは ECC 値 と 呼ばれます。

ECC 50、 ECC 80、 ECC 100、 および ECC 140 は畳み込み

式エ ン コ ー ド を使用 し、 ECC 200 は Reed-Solomon エ ン

コー ド を使用し ています。 新し いアプ リ ケーシ ョ ンには

ECC 200 をお勧めし ます。 ECC 0000-140 は、 単一のパー

テ ィ がシンボルの生成 と 読み取 り の両方を管理し てシ ス
テム ・パフ ォーマン ス全般を担当し ている ク ローズ ド ・ ア
プ リ ケーシ ョ ンでのみ使用し て く ださい。

c = エ ン コ ー ド す

る列

有効値 ： 9 ～ 49

品質の値が 0 ～ 140 （10 ～ 144） の場合は奇数値のみ、 品

質の値が 200 の場合は偶数値のみ。

r = エ ン コ ー ド す

る行

有効値 ： 9 ～ 49

品質の値が 0 ～ 140 （10 ～ 144） の場合は奇数値のみ、 品

質の値が 200 の場合は偶数値のみ。 シンボル内の行数 と

列数は自動的に決定さ れます。 行数 と 列数の値に大きい
値を強制する こ と によ り 、 一様なシンボル ・ サ イ ズを実
現でき ます。 現在の実装では、 品質 0 ～ 140 のシンボル

は正方形で、 行数ま たは列数の大きい方の値が使用され
シンボルはそのサ イ ズにな り ます。 小さすぎ る シンボル
にデータ を含め よ う と し て も、 シンボルは印刷されませ
ん。 49 よ り 大きい値を入力する と、 行または列の値はゼ

ロ に設定さ れ、 サ イ ズは通常の方法で決定さ れます。 偶
数を入力する と、 INVALID-P （無効なパラ メ ータ） が生成

されます。 9 よ り 小さ く  0 よ り 大きい値を指定し た場合、

ま たは強制されたサ イ ズに対し てデータが大きすぎ る場
合は、 シンボルは印刷さ れません。 さ ら に、 ^CV がア ク

テ ィ ブであれば INVALID-L が印刷されます。

パラメータ 詳細
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^BX
f = フ ォーマ ッ ト

ID (0 ～ 6) -- 品質

が 200 に設定 さ れ

てい る場合は使用
されません。 

有効値 ：

1 = フ ィ ール ド ・ データ は数字 + スペース （0..9,”） - \&’’
は使用し ません。

2 = フ ィ ール ド ・ デー タ は上段の英数字 + ス ペー ス

（A..Z,’’） - \&’’ は使用し ません。

3 = フ ィ ールド ・ データは上段の英数字 + スペース、 ピ リ

オ ド、カンマ、ダ ッ シュ、およびス ラ ッ シュ（0..9,A..Z,“.-
/”） です。

4 = フ ィ ール ド ・ デー タ は上段の英数字 + ス ペー ス

（0..9,A..Z,’’） - \&’’ は使用し ません。

5 = フ ィ ール ド・データは 128 文字のフル ASCII 7 ビ ッ ト ・

セ ッ ト です。

6 = フ ィ ール ド ・ データは 256 文字のフル ISO 8 ビ ッ ト ・

セ ッ ト です。

デフ ォル ト 値 ： 6

g = エ ス ケ ープ ・

シーケ ン ス ・ コ ン
ト ロール文字

有効値 ： 任意の文字

デフ ォル ト 値 ： _ （下線）

こ のパ ラ メ ータは、 品質 200 が指定さ れている場合にの

み使用さ れます。 フ ィ ール ド ・ データ内に特殊な コ ン ト
ロール ・ シーケン ス を埋め込むためのエス ケープ文字で
す。^BX の使い方については、「フ ィ ールド ・データ」 （^FD
ページ 171） を参照し て く ださい。 

パラメータ 詳細
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 117



ZPL II のコマン ド
^BX
^BX に対する ^BY の影響

w = モジ ュール （影響な し  -- 個々のシンボル ・ エレ メ ン ト の寸法を参照）

r = 比率 （影響な し）

h = シンボルの高さ 

個々のシンボル ・ エレ メ ン ト の寸法が ^BD コマン ド で指定されて

いない場合は、 シンボル値の高さ を必要な行数 / 列数で割 り 、四捨

五入し た値 （最低 1） が個々のシンボル ・ エレ メ ン ト の寸法と し て

使用されます。

表 I  最大フ ィ ール ド ・ サイ ズ

例 • 次は Data Matrix バー ・ コード の例です。 
 

0

50

80

100

140

596

457

402

300

144

452

333

293

218

105

394

291

256

190

91

413

305

268

200

96

310

228

201

150

72

271

200

176

131

63

ECC
LEVEL ID = 1 ID = 2 ID = 3 ID = 4 ID = 5 ID = 6

Maximum Field Sizes
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^BX
^BX のフ ィールド ・ データ （^FD）

品質 000 ～ 140

• PDF417 と同様に、 \& と  || は、 キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン、 ラ イ ン ・ フ ィ ード、

およびバッ ク ス ラ ッ シュの挿入に使用でき ます。 コ ン ト ロール文字内のそ
の他の文字は、 ^FH を使用し なければ挿入でき ません。 品質 0 ～ 140 の場

合、 フ ィ ール ド ・ データ は 596 文字に制限 さ れてい ます。 制限を超え る

フ ィ ールド ・ データがあ る と シンボルは印刷されず、 ^CV がア ク テ ィ ブな

場合は INVALID-L が印刷されます。 フ ィ ールド ・データはユーザー指定に

よ る フ ォーマ ッ ト  ID に対応し ている必要があ り 、 対応し ていない と シン

ボルは印刷されず、 ^CV がア ク テ ィ ブな場合は INVALID-C が印刷されま

す。

• 品質 0 ～ 140 のシンボルの最大フ ィ ール ド ・ サイ ズは、 g パラ メ ータの表

に示されています。 
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^BX
品質 200

• フ ィ ールド ・ データ と し て 3072 文字以上が入力された場合、 3072 文字に

なる よ う に切 り 捨て られます。 これによ り 、 仕様で許可される数字の Data
Matrix シンボルの最大サイ ズは 3116 文字 （数字） に制限されます。 英数字

の場合の最大許容サイ ズは 2335 文字で、 8 ビ ッ ト ・ バイ ト の場合の最大許

容サイ ズは 1556 文字です。

• ^FH を使用し た場合、 次に説明するエスケープ ・ シーケン ス処理が発生す

る前に、 フ ィ ール ド の 16 進数処理が行われます。

• 品質 200 のフ ィ ールド ・データでは、下線がデフ ォル ト のエスケープ・シー

ケン ス ・ コ ン ト ロール文字です。 ^BX コマン ド でパラ メ ータ  g を使用する

こ と によ り 、 異なるエスケープ ・ シーケン ス ・ コ ン ト ロール文字を選択す
る こ と ができ ます。

ASCII 95 の下線文字 （_）、 またはパラ メ ータ  g で入力し た文字を使用し て、入

力ス ト リ ング ・ エスケープ ・ シーケン ス を品質 200 のフ ィ ールド ・ データに埋

め込むこ と ができ ます。

• _X は、 コ ン ト ロール文字のシフ ト 文字です （例 ： _@=NUL、 _G=BEL、 _0
= PAD など）。

• _1 ～ _3 は FNC 文字 1 ～ 3 に対応し ます （明示的 FNC4、 上段シフ ト は使

用でき ません）。

• FNC2 （構造化結合） の後には、 シンボル ・ シーケン ス と フ ァ イル ID を表

す 1 ～ 254 の値の 3 つの 3 桁の数値か ら成る  9 桁が必要です （た と えば、

フ ァ イル ID が 1001 のシンボル 3 of 7 は 2214001001 にな り ます）。

• 5NNN はコード ・ ページ NNN で、 NNN は 3 ページのコード ・ ページ値で

す （た と えばコード ・ ページ 9 は _5009 で表し ます）。

• _dNNN は、 コード ・ ワード と し て ASCII の 10 進値 NNN を作成し ます （3
桁）。

• データ内の _ は、 __ （2 つの下線） にエン コード されます。
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^BY
^BY
バー ・ コード ・ フ ィールドのデフォルト

説明 ^BY コマン ド は、 モジ ュール幅 （ド ッ ト 数） 、 太いバー と 細いバーの比

率、 およびバー ・ コー ド の高さ のデフ ォル ト 値を変更する ために使用されま
す。 このコマン ド は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト 内で必要な回数、 何回でも使用で
き ます。 

フォーマッ ト  ^BYw,r,h

 次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

パラ メ ータ  r の場合、 生成される実際の比率は、 パラ メ ータ  w （モジュール

幅） の ド ッ ト 数の関数です。 次のページの表を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

w = モジ ュール幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 10

パワーア ッ プ時の初期値 ： 2

r = 太いバーと細

いバーの幅の比率

有効値 ： 2.0 ～ 3.0 （増分単位は 0.1）

こ のパラ メ ータは、 固定比率のバー ・ コー ド には影響し
ません。

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 2.0 ～ 3.0 （増分単位は 0.1）

パワーア ッ プ時の初期値 ： 10

例 • モジュール幅 （w） を 9 に、 比率 （r） を 2.4 に設定し ます。 細いバーの

幅は 9 ド ッ ト で、 太いバーは 9 x 2.4、 すなわち 21.6 ド ッ ト です。 し か し、

プ リ ン タ では最も近い ド ッ ト 数に四捨五入される ため、 太いバーは実際に
は 22 ド ッ ト と し て印刷されます。

これによ り 、 2.44 （22 を 9 で割る） の比率のバー ・ コード が生成されます。

フル ・ ド ッ ト のみが印刷されるため、 この比率は 2.4 に最も近いものです。
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モジュール幅と高さ （w と  h） は、 選択し たシンボル ・ コード体系にかかわら

ず、 ^BY コマン ド によ っていつでも変更でき ます。

コ メン ト  ラ ベル ・ フ ォーマ ッ ト に ^BY コ マン ド を入力する と、 それは別の

^BY コマン ド を入力する まで有効です。

表 J  モジュール幅の比率を ド ッ ト 数で示し ています

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1

2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2:1 2.1:1

2:1 2:1 2:1 2:1 2.2:1 2.16:1 2.1:1 2.12:1 2.1:1 2.2:1

2:1 2:1 2.3:1 2.25:1 2.2:1 2.16:1 2.28:1 2.25:1 2.2:1 2.3:1

2:1 2:1 2.3:1 2.25:1 2.4:1 2.3:1 2.28:1 2.37:1 2.3:1 2.4:1

2:1 2.5:1 2.3:1 2.5:1 2.4:1 2.5:1 2.4:1 2.5:1 2.4:1 2.5:1

2:1 2.5:1 2.3:1 2.5:1 2.6:1 2.5:1 2.57:1 2.5:1 2.5:1 2.6:1

2:1 2.5:1 2.6:1 2.5:1 2.6:1 2.6:1 2.57:1 2.65:1 2.6:1 2.7:1

2:1 2.5:1 2.6:1 2.75:1 2.8:1 2.6:1 2.7:1 2.75:1 2.7:1 2.8:1

2:1 2.5:1 2.6:1 2.75:1 2.8:1 2.8:1 2.85:1 2.87:1 2.8:1 2.9:1

3:1 3:1 3:1 3:1 3:1 3:1 3:1 3:1 3:1 3:1

Module Width in Dots (w)

Ratio

Selected

(r)
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^BZ
^BZ
POSTNET バー ・ コード

説明  POSTNET バー ・ コ ー ド は郵便物の処理の自動化に使用 さ れ ま す。

POSTNET は、 5 本のバー （長いバー 2 本、 短いバー 3 本） を使用し て 0 ～ 9
桁を表し ます。

• ^BZ は、 2.0:1 ～ 3.0:1 の印字比率をサポー ト し ます。

• フ ィ ールド ・ データ （^FD） はラベルの幅に限定されます。

フォーマッ ト  ^BZo,h,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • POSTNET バー ・ コード に関し て追加の詳細が必要な場合は、『ZPL プ
ロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第 2 巻』 で AIM, Inc. の連絡先情報を参照するか、 米

国郵便公社に問い合わせ、 POSTNET の仕様がすべて記載 さ れ て い る

Publication 25 『Designing Letter Mail』 を請求し て く だ さ い。 こ の Publication
25 は以下のサイ ト から も ダウ ン ロード でき ます。

http://pe.usps.gov/cpim/ftp/pubs/pub25/pub25.pdf
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^BZ
パラメータ 詳細

o = 向き 有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： 現在の ^FW 値

h = バー ・ コード

の高さ （ド ッ ト
数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： ^BY によ って設定された値

f = テキス ト 表示

ラ イ ンを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

g = テキス ト 表示

ラ イ ンを コード の
上に印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次は POSTNET バー ・ コード の例です。 
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^CC
^CC
キャレッ トの変更 .

説明 ^CC コマン ド は、 フ ォーマ ッ ト ・ コマン ド のプレ フ ィ ッ ク ス を変更する

場合に使用し ます。 デフ ォル ト のプレ フ ィ ッ ク スはキ ャ レ ッ ト （^） です。

フォーマッ ト  ^CCx 

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  上の例では、 フ ォ ワード ・ ス ラ ッ シュ （/） が新しいプレ フ ィ ッ ク ス

と し て設定されています。 終了タ グの /XZ では新し く 指定されたプレ フ ィ ッ

ク ス文字 （/） が使われている こ と に注意し て く ださい。

パラメータ 詳細

x = キ ャ レ ッ ト

文字の変更 
有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： パラ メ ータ が必要です。 パラ メ ータ を入力
し ない と 、 受け取った次の文字が新しいプレ フ ィ ッ ク ス文
字と な り ます。

例 • 次は、 フ ォーマ ッ ト ・ プレ フ ィ ッ ク ス を  ^ から  / に変更する例です。

^XA
^CC/
/XZ
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~CC
~CC
キャレッ トの変更

説明 ~CC コマン ド は、 フ ォーマ ッ ト ・ コマン ド のプレ フ ィ ッ ク ス を変更する

場合に使用し ます。 デフ ォル ト のプレ フ ィ ッ ク スはキ ャ レ ッ ト （^） です。

フォーマッ ト  ~CCx 

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

パラメータ 詳細

x = キ ャ レ ッ ト 文

字の変更 
有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： パラ メ ータ が必要です。 パラ メ ータ を入力
し ない と 、 受け取った次の文字が新しいプレ フ ィ ッ ク ス文
字と な り ます。

例 • 次は、 コマン ド ・ プレ フ ィ ッ ク ス を  ~ から  / に変更する例です。

~CC/
/XA/JUS/XZ
126  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^CD ~CD
^CD ~CD
デリ ミ タの変更

説明 ^CD と  ~CD コマン ド は、デ リ ミ タ文字を変更する場合に使用し ます。 こ

の文字は、 複数の ZPL II コマン ド に関連するパラ メ ータ値を区切る ために使

用し ます。 デフ ォル ト のデ リ ミ タはカンマ （,） です。

フォーマッ ト  ^CDa または ~CDa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = デ リ ミ タ文字

の変更 
有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： パラ メ ータが必要です。 パラ メ ータ を入力
し ない と 、 受け取った次の文字が新しいプレ フ ィ ッ ク ス文
字と な り ます。

例 •  次の例は、 文字のデ リ ミ タ を ピ リ オ ド （.） に変更する方法を示し てい

ます。

^XA
^CD.
^XZ

• 保存するには JUS コマン ド が必要です。 次は、 JUS を使用し

た例です。

~CD.
^XA^JUS^XZ
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^CF
^CF
英数字デフォルト ・ フォン トの変更

説明 ^CF コマン ド は、 プ リ ン タで使用されるデフ ォル ト ・ フ ォ ン ト を設定し

ます。 ^CF コマン ド を使用する と、 プロ グ ラ ムを単純化でき ます。

フォーマッ ト  ^CFf,h,w

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラ メ ータ  f は各英数字フ ィ ールド のデフ ォル ト ・ フ ォ ン ト を指定し ます。パ

ラ メ ータ  h は、 各英数字フ ィ ール ド のデフ ォル ト の高さ で、 パラ メ ータ  2 は
各英数字フ ィ ールド のデフ ォル ト 幅の値です。

デフ ォル ト の英数字フ ォ ン ト は A です。 英数字のデフ ォル ト ・ フ ォ ン ト を変

更せず、 英数字のフ ィ ール ド ・ コマン ド （^Af） を使用し なかった場合、 また

は無効のフ ォ ン ト 値を入力し た場合は、 指定し たデータはフ ォ ン ト  A で印刷

されます。

高さ か幅のどち らかのみを定義する と、倍率は定義されたパラ メ ータに比例し
ます。どち らの値も定義されていない場合、高さ と幅に指定された最後の ^CF
値、 またはデフ ォル ト の ^CF 値が使用されます。

パラメータ 詳細

f = 指定されたデ

フ ォル ト ・ フ ォ ン
ト  

有効値 ： A ～ Z、 および 0 ～ 9

パワーア ッ プ時の初期値 ： A

h = 個々の文字の

高さ （ド ッ ト 数） 
有効値 ： 0 ～ 32000

パワーア ッ プ時の初期値 ： 9

w = 個々の文字幅

（ド ッ ト 数） 
有効値 ： 0 ～ 32000

パワーア ッ プ時の初期値 ： 5 ま たは最後に永久保存さ れた

値
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^CF
コ メン ト  ^CW では、 ダウ ン ロード されたフ ォ ン ト 、 EPROM 保存フ ォ ン ト 、 A
～ Z および 0 ～ 9 のフ ォ ン ト を含むプ リ ン タ内の任意のフ ォ ン ト も選択でき

ます。

例 • 次は ^CF コード と その結果の例です。
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^CI
^CI
国際フォン トの変更

説明 Zebra プ リ ン タでは、 ア メ リ カ 1、 ア メ リ カ 2、 イ ギ リ ス、 オラ ンダ、 デ

ンマーク / ノ ルウ ェー、 ス ウ ェーデン / フ ィ ン ラ ン ド、 ド イ ツ、 フ ラ ン ス  1、

フ ラ ン ス  2、 イ タ リ ア、 スペイ ン、 おのびその他のセ ッ ト を含む国際文字セ ッ

ト を使用し て印刷でき ます。

ZPL II は国際文字の ISO 規格に従っています。

^CI コマン ド を使用する と、 印刷に使 う 国際文字を呼び出すこ と ができ ます。

ラベルでは文字セ ッ ト を混合する こ と ができ ます。

このコマン ド は文字の再マ ッ ピングを可能にし ます。 フ ォ ン ト 内の文字は、別
の数値位置に再マ ッ ピングでき ます。

フォーマッ ト  ^CIa,s1,d1,s2,d2,...
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^CI
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 希望の文字

セ ッ ト

有効値 ：

0 = ア メ リ カ 1

1 = ア メ リ カ 2

2 = イ ギ リ ス

3 = オラ ンダ

4 = デンマーク / ノ ルウ ェー

5 = ス ウ ェーデン / フ ィ ン ラ ン ド

6 = ド イ ツ

7 = フ ラ ン ス  1

8 = フ ラ ン ス  2

9 = イ タ リ ア

10 = スペイ ン

11 = その他

12 = 日本 （円記号を含めた ASCII）

13 = IBM コード ・ ページ 850 （ページ 44 を参照）

14 = 16 ビ ッ ト （Unicode） エ ン コ ー ド ・ ス ケー ラ ブル ・

フ ォ ン ト *

15 = スケーラブル日本語フ ォ ン ト 用 Shift-JIS**

16 = スケーラブル ・ フ ォ ン ト 用 EUC- 漢字

17 = Unicode （Unicode エン コード ・ フ ォ ン ト 用）

18 ～ 23 = 予約済み

24 = Unicode エン コード ・ フ ォ ン ト への 8 ビ ッ ト ・ ア ク セ

ス

パワーア ッ プ時の初期値 ： 0
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^CI
* エン コード は、 変換表 （*.DAT） によ って制御されます。 ZToolsa によ って

生成された この表は、 TrueType フ ォ ン ト の内部コード （Unicode） です。

**Shift-JIS エン コード は、 Shift-JIS を JIS に変換し てから、 JIS.DAT で JIS 変
換をルッ ク ア ッ プし ます。 Shift_JIS が機能する ためにはこ の表が必要です。

s1 = マ ッ プ元 1
（再マ ッ ピングす
る文字の位置）

有効値 ： 10 進数 0 ～ 255

d1 = マ ッ プ先 1
（s1 の文字の新し

い位置）

有効値 ： 10 進数 0 ～ 255

s2 = ソース  2 （再

マ ッ ピングする文
字位置）

有効値 ： 10 進数 0 ～ 255

d2 = マ ッ プ先 2
（s2 の文字の新し

い位置） 

有効値 ： 10 進数 0 ～ 255

… = パターンの

継続 
こ のコマン ド ではマ ッ プ元 と マ ッ プ先の 256 の組み合わせ

を入力でき ます。

例 1 • 次の例では、 Euro 記号 （21） を ド ル記号値 （36） に再マ ッ ピング し ま

す。 ド ル記号文字がプ リ ン タに送信される と、 ユーロ記号が印刷されます。
ユーロ記号値 15 （16 進数） は 21 （10 進数） と 同等であ り 、 ド ル記号値 24
（16 進数） は 36 （10 進数） と同等にな り ます。

^CI0,21,36

パラメータ 詳細
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選択し たフ ォ ン ト によ って、 印刷された記号の形と解像度が決定されます。

国際文字セッ ト

コ メン ト  どのフ ォ ン ト の場合も、 スペース文字は再マ ッ ピングでき ません。

例 2 •  ユーロ記号を印刷するために、 16 進数値の 15 をフ ィ ールド ・ データ

（^FD） コ マン ド に挿入し ます。 ^FD コ マン ド の前には、 フ ィ ール ド  16 進
（^FH） コマン ド が必要です。
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^CM
メモリの文字割り当ての変更

説明 ^CM コマン ド を使用する と、 プ リ ン タの メ モ リ ・ デバイ スに割 り 当て ら

れた文字を変更でき ます。 フ ォーマ ッ ト がすでに存在する場合、 フ ォーマ ッ ト
を変更し た り 作成し なおし た り する必要な く 、 メ モ リ ・デバイ ス を対応する文
字に割 り 当てなおすこ と ができ ます。 

このコマン ド を使用する と、特定の メ モ リ の場所を参照する後続のコマン ドす
べてに影響し ます。 

フォーマッ ト  ^CMa,b,c,d

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  2 つ以上のパラ メ ータが同じ文字指定子を指定し ている場合、 すべ

ての文字指定子はデフ ォル ト 値に設定されます。

パラ メ ータが仕様外の場合、 コマン ド は無視されます。

パラメータ 詳細

a = メ モ リ のエイ

リ アス文字割 り 当
て

有効値 ： B:、 E:、 R:、 A:、 および NONE

デフ ォル ト 値 ： B:

b = メ モ リ のエイ

リ アス文字割 り 当
て

有効値 ： B:、 E:、 R:、 A:、 および NONE

デフ ォル ト 値 ： E:

c = メ モ リ のエイ

リ アス文字割 り 当
て

有効値 ： B:、 E:、 R:、 A:、 および NONE

デフ ォル ト 値 ： R:

d = メ モ リ のエイ

リ アス文字割 り 当
て

有効値 ： B:、 E:、 R:、 A:、 および NONE

デフ ォル ト 値 ： A:
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コ メン ト  ^CM コ マ ン ド を 入力 し た 後は、 ^JUS を 入力 し て、 変更内容 を

EEPROM に保存する こ と をお勧めし ます。 重複し たパラ メ ータが入力される

と、 文字の指定はデフ ォル ト 設定に戻 り ます。

例  次の例では、 文字 E: が B: メ モ リ ・ デバイ ス を、 文字 B: が E: メ モ リ ・

デバイ ス をポ イ ン ト する よ う に指定されています。 
^XA
^CME,B,R,A
^JUS
^XA

次の例は、 すべての文字指定がそれぞれ自ら をポ イ ン ト する よ う に リ セ ッ
ト し ます。

^XA
^CME,B,B,A
^JUS
^XA

次の例は、 すべての文字指定がそれぞれ自ら をポ イ ン ト する よ う に設定し
ます。

^XA
^CM,,R,A
^JUS
^XZ
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^CO
キャッシュ  ON

説明 ^CO コ マン ド は、 文字キ ャ ッ シ ュ のサ イ ズを変更する場合に使用し ま

す。 定義上、 文字キ ャ ッ シュ （キ ャ ッ シ ュ と呼びます） はスケーラブルな文字
の保存のために予約されている  DRAM の一部です。 すべてのプ リ ン タ では、

22K のキ ャ ッ シュが常にオンになっています。キ ャ ッ シュのサイ ズを変更せず

に保存可能な最大の単一文字サイ ズは、 450 ド ッ ト  x 450 ド ッ ト です。

Zebra プ リ ン タでは、 ビ ッ ト マ ッ プ と スケーラブルの 2 種類のフ ォ ン ト が使用

されます。 ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォ ン ト の文字、 数字、 記号は固定サイ ズ （た と え
ば 10 ポイ ン ト 、 12 ポイ ン ト 、 14 ポイ ン ト ） です。 それに対し て、 スケーラブ

ル ・ フ ォ ン ト のサイ ズは固定し ていません。 サイ ズはユーザーが選択し ます。

ビ ッ ト マ ッ プ・ フ ォ ン ト はサイ ズが固定されている ため、 ラベルに簡単に移動
でき ます。 それに対し て、 スケーラブル ・ フ ォ ン ト の場合は、 ラベルに移動す
る前に、 必要に応じ て各文字を構築するため、 かな り の時間がかか り ます。 ス
ケールし た文字をキ ャ ッ シュに保存する こ と によ り 、それら をすばや く 呼び出
すこ と ができ ます。

キ ャ ッ シュに保存でき る文字数は、 キ ャ ッ シ ュ （ メ モ リ ） のサイ ズ と、 保存さ
れる文字のサイ ズ （ポイ ン ト 数） と い う  2 つの要因によ って異な り ます。 ポイ

ン ト ・ サイ ズが大きいほど、 キ ャ ッ シュ内で使用される容量は多 く な り ます。
デフ ォル ト ・ キ ャ ッ シュでは、 ラベルで使用する ために要求される スケーラブ
ル文字のすべてが保存されます。同じ回転と サイ ズの同じ文字を再度使用する
場合、 それはキ ャ ッ シュからすばや く 取得されます。

しばら く する と、印刷キ ャ ッ シュが一杯になる可能性があ り ます。キ ャ ッ シュ
が一杯になる と、新しい文字用の容量は、印刷キ ャ ッ シュの既存の文字を削除
する こ と によ って取得されます。既存の文字は、使用頻度に基づき削除されま
す。 これは自動的に行われます。 た と えば、 一度しか使われていない 28 ポイ

ン ト の Q は、 キ ャ ッ シ ュから削除する文字の候補と し て適当です。

単一の印刷キ ャ ッ シュ文字の最大サイ ズは 1500 ド ッ ト  x 1500 ド ッ ト です。 こ

れには 300K のキ ャ ッ シュが必要です。
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キ ャ ッ シュが希望のス タ イルに対し て小さすぎ る場合は、小さい文字は表示さ
れますが、 大きい文字は表示されません。 可能であれば、 キ ャ ッ シュのサイ ズ
を増やし て く ださい。

フォーマッ ト  ^COa,b,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = キ ャ ッ シ ュ  
ON

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

b = キ ャ ッ シ ュに

追加する メ モ リ 量
（K 単位）

有効値 ： 使用可能な メ モ リ 合計以内の任意のサイ ズ

デフ ォル ト 値 ： 40

c = キ ャ ッ シ ュ ・

タ イプ

有効値 ：

0 = キ ャ ッ シ ュ ・ バッ フ ァ （標準フ ォ ン ト ）

1 = 内部バッ フ ァ （アジア系フ ォ ン ト に推奨）

デフ ォル ト 値 ： 0

例 • 次の例では、 既存のキ ャ ッ シ ュが 22K の場合に印刷キ ャ ッ シ ュのサイ

ズを 62K に変更し ます。

^COY,40

次の例では、既存のキ ャ ッ シ ュが 22K の場合に印刷キ ャ ッ シ ュの

サイ ズを  100K に変更し ます。

^COY,78
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印刷キャッシュのパフォーマンス

大き な文字を印刷する場合、 ^CO コマン ド によ ってキ ャ ッ シ ュに追加された

メ モ リ は、 プ リ ン タにすでに存在する  22K のキ ャ ッ シ ュに物理的に追加され

るわけではあ り ません。 上の 2 番目の例では、 追加後の 100K キ ャ ッ シュは実

際には 22K と  78K の 2 つの別々のブロ ッ ク です。

大き な文字には連続し た メ モ リ ・ ブロ ッ ク が必要であ るため、90K を要する文

字は完全に保存されません。 それは 
100K の う ちのどち ら のブ ロ ッ ク も十分な容量がないためです。 し たがって、

大き な文字が必要な場合、 ^CO コ マン ド は必要なキ ャ ッ シ ュの実際のサ イ ズ

を反映する必要があ り ます。

キ ャ ッ シュのサイ ズを増やすと、 スケーラブル・ フ ォ ン ト のパフ ォーマン スが
改善されます。 しかし、 キ ャ ッ シ ュのサイ ズが大き く な り 、 格納し た文字数が
多すぎ る と、パフ ォーマン スは落ちます。各文字に対する キ ャ ッ シュ を探すた
めに時間がかかる ため、せっか く 改善されたパフ ォーマン ス も帳消しになって
し まいます。

コ メン ト  キ ャ ッ シュは、 必要な と きに何度でもサイ ズ変更でき ます。 ただし、
サイ ズ変更時のキ ャ ッ シュ内の文字はすべて失われます。キ ャ ッ シュに メ モ リ
が使用さ れる と と も に、 ラベル ・ ビ ッ ト マ ッ プ、 グ ラ フ ィ ッ ク、 ダ ウ ン ロー
ド ・ フ ォ ン ト などに利用でき る容量は減 り ます。

アジア系フ ォ ン ト の一部では、 通常のキ ャ ッ シ ュ よ り も はるかに大き な内部
バッ フ ァ を必要とする ものがあ り ます。この大き なバッ フ ァはほ と んどのフ ォ
ン ト では必要がないため、 これは選択可能な設定オプシ ョ ンにな り ま し た。ア
ジア系フ ォ ン ト で印刷する と、 ラベル、 グ ラ フ ィ ッ ク ス、 フ ォ ン ト 、 および
フ ォーマ ッ ト などに利用でき るプ リ ン タ ・ メ モ リ が大幅に減少し ます。
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^CT ~CT
^CT ~CT
テ ィルデの変更

説明 ^CT と  ~CT コマン ド は、 コ ン ト ロール・ コマン ド のプレ フ ィ ッ ク ス を変

更する場合に使用し ます。 デフ ォル ト のプレ フ ィ ッ ク スはテ ィ ルデ （~） です。

フォーマッ ト  ^CTa または ~CTa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = コ ン ト ロー

ル ・ コマン ド文字
の変更

有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： パラ メ ータ が必要です。 パラ メ ータ を入力
し ない と、 受け取った次の文字が新しいコ ン ト ロール ・ コ
マン ド文字と な り ます。

例 •  次は、 コ ン ト ロール ・ コマン ド ・ プレ フ ィ ッ ク ス を  ^ から  ~ に変更す

る例です。

^XA
^CT+
^XZ
+DGR:GRAPHIC.GRF,04412,010
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^CV
^CV
コード検証

説明 ^CV コマン ド は、 コード検証機能のオン / オフを切 り 替える ス イ ッ チの

役割を し ます。 このコマン ド がオンの場合、 すべてのバー ・ コード ・ データで
次のエラー状態が確認されます。

• 文字が文字セ ッ ト にない

• チェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト が間違っている

• データ ・ フ ィ ール ド が長すぎ る （文字数が多すぎ る）

• データ ・ フ ィ ール ド が短かすぎ る （文字数が少なすぎ る）

• パラ メ ータ ・ ス ト リ ングに不正なデータが含まれているかパラ メ ータが欠

如し ている

無効なデータが検出される と、 バー ・ コード の代わ り にエラー ・ メ ッ セージ と
コード が反転イ メ ージで印刷されます。 メ ッ セージは  INVALID - X で、 X
は次のエラー ・ コード の 1 つで置換されます。

C = 文字が文字セ ッ ト にない

E = チェ ッ ク ・ デ ィ ジ ッ ト が間違っている

L = データ ・ フ ィ ール ド が長すぎ る  

S = データ ・ フ ィ ール ド が短かすぎ る

P = パラ メ ータ ・ ス ト リ ングに間違ったデータが含まれる  

  （一部のバー ・ コード でのみ発生）

いったんオンにする と フ ォーマ ッ ト が変わって も、 ^CV コマン ド は別の ^CV
コマン ド でオフにするか、プ リ ン タ をオフにする までア ク テ ィ ブのま まにな り
ます。 このコマン ド は永久保存されません。

フォーマッ ト  ^CVa
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次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = コード検証 有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 下の例は、 間違ったフ ィ ール ド ・ データが入力された と きに ^CVY で生

成されるエラー・ ラベルです。INVALID - の後に続 く 文字を前のページの リ

ス ト と 比べて く ださい。 

^XA
^CVY
^FO50,50
^BEN,100,Y,N
^FD97823456 890^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL

^XA
^CVY
^FO50,50
^BEN,100,Y,N
^FD9782345678907^FS
^XZ

^XA
^CVY
^FO50,50
^BEN,100,Y,N
^FD97823456789081^FS
^XZ

^XA
^CVY
^FO50,50
^BEN,100,Y,N
^FD97823456789^FS
^XZ

^XA
^CVY
^FO50,50
^BQN2,3
^FDHM,BQRCODE-22^FS
^XZ
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コ メン ト  複数のエ ラーが存在する場合、 最初に検出されたエ ラーが表示され
ています。

^CV コ マン ド は、 バー ・ コー ド にエン コー ド されたデータ の完全性をテス ト

し ます。 こ のコマン ド は、 イ メ ージやバー ・ コード のスキ ャ ンの完全性のテス
ト に使用される ものではな く 、 それら と混同し ないよ う にし て く ださい。
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^CW
^CW
フォン ト識別子

説明 組み込みフ ォ ン ト はすべて 1 文字の識別子を使用 し て参照 さ れ ます。

^CW コマン ド は、 DRAM、 メ モ リ ・ カード、 EPROM、 Flash などに保存された

フ ォ ン ト に対し て単一の英数字を割 り 当てます。

割 り 当て られた文字が組み込みフ ォ ン ト と同じ場合は、組み込みフ ォ ン ト の代
わ り にダウ ン ロード ・ フ ォ ン ト が使用されます。 フ ォーマ ッ ト で組み込みフ ォ
ン ト が必要な場合は、 ラベルに新しいフ ォ ン ト が印刷されます。組み込みフ ォ
ン ト の代わ り に使用された場合、 変更は電源を切る と無効にな り ます。

割 り 当て られた文字が異なる場合、ダウ ン ロード ・ フ ォ ン ト が追加のフ ォ ン ト
と し て使用されます。 割 り 当ては、 新しいコマン ド が発行されるか、 プ リ ン タ
の電源を切る まで有効です。

フォーマッ ト  ^CWa,d:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 既存のフ ォ ン

ト の文字を置換、
または新しいフ ォ
ン ト を追加

有効値 ： A ～ Z、 および 0 ～ 9

デフ ォル ト 値 ： 1 文字のエン ト リ が必要です。

d = フ ォ ン ト を保

存するデバイ ス
（オプシ ョ ン） 

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:
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o = 組み込みフ ォ

ン ト を置換する、
または追加のフ ォ
ン ト と し てのダウ
ン ロード ・ フ ォ ン
ト の名前

有効値 ： 最高 8 文字までの任意の名前

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .FNT

s

例 •  次の例は以下の使用法を示し ています。 

• フ ォ ーマ ッ ト で フ ォ ン ト  A が必要な 場合、 DRAM に保存 さ れ た
MYFONT.FNT 

^XA
^CWA,R:MYFONT.FNT
^XZ

• DRAM に追加のフ ォ ン ト  Q と し て保存された MYFONT.FNT
^XA
^CWQ,R:MYFONT.FNT
^XZ

• フ ォ ーマ ッ ト で フ ォ ン ト  F が必要な場合、 DRAM に保存 さ れ た
NEWFONT.FNT 

^XA
^CWF,R:NEWFONT.FNT
^XZ  

パラメータ 詳細

割 り 当て前のラベル・ リ ス ト             割 り 当て後のラベル・ リ ス ト
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~DB
~DB
ビッ トマップ ・ フォン トのダウンロード

説明 ~DB コマン ド は、 ダウ ン ロード し たビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォ ン ト を受け取る

よ う にプ リ ン タ を設定し、 ネイ テ ィ ブ ・ セルのサイ ズ、 基準、 スペース ・ サイ
ズ、 および著作権を定義し ます。

このコマン ド は、 フ ォ ン ト を定義する  ZPLII コマン ド と、 フ ォ ン ト の各文字を

定義する構造化データ ・ セグ メ ン ト の 2 つの部分で構成されます。

フォーマッ ト  ~DBd:o.x,a,h,w,base,space,#char,©,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = フ ォ ン ト を保

存する ド ラ イブ

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = フ ォ ン ト 名 有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .FNT

a = ネ イ テ ィ ブ ・

フ ォ ン ト の向き

固定値 ： 標準

h = セルの最大高

さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます。

w = セルの最大幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます。
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ZPL II のコマン ド
~DB
base = セルの一

番上から文字の
ベース ラ イ ン まで
の ド ッ ト 数

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます。

space = スペース

または存在し ない
文字の幅

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます。

#char  = フ ォ ン

ト の文字数

有効値 ： 1 ～ 256 （ダ ウ ン ロー ド される文字数 と 一致する

必要があ り ます）。

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます。

© = 著作権保持者 有効値 ： 1 ～ 63 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます。

data = フ ォ ン ト

の各文字を定義す
る構造化 ASCII 
データ

# 記号は、 ピ リ オ ド で区切られる文字コード ・ パラ メ ータ を

意味し ます。 文字コー ド は 1 ～ 4 文字で、 大き な国際文字

セ ッ ト をプ リ ン タにダウ ン ロード でき ます。

データ構造は次の とお り です。

#xxxx.h.w.x.y.i.data

#xxxx = 文字コード

  h = ビ ッ ト マ ッ プの高さ （ド ッ ト 行数）

  w = ビ ッ ト マ ッ プの幅 （ド ッ ト 行数）

  x = x オフセ ッ ト （ド ッ ト 数）

  y = y オフセ ッ ト （ド ッ ト 数）

  i = モーシ ョ ン置換のタ イプセ ッ ト

   （フ ォ ン ト の特定の文字の文字間ギ ャ ッ プを含む幅）

 data = 16 進ビ ッ ト マ ッ プの説明

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
~DB
例 •  次は、~DB コマン ド を使用する例です。DRAM にダウ ン ロードする フ ォ

ン ト の最初の 2 文字を示し ています。

~DBR:TIMES.FNT,N,5,24,3,10,2,ZEBRA 1992,

#0025.5.16.2.5.18.
OOFF
OOFF
FFOO
FFOO
FFFF
#0037.4.24.3.6.26.
OOFFOO
OFOOFO
OFOOFO
OOFFOO
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ZPL II のコマン ド
^DE
^DE
エンコードのダウンロード

説明 TrueType Windows® フ ォ ン ト の標準のエン コー ド は常に Unicode です。

ZPL II フ ィ ール ド ・ データは、 別のエン コード から  Zebra プ リ ン タが認識でき

る  Unicode に変換する必要があ り ます。 必要な変換表は、 ZTools for Windows
で提供されてお り 、 ~DE コマン ド でダウ ン ロード でき ます。

フォーマッ ト  ~DEd:o.x,s,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 表の場所 有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = 表の名前 有効値 ： 最高 8 文字までの有効な名前

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .DAT

s = 表のサイ ズ 有効値： Zebra でダウ ン ロード 可能なフ ォ ン ト のフ ォーマ ッ

ト を保存するために必要な メ モ リ のバイ ト 数

デフ ォル ト 値：間違った値を入力し た り 、値を入力し なかっ
た場合は、 こ のコマン ド は無視されます。

data = データ ・

ス ト リ ング

有効値 ： ASCII 16 進数値のス ト リ ング

デフ ォル ト 値 ： データ を入力し なかった場合は、 こ のコ マ
ン ド は無視されます。
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ZPL II のコマン ド
^DE
コ メン ト   ZTools for Windows の詳細については、 ソ フ ト ウ ェ アに付属のプ ロ

グ ラ ムのマニュ アルを参照し て く ださい。

例 • 次は、 必要な変換表をダウ ン ロードする方法の例です。

~DER:JIS.DAT,27848,300021213001...

（27848 の 2 桁の 16 進数値）
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ZPL II のコマン ド
^DF
^DF
ダウンロード ・ フォーマッ ト .

説明 ^DF コマン ド は、後で ^XF を使用し て可変データ と結合するために、ZPL
II フ ォーマ ッ ト ・ コマン ド をテキ ス ト ・ ス ト リ ング と し て保存し ます。 保存す

る フ ォーマ ッ ト には、 呼び出し時に参照する フ ィ ール ド番号 （^FN） コマン ド

が含まれている場合があ り ます。

保存されたフ ォーマ ッ ト を使用する こ と によ って、 送信時間は短縮さ れます
が、 フ ォーマ ッ ト にかかる時間は節約されません。 すなわち、 このコマン ド は
印刷時にフ ォーマ ッ ト される テキ ス ト ・ ス ト リ ング と し て ZPL II を保存し ま

す。

^XA コ マン ド のすぐ後に ^DF 保存フ ォーマ ッ ト ・ コ マン ド を入力し てか ら、

保存する フ ォーマ ッ ト ・ コマン ド を入力し て く ださい。

フォーマッ ト  ^DFd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = イ メ ージを

保存するデバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = イ メ ージ名 有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： ZPL
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ZPL II のコマン ド
~DG
~DG
グラフ ィ ックスのダウンロード

説明 ~DG コマン ド は、 次の機能を実行し ます。

• プ リ ン タ をグ ラ フ ィ ッ ク ス ・ モード にし ます。

• グ ラ フ ィ ッ ク に名前を付けます （こ の名前はラベルにそれを呼び出す
と きに使用されます）。

• グ ラ フ ィ ッ ク スのサイ ズを定義し ます。

• 16 進ス ト リ ングをプ リ ン タにダウ ン ロード し ます。

グ ラ フ ィ ッ ク スのダ ウ ン ロー ド の際のその他の保存オプシ ョ ンや読み込みオ
プシ ョ ンについては、 ~DY ページ 162 を参照し て く ださい。

フォーマッ ト  ~DGd:o.x,t,w,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = イ メ ージを保

存するデバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = イ メ ージ名 有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .GRF

t = グ ラ フ ィ ッ ク の

バイ ト 数合計

下の数式を参照し て く ださい。
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ZPL II のコマン ド
~DG
w = 行あた り のバ

イ ト 数

下の数式を参照し て く ださい。

data = イ メ ージ

を定義する  ASCII 
16 進ス ト リ ング

データ ・ ス ト リ ングはイ メ ージを定義し、 そのイ メ ージを

ASCII 16 進で表現する も のです。 各文字は、 4 つの ド ッ ト

で構成される横方向のニブルを表し ます。

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
~DG
演習 1 t パラ メ ータは、 次の数式を使用し て決定でき ます。

演習 1 た と えば、 幅 8 mm、 高さ  16 mm、 印字密度 8 ド ッ ト /mm のグ ラ フ ィ ッ クの正し

いパラ メ ータ を決定する ための数式は次のよ う にな り ます。 

部分的バイ ト は次の整数バイ ト に繰 り 上げます。

w パラ メ ータ （行あた り のバイ ト 数で表し た幅） は、 次の数式を使用し て決定

でき ます。

例 • これらの例のキーは次の とお り です。

x = グ ラ フ ィ ッ クの幅 （ ミ リ メ ータ）

y = グ ラ フ ィ ッ クの高さ （ ミ リ メ ータ）

z = ド ッ ト /mm = プロ グ ラ ムするプ リ ン タの印字密度

8 = ビ ッ ト / バイ ト

xz
8

------ yz× totalbytes=

8 8×
8

------------ 
  16 8×( )× bytes=

8 128 1024=×

t 1024=

xz
8

------ 
  totalbytes row⁄=

w 8=
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ZPL II のコマン ド
~DG
た と えば、幅 8 mm、印字密度 8 ド ッ ト /mm のグ ラ フ ィ ッ クの正しいパラ メ ー

タ を決定する ための数式は次のよ う にな り ます。

部分的バイ ト は次の整数バイ ト に繰 り 上げます。

パラ メ ータ  w は t の計算の最初の値です。

data パラ メ ータは、 グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージの表現と し て送信される  16 進数

のス ト リ ングです。 各 16 進文字は、 4 つの ド ッ ト で構成される横方向のニブ

ルを表し ます。 た と えば、 作成する グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージの最初の 4 桁が白

で次の 4 桁が黒の場合、 ド ッ ト  x ド ッ ト のバイナ リ ・ コード は 00001111 にな

り ます。 こ のバイナ リ 値の 16 進表現は、 OF にな り ます。 グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ

メ ージ全体がこの方法でエン コード されます。完全なグ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージ
は、 16 進値の連続し た 1 つのス ト リ ング と し て送信されます。

コ メン ト  グ ラ フ ィ ッ ク スの命名にはスペース も ピ リ オ ド も使用し ないで く だ
さい。 異なる グ ラ フ ィ ッ ク スには必ず異なる名前を付けて く ださい。

同 じ 名前の 2 つのグ ラ フ ィ ッ ク ス がプ リ ン タ に送 ら れた場合、 最初のグ ラ

フ ィ ッ ク スは削除され、 2 つのグ ラ フ ィ ッ ク スによ って置換されます。

8 8×
8

------------ 
  8bytes=

w 8=
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ZPL II のコマン ド
~DN
~DN
グラフ ィ ックのダウンロードの中止

説明 ^DG コマン ド のパラ メ ータ  t のバイ ト 数を解読し印刷し た ら、プ リ ン タ

は標準印字モード に戻 り ます。 ~DN コマン ド を使用する と、 グ ラ フ ィ ッ ク ス ・

モード を中止し、 標準のプ リ ン タ操作を再開でき ます。

フォーマッ ト  ~DN

コ メン ト  グ ラ フ ィ ッ ク のダウ ン ロード を停止する必要があ る場合は、ホ ス ト ・
デバイ スか ら送信を中止する必要があ り ます。 し か し、 ~DG コ マン ド を ク リ

アするには、 ~DN コマン ド を送信する必要があ り ます。
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ZPL II のコマン ド
~DS
~DS
スケーラブル ・ フォン トのダウンロード

説明 ~DS コマン ド は、 ダウ ン ロード 可能なスケーラ ブル ・ フ ォ ン ト を受け取

る よ う にプ リ ン タ を設定し、 フ ォ ン ト のサイ ズ （バイ ト ） を定義する ために使
用し ます。 ~DS は、 プ リ ン タに Intellifont データ をダウ ン ロードする ために使

用し ます。 TrueType フ ォ ン ト のダウ ン ロード については、 ページ 158 の ~DT
コマン ド を参照し て く ださい。

~DS コ マン ド と それに関連するパラ メ ータは、 ベンダー提供によ る フ ォ ン ト

を  Zebra プ リ ン タ用に変換し た結果です。 変換は Zebra Technologies か ら入手

可能な Zebra ユーテ ィ リ テ ィ ・ プロ グ ラ ムの Ztools for Windows を使用し て行

います。

フォーマッ ト  ~DSd:o.x,s,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = イ メ ージを保

存するデバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = イ メ ージ名 有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .FNT

s = フ ォ ン ト のサ

イ ズ （バイ ト ）

固定値 ： こ の数値は ZTools によ って生成される もので、 変

更はでき ません。

data = フ ォ ン ト

を定義する  ASCII 
16 進ス ト リ ング

固定値 ： こ の数値は ZTools によ って生成される もので、 変

更はでき ません。
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ZPL II のコマン ド
~DS
コ メン ト  ダウ ン ロード されたス ケーラ ブル ・ フ ォ ン ト の完全性はチェ ッ ク さ
れません。 破損し ている場合は、 プ リ ン タで予想でき ない結果が発生し ます。

例 • 次の例は、 ZTools for Windows プロ グ ラ ムを使用し て変換し、 プ リ ン タ

にダ ウ ン ロー ド 可能になった ス ケーラ ブル ・ フ ォ ン ト の最初の 3 行を示し

ています。 変換先と オブジェ ク ト 名は必要に応じ て変更でき ます。

~DSB:CGTIMES.FNT,37080,
OOFFOOFFOOFFOOFF
FFOAECB28FFFOOFF
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ZPL II のコマン ド
~DT
~DT
TrueType フォン トのダウンロード

説明 TrueType フ ォ ン ト を Zebra にダウ ン ロー ド 可能なフ ォ ン ト に変換するに

は ZTools for Windows プ ロ グ ラ ム を 使用す る 必要が あ り ま す。 ZTools for
Windows は、 ~DT コ マン ド を含むダ ウ ン ロー ド 可能フ ァ イ ルを作成し ます。

Intellifont 情報の変換と ダウ ン ロード については、 ページ 156 の ~DS コマン ド

を参照し て く ださい。

フォーマッ ト  ~DTd:o.x,s,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = フ ォ ン ト の

場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = フ ォ ン ト 名 有効値 ： 最高 8 文字までの有効な TryeType 名

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .DAT

s = フ ォ ン ト ・

サイ ズ

有効値： Zebra でダウ ン ロード 可能なフ ォ ン ト のフ ォーマ ッ

ト を保存するために必要な メ モ リ のバイ ト 数

デフ ォル ト 値：間違った値を入力し た り 、値を入力し なかっ
た場合は、 こ のコマン ド は無視されます。

data = データ ・

ス ト リ ング

有効値 ： ASCII 16 進数値のス ト リ ング （2 桁の 16 進数 / バ

イ ト ） 2 桁の値の合計はパラ メ ータ  s と 一致する必要があ

り ます。

デフ ォル ト 値 ： データ を入力し なかった場合は、 こ のコ マ
ン ド は無視されます。
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ZPL II のコマン ド
~DT
例 • 次は、 true type フ ォ ン ト をダウ ン ロード する例です。

~DTR:FONT,52010,00AF01B0C65E...

（52010 の 2 桁の 16 進数値）
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ZPL II のコマン ド
~DU
~DU
バウンドなしの TrueType フォン トのダウンロード

説明 国際フ ォ ン ト の一部には、 アジア系フ ォ ン ト のよ う に印刷可能な文字が
 256 文字以上あ る も のがあ り ます。 こ れ ら のフ ォ ン ト は、 大型の TrueType
フ ォ ン ト と し てサポー ト され、 ~DU コ マン ド によ ってプ リ ン タにダ ウ ン ロー

ド されます。 大型の TrueType フ ォ ン ト を  Zebra にダウ ン ロー ド 可能なフ ォー

マ ッ ト に変換するには、 ZTools for Windows プロ グ ラ ムを使用する必要があ り

ます。

フ ィ ールド ・ ブロ ッ ク （^FD） コマン ド は、 大型の TrueType フ ォ ン ト をサポー

ト でき ません。

フォーマッ ト  ~DUd:o.x,s,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = フ ォ ン ト の

場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = フ ォ ン ト 名 有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合 UNKNOWN が使用

されます。

x = 拡張子 固定値 ： .FNT
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ZPL II のコマン ド
~DU
s = フ ォ ン ト ・

サイ ズ

有効値： Zebra でダウ ン ロード 可能なフ ォ ン ト のフ ォーマ ッ

ト を保存するために必要な メ モ リ のバイ ト 数

デフ ォル ト 値 ： データ を入力し なかった場合は、 こ のコ マ
ン ド は無視されます。

data = データ ・

ス ト リ ング

有効値 ： ASCII 16 進数値のス ト リ ング （2 桁の 16 進数 / バ

イ ト ） 2 桁の値の合計はパラ メ ータ  s と 一致する必要があ

り ます。

デフ ォル ト 値 ： データ を入力し なかった場合は、 こ のコ マ
ン ド は無視されます。

例 • 次は、 バウ ン ド な しの true type フ ォ ン ト をダウ ン ロード する例です。

~DUR:KANJI,86753,60CA017B0CE7...

（86753 の 2 桁の 16 進数値）

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
~DY
~DY
グラフ ィ ックスのダウンロード  

説明 ~DY は、サポー ト されるすべてのフ ォーマ ッ ト のグ ラ フ ィ ッ ク ・オブジェ

ク ト をプ リ ン タにダウ ン ロード し ます。 このコマン ド を ~DG の代わ り に使用

する と、 保存と読み込みのオプシ ョ ンが増えます。

フォーマッ ト  ~DYf,b,x,t,w,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

f = フ ォ ン ト 名 有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合 UNKNOWN が使用

されます。

b = データ ・

フ ィ ール ド にダウ
ン ロード される
フ ォーマ ッ ト （f）

有効値 ：

A = 圧縮されていないビ ッ ト マ ッ プ （.GRF、 ASCII）

B = 圧縮されていないビ ッ ト マ ッ プ （.GRF、 バイナ リ ）

C = AR 圧縮ビ ッ ト マ ッ プ （.GRF、 圧縮バイ ナ リ  -- Zebra
の BAR-ONE® ソ フ ト ウ ェ アでのみ使用）

P = PNG イ メ ージ （.PNG）

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます

x = 保存された

グ ラ フ ィ ッ ク の
拡張子

有効値 ：

G = 生のビ ッ ト マ ッ プ （.GRF）

P = 圧縮フ ァ イルと し て保存 （.PNG）

デフ ォル ト 値 ： .GRF （パラ メ ータ  b が P （.PNG） に設定さ

れている場合を除 く

t = グ ラ フ ィ ッ ク

のバイ ト 数合計

.GRF イ メ ージ ： メ モ リ への解凍後のサイ ズ

.PNG イ メ ージ ： .PNG フ ァ イルのサイ ズ
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ZPL II のコマン ド
~DY
コ メン ト  ZB64 エン コード の詳細については、 『ZPL プロ グ ラ ミ ング ・ ガ イ ド
第 2 巻』 の付録 I を参照し て く ださい。

w = 行あた り の

バイ ト 数合計

.GRF イ メ ージ ： 行あた り のバイ ト 数

.PNG イ メ ージ：値は無視 -- データは .PNG データに直接エ

ン コード されます

data = データ b によ り 、 ASCII 16 進エン コード、 ZB64、 またはバイナ リ ・

データ

a, p = ASCII 16 進または ZB64

b, c = バイナ リ

バイナ リ ・ データが送信さ れる と、 グ ラ フ ィ ッ ク ・ フ ォー
マ ッ ト に必要な全バイ ト 数を受け取る まで、 すべてのコ ン
ト ロール ・ プレ フ ィ ッ ク ス と フ ロー ・ コ ン ト ロール文字は
無視されます。

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
~EF
~EF
保存されたフォーマッ トの消去 .

説明 ~EF コマン ド は、 保存されたフ ォーマ ッ ト をすべて消去し ます。

フォーマッ ト  ~EF

コ メン ト  ~EF コマン ド の使用はお勧めし ません。 ^ID （オブジェ ク ト の削除）

コマン ド を使用し て、保存されたフ ォーマ ッ ト を選択的に削除する こ と をお勧
めし ます。
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ZPL II のコマン ド
~EG
~EG
ダウンロード したグラフ ィ ックスの消去   

^ID ページ 218 を参照し て く ださい。
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ZPL II のコマン ド
^FB
^FB
フ ィールド ・ ブロック

説明 ^FB コマン ド を使用する と、 定義し たブロ ッ ク ・ タ イ プのフ ォーマ ッ ト

でテキ ス ト を印刷でき ます。 こ のコマン ド は、 テキ ス ト ・ ス ト リ ングに対し て
指定された基点、 フ ォ ン ト 、 回転を使用し て ^FD ス ト リ ング、 または ^SN ス
ト リ ングをテキ ス ト のブロ ッ ク にフ ォーマ ッ ト し ます。 ^FB コマン ド には自

動ワード ラ ッ プ機能が含まれます。

フォーマッ ト  ^FBa,b,c,d,e

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = テキス ト ・

ブロ ッ ク ・ ラ イ ン
の幅 （ド ッ ト 数）

有効値 ： ラベルの幅 （または 9999） に対し て 0

デフ ォル ト 値 ： 0

値がフ ォ ン ト 幅よ り 少ない場合、 ま たは指定されていな
い場合は、 テキス ト は印刷されません。

b = テキス ト ・

ブロ ッ ク内の最大
ラ イ ン数

有効値 ： 1 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： 1

ラ イ ンの最大数を超えたテキ ス ト は、 最後の ラ イ ン を上
書き し ます。 フ ォ ン ト ・ サ イ ズを変更する と、 ブ ロ ッ ク
のサイ ズが自動的に増減し ます。

c = ラ イ ン間の

スペース を追加
または削除
（ド ッ ト 数）

有効値 ： -9999 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： 0

マイナス符号がない限 り 、数値は正数とみな されます。正
の値によ り スペースが追加さ れ、 負の値によ り スペース
が削除されます。
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ZPL II のコマン ド
^FB
d = テキス ト 調整 有効値 ： L （左）、 C （中央）、 R （右）、 J （両端揃え）

デフ ォル ト 値 ： L

J を使用し た場合、 最後のラ イ ンは左揃えにな り ます。

e = 2 番目および

残 り のラ イ ンのハ
ンギング ・ イ ンデ
ン ト （ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： 0 

例 • 以下の例は ^FB コマン ド がフ ィ ール ド ・ データへ与え る影響を示し て

います。 

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
^FB
^FB コマンドに関するコ メン ト

このスキームは、 以下のよ う な特殊機能を可能にする ために使用でき ます。

 \&  =  キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン / ラ イ ン ・ フ ィ ード

 \(*)  =  ソ フ ト ・ ハイ フン （ダ ッ シ ュによ る単語の区切 り ）

 \\  =  バッ ク ス ラ ッ シュ （\）

項目 1 ： バッ ク ス ラ ッ シ ュ （\） を印刷するには、 ^CI13 が選択されている必

要があ り ます。

項目 2 ： ソ フ ト ・ ハイ フンを ラ イ ンの終端近 く に配置する と、 ハイ フンが印刷
されます。 ラ イ ンの終端近 く に配置されない場合は、 無視されます。

(*) = 任意の英数字

• 単語が 1 ラ イ ンに印刷するには長すぎ る場合 （そし て ソ フ ト ・ ハイ フンが

指定されていない場合） は、 ブロ ッ クの右端の単語にハイ フンが自動的に
挿入されます。 その単語の残 り は次のラ イ ンに印刷されます。 ハイ フンの
位置は、 音節の区切 り ではな く 、 単語の長さによ って決定されます。 単語
にソ フ ト ・ ハイ フンを挿入する こ と によ り 、 ハイ フンの位置を制御する こ
と ができ ます。

• データ ・ ス ト リ ングの最大長は 3K で、 これにはコ ン ト ロール文字、 キ ャ

リ ッ ジ ・ リ ターン、 ラ イ ン ・ フ ィ ード も含まれます。

• 通常のキ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン、 ラ イ ン ・ フ ィ ード、 およびワード ・ スペー
スは、 改行時に破棄されます。

• ^FT （フ ィ ールド ・ タ イプセ ッ ト ） を使用する場合、 ^FT は、 最後のテキ

ス ト ・ ラ イ ンのベース ラ イ ン基点を使用し ます。 フ ォ ン ト ・ サイ ズを大き
く する と、テキ ス ト ・ ブロ ッ クのサイ ズが下端から上端へ大き く な り ます。
これは、 ラベルが上の余白を超えて印刷される原因と な り ます。

• ^FO （フ ィ ール ド 基点） を使用する場合、 フ ォ ン ト ・ サイ ズを大き く する

と、 テキ ス ト ・ ブロ ッ クのサイ ズが上端から下端へ大き く な り ます。

•  ^FD の代わ り に ^SN を使用する と 、 フ ィ ールド は印刷されません。

•  ^FS は ^FB コマン ド を終了し ます。 各ブロ ッ クは独自の ^FB コマン ド を

必要と し ます。
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ZPL II のコマン ド
^FC
^FC
フ ィールド ・ クロック （リアルタイム ・ クロック用）

説明 ^FC コマン ド は、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク ・ ハード ウ ェ アで使用する た

めに ク ロ ッ ク ・ イ ンジケータ （デ リ ミ タ） と ク ロ ッ ク ・ モード を設定する場合
に使用し ます。 こ のコマン ド は、 フ ィ ールド 内で リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク値が
必要になる都度、 各ラベル ・ フ ィ ール ド ・ コマン ド ・ ス ト リ ングに含める必要
があ り ます。

フォーマッ ト  ^FCa,b,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 1 次ク ロ ッ ク ・

イ ンジケータ文字

有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： %

b = 2 次ク ロ ッ ク ・

イ ンジケータ文字

有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： な し  -- この値は a または c と 同じにする こ

と はでき ません。

c = 3 次ク ロ ッ ク ・

イ ンジケータ文字

有効値 ： 任意の ASCII 文字

デフ ォル ト 値 ： な し  -- この値は a または b と 同じにする こ

と はでき ません。
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ZPL II のコマン ド
^FC
 

コ メン ト  リ アルタ イ ム ・ ハー ド ウ ェ アがない場合は、 ^FC コマン ド は無視さ

れます。

例 • これらの ZPL を入力する と、 1 次ク ロ ッ ク ・ イ ンジケータが % に、 2 次
ク ロ ッ ク ・ イ ンジケータが { に、 そし て 3 次ク ロ ッ ク ・ イ ンジケータが # に
設定されます。 結果は、 1 次、 2 次、 および 3 次をフ ィ ールド ・ データ とす

る ラベルに印刷されます。

^XA
^FO10,100^A0N,50,50
^FC%,{,#
^FDPrimary: %m/%d/%y^FS
^FO10,200^A0N,50,50
^FC%,{,#
^FDSecondary: {m/{d/{y^FS
^FO10,300^A0N,50,50
^FC%,{,#
^FDTertiary: #m/#d/#y^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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ZPL II のコマン ド
^FD
^FD
フ ィールド ・ データ

説明 ^FD コマン ド は、フ ィ ール ド のデータ ・ ス ト リ ングを定義し ます。フ ィ ー

ル ド ・ データ には、 コ マン ド ・ プレ フ ィ ッ ク スで使用さ れる文字 （^ および

~） を除 く すべての印刷可能文字を使用でき ます。

フォーマッ ト  ^FDa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^ と  ~ 文字は、 プレ フ ィ ッ ク ス文字を変更する こ と によ り 、 印刷で

き ます （~CC ページ 126 と  ^CT ~CT ページ 139 を参照し て く ださい。 新しい

プレ フ ィ ッ ク ス文字は印刷でき ません。

127 以上のコード の文字、 または ^ や ~ の文字は、^FH コマン ド、 および ^FD
コマン ド を使用し て印刷でき ます。

• バッ ク ス ラ ッ シュ （\） を印刷するには、 ^CI13 が選択されている必要が

あ り ます。

パラメータ 詳細

a = 印刷する

データ

有効値 ： 最高 3072 文字までの ASCII ス ト リ ング

デフ ォル ト 値 ： な し  -- 文字のス ト リ ングを入力する必要が

あ り ます。
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ZPL II のコマン ド
^FH
^FH
フ ィールド  16 進インジケータ

説明 ^FH コマン ド を使用する と、 どの文字に対し て も 16 進値を ^FD ステー

ト メ ン ト に直接入力でき ます。^FH コマン ド は、 フ ィ ール ド に 16 進値を使用

する各 ^FD コマン ド の前に使用する必要があ り ます。

^FD ステー ト メ ン ト 内では、16 進イ ンジケータは各 16 進値の前に挿入する必

要があ り ます。 デフ ォル ト の 16 進イ ンジケータは _ （下線） です。 下線の後

には最低 2 文字を指定する必要があ り ます。 異なる  16 進イ ンジケータが必要

な場合は、 a パラ メ ータ を追加でき ます。

このコマン ド は、 フ ィ ール ド ・ データ を持つ任意のコマン ド （すなわち ^FD、

^FV （フ ィ ールド ・データ）、および ^SN （連番データ） と一緒に使用でき ます。

有効な 16 進文字には以下があ り ます。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F a b c d e f

フォーマッ ト  ^FHa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 16 進 イ ン ジ

ケータ

有効値 ： 現在の フ ォ ーマ ッ ト お よ び コ ン ト ロ ール ・ プ レ

フ ィ ッ ク ス以外の任意の文字 （デフ ォル ト では ^ と  ~ ）

デフ ォル ト 値 ： _ （下線）
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ZPL II のコマン ド
^FH
例 • 次は、 16 進値を  ^FD ステー ト メ ン ト に直接入力する例です。
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ZPL II のコマン ド
^FM
^FM
複数のフ ィールド基点位置

説明 ^FM コマン ド を使用する と 、 バー ・ コード の配置を制御でき ます。

構造化結合機能を使用する 場合に、 PDF417 （^B7） と  Micro-PDF417 （^BF）

バー ・ コード のフ ィ ール ド位置を指定し ます。 これによ り 、 同じ テキス ト 情報
のセ ッ ト から複数のバー ・ コード を印刷でき ます。

構造化結合機能は、両方のバー・ コード のテキス ト 印刷機能を拡張する一方法
です。 ス ト リ ングがバー ・ コー ド のデータ の制限を超え る場合、 1 of 3、 2 of
3、 3 of 3 のよ う にシ リ ーズ と し て印刷でき ます。 スキ ャナは情報を読み取 り 、

セグ メ ン ト 化前の元のテキス ト に照合させます。

^FM コマン ド は、 ^B7 および ^BF と 使用し た場合のみ、 同じ ラベルでの複数

のバー・ コード 印刷を ト リ ガし ます。その他のコマン ド と使用し た場合は無視
されます。

フォーマッ ト  ^FMx1,y1,x2,y2,...

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

x1 = 最初のシン

ボルの x 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 

0 ～ 32000 

e = このバー ・ コード を印刷から除外する

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます

y1 = 最初のシン

ボルの y 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 

0 ～ 32000 

e = このバー ・ コード を印刷から除外する

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます
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ZPL II のコマン ド
^FM
x2 = 2 番目のシ

ンボルの x 軸の位

置 （ド ッ ト 数）

x1 パラ メ ータ と同じ

y2 = 2 番目のシ

ンボルの y 軸の位

置 （ド ッ ト 数）

y1 パラ メ ータ と同じ

… = X、 Y の組み

合わせの継続

組み合わせ最大数 ： 60

例 1 • 次の例では、 最大 3 つのバー ・ コード を前提と しています。

例 2 • 次の例は、 最大 3 つのバー ・ コー ド を前提 と し ていますが、 バー ・

コード  2 of 3 は省略し ています。

x と  y のいずれかの値に対し て e を入力する と、 バー ・ コード

は印刷されません。 

パラメータ 詳細
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ZPL II のコマン ド
^FM
コ メン ト  前のバー ・ コー ド のデータが制限値を超え る と、 後続のバー ・ コー
ド が印刷されます。 た と えば、 1 of 3 が格納可能な最大データ量に達する と、

バー ・ コード  2 of 3 が印刷されます。 3 つのフ ィ ールド を指定し て も、 3 つの

バー ・ コード が印刷されるわけではあ り ません。 3 つのバー ・ コード ・ フ ィ ー

ルド を満たすのに十分なフ ィ ール ド ・ データが必要です。

x と  y の組み合わせの数は、 生成されたバー ・ コード の数を超えて も かまいま

せん。 ただし、 指定された ものが少なすぎ る場合は、 シンボルは印刷されませ
ん。

例 3 • 次の例で も、 シンボル 2 of 3 は除外されています。
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ZPL II のコマン ド
^FN
^FN
フ ィールド番号

説明 ^FN コマン ド は、 データ ・ フ ィ ール ド に番号を付ける ために使用し ます。

このコマン ド は、 ^DF （フ ォーマ ッ ト の保存） と  ^XF （フ ォーマ ッ ト の呼び出

し） コマン ド の両方で使用されます。

保存されたフ ォーマ ッ ト では、 通常 ^FD （フ ィ ール ド ・ データ） コ マン ド を

使用する場所に ^FN  コマン ド を使用し ます。保存されたフ ォーマ ッ ト を呼び

出す際、 ^FD と一緒に ^FN を使用し て く ださい。

フォーマッ ト  ^FN#

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  

• 複数の異なる フ ィ ール ド に対し て同じ  ^FN 値を保存でき ます。

パラメータ 詳細

# = フ ィ ール ド に

割 り 当て る番号

有効値 ： 0 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： 0

例 • 次の例では、 ^DF を使っ て保存さ れたフ ォーマ ッ ト （^XF） を呼び出

し、 フ ィ ールド 番号データ を挿入し ます。
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ZPL II のコマン ド
^FN
• ラベル ・ フ ォーマ ッ ト に ^FN コマン ド と  ^FD コマン ド を含む場合、 その

フ ィ ール ド のデータは同じ  ^FN 値を含むその他のフ ィ ール ド に対し て も

印刷されます。
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ZPL II のコマン ド
^FO
^FO
フ ィールド基点

説明 ^FO コ マン ド は、 ラベルのホーム （^LH） ポジシ ョ ンに対し てフ ィ ール

ド 基点を設定し ます。 ^FO は、 回転にかかわらず、 x 軸と  y 軸に沿って点を定

義する こ と によ り 、 フ ィ ール ド領域の左上のコーナーを設定し ます。

フォーマッ ト  ^FOx,y

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  x パラ メ ータ または y パラ メ ータ と し て入力し た値が大きすぎ る場

合は、 フ ィ ール ド 基点が ラベルか ら完全に外れて配置される可能性があ り ま
す。

パラメータ 詳細

x = x 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

y = y 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0
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ZPL II のコマン ド
^FP
^FP
フ ィールド ・ パラ メータ

説明 ^FP コマン ド を使用する と、 アジア系フ ォ ン ト で一般に使用されている

フ ォ ン ト ・ フ ィ ールド の縦のフ ォーマ ッ ト が可能にな り ます。

フォーマッ ト  ^FPd,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 方向 有効値 ：

H = 縦方向印刷 （左から右）

V = 縦方向印刷 （上から下）

R = 逆方向印刷 （右から左）

デフ ォル ト 値 ： H

g = 追加の

文 字 間 ギ ャ ッ プ
（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 9999

デフ ォル ト 値 ： 値が入力されない場合は 0
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ZPL II のコマン ド
^FP
コ メン ト  逆方向印刷を使用する場合、 ^FT で指定された基点は右端のテキ ス

ト 文字の左下コーナーです。

例 • 次は、 逆方向印刷と縦方向印刷を実装する例です。
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ZPL II のコマン ド
^FR
^FR
フ ィールド反転印刷

説明 ^FR コマン ド を使用する と、 フ ィ ール ド を黒地に白、 または白地に黒に

表示でき ます。 フ ィ ール ド を印刷する場合、 ^FR コマン ド を使用する と、 出

力の色は背景の逆にな り ます。

フォーマッ ト  ^FR

コ メン ト  ^FR コ マン ド は、 1 つのフ ィ ール ド にのみ適用し、 毎回指定する必

要があ り ます。 複数の ^FR コマン ド を使用する場合、 ^LR コマン ド を使用し

た方が便利な場合があ り ます。 

例 • 次の例では、^GB コマン ド が黒の領域を作成する こ と によ り 、印刷対象

が白 く な る よ う になっています。

^XA
^PR1
^FO100,100
^GB70,70,70,,3^FS
^FO200,100
^GB70,70,70,,3^FS
^FO300,100
^GB70,70,70,,3^FS
^FO400,100
^GB70,70,70,,3^FS
^FO107,110^CF0,70,93
^FR^FDREVERSE^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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ZPL II のコマン ド
^FS
^FS
フ ィールド ・ セパレータ

説明 ^FS コマン ド は、 フ ィ ール ド定義の終わ り を示し ます。 これに代わって、

単一の ASCII コ ン ト ロール ・ コー ド  SI （Control-O、 16 進 0F） と し て ^FS コ
マン ド を発行する こ と も でき ます。

フォーマッ ト  ^FS
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ZPL II のコマン ド
^FT
^FT
フ ィールド ・ タイプセッ ト

説明 ^FT コマン ド は、 ^LH コマン ド で指定し た ラベルのホーム ・ ポジシ ョ ン

に対し て フ ィ ール ド 位置を設定し ます。 フ ィ ール ド の タ イ プセ ッ ト 基点は、
フ ィ ールド の内容に対し て固定し てお り 、 回転によ っては変更されません。

フォーマッ ト  ^FTx,y

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

テキスト  基点は、 文字ス ト リ ングの先頭のフ ォ ン ト のベース ラ イ ンにあ り ま
す。 通常ベース ラ イ ンは、 g や y などの下垂部のあ る文字を除きほ と んどの文

字の底辺です。

バー ・ コード  バー ・ コード の下にテキ ス ト 表示があ る場合も、 バー ・ コード に
ガード ・ バーがあ る場合も、 基点はバー ・ コード の底辺に位置し ます。

グラフ ィ ッ ク ・ ボッ クス 基点はボ ッ ク スの左下コーナーにあ り ます。

イメージ 基点は、 長方形のイ メ ージ領域の左下コーナーにあ り ます。

パラメータ 詳細

x = x 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値：最後にフ ォーマ ッ ト されたテキス ト ・ フ ィ ー
ル ド の位置

y = y 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値：最後にフ ォーマ ッ ト されたテキス ト ・ フ ィ ー
ル ド の位置
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ZPL II のコマン ド
^FT
スケーラブル標準フォントの向き、 スケーラブル回転状フォントの向き

スケーラブル反転状フォン トの向き、 スケーラブルな下から上の
フォン トの向き

例 • 次の例では、 ^LH 位置に対し て ^FT と  ^FO を使用する場合のフ ォ ン ト

の向きの違いを示し ています。^FT コマン ド使用時のフ ォ ン ト の基点は、常

に、 フ ィ ール ド の最初のエレ メ ン ト ま たは文字のベース ラ イ ン位置の左側
にな り ます。 

標準の向きでは、 すべての文字がベース ラ イ ンに基づき ます。 回転状の向
きでは、 すべての文字はベース ラ イ ンか ら ラベルの右側に描かれます。 反
転し た向きでは、 すべての文字はベース ラ イ ンか ら下に描かれ、 左側に印
刷されます。 下向き では、 すべての文字はベース ラ イ ンか ら ラベルの左側
に描かれ、 右側に印刷されます。 ド ッ ト  は、 ^FT と  ^FO の両方のフ ォ ン ト

の向きの基点を示し ます。
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ZPL II のコマン ド
^FT
コ メン ト  座標がない場合、 最後にフ ォーマ ッ ト されたフ ィ ール ド 位置が使用
されます。 この記憶 によ って、 その他のフ ィ ール ド の配置が単純化されます。

最初のフ ィ ールド が配置される と、その他のフ ィ ール ド位置は自動的に決定さ
れます。

x および y パラ メ ータ を指定せずに ^FT コマン ド を使用する こ と をお勧めで

き ない場合が次のよ う にい く つかあ り ます。

• 最初のフ ィ ールド を ラベル ・ フ ォーマ ッ ト に配置する場合

• ^FN （フ ィ ールド 番号） コマン ド と一緒に使 う 場合

• ^SN （連番データ） コマン ド の後に使用する場合

例 • 次は、 ^FT コマン ド と連結の例です。
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ZPL II のコマン ド
^FV
^FV
フ ィールド変数

説明 ^FV は、 フ ィ ールド が変数の場合、 ラベル・ フ ォーマ ッ ト で ^FD （フ ィ ー

ルド ・ データ） を置換し ます。

フォーマッ ト  ^FVa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 印刷する

変数フ ィ ール ド ・
データ

有効値 ： 0 ～ 3072 文字ス ト リ ング

デフ ォル ト 値 ： データ を入力し なかった場合は、 こ のコ マ
ン ド は無視されます。
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ZPL II のコマン ド
^FV
コ メン ト  ^FV フ ィ ールド は、ラベル印刷後に必ずク リ ア されます。^FD フ ィ ー

ルド はク リ ア されません。

例 • 次は、 ~MC コマン ド と  ^FV コマン ド の使用例です。
 

^XA
^FO40,40
^GB300,203,8^FS
^FO55,60^CF0,25
^FVVARIABLE DATA #1^FS
^FO80,150
^FDFIXED DATA^FS
^MCN
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL

^XA
^FO55,60
^FVVARIABLE DATA #2^FS
^MCY
^XZ

^CF0,25
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ZPL II のコマン ド
^FW
^FW
フ ィールドの向き

説明 ^FW コ マ ン ド は、 向 き （回転） パ ラ メ ー タ を持つすべての コ マ ン ド ・

フ ィ ールド のデフ ォル ト 向き を設定し ます。このコマン ド を使用し てフ ィ ール
ド を 0°、 90°、 180°、 または 270°時計方向に回転させる こ と ができ ます。

^FW コマン ド は、 その後に続 く フ ィ ール ド のみに影響し ます。 いったん ^FW
コマン ド を発行する と、 プ リ ン タの電源を切るか、 プ リ ン タに新しい ^FW コ
マン ド を送信する までその設定が維持されます。

フォーマッ ト  ^FWr

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^FW コマンドは、 r パラメータなしで入力された場合は無視されます。

^FW は、 回転パラメータが明確に設定されていないコマンドの向きにのみ影響しま

す。 コマンドに特定の回転パラメータがある場合、 その値が使用されます。

パラメータ 詳細

r = フ ィ ール ド

の回転

有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

パワーア ッ プ時の初期値 ： N
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ZPL II のコマン ド
^FX
^FX
コ メン ト

説明 ^FX コマン ド は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト 内で印刷対象外の情報コ メ ン ト

またはス テー ト メ ン ト を追加し たい場合に便利です。 ^FX コマン ド の後、 次

のキ ャ レ ッ ト （^） またはテ ィ ルデ ィ （~） コマン ド までのデータは、 ラベル ・

フ ォーマ ッ ト には影響し ません。 し たがっ て、 ^FX ス テー ト メ ン ト 内では、

キ ャ レ ッ ト （^） またはテ ィ ルデ ィ （~） コマン ド の使用は避けて く ださい。

フォーマッ ト  ^FXc

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^FX コマン ド の正しい使用法には、 その後に  ^FS コマン ド を使用

する こ と が含まれます。

パラメータ 詳細

c = 印刷対象外の

コ メ ン ト

例 • 次は、 ~FX コマン ド を効果的に使用し た例です。
 

^XA
^LH100,100^FS
^FXSHIPPING LABEL^FS
^FO10,10^GB470,280,4^FS
^FO10,190^GB470,4,4^FS
^FO10,80^GB240,2,2^FS
^FO250,10^GB2,100,2^FS
^FO250,110^GB226,2,2^FS
^FO250,60^GB226,2,2^FS
^FO156,190^GB2,95,2^FS
^FO312,190^GB2,95,2^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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ZPL II のコマン ド
^GB
^GB
グラフ ィ ック ・ ボックス

説明 ^GB コマンドは、 ラベル・フォーマットの一部としてボックスと線を描くために使

用します。 ボックスと線は、 重要な情報を強調したり、 ラベルを別々の領域に区分
したり、 ラベルの外観を改善したりするために使用します。 ボックスを描く場合も線
を描く場合も同じフォーマット ・ コマンドが使用されます。

フォーマッ ト  ^GBw,h,t,c,r

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

w と h パラメータについては、 プリンタのデフォルトは 6、 8、 12、 24 ドット /mm
のいずれかであることに留意してください。すなわち、インチあたりのドット数は 153、

203、 300、 または 600 となります。 w と H の値を決定するには、 寸法をミリで計算

し、 それぞれ 6、 8、 12、 24 で掛けてください。

幅と高さの指定がない場合は、t の値で指定し た幅と高さの塗 り つぶし ボ ッ ク

スが印刷されます。

パラメータ 詳細

w = ボ ッ ク ス幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000 の値

デフ ォル ト 値 ： 高さに使用する値または 1

h = ボ ッ ク スの

高さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000 の値

デフ ォル ト 値 ： 高さに使用する値または 1

t = 線幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 1

c = 線の色 有効値 ： B （黒） または W （白）

デフ ォル ト 値 ： B

r = 丸み付け角度 有効値 ： 0 （丸み付けな し） ～ 8 （最大丸み付け）

デフ ォル ト 値 ： 0
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ZPL II のコマン ド
^GB
丸みイ ンデッ ク ス を使用し て、各ボ ッ ク スの面取 り の半径を決定し ます。数式：

丸み付け半径 = （丸みイ ンデッ ク ス /8） * （短辺 /2）

ここで、短辺とは幅と高さの短い方（最小値とデフォルト値に対しての調整後）です。

例 次にい く つかの例を示し ます。

幅 ： 1.5 インチ、 高さ ： 1 インチ、 線幅み ： 10、 色 ： デフォルト、 丸み付け ： 
デフォルト 

幅： 0 インチ、高さ： 1 インチ、線幅： 20、色： デフォルト、丸み付け： デフォルト：
 

幅： 1 インチ、 高さ： 0 インチ、 線幅： 30、 色： デフォルト、 丸み付け： デフォルト 

幅 ： 1.5 インチ、 高さ ： 1 インチ、 線幅 ： 10、 色 ： デフォルト、 丸み付け ： 5
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ZPL II のコマン ド
^GC
^GC
グラフ ィ ック円

説明 ^GC コマン ド は印刷ラベルに円を生成し ます。 コマン ド ・ パラ メ ータは、

円の直径 （幅）、 輪郭の線幅、 および色を指定し ます。 線幅は輪郭 （外側） か
ら内側へ増えます。

フォーマッ ト  ^GCd,t,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 円の直径

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 3 ～ 4095 （大きい値は 4095 で置換し ます）

デフ ォル ト 値 ： 3

t = 線幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 2 ～ 4095

デフ ォル ト 値 ： 1

c = 線の色 有効値 ： B （黒） または W （白）

デフ ォル ト 値 ： B

例 • 次は、 印刷ラベルに円を作成する例です。
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ZPL II のコマン ド
^GD
^GD
グラフ ィ ック対角線

説明 ^GD コマン ド は印刷ラベルに真っ直ぐの対角線を生成し ます。 このコマ

ン ド を、 その他のグ ラ フ ィ ッ ク ・ コマン ド と 一緒に使用する こ と によ り 、 さ ら
に複雑な図形を作成でき ます。

フォーマッ ト  ^GBw,h,t,c,o

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

w = ボ ッ ク ス幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 3 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： t （線幅） の値または 1

h = ボ ッ ク スの

高さ （ド ッ ト 数）

有効値 ： 3 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： t （線幅） の値または 1

t = 線幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 1

c = 線の色 有効値 ： B （黒） または W （白）

デフ ォル ト 値 ： B

o = 向き

（対角線の方向）

有効値 ： 

R （または /） = 右に傾いた対角線

L （または \） = 左に傾いた対角線

デフ ォル ト 値 ： R
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ZPL II のコマン ド
^GD
例 • 次は、 印刷ラベル上のボ ッ ク スで対角を結ぶ斜線を作成する例です。
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ZPL II のコマン ド
^GE
^GE
グラフ ィ ック楕円

説明 ^GE コマン ド はラベル ・ フ ォーマ ッ ト に楕円を生成し ます。

フォーマッ ト  ^GEw,h,t,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

w = 楕円の幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 3 ～ 4095 （大きい値は 4095 で置換し ます）

デフ ォル ト 値 ： 線幅 （t） の値または 1

h = 楕円の高さ

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 3 ～ 4095

デフ ォル ト 値 ： 線幅 （t） の値または 1

t = 線幅

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 2 ～ 4095

デフ ォル ト 値 ： 1

c = 線の色 有効値 ： B （黒） または W （白）

デフ ォル ト 値 ： B

例 • 次は、 印刷ラベルに楕円作成する例です。
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ZPL II のコマン ド
^GF
^GF
グラフ ィ ック ・ フ ィールド

説明 ^GF コマン ド を使用する と、 グ ラ フ ィ ッ ク ・ フ ィ ール ド ・ データ を直接

プ リ ン タのビ ッ ト マ ッ プ保存領域にダウ ン ロード でき ます。 このコマン ド は、
その他のフ ィ ールド の規則に従います。すなわち、 フ ィ ール ド の向きが含まれ
ます。 グ ラ フ ィ ッ ク ・ フ ィ ール ド ・ データはビ ッ ト マ ッ プ ・ スペース内の任意
の位置に配置でき ます。

フォーマッ ト  ^GFa,b,c,d,data

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 圧縮タ イプ 有効値 ：

A = ASCII 16 進 （そ の他の ダ ウ ン ロ ー ド ・ コ マ ン ド の

フ ォーマ ッ ト に従います）

B = バイナ リ （c パラ メ ータの後に送信されるデータは純

バイナ リ です）

 C = 圧縮バイナ リ （c パラ メ ータの後に送信されるデータ

は圧縮バイナ リ ・ フ ォーマ ッ ト です。データは Zebra の圧

縮アルゴ リ ズム を使用し てホ ス ト 側で圧縮されます。 そ
の後、 データは解凍さ れビ ッ ト マ ッ プに直接配置されま
す。）

デフ ォル ト 値 ： A

b  = バイナ リ ・

バイ ト 数

有効値 ： 1 ～ 99999

こ れは、 送信する全イ メ ージのバ イ ト 数合計、 ま たはパ
ラ メ ータ  d の後に続 く バイ ト 数合計です。 ASCII ダ ウ ン

ロー ド の場合、 パラ メ ータはパラ メ ータ  c と 一致する必

要があ り ます。 範囲外の値は最も近い限界値に設定され
ます。

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し なかった場合は、 こ のコ マン ド
は無視されます。
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ZPL II のコマン ド
^GF
c = グラフィック ・

フィールド数

有効値 ： 1 ～ 99999

こ れはパ ラ メ ー タ  d と し て送信 さ れ る グ ラ フ ィ ッ ク ・

フ ォーマ ッ ト （幅 x 高さ） を構成するバイ ト 数合計です。

こ の数値を 1 行あた り のバイ ト 数で割る と、 イ メ ージ内

の ラ イ ン数が算出さ れます。 こ の数値は、 イ メ ージのサ
イ ズを表すも ので、 必ずし もデータ ・ ス ト リ ームのサ イ
ズを表すも のではあ り ません （「d」 を参照）。

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し なかった場合は、 こ のコ マン ド
は無視されます。

d = 1 行あた り

のバイ ト 数

有効値 ： 1 ～ 99999

こ れはダ ウ ン ロー ド さ れたデータのバイ ト 数で、 イ メ ー
ジの 1 行を構成し ます。

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し なかった場合は、 こ のコ マン ド
は無視されます。

data = データ 有効値 ： 

ASCII 16 進データ ： 00 ～ FF

ASCII 16 進数のス ト リ ング （1 イ メ ージ ・ バイ ト あた り  2
桁） 。 読みやす く するための CR と  LF を必要に応じ て使

用でき ます。2 桁の組み合わせの数は上の数と 一致する必

要があ り ます。 こ の数値が満た さ れた後に送信された数
値は無視さ れます。 データ の中にカンマがあ る場合、 現
在のラ イ ンに 00 （余白） が追加され、 送信されるデータ

が最小化さ れます。 ~DN ま たはキ ャ レ ッ ト やテ ィ ルデ ィ

文字があ る と、 ダウ ン ロード が終了前に中断されます。

バ イナ リ ・ データ ： 純バイ ナ リ ・ データ がホ ス ト か ら送
信されます。 グ ラ フ ィ ッ ク ・ フ ォーマ ッ ト に必要な全バ
イ ト 数を受け取 る ま で、 すべての コ ン ト ロ ール ・ プ レ
フ ィ ッ ク スは無視されます。

パラメータ 詳細
198  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^GF
例 1 • 次の例では、 合計 8,000 バイ ト のデータ をダウ ン ロード し、 このグ ラ

フ ィ ッ ク ・ データ をビ ッ ト マ ッ プの 100,100 の位置に配置し ます。 プ リ ン タ

に送信されるデータは ASCII フ ォーマ ッ ト です。

^FO100,100^GFA,8000,8000,80,ASCII data

例 2 • 次の例では、 合計 8,000 バイ ト のデータ をダウ ン ロード し、 このグ ラ

フ ィ ッ ク ・ データ をビ ッ ト マ ッ プの 100,100 の位置に配置し ます。 プ リ ン タ

に送信されるデータはバイナ リ ・ フ ォーマ ッ ト です。

^FO100,100^GFB,8000,8000,80,Binary data
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ZPL II のコマン ド
^GS
^GS
グラフ ィ ック ・ シンボル

説明 ^GS コマン ド を使用する と、 登録商標、 著作権シンボル、 およびその他

のシンボルを生成でき ます。

フォーマッ ト  ^GSo,h,w

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = フ ォ ン ト の

向き

有効値 ：

N = 標準

R = 90°回転 （時計方向）

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： N または ^FW 値

h = 幅に比例し た

文字の高さ
（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 前回の ^CF 値

w = 高さに比例し

た文字の幅
（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 前回の ^CF 値
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ZPL II のコマン ド
^GS
例 • 希望の文字を生成するには、 フ ィ ール ド ・ データ内で ^GS コマン ド の

後に ^FD および適切な文字 （A ～ E） を使用し ます。
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ZPL II のコマン ド
~HB
~HB
バッテリ ・ ステータス

説明 ~HB コマン ド がプ リ ン タに送信される と、 データ ・ ス ト リ ングがホス ト

に送 り 返されます。 ス ト リ ングは、 <STX> コ ン ト ロール ・ コー ド ・ シーケン

スで始ま り 、 <ETX><CR><LF> コ ン ト ロール ・ コー ド ・ シーケン スで終わ り

ます。

フォーマッ ト  ~HB

パラ メ ータ ： プ リ ン タはコマン ド を受け取る と、 以下を返し ます。

<STX>bb.bb,hh.hh,bt<ETX><CR><LF>

コ メン ト  こ のコマン ド は、 プ リ ン タの電源バ ッ テ リ に使用する も ので、 バ ッ
テ リ ・ バッ ク ア ッ プによ る  RAM と 混同し ないよ う にし て く ださい。

<STX> = ASCII テキス ト 開始文字

bb.bb = 1/4 ボル ト に最も近い現在のバッ テ リ 電圧

hh.hh = 1/4 ボル ト に最も近い現在のヘッ ド電圧

bt = バッ テ リ 温度 （摂氏）

<ETX> = ASCII テキス ト 終了

<CR> = ASCII キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン

<LF> = ASCII ラ イ ン ・ フ ィ ード文字
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ZPL II のコマン ド
~HD
~HD
ヘッ ド温度情報

説明 ~HD コマン ド は、 端末エ ミ ュ レータ を使用し て、 電源 とヘッ ド 温度など

のプ リ ン タ ・ ステータ ス情報をエコーし ます。

フォーマッ ト  ~HD

例 • 次は、 ^HD コマン ド の例です。
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ZPL II のコマン ド
^HF
^HF
グラフ ィ ック ・ シンボル

説明 ^HF コマン ド は、 ZPL フ ォーマ ッ ト 命令のオブジェ ク ト を  ~DF でホス ト

に送信し ます。

フォーマッ ト  ^HF,o,h,w

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

o = フ ォ ン ト の

向き

有効値 ：

N =  標準

R = 回転

I = 180°反転

B = 下から上へ読み取 り 、 270°

デフ ォル ト 値 ： N または前回の ^FW 値

h = 幅に比例し た

文字の高さ
（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000 

デフ ォル ト 値 ： 前回の ^CF 値

w = 高さに比例し

た文字の幅
（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 前回の ^CF 値
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ZPL II のコマン ド
^HG
^HG
ホスト ・ グラフ ィ ック

説明 ^HG コマン ド は、 ホス ト にグ ラ フ ィ ッ ク ス をア ッ プロード する場合に使

用し ます。 グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージは、 将来使用する ために保存する こ と も、
Zebra プ リ ン タにダウ ン ロードする こ と も でき ます。

フォーマッ ト  ^HGd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  グ ラ フ ィ ッ ク スのア ッ プ ロー ド の詳細については、 ^HY ページ 215
を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

d = オブジェ ク ト

のデバイ スの場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： 検索優先順序

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合 UNKNOWN が使用

されます。

x = 拡張子 固定値 ： .GRF
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ZPL II のコマン ド
^HH
^HH
設定ラベルの返却

説明 ^HH コマン ド は、 端末エ ミ ュ レータ を使用し てプ リ ン タ設定をホ ス ト に

エコー ・ バッ ク し ます。

フォーマッ ト  ^HH

例 • 次は、 ^HH コマン ド の例です。

^XA^HH^XZ

ZPL IICODE GENERA TED LABEL
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ZPL II のコマン ド
~HI
~HI
ホスト識別

説明 ~HI コ マン ド は、 ホ ス ト か ら  Zebra プ リ ン タに送信され情報を取得する

よ う に設計されています。 受信と同時に、 プ リ ン タはモデル、 ソ フ ト ウ ェ ア ・
バージ ョ ン、 ド ッ ト /mm の設定、 メ モ リ ・ サイ ズ、 および検出オブジェ ク ト

などの情報を返し ます。

フォーマッ ト  ~HI

パラメータ  プ リ ン タはコマン ド を受け取る と、 以下を返し ます。 

XXXXXX,V1.0.0,dpm,000KB,X

XXXXXX = Zebra プ リ ン タのモデル

   V1.0.0 = ソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ン

    dpm = ド ッ ト /mm

  6、 8、 12、 または 24 の ド ッ ト /mm の印刷ヘッ ド

   000KB = メ モ リ
 512KB = 1/2 MB

1024KB = 1 MB

2,048KB = 2 MB

4,096KB = 4 MB

8,192KB = 8 MB

      x = 認識可能オブジェ ク ト

プ リ ン タに固有のオプシ ョ ンのみが表示されます （カ ッ ター、
オプシ ョ ンなど）。
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ZPL II のコマン ド
~HM
~HM
ホスト  RAM ステータス

説明 プ リ ン タに ~HM を送信する と 、ホス ト に対し て メ モ リ ・ ステータ ス ・ メ ッ

セージが即座に返されます。 こ のコマン ド は、 プ リ ン タの RAM ステータ ス を

確認する必要があ る場合に使用し ます。

~HM が Zebra プ リ ン タに送信される と、 メ モ リ の全容量、 最大容量、 および使

用可能容量に関する情報を含むデータのラ イ ンがホス ト に送 り 返されます。

フォーマッ ト  ~HM

コ メン ト  現在使用可能な メ モ リ の値には、 ビ ッ ト マ ッ プが使用し ている メ モ
リ が含まれています （^MCN のため）。

グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージ、 フ ォ ン ト のダ ウ ン ロー ド や、 ビ ッ ト マ ッ プの保存
は、 RAM の容量にのみ影響し ます。 RAM の全容量と  RAM の最大容量は、 プ

リ ン タ をオンにし た後は変 り ません。

例 • 次の例では、 ~HM がプリンタに送信されたときに、 3 つの数値を含むデータ

がホストに送り返されます。各数値のセットは、下の表で識別し、説明しています。

1 プ リ ン タにイ ン ス ト ールされた RAM の全容量 （キ ロバイ ト ）。 この例

では、 プ リ ン タに 1024K の RAM がイ ン ス ト ールされています。

2 ユーザーが使用でき る  RAM の最大容量 （キ ロバイ ト ） 。 この例では、

プ リ ン タで最大 780K の RAM が使用可能です。

3 現在ユーザーが使用でき る  RAM の容量 （キ ロバイ ト ） 。 この例では、

現在プ リ ン タにユーザーが使用でき る  RAM が 780K あ り ます。

1024,0780,0780

2

 2  3
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ZPL II のコマン ド
~HS
~HS
ホスト ・ ステータスの返却

説明 ~HS コマン ド がプ リ ン タに送信される と、3 つのデータ・ス ト リ ングがホ

ス ト に送 り 返 さ れます。各ス ト リ ン グは、<STX> コ ン ト ロール・コー ド で始ま

り 、<ETX><CR><LF> コ ン ト ロール・コー ド・シーケ ン スで終わ り ます。混乱を

避ける ため、各ス ト リ ングはホス ト によ って別々のラ イ ンに印刷されます。 

ス ト リ ング 1

<STX>aaa,b,c,dddd,eee,f,g,h,iii,j,k,l<ETX><CR><LF>  

 * こ のパラ メ ータは、 プ リ ン タ のボー ・ レー ト 、 データ ・ ビ ッ ト 数、 ス ト ッ

プ ・ ビ ッ ト 数、 パ リ テ ィ 設定、 およびハン ド シェ イ クのタ イプを指定し ます。
こ の値は、 8 ビ ッ ト のバイナ リ 数値の 3 桁の 10 進表現です。 こ のパラ メ ータ

を評価するには、 まず、 10 進数をバイナ リ 数に変換し ます。 

aaa = 通信 （イ ン ターフ ェ イ ス） 設定 *

b = 用紙切れフ ラ グ （1 = 用紙切れ）

c = ポーズ ・ フ ラ グ （1 = ポーズがア ク テ ィ ブ）

dddd = ラベル長 （ド ッ ト 数の値）

eee = 受信バッ フ ァ内のフ ォーマ ッ ト 数

f = バッ フ ァ満杯フ ラ グ （1 = 受信バッ フ ァが満杯）

g = 通信診断モード フ ラ グ （1 = 診断モード がア ク テ ィ ブ）

h = 部分フ ォーマ ッ ト フ ラ グ （1 = 部分フ ォーマ ッ ト 進行中）

iii = 未使用 （常に 000）

j = 破損 RAM フ ラ グ （1 = 設定データ紛失）

k = 温度範囲 （1 = 過剰低温）

l = 温度範囲 （1 = 過剰高温）
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ZPL II のコマン ド
~HS
9 桁のバイナ リ 数は、 次の表に従って読み取られます。  
 

ス ト リ ング 2

<STX>mmm,n,o,p,q,r,s,t,uuuuuuuu,v,www<ETX><CR><LF>

mmm = 機能設定 *

n = 未使用

o = ヘッ ド上フ ラ グ （1 = ヘッ ド が上のポジシ ョ ン）

p = リ ボン切れフ ラ グ （1 = リ ボン切れ）

q = 熱転写モード フ ラ グ （1 = 熱転写モード 選択済み）

r = 印字モード

0 = 巻き取 り

1 = 剥離

2 = 切 り 取 り

3 = カ ッ ター

4 = アプ リ ケ - タ

a a a a a = Baud

a

a

a

a

= Handshake
0 = Xon/Xoff
1 = DTR 0 000 = 110

0 001 = 300
0 010 = 600
0 011 = 1200
0 100 = 2400
0 101 = 4800
0 110 = 9600
0 111 = 19200
1 000 = 28800
1 001 = 38400
1 010 = 57600
1 011 = 14400

(available only on certain printer models)

= Parity Odd/Even
0 = Odd
1 = Even

= Disable/Enable
0 = Disable
1 = Enable

= Stop Bits
0 = 2 Bits
1 = 1 Bit

= Data Bits
0 = 7 Bits
1 = 8 Bits

7 8 2 1 0

6

5

4

3

aaa = a a a a a a a a a8 7 6 5 4 3 2 1 0

(available only on certain printer models)

(available only on certain printer models)
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 * こ のパ ラ メ ータは、 プ リ ン タ の メ デ ィ ア ・ タ イ プ、 センサー ・ プ ロ フ ィ ー

ル ・ ステータ ス、 および通信診断ステータ ス を指定し ます。 ス ト リ ング 1 と同

様に、 これは 8 ビ ッ ト のバイナ リ 数値の 3 桁の 10 進表現です。 まず、 10 進数

をバイナ リ 数に変換し ます。 

8 桁のバイナ リ 数は、 次の表に従って読み取られます。  

ス ト リ ング 3

<STX>xxxx,y<ETX><CR><LF>

s = 印字幅モード

t = ラベル待機中フ ラ グ （1 = ラベルが剥離モード で待機中）

uuuuu
uuu

= バッ チの残 り のラベル

v = 印刷中フ ォーマ ッ ト フ ラ グ （常に 1）

www = メ モ リ に保存されたグ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージの数

xxxx = パス ワード

y = 0 （静的 RAM はイ ン ス ト ールされていない）

1 （静的 RAM はイ ン ス ト ールされている）

m7

m6

m5

m4 m3 m2 m1 = Unused

m0

= Media Type
0 = Die-Cut
1 = Continuous

= Sensor Profile
0 = Off

= Communications Diagnostics
0 = Off
1 = On

0 = Off
1 = On

= Print Mode
0 = Direct Thermal
1 = Thermal Transfer

mmm = m7 m6 m5 m4 m3 m2 m1 m0
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~HU
~HU
ZebraNet AlertConfiguration の返却

説明 このコマン ド は、 設定済みの ZebraNet Alertsettings をホス ト に返し ます。

フォーマッ ト  ~HU   

最初の ラ イ ンは、 条件 B （ リ ボン切れ） は宛先 C （電子 メ ールア ド レ ス） に

ルーテ ィ ング されます。 

次の 2 文字の Y と  Y は、 条件設定 と 条件ク リ ア オプシ ョ ンが 「はい」 に設

定されている こ と を意味し ます。 

そ の 次 の エ ン ト リ は、 ア ラ ー ト 電 子 メ ー ル の 送 り 先 （こ の 例 で は

admin@company.com） です。 

最初のラ イ ンの最後の数値の 0 はポー ト 番号です。

各ラ イ ンは、 ^SX コマン ド で定義された異な る ア ラー ト 条件の設定を示し て

います。

例 • 既存の Alertmessages が電子メールおよび SNMP トラップに行くように設定さ

れたプリンタに ~HU コマンドが、 送信された場合、 下の情報のようなデータが返

されます。 個々のパラメータ設定の詳細については、 ^SX ページ 329 を参照し

てください。 
B,C,Y,Y,ADMIN@COMPANY.COM,0
J,F,Y,Y,,0
C,F,Y,Y,,0
D,F,Y,Y,,0
E,F,Y,N,,0
F,F,Y,N,,0
H,C,Y,N,ADMIN@COMPANY.COM,0
N,C,Y,Y,ADMIN@COMPANY.COM,0
O,C,Y,Y,ADMIN@COMPANY.COM,0
P,C,Y,Y,ADMIN@COMPANY.COM,0
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^HW
^HW
ホスト ・ ディ レク ト リ ・ リス ト

説明 ^HW は、 特定の メ モ リ 領域内のオブジ ェ ク ト のデ ィ レ ク ト リ ・ リ ス ト を

ホス ト ・ デバイ スに送 り 返すために使用し ます。 このコマン ド は、 オブジェ ク
ト 名のフ ォーマ ッ ト 済み ASCII ス ト リ ングをホス ト に返し ます。

各オブジェ ク ト は、 ラ イ ン上に リ ス ト され、 固定長を持ちます。 ラ イ ンの全長
も固定し ています。 オブジェ ク ト を リ ス ト する各ラ イ ンは、 アステ リ ス ク （*）

で始ま り 、空白のスペースが続き ます。オブジェ ク ト 名には 8 つのスペースが

あ り 、 その後にピ リ オ ド、 そし て、 拡張子用のスペースが 3 つ続き ます。 拡張

子の後には 2 つの空白スペース、 オブジェ ク ト ・ サイ ズ用の 6 つのスペース、

2 つの空白スペース、 そ し てオプシ ョ ン ・ フ ラ グ用の 3 つのスペース （将来の

ために予約） が続き ます。 フ ォーマ ッ ト は次のよ う にな り ます。

<STX><CR><LF>
DIR R:<CR><LF>
*Name.ext(2sp.)(6 obj. sz.)(2sp.)(3 option flags)
*Name.ext(2sp.)(6 obj. sz.)(2sp.)(3 option flags)
<CR><LF>
-xxxxxxx bytes free
<CR><LF>
<ETX>

<STX> = テキ ス ト の開始

<CR><LR> = キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン / ラ イ ン ・ フ ィ ード

<ETX> = テキ ス ト の終了

このコマン ド は、 ス タ ン ド ア ロ ンのフ ァ イルで使用し て、いつでも プ リ ン タに
対し て発行でき ます。プ リ ン タは、 コマン ド受信時に実行し ていたその他のタ
ス クに基づき、 即刻デ ィ レ ク ト リ ・ リ ス ト を返し ます。

このコマン ド は、 すべての ^ （キ ャ レ ッ ト ） コマン ド と同様に、 プ リ ン タでの

受信順序に従って処理されます。

フォーマッ ト  ^HWd:o.x
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 213



ZPL II のコマン ド
^HW
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = オブジェクト ・

リストを取得する
場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： アステ リ ス ク （*） 疑問符 （?） も使用でき

ます。

x = 拡張子 有効値 ： Zebra の規則に準拠し たすべての拡張子

デフ ォル ト 値 ： アステ リ ス ク （*） 疑問符 （?） も使用でき

ます。

例 • 次は、 R: から情報を取得する  ^HW コマン ド の例です。

^XA
^HWR:*.*
^XZ

例 • プ リ ン タは、 ホス ト ・ デ ィ レ ク ト リ ・ リ ス ト  -DIR R:*.* と し て この

情報を返し ま し た。

*R:ARIALN1.FNT 49140
*R:ARIALN2.FNT 49140
*R:ARIALN3.FNT 49140
*R:ARIALN4.FNT 49140
*R:ARIALN.FNT 49140
*R:ZEBRA.GRF 8420

-794292 bytes free R:RAM
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^HY
^HY
グラフ ィ ックのアップロード

説明 ^HY コマン ド は ^HG コマン ド を拡張し た ものです。 ^HY は、 サポー ト さ

れるすべてのフ ォーマ ッ ト のグ ラ フ ィ ッ ク・オブジェ ク ト をプ リ ン タにア ッ プ
ロード する ために使用し ます。

フォーマッ ト  ^HYd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  イ メ ージは ~DY コ マン ド の形でア ッ プ ロー ド さ れます。 返 さ れた

~DY コマン ド のデータ ・ フ ィ ール ド は、 常に ZB64 フ ォーマ ッ ト でエン コード

されます。

パラメータ 詳細

d = オブジェ ク ト

の場所 
有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： 検索優先順序

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： オブジェ ク ト 名を指定する必要があ り ます

x = 拡張子 有効値 ：

G = .GRF （生のビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォーマ ッ ト ）

P = .PNG （圧縮ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ォーマ ッ ト ）

デフ ォル ト 値 ： 保存された イ メ ージのフ ォーマ ッ ト
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^HZ
^HZ
説明情報の表示

説明 ^HZ コ マン ド は、 プ リ ン タの説明情報を  XML フ ォーマ ッ ト で返すため

に使用し ます。 プ リ ン タは、 フ ォーマ ッ ト ・ パラ メ ータ、 オブジェ ク ト ・ デ ィ
レ ク ト リ 、 個々のオブジ ェ ク ト ・ データ などに関する情報、 および印刷のス
テータ ス情報を返し ます。 詳細については、 『ZPL プロ グ ラ ミ ング ・ ガイ ド第
2 巻』 の第 6 章 （HML スーパー ・ ホス ト のステータ ス） を参照し て く ださい。

フォーマッ ト  ^HZd

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 返される

表示内容

有効値 ：

a = すべての情報を表示する

f = プ リ ン タのフ ォーマ ッ ト 設定情報を表示する

l = オブジェ ク ト ・デ ィ レ ク ト リ ・ リ ス ト 情報を表示する

o = 個々のオブジェ ク ト ・ データ情報を表示する

オブ ジ ェ ク ト 情報は、 R:、 E:、 B:、 お よ び

A: から呼び出すこ と ができ ます。 オブジェ ク

ト 名 と 拡張子は標準 Zebra 命名規則に従いま

す （下のコ メ ン ト 参照）。 このパラ メ ータの後
には、次のよ う にカンマ、 ド ラ イブの場所、オ
ブジ ェ ク ト 名、 およびオブジ ェ ク ト 拡張子が
必要です。 

^XA
^HZO,R:SAMPLE.GRF
^XZ

 r = プ リ ン タのステータ ス情報を表示する

デフ ォル ト 値 ： 値が欠落し ているか無効な場合は、 こ のコ
マン ド は無視されます。
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^HZ
コ メン ト  オブジ ェ ク ト （パラ メ ータ  0） に対し てサポー ト される拡張子には

以下があ り ます。

• .FNT -- フ ォ ン ト

• .GRF -- グ ラ フ ィ ッ ク

• .PNG -- 圧縮グ ラ フ ィ ッ ク

• .ZPL -- 保存されたフ ォーマ ッ ト

• .DAT -- エン コード表

• .ZOB -- ダウ ン ロード可能オブジェ ク ト

• .STO -- Alertdata フ ァ イル

• .BAZ -- すべての ZBI 実行可能フ ァ イルのセキ ュ リ テ ィ

• .BAZ の詳細については、ZBI フ ァ イルの暗号化 ページ 402 を参照し て

く ださい。
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^ID
^ID
オブジェク ト削除  

説明 ^ID コマン ド は、 保存領域か ら オブジェ ク ト 、 グ ラ フ ィ ッ ク ス、 フ ォ ン

ト 、 および保存されたフ ォーマ ッ ト を削除し ます。 オブジ ェ ク ト は選択的に
も、 グループ と し て も削除でき ます。 このコマン ド は、 新しいオブジェ ク ト を
保存する前に印刷フ ォーマ ッ ト 内で使用し て、 またはス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ォー
マ ッ ト で使用し てオブジェ ク ト を削除でき ます。

イ メ ージ名と拡張子では、 ワ イルド カード と し てアステ リ ス ク （*） の使用が

サポー ト されています。 これによ り 、選択し たオブジェ ク ト のグループを簡単
に削除でき ます。

フォーマッ ト  ^IDd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 保存されたオ

ブジェ ク ト の場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の任意の名前

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 有効値 ： Zebra の規則に準拠し たすべての拡張子

デフ ォル ト 値 ： .GRF

例 1 • 保存されたフ ォーマ ッ ト を DRAM から削除する場合

^XA
^IDR:*.ZPL^FS
^XZ
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^ID
 

コ メン ト  オブジェ ク ト は、 R: からが削除される と、 使用できな く な り 、 メ モ

リ は保存用に使用可能にな り ます。 これは R: にのみ適用し ます。

さ ら に ^ID コ マン ド は、 DRAM 内のオブジ ェ ク ト の圧縮 さ れていないバー

ジ ョ ンを使用可能にし ます。

名前を  *.ZOB と し て指定する と、 ダウ ン ロード されたバー ・ コード ・ フ ォ ン

ト （またはその他のオブジェ ク ト ） のすべてが削除されます。

指定のダ ウ ン ロー ド 可能オブジ ェ ク ト が R:、 E:、 B:、 および  A: デバイ ス

に見つから ない場合は、 ^ID コマン ド は無視されます。

例 2 • 拡張子にかかわらず、 DRAM から  SAMPLE と い う 名前のフ ォーマ ッ

ト と イ メ ージを削除する場合

^XA
^IDR:SAMPLE.*^FS
^XZ

例 3 • SAMPLE2.GRF を保存する前に イ メ ージ SAMPLE1.GRF を削除する

場合

^XA
^FO25,25^AD,18,10
^FDDelete^FS
^FO25,45^AD,18,10
^FDthen Save^FS
^IDR:SAMPLE1.GRF^FS
^ISR:SAMPLE2.GRF^FS^XZ

例 4 • こ の例では、 * はワ イル ド カード で、 .GRF 拡張子の付いたすべての

オブジェ ク ト が削除される こ と を意味し ます。

^XA
^IDR:*.GRF^FS
^XZ
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^IL
^IL
イメージ読み込み

説明 ^IL コマン ド は、 ラベル・ フ ォーマ ッ ト の開始時に使用し て、フ ォーマ ッ

ト の保存された イ メ ージを読み込み、追加のデータ と結合し ます。 イ メ ージは
常に ^FO0,0 に配置されます。

この技法を使用し て不変情報のイ メ ージを変数データでオーバーレ イする と、
ラベル ・ フ ォーマ ッ ト のスループ ッ ト が大き く 改善されます。

フォーマッ ト  ^ILd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • ^IS ページ 224 を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

d = 保存されたオ

ブジェ ク ト の場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .GRF
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例 • この例は、保存された イ メ ージ SAMPLE2.GRF を DRAM から呼び出し、

追加のデータでオーバーレ イ し ます。 グ ラ フ ィ ッ クは ^IS コマン ド を使用

し て保存されま し た。保存された ラベル・ フ ォーマ ッ ト については、^IS ペー
ジ 224 の コマン ド を参照し て く ださい。 
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^IM
^IM
イメージの移動

説明 ^IM コマン ド は、 保存領域から ビ ッ ト マ ッ プへのイ メ ージの直接移動を

実行し ます。 コマン ド は、 ^XG （グ ラ フ ィ ッ ク の呼び出し） コマン ド と同じで

すが、 サイ ズ ・ パラータがない点が異な り ます。

フォーマッ ト  ^IMd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^FO コ マ ン ド を 使用す る こ と に よ り 、 ラ ベルの ど こ にで も グ ラ

フ ィ ッ ク ・ イ メ ージを配置でき ます。

パラメータ 詳細

d = 保存されたオ

ブジェ ク ト の場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： 検索優先順序

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 固定値 ： .GRF

例 • 次の例では、 DRAM から イ メ ージ SAMPLE.GRF を移動し て、 複数の場

所で元のサイ ズを使って印刷し ます。

^XA
^FO100,100^IMR:SAMPLE.GRF^FS
^FO100,200^IMR:SAMPLE.GRF^FS
^FO100,300^IMR:SAMPLE.GRF^FS
^FO100,400^IMR:SAMPLE.GRF^FS
^FO100,500^IMR:SAMPLE.GRF^FS
^XZ
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^IM と  ^XG の違いは次の とお り です。 ^IM には倍率がないため、 フ ォーマ ッ

ト の所要時間が短 く なる可能性があ り ます。 ただし、 これを利用するには、 イ
メ ージが 8、 16、 または 32 ビ ッ ト ・ バウ ンダ リ であ る必要があ り ます。
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^IS
イメージの保存

説明 ^IS コマン ド は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト 内で使用し て、 そのフ ォーマ ッ

ト を  ZPL II ス ク リ プ ト ではな く グ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージ と し て保存し ます。こ

のコ マン ド は、 通常ス ク リ プ ト の終わ り のほ う で使用し ます。 保存された イ
メ ージは、 実質上のフ ォーマ ッ ト 時間を要せずに、 後で呼び出し、 変数データ
でオーバーレ イ し て完全な ラベルを形成する こ と ができ ます。 

この技法を使用し て不変情報のイ メ ージを変数データでオーバーレ イする と、
ラベル ・ フ ォーマ ッ ト のスループ ッ ト が大き く 改善されます。

フォーマッ ト  ^ISd:o.x,p

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 ! 重要 • ^IL ページ 220 を参照し て く ださい。

パラメータ 詳細

d = 保存されたオ

ブジェ ク ト の場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = オブジェ ク ト

名

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 有効値 ： .GRF または .PNG

デフ ォル ト 値 ： .GRF

P = 保存の後でイ

メ ージを印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y
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^IS
例 • 次は、 ^IS コマン ド を使用し て ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を DRAM に保存

する例です。 グ ラ フ ィ ッ ク の保存に使用する名前は SAMPLE2.GRF です。 
 

^XA
^LH10,15^FWN^BY3,3,85^CFD,36
^GB430,750,4^FS
^FO10,170^GB200,144,2^FS
^FO10,318^GB410,174,2^FS
^FO212,170^GB206,144,2^FS
^FO10,498^GB200,120,2^FSR
^FO212,498^GB209,120,2^FS
^FO4,150^GB422,10,10^FS
^FO135,20^A0,70,60
^FDZEBRA^FS
^FO80,100^A0,40,30
^FDTECHNOLOGIES CORP^FS
^FO15,180
^FDARTICLE#^FS
^FO218,180
^FDLOCATION^FS
^FO15,328
^FDDESCRIPTION^FS
^FO15,508
^FDREQ.NO.^FS
^FO220,508
^FDWORK NUMBER^FS
^FO15,630^AD,36,20
^FDCOMMENTS:^FS
^ISR:SAMPLE2.GRF,Y
^XZ

^CFD,18,10^FS

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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~JA
~JA
すべてキャンセル

説明 ^JA コマン ド は、 バ ッ フ ァ内にあ るすべてのフ ォーマ ッ ト ・ コマン ド を

キ ャ ンセルし ます。 また、 印刷中のすべてのバッ チをキ ャ ンセルし ます。

現在のラベルの印刷が終了する と、プ リ ン タは停止し ます。すべての内部バッ
フ ァ からデータが ク リ ア され、 DATA LED がオフにな り ます。

こ のコマン ド をプ リ ン タに送信する と、 バ ッ フ ァ がス キ ャ ン さ れ、 入力バ ッ
フ ァ内で ~JA の前のデータのみが削除されます。 つま り 、 その他の ~JA コマ

ン ド を調べる ために残 り のバッ フ ァはスキ ャ ン されません。

フォーマッ ト  ~JA
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^JB
^JB
フラ ッシュ ・ メモリの初期化

説明 ^JB コマン ド は、Zebra プ リ ン タで使用でき る  2 種類のフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ

リ を初期化する ために使用し ます。

フォーマッ ト  ^JBa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 初期化する

デバイ ス

有効値 ：

B = フ ラ ッ シ ュ ・ カード （PCMCIA）

E = 内部フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ

デフ ォル ト 値 ： デバイ ス を指定する必要があ り ます。

例 • 次は、 異なる種類のフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ を初期化する例です。

^JBE - オプシ ョ ンのフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ を初期化し ます

（プ リ ン タにそれがイ ン ス ト ールされている場合）。

^JBE - オプシ ョ ンのフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ を初期化し ます

（プ リ ン タにそれがイ ン ス ト ールされている場合）。

^JBA - コ ンパク ト ・ フ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ を初期化し ます

（プ リ ン タにそれがイ ン ス ト ールされている場合）。
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~JB
~JB
オプシ ョ ンの ・ メモリのリセッ ト

説明 ~JB コマン ド は、 次の条件に対し て使用し ます。

• メ モ リ ・ カード に電源を供給し ているバッ テ リ が故障し、 置換された場合

に、 ~JB コマン ド をプ リ ン タに送信する必要があ り ます。 不良なバッ テ リ

の場合、 プ リ ン タの設定ラベルに 「ﾊﾞｯﾃﾘｷﾞﾚ」 の状態が表示されます。 
• ~JB コマン ド は、B: を意図的にク リ ア （再初期化） する ためにも使用でき

ます。 カード は、 書き込み禁止でない必要があ り ます。

フォーマッ ト  ~JB

コ メン ト  バッ テ リ を置換し て も、 このコマン ド をプ リ ン タに送信し ない場合、
メ モ リ ・ カード は機能でき ません。
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~JC
~JC
用紙センサーのキャリブレーシ ョ ンの設定

説明 ~JC コマン ド は、 ラベル長の測定を強制し、 用紙センサー と リ ボン ・ セ

ンサーの値を調整し ます。

フォーマッ ト  ~JC

コ メン ト  連続モー ド では、 用紙センサー と リ ボン ・ センサーのみがキ ャ リ ブ
レー ト されます。
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~JD
~JD
通信診断の有効化

説明 ~JD コマン ド は、 現在のラベル長 と プ リ ン タの最大幅を使用し て、 プ リ

ン タで受信されたすべての文字の ASCII 出力を生成する診断モー ド を開始し

ます。 出力には、 ASCII 文字、 16 進値、 および通信エラーが含まれます。

フォーマッ ト  ~JD
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~JE
~JE
診断の無効化

説明 ~JE コマン ド は診断モード をキ ャ ンセルし、 プ リ ン タ を標準のラベル印

刷に戻し ます。

フォーマッ ト  ~JE
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~JF
~JF
バッテリの状態の設定

説明 PA/PT400a プ リ ン タ で検知されるバ ッ テ リ 減少の電圧レベルは 2 つあ り

ます。バッ テ リ の電圧が最初のレベルよ り も下がる と、警告と し て緑色の LED
が点滅を開始し ますが、 印刷は続行されます。 この警告が発生し た ら、 バッ テ
リ を再充電し て く ださい。

印刷を続ける と、 2 番目の電圧レベルに到達し ます。 この時点で、 緑色と オレ

ンジ色の LED の両方が警告と し てフ ラ ッ シ ュ し、 印刷は自動的に一時停止さ

れます。

低電圧時のポーズがア ク テ ィ ブ （~JFY） な場合に、 バ ッ テ リ の電圧レベルが

2 番目の低電圧 レベルよ り 下がる と、 印刷は一時停止され、 エ ラー状態の表

示によ り 、 プ リ ン タ をバッ テ リ 充電器に接続する必要があ る こ と を示し ます。
FEED を押すこ と によ り 、印刷はラベル単位で続行でき ますが、バッ テ リ の電

圧が継続的に減少し ている ため、 ラベル・ フ ォーマ ッ ト 情報を失 う 可能性があ
り ます。

低電圧時のポーズがア ク テ ィ ブではない場合 （~JFN） に、 バ ッ テ リ の電圧レ

ベルが 2 番目の低電圧レベルよ り 下がって も、 印刷が続行され、 オレ ンジの

LED も点灯し ません。 バ ッ テ リ の電圧が引続き減少する と、 ラベル情報が失

われ、 プ リ ン タが停止する原因と な り ます。 このオプシ ョ ンは、 プ リ ン タが車
のバッ テ リ ・ アダプタに接続し ている場合にのみ選択し て く ださい。プ リ ン タ
は、バッ テ リ の電圧が最初の低電圧レベル以下であ る こ と を検知する こ と があ
り ますが、車のバッ テ リ の連続的な再充電のため、バッ テ リ 電圧の減少は問題
ではな く 、 印刷は続行されます。

車のバッ テ リ ・ アダプタ を使用する際、 このオプシ ョ ンが選択されていない場
合は、 FEED を押し て、 プ リ ン タのポーズ ・ モード を取 り 消し て、 各ラベルを

印刷する必要があ る こ と があ り ます。

フォーマッ ト  ~JFp
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次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

P = 低電圧時に

ポーズする

有効値： Y（低電圧時にポーズする）または N（ポーズ し ない）

プ リ ン タ が車のバ ッ テ リ ・ アダプ タ を電源 と し ている場
合は、 N をお勧めし ます。

デフ ォル ト 値 ： Y
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~JG
~JG
センサーのキャリブレーシ ョ ンのグラフ化

説明 ~JG コマン ド は、 ラベル長の測定を強制し、 用紙センサー と リ ボン ・ セ

ンサーを再キ ャ リ ブレーシ ョ ン し、 センサーの値のグ ラ フ （用紙センサー ・ プ
ロ フ ィ ール） を印刷する場合に使用し ます。

フォーマッ ト  ~JG

例 • ~JG コマン ド をプ リ ン タに送信する と、次のイ メ ージに似た一連のラベ

ルが生成されます。
 

GENERATED LABELS
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^JI
^JI
ZBI （Zebra Basic Interpreter） の開始

説明 ^JI は、 ~JI コ マン ド と ほぼ同様に機能し ます。 どち ら の コ マン ド も、

Zebra BASIC Interpreter を初期化する ためにプ リ ン タに送信されます。

対話モー ド では、 ^JI は通信ポー ト （シ リ アル、 パラ レル、 または Ethernet）
の 1 つを通し て送信され、ZBI コマン ド を受信する よ う にプ リ ン タ を初期化す

る こ と ができ ます。 このコマン ド は、 ZTools などの Zebra ソ フ ト ウ ェ ア ・ ユー

テ ィ リ テ ィ の 1 つから、 または Hyper terminal などの標準 PC プロ グ ラ ムから

送信でき ます。

コ マン ド を受信する と、 プ リ ン タは ZBI ヘッ ダーをプロ グ ラ ム ・ バージ ョ ン

番号と と もにコ ン ソールに送 り 返し て応答し ます。 これは、 イ ン タープ リ タが
ア ク テ ィ ブであ る こ と を示し ます。

フォーマッ ト  ^JId:o.x,b,c,d

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 初期化後に実

行するプロ グ ラ ム
の場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： 場所を指定する必要があ り ます

d = 初期化後に実

行するプロ グ ラ ム
の名前

有効値 ： 任意の有効なプロ グ ラ ム名

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定する必要があ り ます

x = 初期化後に実

行するプロ グ ラ ム
の拡張子

固定値 ： .BAS

b = コ ン ソール ・

コ ン ト ロール

有効値 ： Y （コ ン ソールがオン） または N （コ ン ソールが

オフ）

デフ ォル ト 値 ： Y
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コ メン ト  プ リ ン タがオンの場合、 ZPL II コマン ド と ラベル ・ フ ォーマ ッ ト を

受信でき ます。 ただし、 プ リ ン タが ZBI コ マン ド と プロ グ ラ ム を認識する た

めには、 ^JI または ~JI を使って初期化されている必要があ り ます。

プ リ ン タ 内で一度にア ク テ ィ ブにで き る  ZBI イ ン タープ リ タ は 1 つだけで

す。 イ ン タープ リ タの実行中に、 2 番目の ^JI または ~JI コマン ド を受信し

た場合は、 コマン ド は無視されます。

インタープリタは次のコマンドのどちらかを入力することにより停止されます。

ZBI プロ ンプ ト で ZPL

ア ク テ ィ ブな ZPL ポー ト で ~JQ

c = エコー ・

コ ン ト ロール

有効値 ： Y （エコーがオン） または N （エコーがオフ）

デフ ォル ト 値 ： Y

d = ZBI の メ モ リ

割 り 当て

有効値 ： 20K2 ～ 1024K

デフ ォル ト 値 ： 50K

パラメータ 詳細
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~JI
~JI
ZBI （Zebra BASIC Interpreter） の開始

説明 ~JI は、 ^JI コ マン ド と ほぼ同様に機能し ます。 どち ら の コ マン ド も、

Zebra BASIC Interpreter を初期化する ためにプ リ ン タに送信されます。

対話モー ド では、 ~JI は通信ポー ト （シ リ アル、 パラ レル、 または Ethernet）
の 1 つを通し て送信され、ZBI コマン ド を受信する よ う にプ リ ン タ を初期化す

る こ と ができ ます。 このコマン ド は、 ZTools などの Zebra ソ フ ト ウ ェ ア ・ ユー

テ ィ リ テ ィ の 1 つから、 または Hypercritical などの標準 PC プロ グ ラ ムから送

信でき ます。

コ マン ド を受信する と、 プ リ ン タは ZBI ヘ ッ ダをプ ロ グ ラ ム ・ バージ ョ ン番

号と と もにコ ン ソールに送 り 返し て応答し ます。 これは、 イ ン タープ リ タがア
ク テ ィ ブであ る こ と を示し ます。

フォーマッ ト  ~JI

コ メン ト  コ マン ド の受信中、 プ リ ン タは受け取った文字を送信元にエコー ・
バッ ク し ます。こ の機能は ZBI ECHO コマン ド によ ってオン / オフを切 り 替え

る こ と ができ ます。

プ リ ン タがオンの場合、ZPL II コマン ド と ラベル・ フ ォーマ ッ ト を受信でき ま

す。 ただ し、 ZBI コ マン ド と フ ォーマ ッ ト を認識する ためには、 プ リ ン タは

^JI または ~JI を使って初期化されている必要があ り ます。

プ リ ン タ 内で一度にア ク テ ィ ブにで き る  ZBI イ ン タープ リ タ は 1 つだけで

す。 イ ン タープ リ タの実行中に、 2 番目の ~JI または ^JI コマン ド を受信し

た場合は、 コマン ド は無視されます。

インタープリタは次のコマンドのどちらかを入力することにより停止されます。

ZBI プロ ンプ ト で ZPL

ア ク テ ィ ブな ZPL ポー ト で ~JQ
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^JJ
補助ポートの設定

説明 ^JJ コマン ド を使用する と、 オン ラ イ ン検証器またはアプ リ ケータ ・ デ

バイ ス を制御でき ます。

フォーマッ ト  ^JJa,b,c,d,e,f
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次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 補助ポー ト

の操作モード

有効値 ：

0 = オフ

1 = エ ラー発生時に再発行 -- プ リ ン タは検証エ ラーのあ

る ラベルで停止し ます。 PAUSE ボ タ ン を押す と 、 ラ

ベルが再発行されます （^JZ が再発行に設定されてい

る場合） 。 バー ・ コード がラベルの上端近 く にあ る場
合、 ラ ベルはバー ・ コ ー ド を 検証で き る 位置 ま で
フ ィ ード され、 その後、 次のラベルの印刷と 検証が可
能な位置までバ ッ ク フ ィ ード されます。

2 = 最大スループ ッ ト  -- 検証エ ラーが検出さ れる と プ リ

ン タは停止し ます。 検証器が前のラベルを確認中に、
プ リ ン タは次のラベルの印刷を開始し ます。 このモー
ド は最大スループ ッ ト を提供し ますが、 プ リ ン タは検
証エラーのあ る ラベルで即座に停止でき ません。

デフ ォル ト 値 ： 0 

b = ア プ リ ケ ー

シ ョ ン ・ モード

有効値 ：

0 = オフ

1 = 発行終了信号は通常はハイに設定され、プ リ ン タがラ

ベルを前に送 り 出す間のみローに設定されます。

2 = 発行終了信号は通常はローに設定され、プ リ ン タがラ

ベルを前に送 り 出す間のみハイに設定されます。

3 = 発行終了信号は通常はハイに設定され、 ラベルが印刷

され配置された場合 20 ms 間ローに設定されます。

4 = 発行終了信号は通常はローに設定され、 ラベルが印刷

され配置された場合 20 ms 間ハイに設定されます。

デフ ォル ト 値 ： 0 
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 239



ZPL II のコマン ド
^JJ
c = ア プ リ ケ ー

シ ョ ン ・ モー ド 発
行開始信号

有効値 ： 

p = パルス ・ モード  - 発行開始信号は次のラベルに対し て

アサー ト される前にデアサー ト する必要があ り ます。

l = レベル ・ モード  - 発行開始信号は、 次のラベルを印刷

するためにデアサー ト する必要はあ り ません。 発行開
始信号がローで、 ラベルがフ ォーマ ッ ト されている限
り 、 ラベルは印刷されます。

デフ ォル ト 値 ： 0

d = ア プ リ ケ ー

シ ョ ン ・ ラベル ・
エラー ・ モード

有効値 ：

e = エ ラ ー ・ モー ド  -- プ リ ン タ は、 アプ リ ケーシ ョ ン ・

ポー ト で サービ ス要 信号 （svce_req - pin 10） をアサー

ト し、 ポーズ ・ モー ド に入 り 、 LCD にエ ラ ー ・ メ ッ

セージを表示し ます。

f = フ ィ ード ・モード  -- 予期し た場所にプ リ ン タ を用紙と

を同期させるためのウ ェブが見つから ない場合、 空白
のラベルが印刷されます。

デフ ォル ト 値 ： f

e = 再発行モード 有効値 ：

e = 有効 -- プ リ ン タは再発行信号を無視し ます。

d = 無効 -- 信号がアサー ト された後、最後のラベルが再発

行されます。 ラベルをキ ャ ンセルする と、 再発行され
る ラベルも キ ャ ンセルされます。 最後に発行された ラ
ベルは再発行まで リ リ ース されないため、 このモード
はよ り 多 く の メ モ リ を消費し ます。 

デフ ォル ト 値 ： d

f = リ ボン

少量モード

有効値 ：

e = 有効 - リ ボンが少量にな る と プ リ ン タの警告が発行さ

れます。

d = 無効 - リ ボンが少量になって もプ リ ン タの警告は発行

されません。

デフ ォル ト 値 ： e

パラメータ 詳細
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~JL
~JL
ラベル長の設定

説明 ~JL コマン ド は、 ラベル長の設定に使用し ます。 ラベルのサイ ズによ り 、

プ リ ン タは 1 つ以上の空白のラベルを フ ィ ード し ます。

フォーマッ ト  ~JL
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^JM
^JM
ミ リ メートルあたりのド ッ ト数の設定

説明 ^JM コマン ド は、 印字密度を下げます。 つま り 、 24 ド ッ ト /mm は 12 に、

12 ド ッ ト /mm は 6 に、8 ド ッ ト /mm は 4 に、そし て 6 ド ッ ト /mm は 3 にな り

ます。 さ らに、 ^JM は、 ラベル上のフ ィ ール ド基点 （^FO） の配置にも影響し

ます （例を参照）。

^JM コ マン ド をプ リ ン タに送信する と、 ラベルのフ ォーマ ッ ト ・ サ イ ズが倍

にな り ます。 印刷ヘッ ド によ り 、 Zebra プ リ ン タの標準の ミ リ メ ー ト ルあた り

の ド ッ ト 数は、 12 ド ッ ト /mm （304 ド ッ ト / イ ンチ）、 8 ド ッ ト /mm （203 ド ッ

ト / イ ンチ）、 または 6 ド ッ ト /mm （153 ド ッ ト / イ ンチ） です。 

こ のコマン ド は、 フ ォーマ ッ ト 内の最初の ^FS コマン ド の前に入力する必要

があ り ます。 ^JM の影響は永続的な ものです。

フォーマッ ト  ^JMn

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

n = ミ リ メ ー ト ル

あ た り の ド ッ ト 数
を設定する

有効値 ： 

A = 24 ド ッ ト /mm、 12 ド ッ ト /mm、 8 ド ッ ト /mm、

6 ド ッ ト /mm のいずれか

B = 12 ド ッ ト /mm、 6 ド ッ ト /mm、 4 ド ッ ト /mm、

3 ド ッ ト /mm のいずれか

デフ ォル ト 値 ： A
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ZPL II のコマン ド
^JM
コ メン ト  ^JMB を使用すると、 UPS Maxicode バー ・ コードは規格外になります。

例 • 次の例は、ミ リ メ ー ト ルあた り の ド ッ ト 数を変更し た場合の影響を示し
ています。 
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~JN
~JN
ヘッ ド ・ テス ト （致命的）

説明 ~JN コマン ド は、 ヘッ ド ・ テス ト ・ オプシ ョ ンをオンにし ます。 ~JN を
ア ク テ ィ ブにする と、 ヘッ ド ・ テス ト ・ エラーが発生し た場合にプ リ ン タは停
止し ます。 

エラーがいったん発生する と、 ヘッ ド ・ テス ト をオフにする （~JO） まで、 ま

たは電力が循環される までプ リ ン タはエラー ・ モード のま まにな り ます。

フォーマッ ト  ~JN

コ メン ト  通信バ ッ フ ァ が一杯の場合、 プ リ ン タ はデータ を受信で き ません。
その場合、 ~JO コマン ド はプ リ ン タで受信されません。
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ZPL II のコマン ド
~JO
~JO
ヘッ ド ・ テス ト （非致命的）

説明 ~JO コマン ド は、 ヘッ ド ・ テス ト ・ オプシ ョ ンをオフにし ます。 ~JO は
デフ ォル ト の印刷ヘッ ド ・ テス ト 状態で、 印刷ヘッ ド ・ エレ メ ン ト のステータ
ス ・ チェ ッ ク のエ ラーを無視し ます。 プ リ ン タ が ~JN （ヘッ ド ・ テ ス ト （致

命的）） コマン ド を受信する と、 この状態は変更されます。 ~JO がア ク テ ィ ブ

な場合、 印字ヘッ ド ・ テス ト ではエラーは生成されません。

フォーマッ ト  ~JO
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~JP
~JP
フォーマッ トのポーズとキャンセル   

説明 ~JP コマン ド は、現在処理中のフ ォーマ ッ ト を ク リ ア し、プ リ ン タ をポー

ズ ・ モード にし ます。

このコマン ド によ り 印刷する次のフ ォーマ ッ ト 、またはバッ フ ァ内で最も古い
フ ォーマ ッ ト がク リ ア されます。 後続の各 ~JP コマン ド は、 バッ フ ァに入れ

られたフ ォーマ ッ ト を、 バ ッ フ ァ が空にな る まで次々 と ク リ ア し ます。 バ ッ
フ ァが空でデータが送信されていない場合、DATA イ ンジケータはオフにな り

ます。

~JP コマン ド を発行する こ と は、 プ リ ン タで CANCEL を使用するの と同じで

すが、 プ リ ン タの場合、 最初にポーズ ・ モード にする必要はあ り ません。

フォーマッ ト  ~JP
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~JQ
~JQ
Zebra BASIC Interpreter の終了

説明 ~JQ コマン ド は、 Zebra BASIC Interpreter がア ク テ ィ ブな場合に使用し ま

す。 プ リ ン タに ~JQ を送信する と  ZBI セ ッ シ ョ ンが終了されます。

フォーマッ ト  ~JQ

コ メン ト  コマン ド ・ プロ ンプ ト で ZPL を入力し て も  ZBI セ ッ シ ョ ンが終了さ

れます。
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~JR
~JR
電源オン ・ リセッ ト

説明 ~JR コ マン ド は、 プ リ ン タ のすべての内部ソ フ ト ウ ェ アを リ セ ッ ト し、

電源オン ・ セルフ ・ テ ス ト （POST） を実行し、 バ ッ フ ァ と  DRAM を ク リ ア

し、 通信パラ メ ータ と デフ ォル ト 値を リ セ ッ ト し ます。 ~JR コ マン ド を発行

する と、 手動の電源オン ・ リ セ ッ ト と同じ機能が実行されます。

フォーマッ ト  ~JR
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^JS
^JS
バックフ ィード手順の変更

説明 ^JS コマン ド は、 バ ッ ク フ ィ ード 手順の制御に使用し ます。 こ のコマン

ド は、 カ ッ ター付きのプ リ ン タ で も カ ッ ターな し のプ リ ン タ で も使用でき ま
す。

主なアプ リ ケーシ ョ ンは次の とお り です。

• 連続用紙の裁断時の静止位置  のプロ グ ラ ミ ングを可能にし ます。

• プ リ ン タ を印刷 / 適用アプ リ ケーシ ョ ン設定で使用し た場合、 剥離の

直後にバッ ク フ ィ ード を行 う 。

こ のコマン ド が有効なのは、 プ リ ン タの電源を切る まで、 新しい ~JS コマン

ド が送信される まで、 またはフ ロ ン ト ・パネルで設定が変更される までに限ら
れます。 ~JS コ マ ン ド が発行 さ れ る と、 現在の フ ロ ン ト ・ パネルのバ ッ ク

フ ィ ード 手順は無視されます。

バッ ク フ ィ ード を消去する最も一般的な方法は、巻き取 り モード で操作する こ
と です。 巻き取 り モード では、 バッ ク フ ィ ード はま った く 行われません。 ラベ
ルが印刷された ら、次のラベルの リ ーデ ィ ング ・ エ ッ ジが印字ラ イ ンに配置さ
れます。 これによ り 、 バッ ク フ ィ ード の必要がな く な り 、 ラベルの リ ーデ ィ ン
グ ・ エ ッ ジまたは一番下に印字不可能領域が生成される こ と も あ り ません。 ま
た、 巻き取 り モード ではラベルは印刷ヘッ ド の下から フ ィ ード されないため、
プ リ ン タから ラベルを取 り 出すこ と ができ ません。

バッ ク フ ィ ード をオフにし て別のモード で操作する と、ラベルを取 り 外すこ と
ができ る ため、 バッ ク フ ィ ード手順に要する時間を節約でき ます。 

フォーマッ ト  ~JSb
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^JS
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  特定の値を使用する場合、 次のラベルが印刷される前に、 入力され
た値と  100% の差が計算されます。 た と えば 40 の値は、 ラベルが切 り 取られ

たか取 り 除かれた後に、 40% のバッ ク フ ィ ード が行われる こ と を意味し ます。

残 り の 60% は、 次のラベルが印刷される前に行われます。

このコマン ド の値は、プ リ ン タ設定ラベルのバッ ク フ ィ ード ・パラ メ ータにも
反映されます。

~JSN の場合 -- バックフィード ・ パラメータは DEFAULT としてリストされます。

~JSA または 100 の場合 -- バッ ク フ ィ ード ・パラ メ ータは AFTER と し て リ

ス ト されます。

~JSB または 0 の場合 -- バ ッ ク フ ィ ード ・ パラ メ ータは BEFORE と し て リ

ス ト されます。

~JS10 ～ 90 の場合 -- バッ ク フ ィ ード ・ パラ メ ータは入力し た値と し て リ

ス ト されます。

パラメータ 詳細

b = 印刷に関連し

たバ ッ ク フ ィ ー ド
手順

有効値 ：

A = 印刷と切り取りの後は、 100 パーセントのバックフィード

B = 印刷と切 り 取 り の後は、 0 パーセン ト のバッ ク フ ィ ー

ド、 およ び次の ラ ベルの印刷前は 100 パーセン ト の

バッ ク フ ィ ード

N = 標準 -- ラべル印刷後は 90 パーセントのバックフィード

O = オフ  -- バッ ク フ ィ ード を完全にオフにする

10 ～ 90 = パーセン ト 値

入力する 値は 10 の倍数であ る 必要があ り ま

す。 10 で割 り 切れない値は、 最も近い有効値

に四捨五入されます。 た と えば、 ~JS55 は 50
パーセン ト のバ ッ ク フ ィ ー ド と し て受け入れ
られます。

デフ ォル ト 値 ： N
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~JS
~JS
バックフ ィード手順の変更

説明 ~JS コマンドは、 バックフィード手順の制御に使用します。 このコマンドは、

カッター付きのプリンタでもカッターなしのプリンタでも使用できます。

主なアプ リ ケーシ ョ ンは次の とお り です。

• 連続用紙の裁断時の 静止位置のプロ グ ラ ミ ングを可能にする。

• プ リ ン タ を印刷 / 適用アプ リ ケーシ ョ ン設定で使用し た場合、 剥離の

直後にバッ ク フ ィ ード を行 う 。

こ のコマン ド が有効なのは、 プ リ ン タの電源を切る まで、 新しい ~JS コマン

ド が送信される まで、 またはフ ロ ン ト ・パネルで設定が変更される までだけで
す。 ~JS コ マン ド が発行される と、 現在のフ ロ ン ト ・ パネルのバ ッ ク フ ィ ー

ド 手順は無視されます。

バッ ク フ ィ ード を消去する最も一般的な方法は、巻き取 り モード で操作する こ
と です。 巻き取 り モード では、 バッ ク フ ィ ード はま った く 行われません。 ラベ
ルが印刷された ら、次のラベルの リ ーデ ィ ング ・ エ ッ ジが印字ラ イ ンに配置さ
れます。 これによ り 、 バッ ク フ ィ ード の必要がな く な り 、 ラベルの リ ーデ ィ ン
グ ・ エ ッ ジまたは一番下に印字不可能領域が生成される こ と も あ り ません。 ま
た、 巻き取 り モード ではラベルは印刷ヘッ ド の下から フ ィ ード されないため、
プ リ ン タから ラベルを取 り 出すこ と ができ ません。

バッ ク フ ィ ード をオフにし て別のモード で操作する と、ラベルを取 り 外すこ と
ができ る ため、 バッ ク フ ィ ード手順に要する時間を節約でき ます。

フォーマッ ト  ~JSb
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~JS
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  特定の値を使用する場合、 次のラベルが印刷される前に、 入力され
た値と  100% の差が計算されます。 た と えば 40 の値は、 ラベルが切 り 取られ

たか取 り 除かれた後に、 40% のバッ ク フ ィ ード が行われる こ と を意味し ます。

残 り の 60% は、 次のラベルが印刷される前に行われます。

このコマン ド の値は、プ リ ン タ設定ラベルのバッ ク フ ィ ード ・パラ メ ータにも
反映されます。

~JSN の場合 -- バックフィード ・ パラメータは DEFAULT としてリストされます。

~JSA または 100 の場合 -- バッ ク フ ィ ード ・パラ メ ータは AFTER と し て リ

ス ト されます。

~JSB または 0 の場合 -- バ ッ ク フ ィ ード ・ パラ メ ータは BEFORE と し て リ

ス ト されます。

~JS10 ～ 90 の場合 -- バッ ク フ ィ ード ・ パラ メ ータは入力し た値と し て リ

ス ト されます。

パラメータ 詳細

b = 印刷に関連し

たバ ッ ク フ ィ ー ド
手順

有効値 ：

A = 印刷と切り取りの後、 100 パーセントのバックフィード

B = 印刷と切 り 取 り の後は、 0 パーセン ト のバッ ク フ ィ ー

ド、 およ び次の ラ ベルの印刷前は 100 パーセン ト の

バッ ク フ ィ ード

N = 標準 -- ラべル印刷後は 90 パーセントのバックフィード

O = オフ  -- バッ ク フ ィ ード を完全にオフにする

10 ～ 90 = パーセン ト 値

入力する 値は 10 の倍数であ る 必要があ り ま

す。 10 で割 り 切れない値は、 最も近い有効値

に四捨五入されます。 た と えば、 ~JS55 は 50
パーセン ト のバ ッ ク フ ィ ー ド と し て受け入れ
られます。

デフ ォル ト 値 ： N
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^JT
^JT
ヘッ ド ・ テス ト間隔

説明 ^JT コマン ド を使用する と、 印刷ヘッ ド ・ テス ト 間隔を  100 ラベルご と

か ら希望の間隔に変更でき ます。 ^JT コ マン ド では、 プ リ ン タはラベルの印

刷後にテス ト を実行でき ます。パラ メ ータが定義される と、プ リ ン タは一定数
のラベルの印刷後にテス ト を実行し ます。

プ リ ン タのデフ ォル ト のヘッ ド ・ テス ト 状態はオフです。印刷ヘッ ド テス ト 実
行のパラ メ ータはユーザーによ って決定されます。

フォーマッ ト  ^JT####,a,b,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

#### = ヘッ ド ・

テス ト 間に印刷さ
れる  4 桁のラベル

数

有効値 ： 0000 ～ 9999

9999 よ り 大きい値は無視されます。

デフ ォル ト 値 ： 0000 （オフ）

a = テス ト するエ

レ メ ン ト の範囲を
手動で選択する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

パワーア ッ プ時の初期値 ： N

b = パラ メ ータ  a 
が Y の場合に確認

する最初のエレ メ
ン ト

有効値 ： 0 ～ 9999

パワーア ッ プ時の初期値 ： 0

c = パラ メ ータ  a 
が Y の場合に確認

する最後のエレ メ
ン ト

有効値 ： 0 ～ 9999

パワーア ッ プ時の初期値 ： 9999
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^JT
コ メン ト  ^JT コマン ド は、 一定範囲の印刷エレ メ ン ト のテス ト をサポー ト し

ます。プ リ ン タは、前回のテス ト 後に使用されたエレ メ ン ト を追跡する こ と に
よ り 、 テス ト 範囲を自動的に選択し ます。

さ らに ^JT は、 自動モード をオンにし てヘッ ド ・ テス ト の最初と 最後のエレ

メ ン ト を指定し ます。 これによ り 、 ラベルの特定領域を選択する こ と も、 全印
字幅を選択する こ と も可能にな り ます。

最後に選択し たエレ メ ン ト が、選択し た印字幅よ り も大きい場合は、選択し た
印字幅でテス ト が停止し ます。

ヘッ ド ・ テス ト ・ コマン ド を受信する と、 値が 0 （ゼロ） に設定されていない

限 り 、 次のラベルでヘッ ド ・ テス ト が実行されます。
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~JU
~JU
設定の更新

説明 ^JU コマン ド は、 プ リ ン タのア ク テ ィ ブ設定を指定し ます。

フォーマッ ト  ^JUa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = ア ク テ ィ ブ

設定

有効値 ：

F = 工場出荷時の値を再読み込みする  

^JUS で保存し ない と、 これら の値は電源を切った時

点で失われます。

R = 最後に保存し た値を呼び出す

S = 現在の設定を保存する  

これらの値は、 電源を入れた と きに使用されます。

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます
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ZPL II のコマン ド
^JW
^JW
リボン ・ テンシ ョ ンの設定

説明 ^JW は、 送信先のプ リ ン タの リ ボン ・ テンシ ョ ンを設定し ます。

フォーマッ ト  ^JWt

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^JW は、 PAX シ リ ーズのプ リ ン タの場合にのみ使用されます。

パラメータ 詳細

t = テンシ ョ ン 有効値 ：

L = 低

M = 中

H = 高

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます
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ZPL II のコマン ド
~JX
~JX
現在部分的に入力されているフォーマットのキャンセル

説明 ~JX コマン ド は、 現在プ リ ン タに送信中のフ ォーマ ッ ト をキ ャ ンセルし

ます。現在印刷中のフ ォーマ ッ ト にも、その後に送信される フ ォーマ ッ ト にも
影響し ません。

フォーマッ ト  ~JX
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ZPL II のコマン ド
^JZ
^JZ
エラー後再発行

説明 ^JZ コマン ド は、 リ ボン切れ、用紙切れ、ヘッ ド ・ オープンなどのエラー

のために部分的に印刷された ラベルを再発行し ます。エラー状態が訂正される
と ラベルはすぐに再発行されます。

こ のコマン ド は、 別の ^JZ コマン ド がプ リ ン タに送信されるか、 プ リ ン タの

電源を切る までア ク テ ィ ブです。

フォーマッ ト  ^JZa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^JZ はプ リ ン タのエラー ・ モード を設定し ます。 ^JZ を変更し た場

合、 変更後に印刷された ラベルのみに影響があ り ます。

パラ メ ータが欠落し ているか不正な場合は、 このコマン ド は無視されます。

パラメータ 詳細

a = エラー後に

再発行する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

パワーア ッ プ時の初期値 ： Y
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ZPL II のコマン ド
~KB
~KB
バッテリのキル （バッテリ放電モード）

説明 ポータブル ・ プ リ ン タでの充電式バ ッ テ リ のパフ ォーマン ス を維持する
ために、 バッ テ リ は完全に放電し てから定期的に再充電する必要があ り ます。
~KB コ マン ド は、 プ リ ン タ をバ ッ テ リ 放電モー ド にし ます。 これによ り 、 実

際に印刷し な く て もバッ テ リ の電力を抜き取る こ と ができ ます。

フォーマッ ト  ~KB

コ メン ト  プ リ ン タが放電モード の間は、緑色の電源 LED が 3 回ずつ連続でフ

ラ ッ シュ し ます。

放電モー ド は、 プ リ ン タ に印刷フ ォーマ ッ ト を送信するか、 フ ロ ン ト ・ パネ
ル ・ キーのいずれかを押すこ と によ って終了でき ます。

バッ テ リ 充電器がプ リ ン タに接続し ている場合、放電処理が完了する と バッ テ
リ は自動的に充電されます。 
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ZPL II のコマン ド
^KD
^KD
日付と時刻のフォーマッ トの選択
（リアルタイム ・ クロック用）

説明 ^KD コマン ド は、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク の日付 と時刻の情報によ って

設 定 ラ ベ ル と し て 表 示 さ れ る フ ォ ー マ ッ ト を 選 択 し ま す。 こ れ は、
「ﾌﾟﾘﾝﾀ _ ﾀｲｷﾁｭｳ」 LCD フ ロ ン ト ・ パネル ・ デ ィ スプレ イにも日付と時刻の設

定中に表示されます。

フォーマッ ト  ^KDa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク ・ ハー ド ウ ェ アがない場合は、 表示モー ド
は 0 （バージ ョ ン番号） に設定されます。

表示モード を  0 （バージ ョ ン番号） に設定し て、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ クがあ

る場合は、設定ラベルの日付と時刻のフ ォーマ ッ ト は、 フ ォーマ ッ ト  1 で表示

されます。

表示モード を  0 （バージ ョ ン番号） に設定し て、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ クがあ

る場合は、 フ ロ ン ト ・ パネルの日付と時刻のフ ォーマ ッ ト は、 フ ォーマ ッ ト  1
で表示されます。

パラメータ 詳細

a = 日付と時刻

のフ ォーマ ッ ト
の値

有効値 ：

0 = 標準、 フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ン番号を表示する

1 = MM/DD/YY （24 時間ク ロ ッ ク）

2 = MM/DD/YY （12 時間ク ロ ッ ク）

3 = DD/MM/YY （24 時間ク ロ ッ ク）

4 = DD/MM/YY （12 時間ク ロ ッ ク）

デフ ォル ト 値 ： 0
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ZPL II のコマン ド
^KL
^KL
言語の定義

説明 ^KL コマン ド は、 フ ロ ン ト ・ パネルに表示される言語を選択し ます。

フォーマッ ト  ^KLa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 言語 有効値 ：

 1 = 英語

 2 = スペイ ン語

 3 = フ ラ ン ス語

 4 = ド イ ツ語

 5 = イ タ リ ア語

 6 = ノルウ ェー語

 7 = ポル ト ガル語

 8 = ス ウ ェーデン語

 9 = デンマーク語

10 = スペイ ン語 2

11 = オラ ンダ語

12 = フ ィ ン ラ ン ド語

13 = 日本語

デフ ォル ト 値 ： 1
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ZPL II のコマン ド
^KN
^KN
プリンタ名の定義

説明 プ リ ン タ のネ ッ ト ワー ク 名 と 説明は ^KN コ マン ド を使用し て設定で き

ます。 ^KN は、 Zebra プ リ ン タ をユーザーが識別しやす く する ために設計され

ています。管理者が指定し た名前は、プ リ ン タによ って生成された設定ラベル
と  Web ページに リ ス ト されています。

フォーマッ ト  ^KNa,b

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = プ リ ン タ名 有効値 ： 最高 16 文字までの英数字

デフ ォル ト 値 ： 値を入力し なかった場合は、 こ のパラ メ ー
タは無視されます。

16 文字以上を入力する と、最初の 16 文字のみが使用され

ます。

b = プ リ ン タの

説明

有効値 ： 最高 35 文字までの英数字

デフ ォル ト 値 ： 値を入力し なかった場合は、 こ のパラ メ ー
タは無視されます。

35 文字以上を入力する と、最初の 35 文字のみが使用され

ます。
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ZPL II のコマン ド
^KN
例 • 次は、 プ リ ン タのネ ッ ト ワーク名と説明を変更する例です。 

以下は、 このコマン ド の使用前と 使用後の設定です。

^XA
^KNZebra1,desk_printer
^XZ

このコマンドの使用前このコマンドの使用後
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ZPL II のコマン ド
^KP
^KP
パスワードの定義

説明 ^KP コ マン ド は、 フ ロ ン ト ・ パネルのス イ ッ チ と  LCD セ ッ ト ア ッ プ ・

モー ド にア ク セスする ために入力する必要のあ るパス ワー ド の定義に使用し
ます。

フォーマッ ト  ^KP####

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  パス ワード を忘れた場合は、プ リ ン タ をデフ ォル ト のセ ッ ト ア ッ プ・
モード に戻すとデフ ォル ト のパス ワード  1234 が再び有効にな り ます。しかし、

これはプ リ ン タの設定値もデフ ォル ト 値に戻すため、 注意が必要です。

ZPL を使用し てプ リ ン タ をデフ ォル ト の工場出荷時設定に戻すには、 以下を

送信し ます。

^XA
^JUF
^XZ

コ ン ト ロール・パネル・ キーを使用し てプ リ ン タ をデフ ォル ト の工場出荷時設
定に戻すには、 プ リ ン タのユーザー ・ ガイ ド で手順を参照し て く ださい。 

パラメータ 詳細

#### = 4 桁の

必須のパス ワード

有効値 ： = 任意の 4 桁の数値シーケン ス

デフ ォル ト 値 ： 1234

例 •  次は、 新しいフ ロ ン ト ・ パネル ・ パス ワード を設定する例です。

^XA
^KP5678
^XZ
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ZPL II のコマン ド
^LH
^LH
ラベルのホーム

説明 ^LH コマン ド はラベルのホーム ・ ポジシ ョ ンを設定し ます。

ラベルのデフ ォル ト ・ ホーム ・ ポジシ ョ ンは左上コーナー （x 軸と  y 軸に沿っ

てそれぞれ 0 の位置） です。 これがラベルの軸基準点です。 この点の下および

右側の領域が印刷可能な領域です。 ^LH コマン ド はこの基準点を変更し ます。

た と えば、事前印刷された ラベルを扱 う 際、 このコマン ド を使用し て基準点を
事前印刷領域の下に移動し ます。

このコマンドは、 その後に続くフィールドのみに影響します。 ^LH は、 ラベル ・

フォーマット内の最初のコマンドの 1 つとして使用することをお勧めします。

フォーマッ ト  ^LHx,y

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

プ リ ン タで使用し ている印刷ヘッ ド によ り 、 x と  y の値の決定には、 以下の 1
つを使用し て く ださい。

6 ド ッ ト  = 1 mm、 152 ド ッ ト  = 1 イ ンチ

8 ド ッ ト  = 1 mm、 203 ド ッ ト  = 1 イ ンチ

11.8 ド ッ ト  = 1 mm、 300 ド ッ ト  = 1 イ ンチ

24 ド ッ ト  = 1 mm、 608 ド ッ ト  = 1 イ ンチ

パラメータ 詳細

x = x 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

パワーア ッ プ時の初期値：0 または最後に永久保存された値

y = y 軸の位置

（ド ッ ト 数）

有効値 ： 0 ～ 32000

パワーア ッ プ時の初期値：0 または最後に永久保存された値
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ZPL II のコマン ド
^LH
コ メン ト  既存のプ リ ン タ と の互換性を持たせる ため、 こ のコマン ド は最初の

^FS （フ ィ ール ド ・ セパレー タ） コ マン ド の前に挿入す る必要があ り ます。

いったん ^LH コマン ド を発行する と、 プ リ ン タの電源を切るか、 プ リ ン タに

新しい ^LH コマン ド を送信する までその設定が維持されます。
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ZPL II のコマン ド
^LL
^LL
ラベル長

説明 ^LL コマン ド は、 ラベルの長さ を定義し ます。 こ のコマン ド は、 連続用

紙 （切れ目、 スペース、 切 り 込み、 ス ロ ッ ト 、 穴などで別々のラベルに分割さ
れていない用紙） を使用する場合に必要です。

現在のラベルに適用する ため、および既存のプ リ ン タ と の互換性を持たせる た
め、 ^LL コ マン ド は最初の ^FS （フ ィ ール ド ・ セパレータ） コマン ド の前に

挿入する必要があ り ます。 いったん ^LL コマン ド を発行する と、 プ リ ン タの

電源を切るか、新しい ^LL コマン ド を送信する までその設定が維持されます。

フォーマッ ト  ^LLy

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

y = y 軸の

位置 （ド ッ ト 数）

有効値 ： 1 ～ 32000 （最大ラベル ・ サイ ズを超えない）

プ リ ン タは こ のパラ メ ータ と し てどの値で も受け入れま
すが、 イ ン ス ト ールさ れている メ モ リ の量によ って ラベ
ルの最大長が決定し ます。

デフ ォル ト 値 ： 通常、 LCD （適用する場合） によ って設定

されるか、 プ リ ン タの最大ラベル長に設定されます。
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ZPL II のコマン ド
^LL
コ メン ト  y の値を決定するためには次の数式を使用でき ます。 

y の値は メ モ リ ・ サイ ズによ って異な り ます。 y  と し て入力し た値が有効な

限界値を超える場合、 ラベルの一番下が切 り 取られます。 また、 ラベルは上か
ら下にシフ ト ・ ダウ ン し ます。

同じ ラベル ・ フ ォーマ ッ ト で複数の ^LL コマン ド が発行された場合、 最後の

^LL コマン ド が 最初の ^FS 前に挿入されていない限 り 、 それは次のラベルに

影響し ます。 

6 ド ッ ト /mm の
印刷ヘッ ド の場合 ：

ラベル長 （イ ンチ） x 153.4
（ド ッ ト / イ ンチ） = y

8 ド ッ ト /mm の
印刷ヘッ ド の場合 ：

ラベル長 （イ ンチ） x 203.2
（ド ッ ト / イ ンチ） = y

12 ド ッ ト /mm の
印刷ヘッ ド の場合 ：

ラベル長 （イ ンチ） x 304.8
（ド ッ ト / イ ンチ） = y

24 ド ッ ト /mm の
印刷ヘッ ド の場合 ：

ラベル長 （イ ンチ） x 609.6
（ド ッ ト / イ ンチ） = y
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ZPL II のコマン ド
^LR
^LR
ラベル反転印刷

説明 ^LR コマン ド はラベル ・ フ ォーマ ッ ト 内のすべてのフ ィ ール ド の印刷を

反転し ます。 こ の コマン ド を使用する と、 フ ィ ール ド を黒地に白、 または白

地に黒に表示でき ます。

^LR を使用する こ と は、 現在および後続のすべてのフ ィ ール ド に ^FR を挿入

する こ と と同じです。

フォーマッ ト  ^LRa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^LR 設定は ^LRN によ ってオフにするか、 プ リ ン タの電源を切る ま

でア ク テ ィ ブです。

パラメータ 詳細

a = すべて

のフ ィ ール ド
を反転印刷

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

パワーア ッ プ時の初期値：N または最後に永久保存された値

例 • 次は、 黒地に白、 および白地に黒を印刷する例です。
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ZPL II のコマン ド
^LR
このコマン ド の後に続 く フ ィ ール ド のみに影響があ り ます。

注記 • ^GB は ^LR と 一緒に使用する必要があ り ます。
270  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^LS
^LS
ラベルのシフ ト

説明 ^LS コマン ド は、 最大ラベル幅よ り 少な く 設定されている  Z-130 プ リ ン

タ ・ フ ォーマ ッ ト と の互換性を提供し ます。 こ のコマン ド は、 Z-130 または Z-
220 プ リ ン タ で使用さ れる の と 同じ コ マン ド を  Zebra プ リ ン タ で使用で き る

よ う に、 すべてのフ ィ ール ド位置を左にシフ ト し ます。

^LS コマン ド の値を決定するには次の数式を使用し ます。

Z-130 and Z-220 values for ^LHx + ^FOx 

（ラベルのエ ッ ジからの距離） = ^LSa のプ リ ン タ値

印字位置が 0 よ り も少ない場合、 ^LS を 0 に設定し て く ださい。

フォーマッ ト  ^LSa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  正の値を入力する場合、 + 符号を使用する必要はあ り ません。 マ イ

ナス符号 （-） がない限 り 、 数値は正数とみな されます。

既存の Zebra プ リ ン タ と の互換性を持たせる ため、こ のコマン ド は最初の ^FS
（フ ィ ールド ・ セパレータ） コマン ド の前に挿入する必要があ り ます。 いった
ん ^LS コマン ド を発行する と、 プ リ ン タの電源を切るか、 プ リ ン タに新しい

^LS コマン ド を送信する までその設定が維持されます。

 ! 重要 • ^LS コマン ド を保存でき るかど う かは、 フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ン

によ り ます。

パラメータ 詳細

a = 左へシフ ト す

る値 （ド ッ ト 数）

有効値 ： -9999 ～ 9999

パワーア ッ プ時の初期値 ： 0
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ZPL II のコマン ド
^LT
^LT
Y 印字基点

説明 ^LT コマン ド は、 ラベルの上端に関し て、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト 全体を

現在の位置から最大 120 ド ッ ト 上または下に移動し ます。負の値はフ ォーマ ッ

ト を ラベルの上端の方向に、 正の値は上端と反対の方向に移動し ます。

このコマン ド を使用する と、完成し た ラベルの位置を、既存のパラ メ ータ を変
更せずに微調整でき ます。

フォーマッ ト  ^LTx

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  x の有効値の範囲はプ リ ン タのプ ラ ッ ト フ ォームによ っては上記よ

り も小さい場合があ り ます。

^LT コマン ド によ って用紙の静止位置は変更されません。

パラメータ 詳細

x = Y 印字基点

（ド ッ ト 行数）

有効値 ： -120 ～ 120

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。
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^MC
^MC
マップ ・ ク リア

説明 通常の操作では、 フ ォーマ ッ ト の印刷後にビ ッ ト マ ッ プはク リ ア されま
す。 ^MC コ マン ド は、 現在のビ ッ ト マ ッ プを維持する場合に使用し ます。 こ

れは、 ^MCY によ って ク リ ア される まで、 現在と後続のラベルに適用し ます。

フォーマッ ト  ^MCa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^MC コマン ド は、 フ ォーマ ッ ト の後、 現在のラベルのイ メ ージを維

持し ます。 それは、 次に印刷される ラベルの背景に表示されます。

 ! 重要 • ラベルテンプレー ト を生成するには、 ^MC を ^FV と 一緒に使用する

必要があ り ます。

パラメータ 詳細

a = マ ッ プ ・

ク リ ア

有効値 ： Y （ビ ッ ト マ ッ プを ク リ アする） または N （ビ ッ ト

マ ッ プを ク リ ア し ない）

パワーア ッ プ時の初期値 ： Y
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^MD
^MD
用紙の濃度

説明 ^MD コマン ド は、 現在の濃度設定に関連し て濃度を調整し ます。

フォーマッ ト  ^MDa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 用紙濃度

レベル

有効値 ： -30 ～ 30 （現在の値によ る）

パワーア ッ プ時の初期値 ： 0

値を入力しなかった場合は、 このコマンドは無視されます。

例 以下は、 プ リ ン タ を異な る濃度レベルに設定する例です。

• 現在の値 （設定ラベル上の値） が 16 の場合、 ^MD-9 コマン ド を入力する

と 値が 7 に減 り ます。

• 現在の値 （設定ラベル上の値） が 1 の場合、 ^MD15 コ マン ド を入力する

と 値が 16 に増えます。

• 現在の値 （設定ラベル上の値） が 25 の場合、 ^MD10 コマン ド を入力し て

も値は許容される最大値の 30 にしかな り ません。

各 ^MD コマン ド は、 設定ラベルに印刷された現在の値に関し て別々に処理

されます。

 ! 重要 • XiIIIPlus の濃度設定範囲は 1 ～ 30 で、 増分単位は .1 です。

フ ァーム ウ ェアは、 ZPL の 2 つの濃度コマン ド （^MD, ~SD） がその範囲

の設定を受け入れる よ う にセ ッ ト ア ッ プされています。
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^MD
コ メン ト  ~SD コマン ド 値は ^MD コマン ド に追加されます （該当する場合）。

例 • 以下は XiIIIPlus の濃度設定例です。

^MD8.3

~SD8.3

例 • た と えば、 2 つの ^MD コマン ド を受信し た場合を考えます。

現在の値は 15 だ と し ます。現在の値を  9 に変更する  ^MD-6 コマン ド が受

信されます。 別のコマン ド  ^MD2 が受信されます。 現在の値は 17 に変更

されます。

2 つの ^MD コマン ド は、 現在の値 15 に関し て別々に処理されます。
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^MF
^MF
用紙のフ ィード

説明 ^MF コマン ド は、 パワーア ッ プ時およびエラー解消後ヘッ ド を閉める と

きの用紙の処理を決定し ます。

フォーマッ ト  ^MFp,h

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  N の設定を選択する場合、 プ リ ン タは用紙、 および印刷ヘッ ド に関

連し たその位置は電源を切った前、または印刷ヘッ ド を開 く 前のもの と同じで
あ る と推定する こ と に留意する こ と が重要です。 変更を保存するには ^JU コ
マン ド を使用し て く ださい。

パラメータ 詳細

p = パ ワーア ッ プ

時にフ ィ ード ・
ア ク シ ョ ン

有効値 ：

F = センサーの後の最初のウ ェブにフ ィ ード する

C = （~JC ページ 229 の定義を参照）

L = （~JL ページ 241 の定義を参照）

N = 用紙フ ィ ード な し

デフ ォル ト 値 ： プラ ッ ト フ ォームによ る

p = 印刷ヘ ッ ド を

閉 じ た後にフ ィ ー
ド ・ ア ク シ ョ ン

有効値 ：

F = センサーの後の最初のウ ェブにフ ィ ード する

C = （~JC ページ 229 の定義を参照）

L = （~JL ページ 241 の定義を参照）

N = 用紙フ ィ ード な し

デフ ォル ト 値 ： プラ ッ ト フ ォームによ る
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^ML
^ML
最大ラベル長

説明 ^ML コマン ド を使用する と 、 最大ラベル長を調節でき ます。

フォーマッ ト  ^MLa,b,c,d

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  キ ャ リ ブレーシ ョ ンが正し く 機能する ためには、 実際のラベル長以
上の最大ラベル長を設定する必要があ り ます。

パラメータ 詳細

a = 最大ラベル

長 （ド ッ ト 行数）

有効値 ： 0 ～ラベルの最大長

デフ ォル ト 値 ： 最後に永久保存された値

b = 最大論理用紙

切れカ ウ ン タ

有効値 ： 実際の ラベル長よ り 大きい必要があ り ます。 そ う

でない場合は、 各 ラ ベルの後にプ リ ン タ で 「 ﾖｳｼｷﾞﾚ」 エ
ラーが表示されます。

デフ ォル ト 値 ： ラベル長の 2 倍の長さ よ り  1 イ ンチ長 く 設

定し ます。

c = 最大物理用紙

切れカ ウ ン タ

有効値 ： 実際の切れ込みま たは穴よ り 大きい必要があ り ま

す。そ う でない場合は、各ラベルの後にプ リ ン タで「ﾖｳｼｷﾞﾚ」
エラーが表示されます。

デフ ォル ト 値 ： 半イ ンチに設定されます。

d = 最大 リ ボン

切れカ ウ ン タ

有効値 ： リ ボン ・ センサーがエ ラー状態を起こ さずに リ ボ

ンを誤読でき る値。

デフ ォル ト 値 ： 半 ミ リ メ ー ト ルに設定されます。

重要 • プ リ ン タは長さ が半 ミ リ メ ー ト ル以下の リ ボンの表
示は無視し ます。
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^MM
^MM
印字モード

説明 ^MM コマン ド は、 ラベル、 またはラベルのグループの印刷後のプ リ ン タ

の動作を決定し ます。次の箇条書きの リ ス ト は、操作のさ まざまなモード を示
し ています。

• 切 り 取 り  -- 印刷後、 ラベルはウ ェブが切 り 取 り バーの上になる よ う に送ら

れます。 ラベルは、 台紙をつけたま ま手動で切 り 取る こ と ができ ます。

• 剥離 -- 印刷後、 ラベルは前に送られラベル検出センサーがア ク テ ィ ブにな

り ます。印刷は、プ リ ン タから ラベルが手動で除去される まで、停止し ます。

自動巻き取 り 剥離 - オプシ ョ ンの巻き取 り ス ピ ン ド ルを使って、 台紙

が自動的に巻き取られます。

簡易巻き取 り 剥離 - 台紙がプ リ ン タのフ ロ ン ト にフ ィ ー ド ・ ダウ ン さ

れ、 手動で除 り 除かれます。

事前剥離 - 各ラベルを手動で取 り 除いた後、 プ リ ン タは次のラベルを

前にフ ィ ード し、そのラベルの小さ な部分を台紙から事前剥離し ます。
その後、 プ リ ン タはそのラベルをバ ッ ク フ ィ ード し、 印刷し ます。 事
前剥離機能は、 一部の用紙タ イプの正しい剥離操作を補助し ます。

• 巻き取 り  -- ラベル と台紙は外付け巻き取 り デバイ スで巻き取られます。 次

のラベルは、 印刷ヘッ ド の下に配置されます （バッ ク フ ィ ード動作な し）。

• アプ リ ケータ  -- アプ リ ケーシ ョ ン ・ デバイ ス と一緒に使用し た場合、 アプ

リ ケータで取 り 除いてア イ テムに貼る こ と が可能な場所までラベルが前に
送られます。

• カ ッ ター -- 印刷後、 用紙は前に送られ、 事前に決定し た長さに切 り 分け ら

れます。

フォーマッ ト  ^MMa,b
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^MM
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  予期し ない結果を招かないために、 使用する印刷モード に対し て適
切な値を選択し て く ださい。

パラメータ 詳細

a = 希望のモード 有効値 ： 

T = 切 り 取 り

P = 剥離 （S-300 では利用不可）

R = 巻き取 り

A = アプ リ ケータ （プ リ ン タ ・ モデルによ る）

C = カ ッ ター

デフ ォル ト 値 ： T

パラ メ ータ  a と し て使用でき る値は、 使用するプ リ ン タ

と、 それが こ のオプシ ョ ン をサポー ト し ているかど う か
によ って異な り ます。

b = 事前剥離選択 有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y

パ ラ メ ータ が欠落し ている か無効な場合は、 こ のコ マン
ド は無視されます。 コマン ド の現在の値は変 り ません。
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^MN
^MN
用紙の管理

説明 ^MN コマン ド は、 管理の目的で、 使用し ている用紙のタ イプ （連続また

は短票） をプ リ ン タに伝えます。 次の箇条書き リ ス ト は、 このコマン ド に関連
する用紙のタ イプを示し ています。

• 連続 メ デ ィ ア - この メ デ ィ アには、 ラベルを区切る物理特性 （ウ ェブ、 切

れ込み、 目打ち、 マーク など） があ り ません。 ラベル長は ^LL コマン ド に

よ って決定されます。

• 単票 メ デ ィ ア - こ の メ デ ィ アには、ラベルを区切る何らかの物理特性（ウ ェ

ブ、 切れ込み、 目打ち、 マーク など） があ り ます。

フォーマッ ト  ^MNa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

* 同じ結果を提供し ます。

パラメータ 詳細

a = 使用中の用紙 有効値 ：

N = 連続用紙

*Y = 単票用紙ウ ェブ検知

*W = 単票用紙ウ ェブ検知

M = 単票用紙マーク検知

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。
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^MP
^MP
モード保護 

説明 ^MP コマン ド は、 フ ロ ン ト ・ パネルのさ ま ざまなモー ド機能を無効にす

る ために使用し ます。いったん無効にする と、特定のモード機能の設定は変更
でき な く な り 、 その機能と関連する  LED は点灯し ません。

こ のコマン ド にはパラ メ ータが 1 つしかないため、 個別の ^MP コマン ド を使

用し て各モード を無効にする必要があ り ます。

フォーマッ ト  ^MPa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 保護する

モード

有効値 ：

D = 濃度モード の無効化

P = ポジシ ョ ン ・ モード の無効化

C = キ ャ リ ブレーシ ョ ン ・ モード の無効化

E = すべてのモード を有効化

S = すべてのモード 保存の無効化 （モード は調整でき ます

が、 値は保存されません）。

W = ポーズの無効化

F = フ ィ ード の無効化

X = キ ャ ンセルの無効化

M = メ ニュー変更の無効化

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。
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^MP
例 • 次の例は、 D と  C のモード を無効にし ます。

^XA
^MPD
^MPC
^XZ
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^MT
^MT
用紙タイプ

説明 ^MT コマン ド は、 プ リ ン タで使用される用紙のタ イプを選択し ます。 次

の 2 つのタ イプから選択でき ます。

• 熱転写用紙 - この用紙は、 高炭素の黒または色付き リ ボンを使用し ま

す。 リ ボンのイ ン クは用紙に付着し ます。

• ダ イ レ ク ト ・ サーマル用紙 - この用紙は感熱性で、 リ ボンを必要と し

ません。

フォーマッ ト  ^MTa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 使用する

用紙のタ イプ

有効値 ：

T = 熱転写用紙

D = ダ イ レ ク ト ・ サーマル用紙

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。
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^MU
^MU
測定単位の設定

説明 ^MU コ マ ン ド は、 プ リ ン タ で使用す る 測定単位を設定 し ます。 ^MU は
フ ィ ールド 単位で機能し ます。 単位のモード は、 いったん設定する と 、 新しい
単位のモード を入力する までフ ィ ール ド から フ ィ ール ドへと継続されます。

さ ら に、 ^MU は、 低めの解像度での印刷も可能にし ます。 すなわち、 600 dpi
のプ リ ン タは 300、 200、 および 150 dpi での印刷が可能で、 300 dpi プ リ ン タ

は 150 dpi の印刷が可能です。

フォーマッ ト  ^MUa,b,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 単位 有効値 ：

d = ド ッ ト 数

 I = イ ンチ

M = ミ リ メ ー ト ル

デフ ォル ト 値 ： D

b = フ ォーマ ッ

ト ・ ベース （イ ン
チあた り の ド ッ ト
数）

有効値 ： 150, 200, 300

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。

c = 希望のイ ンチ

あた り の ド ッ ト 数
への変換

有効値 ： 300, 600

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。
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^MU
コ メン ト  正 し い ZPL II フ ォーマ ッ ト にす る には、 こ の コ マン ド を ラ ベル ・

フ ォーマ ッ ト の先頭に含める必要があ り ます。 

変換をオフにするには、 パラ メ ータ  b と  c に同じ値を入力し ます。

演習 1 次は単位の設定の例です。

8 ド ッ ト / ミ リ メ ー ト ル （203 ド ッ ト / イ ンチ） プ リ ン タ を想定し ます。

ド ッ ト 数に基づ く フ ィ ールド ：

^MUd^FO100,100^GB1024,128,128^FS

ミ リ メ ー ト ルに基づ く フ ィ ールド ：

^MUm^FO12.5,12.5^GB128,16,16^FS

イ ンチに基づ く フ ィ ールド ：

^MUi^FO.493,.493^GB5.044,.631,.631^FS

例 2 • 次は dpi 値の変換の例です。

ド ッ ト 単位を基本と し て、150 dpi フ ォーマ ッ ト を 300 dpi フ ォーマ ッ ト に
変換し ます。

^MUd,150,300

ド ッ ト 単位を基本と し て、150 dpi フ ォーマ ッ ト を 600 dpi フ ォーマ ッ ト に
変換し ます。

^MUd,150,600

ド ッ ト 単位を基本と し て、200 dpi フ ォーマ ッ ト を 600 dpi フ ォーマ ッ ト に
変換し ます。

^MUd,200,600

変換係数を元のフ ォーマ ッ ト に リ セ ッ ト するには、 パラ メ ータ b と  c に
同じ値を入力し ます。

^MUd,150,150
^MUd,200,200
^MUd,300,300
^MUd,600,600
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^MW
^MW
見出しの警告の変更

説明 操作環境に基づき、 ヘッ ド 低温警告イ ンジケータ を設定でき ます。

フォーマッ ト  ^MWy

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = ヘッ ド低温

警告を有効にする

有効値 ：

y = ヘッ ド低温警告を有効にする

n = ヘッ ド低温警告を無効にする

 ! 重要 • パラ メ ータ を指定し ない と 、 この命令は無視されます。
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ZPL II のコマン ド
~NC
~NC
ネッ トワーク接続

説明 ~NC コマン ド は、特定のプ リ ン タのネ ッ ト ワーク  ID 番号を呼出し て、 そ

のプ リ ン タ をネ ッ ト ワークに接続する ために使用し ます。

フォーマッ ト  ~NC###

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  こ のコマン ド は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト の先頭で使用し て、 ネ ッ ト
ワーク上のどのプ リ ン タ を使用するかを指定し ます。いったん設定し たプ リ ン
タは、 別の ~NC コマン ド によ って変更される まで、 続けて使用されます。 プ

リ ン タ を目覚めさせるには、 ラベル・ フ ォーマ ッ ト にこのコマン ド を含める必
要があ り ます。

コマン ド  ^MW、 ~NC、 ^NI、 ~NR、 および ~NT は ZNET RS-485 プ リ ン タ ・ ネ ッ

ト ワーク でのみ使用されます。

パラメータ 詳細

### = 割 り 当て ら

れたネ ッ ト ワー ク

ID 番号 （3 桁入力

必要）

有効値 ： 001 ～ 999

デフ ォル ト 値 ： 0000 （な し）
ZPL II プログラ ミ ング ・ ガイ ド第 1 巻 287



ZPL II のコマン ド
^NI
^NI
ネッ トワーク  ID 番号

説明 ^NI コマン ド は、 ネ ッ ト ワーク  ID 番号をプ リ ン タに割 り 当て る ために

使用し ます。 これはプ リ ン タ をネ ッ ト ワーク で使用する ために必要な手順で
す。

フォーマッ ト  ^NI###

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  システムで認識されるのは、最後に設定されたネ ッ ト ワーク  ID 番号

です。

コマン ド  ~NC、^NI、~NR、および ~NT は ZNET RS-485 プ リ ン タ ・ ネ ッ ト ワー

ク でのみ使用されます。

パラメータ 詳細

### = 割 り 当て ら

れたネ ッ ト ワー ク

ID 番号 （3 桁入力

必要）

有効値 ： 001 ～ 999

デフ ォル ト 値 ： 0000 （な し）
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ZPL II のコマン ド
~NR
~NR
すべてのネッ トワーク ・ プリンタを透過に設定

説明 ~NR コマン ド は、 ID や現在のモード にかかわらず、 ネ ッ ト ワーク内のす

べてのプ リ ン タ を透過に設定し ます。

フォーマッ ト  ~NR

コ メン ト  コマン ド  ~NC、 ^NI、 ~NR、 および ~NT は ZNET 
RS-485 プ リ ン タ ・ ネ ッ ト ワーク でのみ使用されます。
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ZPL II のコマン ド
^NS
^NS
ネッ トワーク設定の変更

説明 ^NS コマン ド は、 ネ ッ ト ワーク設定の変更に使用し ます。

フォーマッ ト  ^NSa,b,c,d

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

 

パラメータ 詳細

a = ネ ッ ト ワーク

設定

有効値 ：

IP 解像度 a （すべて）、b （BOOTP）、c （DHCP と  BOOTP）、

d （DHCP）、 g （収集のみ）、 r （RARP）、 p （永久）

b = IP ア ド レ ス 有効値 ： 0 ～ 255

c = サブネ ッ ト ・

マス ク  
有効値 ： 0 ～ 255

d = デフ ォル ト ・

ゲー ト ウ ェ イ  
有効値 ： 0 ～ 255
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ZPL II のコマン ド
~NT
~NT
現在接続しているプリンタを透過に設定

説明 ~NT コマン ド は、 現在接続し ているネ ッ ト ワーク ・ プ リ ン タ を透過に設

定し ます。

フォーマッ ト  ~NT

コ メン ト  Z Series™ プ リ ン タでは、 ~NT コマン ド は ~NR コマン ド と同様に機

能し ます。 ネ ッ ト ワーク状のすべての Z Series プ リ ン タは通信を受信し ます。

コマン ド  ~NC、^NI、~NR、および ~NT は ZNET RS-485 プ リ ン タ ・ ネ ッ ト ワー

ク でのみ使用されます。
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ZPL II のコマン ド
^PF
^PF
スリューを適用するド ッ ト行数 

説明 ^PF コマン ド を使用する と、 プ リ ン タで ラベルの一番下か ら指定の ド ッ

ト 行数だけ ラベルがス リ ュー （印刷せずにラベルを高速で動かすこ と） されま
す。 ラベルの下の部分が空白の場合、 このコマン ド によ って印刷が加速されま
す。

フォーマッ ト  ^PF#

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

# = ス リ ューする

ド ッ ト 行数

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 値を指定し ない と コマン ド は無視されます。
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ZPL II のコマン ド
^PF ~PF
^PF ~PF
ホーム ・ ポジシ ョ ンまでスリュー

説明 ^PH または ~PH コマン ド を使用する と、 プ リ ン タで空白のラベルが 1 枚
フ ィ ード されます。

~PH コ マン ド は、 プ リ ン タ をポーズ状態にする と、 現在印刷中のフ ォーマ ッ

ト の終了後、 ラベルを  1 枚フ ィ ード し ます。

^PH コマン ド は、 現在のフ ォーマ ッ ト の印刷後、 1 枚の空白ラベルを フ ィ ード

し ます。

フォーマッ ト  ^PH または ~PH
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ZPL II のコマン ド
^PM
^PM
ラベルのミ ラー ・ イ メージの印刷

説明 ^PM コマン ド は、 ラベルの印刷可能領域全体を ミ ラー ・ イ メ ージ と し て

印刷し ます。 このコマン ド は、 イ メ ージを左から右へ反転し ます。

フォーマッ ト  ^PMa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  パラ メ ータが欠落し ているか無効な場合は、 こ のコマン ド は無視さ
れます。 ^PM コマン ド は、 いったん入力する と 、 ^PMN を受信するかプ リ ン タ

の電源を切る までア ク テ ィ ブです。

パラメータ 詳細

a = ラ ベル全体の

ミ ラ ー ・ イ メ ージ
を印刷する

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次はラベルに ミ ラー ・ イ メ ージを印刷する例です。

^XA^PMY
^FO100,100
^CFG
^FDMIRROR^FS
^FO100,160
^FDIMAGE^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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ZPL II のコマン ド
^PO
^PO
印刷の向き

説明 ^PO コマンドはラベル ・ フォーマットを 180°反転します。 ラベルは逆さまに印

刷されます。 元のラベルに ^LL、 ^LS、 ^LT、 および ^PF などのコマンドが含ま

れる場合、 反転したラベルの出力への影響は異なります。

フォーマッ ト  ^POa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

^POI コマンドは、x, y 座標を反転します。イメージの配置はすべて反転した座標に

相対します。したがって、印刷をラベルに戻すために異なる ^LH（ラベル・ホーム）を

使用できます。

コ メン ト同じラベル ・ フォーマット内で複数の ^PO コマンドが発行された場合、 プ

リンタに最後に送信されたコマンドのみが使用されます。

^PO コマン ド をいったん送信する と、 別の ^PO コマン ド を受信するかプ リ ン

タの電源を切る まで、 その設定が維持されます。

パラメータ 詳細

a = ラベルを  
180°反転

有効値 ： N （標準） または I （反転）

デフ ォル ト 値 ： N

例 • 次はラベルを 180°反転し て印刷する例です。
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ZPL II のコマン ド
^PP ~PP
^PP ~PP
プログラム可能ポーズ

説明 ~PP コマン ド は、 現在のラベルを終了する と （印刷中のものがあ る場合）

印刷を停止し、 プ リ ン タ をポーズ状態にし ます。

^PP コ マン ド は即座に実行される も のではあ り ません。 し たがって、 ポーズ

が実行される前に複数のラベルが印刷される場合も あ り ます。 こ のコ マン ド
は、 現在のフ ォーマ ッ ト が印刷された後ポーズ し ます。

操作は、 プ リ ン タのフ ロ ン ト ・ パネルで PAUSE を押すの と同じです。 プ リ ン

タは PAUSE を押すまで、 または ~PS （印刷開始） コマン ド がプ リ ン タに送信

される までポーズを維持し ます。

フォーマッ ト  ^PP または ~PP
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ZPL II のコマン ド
^PQ
^PQ
印刷枚数設定

説明 ^PQ コマン ド を使用する と い く つかの印刷操作を制御でき ます。 印刷す

る ラベル枚数、プ リ ン タのポーズ前に印刷される ラベル枚数、および各シ リ ア
ル番号の複写枚数を制御でき ます。

フォーマッ ト  ^PQq,p,r,o

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

o パラ メ ータ を  Y に設定する と、 プ リ ン タは切断し ますが、 ポーズはし ませ

ん。 さ ら に、 各グループのラベル枚数が印刷された後も プ リ ン タは ポーズ し

ません。 o パラ メ ータが N （デフ ォル ト ） に設定されている場合、 プ リ ン タは

ラベルの各グループのラベル枚数が印刷される都度、 ポーズ し ます。

パラメータ 詳細

q = 印刷する ラベ

ルの枚数合計

有効値 ： 1 ～ 99,999,999

デフ ォル ト 値 ： 1

p = ポーズ & 切断

値 （ポーズ間のラ
ベル枚数）

有効値 ： 1 ～ 99,999,999

デフ ォル ト 値 ： 0 （ポーズな し）

r = 各シ リ アル番

号の複写枚数

有効値 ： 0 ～ 99,999,999 （複写枚数）

デフ ォル ト 値 ： 0 （複写な し）

o = ポーズ間隔を

無視

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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ZPL II のコマン ド
^PQ
例 • 次の例は、 印刷操作の制御を示し ています。

^PQ50,10,1,Y: この例は、 合計 50 のラベルを印刷し ます。 各シ

リ アル番号に対し て生成される複写枚数は 1 枚です。 枚数合計を

10 ずつのグループに分けて印刷し ますが、 各グループの後には

ポーズ し ません。

^PQ50,10,1,N: こ の例は、 合計 50 のラベルを印刷し ます。 各シ

リ アル番号に対し て生成される複写枚数は 1 枚です。 枚数合計を

10 ずつのグループに分け、各グループの後にポーズ し ながら印刷

し ます。
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ZPL II のコマン ド
^PR
^PR
印字レート

説明 ^PR コマン ド は、 印刷中の用紙と ス リ ュー速度 （空白のラベルのフ ィ ー

ド ） を決定し ます。

プ リ ン タは、 設定を再発行するか、 プ リ ン タの電源を切る まで、 選択し た速度
で動作し ます。

印字ス ピード はアプ リ ケーシ ョ ンによ って異な り ます。 印字品質は、 用紙、 リ
ボン、 印字速度、 およびプ リ ン タ操作モー ド に影響を受け る ため、 各アプ リ
ケーシ ョ ンのテス ト を実行する こ と が非常に大切です。

フォーマッ ト  ^PRp,s,b

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
   

 ! 重要 • 電源を切る と デフ ォル ト の印字速度になるモデルも あ り ます。

パラメータ 詳細

p = 印字速度 有効値 ：

A または 2 50.8 mm/ 秒 （2 イ ンチ / 秒）

B または 3 76.2 mm/ 秒 （3 イ ンチ / 秒）

C または 4 101.6 mm/ 秒 （4 イ ンチ / 秒）

5 127 mm/ 秒 （5 イ ンチ / 秒）

D または 6 152.4 mm/ 秒 （6 イ ンチ / 秒）

E または 8 203.2 mm/ 秒 （8 イ ンチ / 秒）
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ZPL II のコマン ド
^PR
デフ ォル ト 値 ： A

s = ス リ ュー速度

有効値 ：  

デフ ォル ト 値 ： D

b = バ ッ ク フ ィ ード速度

有効値 ：   

9 220.5 mm/ 秒 （9 イ ンチ / 秒）

10 245 mm/ 秒 （10 イ ンチ / 秒）

11 269.5 mm/ 秒 （11 イ ンチ / 秒）

12 304.8 mm/ 秒  （12 イ ンチ / 秒）

A または 2 50.8 mm/ 秒 （2 イ ンチ / 秒）

B または 3 76.2 mm/ 秒 （3 イ ンチ / 秒）

C または 4 101.6 mm/ 秒 （4 イ ンチ / 秒）

5 127 mm/ 秒 （5 イ ンチ / 秒）

D または 6 152.4 mm/ 秒 （6 イ ンチ / 秒）

E または 8 203.2 mm/ 秒 （8 イ ンチ / 秒）

9 220.5 mm/ 秒 （9 イ ンチ / 秒）

10 245 mm/ 秒  （10 イ ンチ / 秒）

11 269.5 mm/ 秒 （11 イ ンチ / 秒）

12 304.8 mm/ 秒 （12 イ ンチ / 秒）

A または 2 50.8 mm/ 秒 （2 イ ンチ / 秒）

B または 3 76.2 mm/ 秒 （3 イ ンチ / 秒）

C または 4 101.6 mm/ 秒 （4 イ ンチ / 秒）
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ZPL II のコマン ド
^PR
  デフ ォル ト 値 ： A

コ メン ト  p、 s、 および b の速度設定は、 プ リ ン タの制約によ り ます。 特定の

プ リ ン タが、 6 ips （1 秒あた り のイ ンチ） のレー ト に制限されている場合、 12
と い う 値を入力でき て も プ リ ン タは 6 ips のレー ト でしか印刷でき ません。 パ

フ ォーマン スの詳細については、プ リ ン タのユーザー・ ガイ ド を参照し て く だ
さい。

5 127 mm/ 秒 （5 イ ンチ / 秒）

D または 6 152.4 mm/ 秒 （6 イ ンチ / 秒）

E または 8 203.2 mm/ 秒 （8 イ ンチ / 秒）

9 220.5 mm/ 秒 （9 イ ンチ / 秒）

10 245 mm/ 秒 （10 イ ンチ / 秒）

11 269.5 mm/ 秒 （11 イ ンチ / 秒）

12 304.8 mm/ 秒 （12 イ ンチ / 秒）
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ZPL II のコマン ド
~PR
~PR
アプリケータ再発行

説明 ~PR コマン ド は、 PAX および PAX2-Series プ リ ン タ でのみサポー ト され

ています。 ~PR コマン ド が有効な場合 （^JJ ページ 238 を参照）、 アプ リ ケー

タがアプ リ ケータ ・ ポー ト で再発行信号をアサー ト するの と同様に、最後に発
行された ラベルが再発行されます。 

フォーマッ ト  ~PR

コ メン ト  フ ロ ン ト ・パネルで PREVIOUS を押し て も、最後のラベルが再発行

されます。
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ZPL II のコマン ド
~PS
~PS
印刷再開

説明 ~PS コマン ド は、 ポーズ ・ モード のプ リ ン タで印刷を再開し ます。 この

操作は、プ リ ン タがすでにポーズ ・ モード になっている場合にプ リ ン タのフ ロ
ン ト ・ パネルで PAUSE を押すの と同じです。

フォーマッ ト  ~PS
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ZPL II のコマン ド
^PW
^PW
印字幅

説明 ^PW コマン ド を使用する と 、 印字幅を設定でき ます。

フォーマッ ト  ^PWa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

制約 すべての Zebra プ リ ン タが ^PW コマン ド をサポー ト し ているわけではあ

り ません。

パラメータ 詳細

a = ラベル

幅 （ド ッ ト 数）

有効値 ： 2 （ラベルの幅以下）

値が ラベルの幅を超えた場合、 幅は ラベルの最大サ イ ズ
に設定されます。

デフ ォル ト 値 ： 最後に永久保存された値
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ZPL II のコマン ド
~RO
~RO
高度機能を搭載したカウンタのリセッ ト

説明 ~RO コマン ド は、 プ リ ン タでのイ ンチおよびセンチでのラベルの生成や

ラベルの数など を監視する ために使用する高度機能を搭載し たカ ウ ン タ を リ
セ ッ ト し ます。 リ セ ッ ト 可能なカ ウ ン タは 2 つあ り ます。

フォーマッ ト  ~ROc

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

c = カ ウ ン タ番号 有効値 ： 1 または 2

デフォルト値 ： 値を指定しないとコマンドは無視されます。
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ZPL II のコマン ド
~RO
例 • 次は ~RO コマン ド の例です。

前

後
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ZPL II のコマン ド
^SC
^SC
シリアル通信の設定

説明 ^SC コマン ド を使用する と、 使用し ている シ リ アル通信のパラ メ ータ を

変更でき ます。

フォーマッ ト  ^SCa,b,c,d,e,f

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = ボー ・ レー ト 有効値 ： 110; 600; 1,200; 2400; 4800; 9600; 14400;
19200; 28800; 38400; または 57600; 115000

デフ ォル ト 値 ： 指定し ない と パラ メ ータは無視されます。

b = 単語の長さ

（データ ・ ビ ッ ト ）

有効値 ： 7 または 8

デフ ォル ト 値 ： 指定する必要があ り ます

c = パ リ テ ィ 有効値 ： N （な し）、 E （偶数）、 または O （奇数）

デフ ォル ト 値 ： 指定する必要があ り ます

d = ス ト ッ プ ・

ビ ッ ト

有効値 ： 1 または 2

デフ ォル ト 値 ： 指定する必要があ り ます

e = プロ ト コル ・

モード

有効値 ： X （XON/XOFF)、 D （DTR/DSR）、 または R （RTS）

デフ ォル ト 値 ： 指定する必要があ り ます

f = Zebra 
プロ ト コル

有効値 ： 

A = ACK/NAK

N = な し

Z = Zebra

デフ ォル ト 値 ： 指定する必要があ り ます
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^SC
コ メン ト  パラ メ ータが欠落し ている場合、 仕様外の場合、 特定のプ リ ン タで
サポー ト されていない場合、 または ZPL 無視 DIP ス イ ッチ ・ セ ッ ト があ る場

合は、 コマン ド は無視されます。

^JUS コマン ド を使用する と、 通信モード の変更がパワーア ッ プやソ フ ト ウ ェ

ア ・ リ セ ッ ト を通し て持続されます。
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~SD
~SD
濃度の設定

説明 ~SD コマン ド を使用する と 、印字濃度を設定でき ます。~SD はフ ロ ン ト ・

パネル ・ デ ィ スプレ イの濃度設定パラ メ ータに相当し ます。

フォーマッ ト  ~SD##

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^MD コマン ド 値は ~SD  コマン ド に追加されます （該当する場合）。

パラメータ 詳細

## = 希望の濃度

設定 （2 桁の数値）

有効値 ：  00 ～ 30

デフ ォル ト 値 ： 最後に永久保存された値

例 • 以下は XiIIIPlus の濃度設定例です。

^MD8.3

~SD8.3
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^SE
^SE
エンコードの選択

説明 ^SE コマン ド は、希望の ZPL または ZPL II エン コード表を選択する ため

に作成されま し た。 

フォーマッ ト  ^SEd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = エン コード

表の場所

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = エン コード

表の名前

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます

x = 拡張子 固定値 ： .DAT
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^SF
^SF
連番フ ィールド （標準 ^FD スト リング使用）

説明 ^SF コマン ド を使用する と 、 標準の ^FD ス ト リ ングを連番指定する こ と

ができ ます。 こ のコマン ド で連番指定されたフ ィ ール ド は、 右揃えか、 ス ト リ
ングの最後の文字で終わ り ます。増分ス ト リ ングは、右端の位置からマス ク と
位置合わせされます。 マス ク と増分ス ト リ ングの最大サイ ズは合計 3K です。 

フォーマッ ト  ^SFa,b
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^SF
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = マス ク ・

ス ト リ ング

マス ク ・ ス ト リ ングは連番ス キーム を設定し ます。 ス ト リ
ング ・ マス ク の長さは、 連番指定する現在の ^FD ス ト リ ン

グ内の文字数を定義し ます。 マス ク は、 ^FD ス ト リ ング内

の文字に対し て右端から位置合わせされます。 

マス ク ・ ス ト リ ングのプレース ・ ホルダー ：

D または d - 10 進数値 0 ～ 9

H または h - 16 進数 0 ～ 9 および a ～ f または

A ～ F

O または o - 8 進数 0 ～ 7

A または a - 英字 a ～ z または A ～ Z

N または n - 英数字 0 ～ 9 および a ～ z または

A ～ Z

       % - 文字を無視するかスキ ッ プする

b = 増分

ス ト リ ング

増分ス ト リ ング と は、 各レベルのフ ィ ール ド に追加する値
のこ と です。デフ ォル ト 値は、 10 進数値の 0 に相当し ます。

こ のス ト リ ングは、 連番ス ト リ ングで定義された任意の文
字で構成されます。 無効な文字は、 その文字位置におけ る
ゼロの値です。

英字の ス ト リ ン グの増分値は、 ‘A’ ま たは ‘a’ を ゼ ロ のプ

レース ホルダー と し て始ま り ます。 これは、 英字を  1 で増

分するためには、 ‘B’ または ‘b’ の値が増分ス ト リ ングに存

在する必要があ る こ と を意味し ます。
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^SF
増分されない文字の場合は、 増分ス ト リ ングに % 文字を 追加する必要があ り

ます。

こ のマス ク では、 最初の文字が英数字 （nn = 12） で、 最後の桁が大文字の英

字 （A） になっています。 増分数値の 10 進値は 5 （F） です。 生成される ラベ

ルの数は、 ^PQ コマン ド で設定された数によ って決定されます。

同様な例と し て、 ^FD ス ト リ ングは、 以下のどち らかの ^FD ス ト リ ングで置

換し て、 ^PQ で決定される一連のラベルを生成でき ます。

^FDBL0000^SFAAdddd,1

この一連のラベルの印刷シーケン スは次の とお り です。

BL0000, BL0001,...BL0009, BL0010,...

BL0099, BL0100,...BL9999, BM0000...

^FDBL00-0^SFAAdd%d,1%1

この一連のラベルの印刷シーケン スは次の とお り です。

BL00-0, BL01-1, BL02-2,...BL09-9,

BL11-0, BL12-1...

例 • 次は ^FD ス ト リ ングを連番にする例です。

^XA
^FO100,100
^CF0,100
^FD12A^SFnnA,F^FS
^PQ3
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABELS

Note: The ZPL II code above will generate
three separate labels, seen to the right.
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^SL
^SL
モード と言語の設定 （リアル ・ タイム ・ クロック用）

説明 ^SL コマン ド は、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク の操作モー ド と 情報印刷のた

めの言語の指定に使用し ます。

フォーマッ ト  ^SLa,b
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^SL
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = モード 有効値 ：

S = 開始時刻モード 。ラベル・ フ ォーマ ッ ト の開始時 （^XA
の受信時） に リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク から読み取られ
る時刻です。 最初のラベルには最後のラベルと 同じ時
刻が印刷されます。

T = 現時刻モード 。印刷する ラベルが印刷キ ューに入れら

れた時に リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク から読み取られる時
刻です。 現時刻 は、 連番指定し た時刻 / 日付フ ィ ール

ド と同様です。

デフ ォル ト 値 : S

b = 言語 有効値 ：

1 = 英語

2 = スペイ ン語

3 = フ ラ ン ス語

4 = ド イ ツ語

5 = イ タ リ ア語

6 = ノ ルウ ェー語

7 = ポル ト ガル語

8 = ス ウ ェーデン語

9 = デンマーク語

10 = スペイ ン語 2

11 = オラ ンダ語

12 = フ ィ ン ラ ン ド語

デフ ォル ト 値 ： ^KL  またはフ ロ ン ト ・ パネルで選択された

言語
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^SN
^SN
連番データ

説明 ^SN コマン ド を使用する と、 選択し た増分値または減分値によ ってデー

タ ・ フ ィ ールド にイ ンデッ ク ス を付けて、 ラベルが印刷される都度、 データ ・
フ ィ ール ド が増分または減分する よ う にする こ と ができ ます。 これは指定の
フ ォーマ ッ ト の 100 ～ 150 のフ ィ ール ド に対し て実行する こ と ができ るほか、

英数字フ ィ ール ド と バー ・ コー ド ・ フ ィ ール ド の両方で実行で き ます。 最大

12 ま での右端の整数が イ ンデ ッ ク ス付けの対象 と な り ます。 右か ら 左へス

キ ャ ン し て検出された最初の整数が、データ ・ フ ィ ール ド のイ ンデッ ク ス部分
を開始し ます。

イ ンデッ ク ス付けする英数字フ ィ ール ド が英字で終わる場合、数値文字が検出
される まで、 データは 1 文字ずつ右から左にスキ ャ ン されます。 連番指定は、

最初に検出された数値を使用し て行われます。

フォーマッ ト  ^SNv,n,z

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

v = 開始値 有効値 ： イ ンデッ ク ス を付ける部分に対し て最大 12 桁

デフ ォル ト 値 ： 1

n = 増分値または

減分値

有効値 ： 最大 12 桁

デフ ォル ト 値 ： 1

減分値を示すには、 マイナス （-） 符号を前に付けます。

z = 前ゼ ロ を追加

する （必要な場合）

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N
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^SN
コ メン ト  ^PQ （印刷枚数設定） コマン ド の r パラ メ ータで指定し た複写枚数

が各シ リ アル番号に対し てすべて印刷される と、各連番フ ィ ール ド の増分と減
分が実行されます。

連番ラベルの印刷過程でプ リ ン タが用紙切れまたは リ ボン切れになる と、用紙
または リ ボンの取 り 替え後最初に印刷された ラベルは、用紙切れ / リ ボン切れ
の状態が発生する前に部分的 に印刷された ラベル と 同じ シ リ アル番号にな り
ます。 これは、 用紙切れ / リ ボン切れ の状態になる前の最後のラベルが完全
に印刷されなかった場合のためです。 これは ^JZ コマン ド によ って制御され

ます。

例 • 次の例は、 特定の値によ る増分を示し ています。
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^SN
前ゼロの使用

^SN コマン ド では、z パラ メ ータによ って前ゼロ を印字するか抑制するかが決

定さ れます。 使用する値 （Y = 前ゼロ を印刷する、 N = 前ゼ ロ を印刷し ない）

によ って、 プ リ ン タは前ゼロ処理を決定し ます。

このパラ メ ータのデフ ォル ト 値は、 N （前ゼロ を印刷し ない） です。

前ゼロ印字

ス ター ト 値は、 右端からの連続し た数字で構成されます。 幅 （シーケン ス内の
桁数） は、 右から左へスキ ャ ン し て最初に検出し た数字以外の文字 （スペース
または英字） によ って決ま り ます。 特定の幅を作成するには、 必要に応じ て手
動で前ゼロ を配置し て く ださい。

前ゼロの抑制

ス ター ト 値は、 先行スペース も含め、 右端か ら の連続し た数字で構成されま
す。 幅 （シーケン ス内の桁数） は、 右から左へスキ ャ ン し て最初に検出し た英
字 （スペースは除 く ） によ って決ま り ます。 特定の幅を作成するには、 必要に
応じ て手動で先行スペース または前ゼロ を配置し て く ださい。抑制し たゼロは
スペースで置換されます。連番指定過程で、全数値がすべてゼロ を含んでいる
場合、 最後のゼロは抑制されません。

^SN コ マン ド は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト ・ プ ロ グ ラ ム内でフ ィ ール ド ・ デー

タ （^FD） コマン ド の代わ り に使用し ます。
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^SO
^SO
オフセッ トの設定 （リアルタイム ・ クロック用）

説明 ^SO コマン ド は、 1 次 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク から  2 次、 3 次のオフセ ッ

ト を設定する場合に使用し ます。

フォーマッ ト  ^SOa,b,c,d,e,f,g

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。
 

パラメータ 詳細

a = ク ロ ッ ク ・

セ ッ ト

有効値 ： 2 （2 次） または 3 （3 次）

デフ ォル ト 値 ： 値を指定する必要があ り ます

b = 月の

オフセ ッ ト

有効値 ： -32000 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

c = 日の

オフセ ッ ト

有効値 ： -32000 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

d = 年の

オフセ ッ ト

有効値 ： -32000 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

e = 時間の

オフセ ッ ト

有効値 ：  -32000 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

f = 分の

オフセ ッ ト

有効値 ： -32000 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

g = 秒の

オフセ ッ ト

有効値 ： -32000 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0
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^SP
^SP
印刷の開始

説明 ^SP コマン ド を使用する と、 ラベル全体が完全にフ ォーマ ッ ト される前

に、 指定の時点でラベルの印刷を開始でき ます。 非常に複雑な ラベルの場合、
このコマン ド を使用する と印刷の全体のスループ ッ ト を改善でき ます。

こ のコ マン ド は次のよ う に機能し ます。 まず、 ^SP コ マン ド を開始する ド ッ

ト 行を指定し ます。 これによ り 、 ラベル ・ セグ メ ン ト が作成されます。 ^SP コ
マン ド が処理さ れる と、 そのセグ メ ン ト の全情報が印刷されます。 印刷処理
中、 ^SP の後に続 く コ マン ド は、 すべて継続し てプ リ ン タ で受信され、 処理

されます。

^SP コ マン ド の後のセグ メ ン ト （ま たはラベルの残 り ） の準備ができ ていれ

ば、印刷は停止せずに継続されます。次のセグ メ ン ト の準備ができ ていない場
合は、プ リ ン タはラベルの途中で停止し、次のセグ メ ン ト の準備完了を待ちま
す。 ^SP コ マン ド の正確な位置指定は、 印字速度やラベルの複雑さ などに左

右される ため、 試行錯誤が必要にな り ます。

^SP コ マン ド を効果的に使用 し て最悪の印字品質を決定する こ と がで き ま

す。 こ の手順を使用する こ と によ り 、 そのアプ リ ケーシ ョ ンで ^SP コマン ド

を使用する こ と が適切であ るかど う かを判断でき ます。 

最初の ^SP コマン ド までのラベル ・ フ ォーマ ッ ト を送信し た ら、 印刷が停止

する まで次のセグ メ ン ト を送信するのを待ちます。印刷された ラベルは最悪の
印字品質のサンプルにな り ます。異常のあ る フ ィ ール ド はすべて ド ロ ッ プされ
ます。

上記の手順を使用し た場合、 ラベル・ フ ォーマ ッ ト の終わ り は次のよ う にな り
ます。

^SP#^FS

フォーマッ ト  ^SPa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 
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^SP
パラメータ 詳細

a = 印刷を開始

する ド ッ ト 行

有効値 ： 0 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： 0

例 • 次の例では、 長さ が 800 ド ッ ト 行の ラベルで ^SP500 を使用し ていま

す。 セグ メ ン ト  1 は、 セグ メ ン ト  2 のコマン ド の受信 / フ ォーマ ッ ト 中に印

刷されます。 
 

Label Segment 2

Label Segment 1

Dot position 800

Dot position 500

Dot position 0
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^SQ
^SQ
ZebraNet Alert の停止

説明 ^SQ コマン ド は、 ZebraNet Alert オプシ ョ ンの停止に使用し ます。

フォーマッ ト  ^SQa,b,c
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^SQ
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 状態タ イプ 有効値 ：

A = 用紙切れ

B = リ ボン切れ

C = 印刷ヘッ ド過剰高温

C = 印刷ヘッ ド過剰低温

E = ヘッ ド ・ オープン

C = 印刷ヘッ ド過剰高温

G = リ ボンあ り 警告 （ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード ）

H = 巻き取 り がフル

I = デフ ォル ト ・ プ リ ン タ

J = 切 り 取 り エラー

K = プ リ ン タ ・ ポーズ

L = PQ ジ ョ ブ完了

M = ラベル剥離

N = ヘッ ド ・ エレ メ ン ト な し

O = ZBI （Zebra BASIC Interpreter） ラ ン タ イ ム ・ エラー

P = ZBI （Zebra BASIC Interpreter） 強制エラー

Q = 電源オン

R = すべてのエラー

* = すべての状態に対 し て ア ラ ー ト を 止め る ワ イ ル ド

カード
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b = 宛先 有効値 ：

A = シ リ アル ・ ポー ト

B = パラ レル ・ ポー ト

C = 電子 メ ールア ド レ ス

D = TCP/IP
E = UDP/IP

F = SNMP ト ラ ッ プ

* = すべての宛先に対 し て ア ラ ー ト を 止め る ワ イ ル ド

カード

c = メ ッ セージ の

停止

有効値 ： Y （ メ ッ セージの停止） または N （ メ ッ セージの

開始）

デフ ォル ト 値 ： Y

パラメータ 詳細
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^SR
^SR
印刷ヘッ ドの抵抗値の設定

説明 ^SR コマン ド を使用する と 、 印刷ヘッ ド の抵抗値を設定でき ます。

フォーマッ ト  ^SR####

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  印刷ヘッ ド の損傷を防ぐため、 こ の値は使用し ている印刷ヘッ ド で
示されている値以下であ る必要があ り ます。高い値を設定する と、印刷ヘッ ド
が損傷するおそれがあ り ます。

パラメータ 詳細

#### = 抵抗値

（4 桁の数値）

有効値 ：  0488 ～ 1175

デフ ォル ト 値 ： 最後に永久保存された値

注記 • 新しいモデルではヘッ ド の抵抗値は自動的に設定されます。
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^SS
^SS
メディア ・ センサーの設定

説明 ^SS コマン ド は、用紙のキ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で設定された用紙、ウ ェ

ブ、 リ ボン、 およびラベル長の値の変更に使用し ます。 用紙のキ ャ リ ブレー
シ ョ ン処理は、 ご使用のプ リ ン タのユーザー ・ ガイ ド で説明されています。

フォーマッ ト  ^SSw,m,r,l,m2,r2,a,b,c

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

w = ウ ェブ

（3 桁の値）

有効値 ：  000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： 用紙センサー ・ プロ フ ィ ールま たは設定ラ
ベルに示された値

m = 用紙

（3 桁の値）

有効値 ：  000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： 用紙センサー ・ プロ フ ィ ールま たは設定ラ
ベルに示された値

r = リ ボン

（3 桁の値）

有効値 ： 001 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： 用紙センサー ・ プロ フ ィ ールま たは設定ラ
ベルに示された値

l= ラベル長 （ド ッ

ト 数で表す 4 桁の

値）

有効値 ： 0001 ～ 32000

デフ ォル ト 値 ： キ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で計算された値

m2 = 用紙 LED
 光力 （3 桁の値）

有効値 ： 000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： キ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で計算された値

r2 = リ ボン LED
光力 （3 桁の値）

有効値 ： 000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： キ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で計算された値
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生成される用紙と センサーのプロ フ ィ ールは、 プ リ ン タ間で異な り ます。

コ メン ト  m2 と  r2 パラ メ ータは、Stripe® S-300 と  S-500 のプ リ ン タには影響

し ません。

パラ メ ータの最大値は、使用するプ リ ン タ ・ プラ ッ ト フ ォームによ って異な り
ます。

a = マーク検知

（3 桁の値）

有効値 ： 000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： キ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で計算された値

b = マーク用紙

検知 （3 桁の値）

有効値 ：  000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： キ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で計算された値

c = マー ク  LED
検知 （3 桁の値）

有効値 ： 000 ～ 100

デフ ォル ト 値 ： キ ャ リ ブレーシ ョ ン処理で計算された値

例 • 次は用紙センサー ・ プロ フ ィ ールの例です。 000 ～ 100 の数値に並んで

WEB、 MEDIA、 RIBBON が表示されています。 また、 縦方向には黒い突起

状の図形が表示されています。 これは、 プ リ ン タが用紙 - ウ ェブ - 用紙への

移行を検知し た部分を表し ています。 

パラメータ 詳細
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^ST
^ST
日付と時刻の設定 （リアル ・ タイム ・ クロック用）

説明 ^ST コマン ド は、 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ ク の日付と 時刻を設定し ます。

フォーマッ ト  ^STa,b,c,d,e,f,g 

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 月 有効値 ： 01 ～ 12

デフ ォル ト 値 ： 現在の月

b = 日 有効値 ： 01 ～ 31

デフ ォル ト 値 ： 現在の日

c = 年 有効値 ： 1998 ～ 2097

デフ ォル ト 値 ： 現在の年

d = 時間 有効値 ：  00 ～ 23

デフ ォル ト 値 ： 現在の時間

e = 分 有効値 ：  00 ～ 59

デフ ォル ト 値 ： 現在の分

f = 秒 有効値 ：  00 ～ 59

デフ ォル ト 値 ： 現在の秒

g = フ ォーマ ッ ト 有効値 ：

 A = a.m.
 P = p.m.

M = 24 時間式

デフ ォル ト 値 ： M
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^SX
^SX
ZebraNet Alert の設定

説明 ^SX コマン ド は、 ZebraNet Alert システムの設定に使用し ます。

フォーマッ ト  ^SXa,b,c,d,e,f
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^SX
次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

a = 状態タ イプ 有効値 ：

A = 用紙切れ

B = リ ボン切れ

C = 印刷ヘッ ド過剰高温

C = 印刷ヘッ ド過剰低温

E = ヘッ ド ・ オープン

F = 電源過剰高温

G = リ ボンあ り 警告 （ダ イ レ ク ト ・ サーマル ・ モード ）

H = 巻き取 り がフル

I = デフ ォル ト ・ プ リ ン タ

J = 切 り 取 り エラー

K = プ リ ン タ ・ ポーズ

L = PQ ジ ョ ブ完了

M = ラベル剥離

N = ヘッ ド ・ エレ メ ン ト な し

O = ZBI （Zebra BASIC Interpreter） ラ ン タ イ ム ・ エラー

P = ZBI （Zebra BASIC Interpreter） 強制エラー

Q = 電源オン

R = すべてのエラー

デフ ォル ト 値 ： パラ メ ータが欠落し ているか無効な場合は、
こ のコマン ド は無視されます。

b =  ルーテ ィ ング

先ア ラー ト

有効値 ：

A = シ リ アル ・ ポー ト

B* = パラ レル ・ ポー ト  
C = 電子 メ ールア ド レ ス
D = TCP/IP
E = UDP/IP
F = SNMP ト ラ ッ プ

デフ ォル ト 値 ： パラ メ ータが欠落し ているか無効な場合は、
こ のコマン ド は無視されます。

* 双方向通信を必要と し ます。
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コ メン ト  上の SNMP ト ラ ッ プの例では、 255.255.255.255 を入力する と ネ ッ ト

ワー ク上のすべての SNMP マネージ ャ に通知がブ ロー ド キ ャ ス ト さ れます。

デバイ ス を単一の SNMP マネージ ャにルーテ ィ ングするには、 特定のア ド レ

ス （123.45.67.89） を入力し ます。

c = こ の宛先への

条件設定 ア ラー ト
を有効にする

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： Y または前に設定された値

d = こ の宛先への

条件ク リ ア ア ラー
ト を有効にする

有効値 ： Y （はい） または N （いいえ）

デフ ォル ト 値 ： N または前に設定された値

e と  f のパ ラ メ ータ は宛先に基づ く サブオプシ ョ ンです。

サブオプシ ョ ンが欠落し ているか無効な場合は、 これら の
パラ メ ータは無視されます。

e = 宛先設定 有効値 ：

イ ン ターネ ッ ト 電子 メ ール・ア ド レ ス （user@company.com
など）

IP ア ド レ ス （10.1.2.123 など）

SNMP ト ラ ッ プ

IP または IPX ア ド レ ス

f = ポー ト 番号 有効値 ：

TCP ポー ト 番号 （0 ～ 65535）

UPD ポー ト 番号 （0 ～ 65535）

例 
シ リ アル ： ^SXA,A,Y,Y

パラ レル ： ^SXA,B,Y,Y

電子 メ ール ： ^SXA,C,Y,Y,admin@company.com

TCP ： ^SXA,D,Y,Y,123.45.67.89,1234

UDP ： ^SXA,E,Y,Y,123.45.67.89,1234

SNMP ト ラ ッ プ ： ^SXA,F,Y,Y,255.255.255.255

パラメータ 詳細
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^SZ
^SZ
ZPL の設定

説明 ^SZ コマン ド は、 プ リ ン タで使用するプロ グ ラ ミ ング言語の選択に使用

し ます。 こ のコマン ド によ り 、 ZPL と  ZPL II の両方のフ ォーマ ッ ト のラベル

を印刷でき ます。

こ のコマン ド は、 別の ^SZ コマン ド がプ リ ン タに送信されるか、 プ リ ン タの

電源を切る までア ク テ ィ ブです。

フォーマッ ト  ^SZa

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  パラ メ ータが欠落し ているか無効な場合は、 こ のコマン ド は無視さ
れます。

パラメータ 詳細

a = ZPL 
バージ ョ ン

有効値 ：

1 = ZPL 
2 = ZPL II

デフ ォル ト 値 ： 2
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~TA
~TA
切り取り位置の調整

説明 ~TA コマン ド を使用する と、 ラベル印刷後の用紙の静止位置を調整でき

ます。 ラベルはこの位置で切 り 取られます。 

フォーマッ ト  ~TA###

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  パラ メ ータが欠落し ているか無効な場合は、 こ のコマン ド は無視さ
れます。

 ! 重要 • 以下はこのコマン ド に関する注意点です。

• 600 dpi プリンタの場合は、 ステップ ・ サイズが倍になります。

• 文字数が 3 文字よ り 少ないと、 このコマンドは無視されます。

パラメータ 詳細

### = 用紙の静止

位置の変更

重要 • ド ッ ト 行数
を表す 3 桁の値を

使用する必要があ
り ます。

有効値 ： -120 ～ 120

デフ ォル ト 値 ： 最後に永久保存された値
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^TO
^TO
オブジェク ト ・ コピー

説明 ^TO コマン ド は、 オブジェ ク ト またはオブジェ ク ト のグループを  1 つの

ス ト レージ ・デバイ スから別のス ト レージ ・デバイ スにコ ピーする場合に使用
し ます。 PC で使用する コ ピー機能と同様です。

コ ピー元と コ ピー先のデバイ スの指定が必要で、それらが異なるデバイ スであ
る こ と、および指定のア ク シ ョ ンに対し て有効であ る こ と が必要です。無効な
パラ メ ータ を指定する と このコマン ド は無視されます。

アステ リ ス ク （*） は、 オブジェ ク ト 名と拡張子のワ イル ド カード と し て使用

でき ます。 た と えば、 ZEBRA.* や *.GRF は ^TO コマン ド で使用でき る有効な

形式です。

コ ピー元パラ メ ータ （d、 o、 または x） およびコ ピー先パラ メ ータ （s, o、 x）

をそれぞれ少な く と も  1 つ指定する必要があ り ます。 ^TO し か入力し なかっ

た場合は、 このコマン ド は無視されます。

フォーマッ ト  ^TOd:o.x,s:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 保存 さ れたオ

ブ ジ ェ ク ト の コ
ピー元デバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： ド ラ イバを指定し ない と、 パラ メ ータ  s で
設定された ド ラ イ ブにすべてのオブジ ェ ク ト がコ ピーされ
ます。

o = 保存 さ れたオ

ブジェ ク ト 名

有効値：Zebra の規則に準拠し た既存のすべてのオブジェ ク

ト

デフ ォル ト 値： 名前を指定し ない場合 * が使用されます。す

なわち、 すべてのオブジェ ク ト が選択されます。
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コ メン ト  パラ メ ータ  o、x、および s ではワ イル ド カード （*） の使用がサポー

ト されています。

コ ピー先デバイ スにコ ピーするオブジ ェ ク ト を保存する ために十分な空き容
量がない場合、 このコマン ド はキ ャ ンセルされます。

Zebra フ ァ イル （Z:*.*） はコ ピーでき ません。 これらのフ ァ イルの著作権は 
Zebra Technologies が所有し ています。

x = 拡張子 有効値 ： Zebra の規則に準拠し たすべての拡張子

デフ ォル ト 値： 拡張子を指定し ない場合 * が使用されます。

すなわち、 すべての拡張子が選択されます。

s = 保存 さ れたオ

ブ ジ ェ ク ト の コ
ピー先デバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： コ ピー先を指定する必要があ り ます

o = コ ピー先のオ

ブジェ ク ト の名前

有効値 ： 最高 8 文字までの英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合、 既存のオブジ ェ ク

ト の名前が使用されます。

x = 拡張子 有効値 ： Zebra の規則に準拠し たすべての拡張子

デフ ォル ト 値 ： 拡張子を指定し ない場合、 既存のオブジ ェ

ク ト の拡張子が使用されます。

パラメータ 詳細
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^TO
オブジェク トのコピー

次は ^TO コマン ド の使用例です。 

DRAM にある ZLOGO.GRF というオブジェク ト を ZLOGO1.GRF という

名前に変更して、 オプシ ョ ンのメモリ ・ カードにコピーするには、 次
のフォーマッ ト を使用します。

^XA
^TOR:ZLOGO.GRF,B:ZLOGO1.GRF
^XZ

メモリ ・ カードにある SAMPLE.GRF というオブジェク ト を同じ名前で 
DRAM にコピーするには、 次のフォーマッ ト を使用します。

^^XA
^TOB:SAMPLE.GRF,R:SAMPLE.GRF
^XZ
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^TO
複数オブジェク トのコピー

アステ リ ス ク （*） を使用する と、 複数のオブジェ ク ト ・ フ ァ イル （*.FNT 以
外） を  DRAM か ら メ モ リ ・ カー ド にコ ピーする こ と ができ ます。 た と えば、

ロ ゴを含んだ複数のオブジェ ク ト ・ フ ァ イルがあ る と し ます。 これらのフ ァ イ
ルは、 LOGO1.GRF、 LOGO2.GRF、 および LOGO3.GRF だ と し ます。

これらのフ ァ イルをすべて、LOGO ではな く て NEW と い う 名前を使って メ モ

リ ・ カー ド にコ ピーするには、 コ ピー ・ コ マン ド で NEW と  LOGO の後にア

ステ リ ス ク を挿入し ます。 これによ り 、 1 つのコ マン ド で LOGO で始ま るす

べてのフ ァ イルがコ ピーされます。

^XA
^TOR:LOGO*.GRF,B:NEW*.GRF
^XZ

複数フ ァ イルのコ ピー中、大きすぎて メ モ リ ・ カード に保存でき ないフ ァ イル
はスキ ッ プされます。残 り のすべてのフ ァ イルのコ ピーが試みられます。容量
の制約内で保存でき るすべてのフ ァ イルがコ ピーされ、保存でき ないフ ァ イル
は無視されます。
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~WC
~WC
設定ラベルの印刷

説明 ~WC コマン ド は、 プ リ ン タ設定ラベルの生成に使用し ます。 プ リ ン タ設

定ラベルには、 センサー ・ タ イプ、 ネ ッ ト ワーク  ID、 ZPL モード、 フ ァーム

ウ ェア ・ バージ ョ ン、 および R:、 E:、 B:、 A: デバイ スに関する記述データ

など、 プ リ ン タのセ ッ ト ア ッ プに関する情報が含まれます。

フォーマッ ト  ~WC
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~WC
コ メン ト  このコマン ド はプ リ ン タがア イ ド ル状態の場合にのみ機能し ます。
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^WD
^WD
ディレク ト リ ・ ラベルの印刷

説明 ^WD コマン ド は、 ラベル ・ リ ス ト ・ バー ・ コード 、 DRAM に保存された

オブジェ ク ト 、 またはフ ォ ン ト などの印刷に使用し ます。

バー ・ コードの場合、 バー ・ コード名がリストされます。 フォントの場合、 フォント
名、 ^Af コマンドで使用する数値、 およびサイズがリストされます。 DRAM に保存

されたオブジェクトの場合、 オブジェクト名、 拡張子、 サイズ、 およびオプション ・
フラグがリストされます。 すべてのリストは 2 重線のボックスで囲まれています。

フォーマッ ト  ~WDd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = ソ ースのデバ

イ ス （オプシ ョ ン）

有効値 ： R:、 E:、 B:、 A: および Z:

デフ ォル ト 値 ： R:

o = オブジェ ク ト

名 （オプシ ョ ン） 
有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： * 

? （疑問符） の使用も可能です。
340  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZPL II のコマン ド
^WD
x = 拡張子

（オプシ ョ ン）

有効値 ： Zebra の規則に準拠し たすべての拡張子

.FNT = フ ォ ン ト

.BAR = バー ・ コード

.ZPL = 保存された ZPL フ ォーマ ッ ト

.GRF = GRF グ ラ フ ィ ッ ク

.CO   = メ モ リ ・ キ ャ ッ シ ュ

.DAT = フ ォ ン ト ・ エン コード

.BAS = ZBI プロ グ ラ ム

.STO = データ ・ ス ト レージ

.PNG = PNG グ ラ フ ィ ッ ク

  *     = すべてのオブジェ ク ト

デフ ォル ト 値 ： * 

? （疑問符） の使用も可能です。

例 1 • DRAM にあ るオブジ ェ ク ト をすべて リ ス ト し た ラベルを印刷するに

は、 次のよ う に入力し ます。

^XA
^WDR:*.*
^XZ

例 2 • 常駐するすべてのバー ・ コー ド を リ ス ト し た ラベルを印刷するには、
次のよ う に入力し ます。

^XA
^WDZ:*.BAR
^XZ

例 3 • 常駐するすべてのフ ォ ン ト を リ ス ト し た ラベルを印刷するには、次の
よ う に入力し ます。

^XA
^WDZ:*.FNT
^XZ

パラメータ 詳細
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^XA
^XA
開始フォーマッ ト

説明 ^XA コマン ド は、 ZPL II コード の先頭に使用し ます。 これは新しいラベ

ル・ フ ォーマ ッ ト の始めを表す左ブラ ケ ッ ト です。 このコマン ド の代わ り に単
一の ASCII コ ン ト ロール文字 STX （Control-B、 16 進 02） を使用する こ と も で

き ます。

フォーマッ ト  ^XA

コ メン ト  有効な ZPL フ ォーマ ッ ト では、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト が ^XA コマン

ド で始ま り 、 ^XZ コマン ド で終わる こ と が必要です。 
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^XB
^XB
バックフ ィードの抑制

説明 ^XB コマン ド は、 現在のプ リ ン タ ・ モー ド によ り 、 切 り 取 り 位置までの

用紙のフ ィ ード を抑制し ます。 フ ィ ード が発生し ない場合、次のラベルの印刷
前のバッ ク フ ィ ード は不要と なる ため、 スループ ッ ト が改善されます。 ラベル
のバッ チを印刷する場合、最後のラベルにはこのコマン ド を含めないよ う にし
て く ださい。

フォーマッ ト  ^XB

切り取りモードの ^XB

標準操作 ： バッ ク フ ィ ード、 印刷、 切 り 取 り 位置までフ ィ ード

^XB 操作 ： 印刷 （巻き取 り モード ）

剥離モードの ^XB

標準操作 ： バッ ク フ ィ ード、 印刷、 切 り 取 り 位置までフ ィ ード

^XB 操作 ： 印刷 （巻き取 り モード ）
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^XF
^XF
フォーマッ ト呼び出し .

説明 ^XF コマン ド は保存されたフ ォーマ ッ ト を呼び出し、 変数データ と結合

でき ます。 1 つのフ ォーマ ッ ト で、 複数の ^XF コ マン ド を使用する こ と がで

き、 コード 内の任意の位置に配置でき ます。

保存されたフ ォーマ ッ ト を呼び出し て、 ^FN （フ ィ ール ド番号） 機能を使用し

てデータ を結合する際、データ を正し く 結合する ためには、呼び出しのフ ォー
マ ッ ト に ^FN コマン ド が含まれている必要があ り ます。

保存されたフ ォーマ ッ ト を使用する と送信時間は短縮されますが、フ ォーマ ッ
ト にかかる時間は短縮されません。 呼び出される  ZPL II フ ォーマ ッ ト はテキ

ス ト ・ ス ト リ ング と し て保存される ため、印刷時にフ ォーマ ッ ト する必要があ
り ます。

フォーマッ ト  ^XFd:o.x

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 保存 さ れた イ

メ ージ の ソ ー ス ・
デバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： 検索優先順序 （R:、 E:、 B:、 および A:）

o = 保存 さ れた イ

メ ージの名前

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 l 固定値 ： ZPL
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^XF
例 •  次は、^XF コマンドを使用して DRAM からフォーマット STOREFMT.ZPL を
呼び出し、 ^FN フィールドに新しい参照データを挿入する例です。

^XA
^XFR:STOREFMT.ZPL^FS
^FN1^FDZEBRA^FS
^FN2^FDLABEL^FS
^XZ

ZPL II CODE GENERATED LABEL
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^XG
 ^XG
グラフ ィ ックの呼び出し .

説明 ^XG コマン ド は、 1 つまたは複数のグ ラ フ ィ ッ ク ・ イ メ ージを呼び出し

て印刷する ために使用し ます。 このコマン ド は、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト で使用
し、 会社のロ ゴなどのグ ラ フ ィ ッ ク ス をテキス ト ・ データ と 結合し、 完全な ラ
ベルを作成でき ます。

イ メ ージは、各フ ォーマ ッ ト で必要に応じ て何度でも呼び出し、サイ ズ変更で
き ます。 その他のイ メ ージ とデータ も フ ォーマ ッ ト に追加でき ます。

フォーマッ ト  ^XGd:o.x,mx,my

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

パラメータ 詳細

d = 保存 さ れた イ

メ ージ の ソ ー ス ・
デバイ ス

有効値 ： R:、 E:、 B:、 および A:

デフ ォル ト 値 ： 検索優先順序 （R:、 E:、 B:、 および A:）

o = 保存された

イ メ ージの名前

有効値 ： 1 ～ 8 文字の英数字

デフ ォル ト 値 ： 名前を指定し ない場合は UNKNOWN が使

用されます。

x = 拡張子 l 固定値 ： .GRF

mx = x 軸上の

倍率係数

有効値 ： 1 ～ 10

デフ ォル ト 値 ： 1

my = y 軸上の

倍率係数

有効値 ： 1 ～ 10

デフ ォル ト 値 ： 1
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^XG
例 • 次は、̂ XG コマン ド を使用し て DRAM から イ メ ージ  SAMPLE.GRF  を
呼び出し、5 つの異な るサイ ズで 5 つの異な る場所に同じ ラベルを印刷する

例です。

^XA
^FO100,100^XGR:SAMPLE.GRF,1,1^FS
^FO100,200^XGR:SAMPLE.GRF,2,2^FS
^FO100,300^XGR:SAMPLE.GRF,3,3^FS
^FO100,400^XGR:SAMPLE.GRF,4,4^FS
^FO100,500^XGR:SAMPLE.GRF,5,5^FS
^XZ
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^XZ
^XZ
終了フォーマッ ト

説明 ^XZ コマン ド は終わ り を表す右ブ ラ ケ ッ ト です。 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト

の終わ り を意味し ます。 このコマン ド を受け取る と ラベルが印刷されます。 こ
のコマン ド は、 単一の ASCII コ ン ト ロール文字 ETX （Control-C、 16 進 03） を

発行する こ と も でき ます。

フォーマッ ト  ^XZ

コ メン ト  有効な ZPL フ ォーマ ッ ト では、 ラベル ・ フ ォーマ ッ ト が ^XA コマン

ド で始ま り 、 ^XZ コマン ド で終わる こ と が必要です。
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^ZZ
^ZZ
プリンタ ・ スリープ

説明 ^ZZ コマン ド は、 プ リ ン タ をア イ ド ルまたはシ ャ ッ ト ダウ ン ・ モード に

し ます。

フォーマッ ト  ^ZZt,b

次の表では、 このフ ォーマ ッ ト のパラ メ ータ を示し ます。 

コ メン ト  ^ZZ コマン ド は PA400 と  PT400 バッ テ リ 電源式のプ リ ン タでのみ有

効です。

パラメータ 詳細

t = シ ャ ッ ト ダ ウ

ン前の秒数 （ア イ
ド ル時間）

有効値 ： 0 ～ 999999 （0 に設定する と、 自動シ ャ ッ ト ダウ

ンが無効にな り ます）

デフ ォル ト 値 ： 最後に永久保存された値または 0

b = シ ャ ッ ト ダ ウ

ン時のステータ ス

有効値 ：

Y = ラ ベルがまだキ ューにあ る と き にシ ャ ッ ト ダ ウ ンす

る こ と を意味し ます。

N = シ ャ ッ ト ダ ウ ン前にすべての ラベルを印刷する必要

があ る こ と を意味し ます。

デフ ォル ト 値 ： N
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^ZZ
350  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZBI コマンド

この項には、 ZPL のコマン ド のアルフ ァベッ ト 順の リ ス ト が含まれます。 ZBI
コード が認識されるかど う かは、ご使用のフ ァーム ウ ェアのバージ ョ ンによ っ
て決ま り ます。

この項のテキ ス ト は、 次の見出しの下に編成されています。

説明  この見出しの項では、 コマン ド の使用方法、 その機能、 およびその特徴
などの説明を提供し ます。

フォーマッ ト   フ ォーマ ッ ト では、 コマン ド の編成方法や、 含まれるパラ メ ー
タについて説明し ます。 た と えば、 AUTONUM コマン ド は自動付番オプシ ョ ン

を開始し ます。 このコマン ド のフ ォーマ ッ ト は AUTONUM <A>,<B> です。<A>
と  <B> はこ のコマン ド のパラ メ ータで、 ユーザーが決定する値によ って置換

されます。

パラメータ   コ マン ド の機能を さ ら に特定する ために定義で き る値が コ マン
ド に含まれ る 場合、 それ ら は こ の見出 し の下に リ ス ト さ れます。 引 き 続き

AUTONUM の例を使用し ますが、 <A> パラ メ ータは次のよ う に定義されます。

<A> = 自動付番シーケン スの開始に使用する数値

例  コ ンテキ ス ト を示すこ と に よ っ て コ マン ド を最 も明確に説明で き る場合
は、 ZPL コード の例が提供されます。 パラ メ ータ、 入力する正確なコード、 ホ

ス ト か ら返さ れたデータ な どのテキ ス ト が見分けやすい Courier フ ォ ン ト

で印刷されます。
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例では、 > 記号は入力する コード のラ イ ンを示し ます。

コ メン ト   この項は、 プロ グ ラ マに と って貴重な注記、 コマン ド相互作用に関
する警報、考慮の必要があ る コマン ド固有の情報などのために予約されていま
す。 コ メ ン ト の例 ： 「これはプロ グ ラ ム ・ コマン ド であ る ため、 ラ イ ン番号が
前に示される必要があ り ます。」 

例 • AUTONUM コード の例 ：

AUTONUM 10,5
10 PRINT "HELLO WORLD"
15 GOTO 10
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AND

説明  AND ステー ト メ ン ト は論理演算子です。 両方の式が真であ る場合に結果

は真と な り 、 それ以外の場合は偽と な り ます。

フォーマッ ト   < 論理式 > AND < 論理式 >

コ メン ト   これは論理式と一緒に使用する論理演算子です。

Arrays

説明  配列は、 プロ グ ラ ムで使用する値の集合です。 配列には次の特徴があ り
ます。

• 配列には、 整数変数と ス ト リ ング変数の両方を使用でき ます。 
• 配列イ ンデッ ク スには括弧を使ってア ク セスでき ます。 
• 配列イ ンデッ ク スは、 1 で始ま り 、配列の長さで終わ り ます （た と えば、変

数 3 は変数配列の 3 番目の位置にあ る値を返し ます）。 
• 1 次元と  2 次元の配列を使用でき ます。2 次元配列は、括弧内のカンマで区

切った 2 つのイ ンデッ ク スで参照されます。

• 配列は、 元の配列を破壊する  DECLARE を呼び出すこ と によ ってのみ次元

変更する こ と ができ ます。 
• 配列サイ ズは、割 り 当て られた メ モ リ ・ ヒ ープによ ってのみ制限されます。 
• 配列を割 り 当て る こ と がで き ない場合、 エ ラ ー ・ メ ッ セージ （Error:
Heap overflow.） が表示されます。 

• 制限範囲を超え る 配列にア ク セ ス し よ う と す る と、 エ ラ ー メ ッ セージ

（Error: Invalid array access） が表示されます。 . 

AUTONUM

説明  このコマン ド は、 連番のプロ グ ラ ム ・ ラ イ ン番号を自動生成し ます。 こ
の機能は、現在のラ イ ン番号を上書き し て希望の対話モード ・ コマン ド を入力
するか、 ラ イ ンを空白にする こ と によ って無効にでき ます。

フォーマッ ト   AUTONUM A,B
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パラ メ ータ ：

A = 自動付番シーケン スの開始に使用する数値

B = 新しいラ イ ン番号間の自動増分

コ メン ト   2 つの ラ イ ンは AUTONUM のパラ メ ータによ って自動的に開始さ れ

ます。 こ こ では、 最初のラ イ ンは 10 で開始され、 後続のラ イ ンはそれぞれ 5
ずつ増分されていき ます。

これは対話式コマン ド で、 プ リ ン タで受信される と同時に実行されます。

Boolean Expression

説明  論理式では 0 （ゼロ） が偽、 ゼロ以外が真と されます。

フォーマッ ト   < ス ト リ ング式 > < 論理比較 > < ス ト リ ング式 >

<# 式 > < 論理比較 > <# 式 >

(< 論理式 >)

コ メン ト   # は数式を意味し ます。 数式は、 ス ト リ ング式と は比較でき ません。

比較を試みる と エ ラー ・ メ ッ セージ （Error: Poorly formed expression.） が表示

されます。

数式は、 値 0 （ゼロ） が偽をゼロ以外が真を表す論理式の代わりに使用できます。

<、 <=、 >、 >=、 = の優先順位は、 すべて同じで、 その後に NOT、 AND、 OR が
この順序で続き ます。 同じ優先順位のア イ テムは左から右へと処理されます。

例 • 次の例は、 開始ラ イ ン番号と新しい行間の増分を指定し た例です。 
AUTONUM 10,5
10 PRINT "HELLO WORLD"
15 GOTO 10 
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BREAK

説明  こ のコマン ド は、 DEBUG 機能がア ク テ ィ ブな場合にのみ使用でき ます。

DEBUG がオンの場合に BREAK によ って処理が停止されます。RUN はプロ グ ラ

ムを初めから開始し ます。 RESTART を使用する と、 停止し た所からプロ グ ラ

ムを再開でき ます。

フォーマッ ト   BREAK

コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

Channels

説明  I/O コマンドはチャネルに対して発行し、 コマンドを特定のポートに適用する

ことができます。 データ入力ポートは、 ZBI インタープリタを開始する ZPL コマンド

によって指定されます。 すべての対話式通信はこのポートを介して行われます。

フォーマッ ト   #< チャネル式 >

パラ メ ータ ：

#< チャネル式 >

有効値 ： 0 ～ 9

デフ ォル ト 値 ： 0

CLOSE

説明  このコマン ド は、 使用中の特定のポー ト を閉じ る ために実装されていま
す。チャネル上でポー ト が開いている場合、CLOSE コマン ド を入力する と ポー

ト は閉じ られ、 ZPL バッ フ ァ と の通信に戻 り ます。

フォーマッ ト   CLOSE < チャネル式 >

パラ メ ータ ：

< チャネル式 >

有効値 ： 0 ～ 9 

デフ ォル ト 値 ： 使用されません。
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コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

CLRERR

説明  このコマン ド は、 エラー ・ フ ラ グを ク リ アする メ ッ セージをプ リ ン タに
送信し ます。 エラーが永久的な も のでなければ、 エラー ・ フ ラ グは リ セ ッ ト さ
れます。

フォーマッ ト   10 CLRERR

コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

CTRL-C

説明  03 をポー ト  0 に送信するか、 Ctrl キーを押し ながら  C を押すと、 現在実

行中の ZBI プロ グ ラ ムがすべて終了されます。

DEBUG

説明  DEBUG がオンの場合、 TRACE と  BREAK オプシ ョ ンが有効にな り ます。

DEBUG がオフの場合、 TRACE と  BREAK オプシ ョ ンは無効にな り ます。

フォーマッ ト   DEBUG <ON/OFF>

パラ メ ータ ：

<ON/OFF> = デバッ グ ・ モード のオン / オフ を切 り 替える

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

例 • 次はチャネル 1 を閉じ る例です。

>CLOSE #1
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Declaration

説明  宣言に共通する特徴は次の とお り です。

• 変数の名前は、 通常 ZBI プロ グ ラ ムの冒頭で設定されます。 宣言する と整

数変数は 0 の初期値に設定されます。 宣言する と ス ト リ ング変数は空のス

ト リ ング （“ ”） を初期値と し て設定されます。 
• 前に宣言された変数は、明示的宣言によ って削除され再割 り 当て されます。 
• 黙示的な宣言では、 前に定義されていない変数名が使用されます。 こ の変

数の値は定義されていません。 
• 非配列ス ト リ ング変数と整数変数は、黙示的にも明示的にも宣言でき ます。 
• 配列は明示的に定義する必要があ り ます。

DECLARE

説明  これは変数を宣言する明示的方法で、 通常はプロ グ ラ ムの冒頭で実行さ
れます。配列は、割 り 当てる配列サイ ズの数式の前後に括弧を挿入し て指定し
ます。

フォーマッ ト   DECLARE < タ イプ > < 変数名 > [,< 変数名 >]*

パラ メ ータ ：

< データ型 > = 数値型またはス ト リ ング型

< 変数名 > = 宣言する変数 （配列であ る可能性も あ り ます） 
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コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

DELETE

説明  このコマン ド は、 プ リ ン タの メ モ リ から指定のフ ァ イルを削除し ます。 

フォーマッ ト   DELETE <" フ ァ イル名 ">

パラメータ   <" フ ァ イル名 "> = 削除する フ ァ イルの名前ド ラ イブの場所と

フ ァ イル名は引用符で囲む必要があ り ます。

 

コ メン ト   これは対話式コマン ド で、 プ リ ン タで受信される と同時に実行され
ます。

例 • 次は 変数を宣言する例です。

10 DECLARE NUMERIC A !Declare an integer
20 DECLARE STRING A$ !Declare a string
30 DECLARE NUMERIC My_Array(10) !Declare an integer 
array of size 10
40 DECLARE STRING My_Str_Array$(10) !Declare a string 
array with 10 strings
50 DECLARE NUMERIC A, B(10), C !Declare multiple integer 
variables
60 DECLARE STRING A$, B$, C$ !Declare multiple string 
variables
70 DECLARE STRING A2D$(5,5) !Declare A2-D array 

例 • 次はプ リ ン タ ・ メ モ リ から指定のフ ァ イルを削除する例です。

>DELETE "E:PROGRAM1.BAS"
358  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZBI コマン ド
DIR

説明  このコマン ド をフ ィ ルタ を含まずに使用する と、 プ リ ン タ内のすべての
メ モ リ の場所に常駐するすべての ZBI プロ グ ラ ムが リ ス ト されます。

フ ィ ルタ を含める と、プ リ ン タで検索が限定されます。 ド ラ イブの場所を含め
る と、 プ リ ン タではその場所のみが検索されます。

アステ リ ス ク （*） はワ イル ド カード と し て使用されます。 ワ イル と カード （*）

を使用す る と、 特定の要求すべての事例を検出で き ま す。 た と えば、 DIR
"B:*.BAS" では、B: の メ モ リ で .BAS の拡張子を持つすべてのフ ァ イルが検

索されます。

フォーマッ ト   DIR [" フ ィ ルタ "]

パラメータ   [" フ ィ ルタ "] = ア ク セスする フ ァ イルの名前 （オプシ ョ ン） ド

ラ イブの場所と フ ァ イル名は引用符で囲む必要があ り ます。

コ メン ト   これは対話式コマン ド で、 プ リ ン タで受信される と同時に実行され
ます。

DO-LOOP

説明  ループの処理は DO ま たは LOOP ラ イ ンにあ る  <WHILE/UNTIL> 式に

よ って制御されます。

 ! 重要 • ユーザーが指定する部分は引用符で囲む必要があ り ます。 以下は、 ワ
イル ド カード （*） を使って、 B: の メ モ リ にあ るすべての .BAS フ ァ イルを

検索する方法を示し ています。

DIR "B:*.BAS"

ユーザーが指定する部分を引用符で囲む

メモリ

ファイル ・ タイプ

ワイルドカード
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WHILE ステー ト メ ン ト の処理は、 DO ラ イ ンで も  LOOP ラ イ ンで も同じ です。

論理式が評価され、 ステー ト メ ン ト が真の場合は、 DO ステー ト メ ン ト の後の

ラ イ ンで LOOP が続行されます。 それ以外の場合は、 対応する  LOOP の後のラ

イ ンが次に処理される ラ イ ンです。

UNTIL ステー ト メ ン ト の処理は、 DO ラ イ ンで も  LOOP ラ イ ンで も同じ です。

論理式が評価され、 ステー ト メ ン ト が偽の場合は、 DO ステー ト メ ン ト の後の

ラ イ ンで LOOP が続行されます。 それ以外の場合は、 対応する  LOOP の後のラ

イ ンが次に処理される ラ イ ンです。

<WHILE/UNTIL> が LOOP ラ イ ンにあ る場合、 論理式の評価の前にループの

BODY が実行されます。

DO ラ イ ンに も  LOOP ラ イ ンに も  <WHILE/UNTIL> ス テー ト メ ン ト がない場

合は、 ループは無期限に続行されます。

DO-LOOP はネス ト でき ますが、重なる こ と はでき ません。DO-LOOP コマン ド

には次の 2 つのフ ォーマ ッ ト があ り ます。

フォーマッ ト  1   

DO <WHILE/UNTIL> < 論理式 >

~~BODY~~

LOOP

形式例 1 • 次は、 DO-LOOP コマン ド を使用する例です。

10 DO WHILE A$="70"

20 INPUT A$

30 LOOP
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フォーマッ ト  2  
DO

~~BODY~~

LOOP <WHILE/UNTIL> < 論理式 >

コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

ECHO

説明  このコマン ド は、 コ ン ソール ・ モード が有効になっている場合に、 プ リ
ン タが文字を通信ポー ト にエコー ・ バ ッ クするかど う かを決定し ます。 ECHO
ON を入力する と、 キー操作の結果が画面に返されます。 ECHO OFF を入力す

る と、 キー操作の結果は画面に返されません。

フォーマッ ト   ECHO <ON/OFF>

パラメータ   <ON/OFF> = ECHO コマン ド のオン / オフを切 り 替える

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

END

説明  END コマン ド は、 現在実行されているプロ グ ラ ム をすべて終了し ます。

END コマン ド を受信する と、 イ ン タープ リ タは対話モード を返し ます。

フォーマッ ト   END

形式例 2 • 次は、 DO UNTIL LOOP コマン ド を使用する例です。

10 DO

20 INPUT A$

30 LOOP UNTIL A$="EXIT"
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コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

! (EXCLAMATION MARK)

説明  感嘆符は、 番号が付け られたプロ グ ラ ミ ング ・ ラ イ ンの最後にコ メ ン ト
を追加する ためのマーカーです。ラ イ ン またはコマン ド が処理される と  ! の後

にあ る テキ ス ト はすべて無視されます。 

フォーマッ ト   ![ コ メ ン ト ・ テキス ト ]

EXIT

説明  このコマン ド は、 DO ループおよび FOR ループを終了する ために使用し

ます。

フォーマッ ト   EXIT <DO/FOR>

コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

例 • 次は、 END コマン ド を使用する例です。 

10 PRINT "THIS PROGRAM WILL TERMINATE"

20 PRINT "WHEN THE END COMMAND IS RECEIVED"

30 END 

例 • 次は、 ! （コ メ ン ト ） コマン ド を使用する例です。

10 LET A=10 !Indicates number of labels to 
print
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FOR-LOOP

説明  FOR ループは最初の式の値に数値変数を割 り 当てます。NEXT ラ イ ンは、

その数値変数を  STEP の値で増分し ます。

数値変数が NEXT ラ イ ンで増分後 2 番目の式よ り も少ない場合、プロ グ ラ ムは

FOR ラ イ ンの後のラ イ ンで実行を継続し ます。

STEP 部分を省略する と、 STEP の値は 1 にな り ます。 ただし、 2 番目の式が

最初の式よ り も大きい場合は、 デフ ォル ト の ñ1 が使用されます。

フォーマッ ト   

FOR <# 変数 > = <# 式 > TO <# 式 >

STEP <# 式 >]

~~BODY~~

NEXT <# 変数 >

パラメータ   

<# 変数 > = 数値変数が使用される こ と を意味し ます。

<# 式 > = 数式が使用される こ と を意味し ます。

コ メン ト   FOR LOOP はネス ト する必要があ り ますが、 重なる こ と はでき ませ

ん。変数はネス ト し たループで再使用でき ません。 これはラ イ ン番号が前に示
されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

例 • 次は、 FOR LOOP コマン ド を使用する例です。

10 FOR X=1 TO 10 STEP 1

20 PRINT X; ":ZBI IS FUN"

30 NEXT X
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Functions

説明  このイ ン タープ リ タに組み込まれた関数は、 式でのみ使用でき ます。 関
数名では大文字と小文字を区別し ません。

入力パラ メ ータが存在する場合、括弧で囲みます。入力パラ メ ータが存在し な
い場合は、 括弧は使用し ません。 

関数で参照する変数の代わ り に、 同じ タ イプの関数または式を使用でき ます。
関数名が $ で終わる場合、 ス ト リ ング型の値が返されます。 それ以外の場合

は、 数値型の値が返されます。

間違った タ イ プのパラ メ ータ を指定する と、 Syntax Error （構文エ ラー） ま た

は Poorly formed expression error （無効な式のエラー） が返されます。

Integer Functions

以下に リ ス ト し た整数関数は、 数値型の値を返し ます。

DATE

この関数は現在の日付を  YYYYDDD の形式で返し ます。こ こ で、YYY は年、DDD
は年の初めから数えた日数です。 リ アルタ イ ム ・ ク ロ ッ クがイ ン ス ト ールされ
ていない場合は、 0 が返されます。 

例 • 次の例は、 現在の日付が 2003 年 1 月 1 日であ る と仮定し ています。

10 PRINT DATE
RUN

結果は次の と お り です。

2003001
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DATAREADY(A)

この関数は、 ポー ト  A でデータが準備完了し ている場合は 数字の 1 を、 デー

タがない場合は 0 を返し ます。 

LEN(A$)

この関数は、 ス ト リ ング A$ の長さ を返し ます。

例 • 次は、 ポー ト にデータがあ るかど う かを確認する例です。

10 PRINT DATAREADY(0)

RUN

待機中のデータがない場合、 結果は次の と お り です。

0

例 • 次の例では、 ス ト リ ングの長さ が文字数で示されています。 Hello 
World は 10 文字です。

10 LET A$="Hello World"

20 PRINT LEN(A$)

RUN

結果は次の と お り です。

11
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MAX(X,Y)

この関数は、X または Y の最大代数値を返し ます。X が Y よ り も大きい場合は

X の値が返されます。 X が Y よ り も小さい場合は Y が返されます。 

MAXLEN(V$)

この関数は、 ス ト リ ング V$ の最大長を返し ます。 これは常に 255 です。 こ の

値は、 V$ には左右されませんが、 ANSI 規格と の準拠のために必要です。 

例 • 次は、 MAX(X,Y) コマン ド を使用する例です。

10 LET A=-2

20 LET B=1

30 PRINT MAX(A,B)

RUN

結果は次の と お り です。

1

例 • 次は、 MAXLEN(V$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="Hello"

20 PRINT MAXLEN(A$)

RUN

結果は次の と お り です。

255
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MAXNUM

この関数は、こ のマシンで表すこ と のでき る最大値 2,147,483,647 を返し ます。 

MIN(X,Y)

この関数は、X または Y の最小代数値を返し ます。X が Y よ り も小さい場合は

X の値が返されます。 X が Y よ り も大きい場合は Y が返されます。

例 • 次は、 MAXNUM コマン ド を使用する例です。

10 PRINT MAXNUM

RUN

結果は次の と お り です。

2147483647

例 • 次は、 MIN(X,Y) コマン ド を使用する例です。

10 LET A=-2

20 LET B=0

30 PRINT MIN(A,B)

RUN 

結果は次の と お り です。

-2
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MOD(X,Y)

この関数は X モジュ ロ  Y （X/Y の残 り と同じ） を返し ます。

ORD(A$)

この関数は、 ス ト リ ング A$ の最初の文字の ASCII 値を返し ます。

例 • 次は、 MOD(X,Y) コマン ド を使用する例です。

10 LET A=9

20 LET B=2

30 LET C=-2

40 PRINT MOD(A,B)

50 PRINT MOD(C,A)

RUN

結果は次の と お り です。

1

-2

例 • 次は、 ORD(A$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="ABC"

20 PRINT ORD(A$)

RUN

結果は次の と お り です。

65

POS(A$,B$)
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この関数は、A$ で B$ が最初に発生する場所を返し ます。発生し ない場合、結

果は 0 です。 

POS(A$,B$,M)

この関数は、 A$ の M の位置から開始し て B$ が最初に発生する場所を返し ま

す。 発生し ない場合、 結果は 0 です。

例 • 次は、 ORD(A$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="ABCDD"

20 LET B$="D"

30 PRINT POS(A$,B$)

RUN

結果は次の と お り です。

4

例 • 次は、 POS(A$,B$,M) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="Hello World"

20 LET B$="o"

30 PRINT POS(A$,B$,6)

RUN

結果は次の と お り です。

8
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TIME

こ の関数は、 零時 （2400h） を過ぎた時間を秒数で返し ます。 リ アルタ イ ム ・

ク ロ ッ クがイ ン ス ト ールされていない場合は、 0 が返されます。 

VAL(A$)

この関数は、 A$ で表す数値型の値を返し ます。 変換は、 INPUT コマン ド と同

じ方法で行われます。 

例 • 次は、 TIME コマン ド を使用する例です。

10 PRINT TIME

RUN

時刻が零時 1 分だ と する と 、 結果は次の と お り です。

60

例 • 次は、 VAL(A$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="123"

20 LET C=VAL(A$)

30 PRINT C

RUN

結果は次の と お り です。

123
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String Functions

以下に リ ス ト し たス ト リ ング関数は、 ス ト リ ング型の値を返し ます。

CHR$(M)

この関数は、拡張 ASCII 表の M の位置の文字を返し ます。M の値と し て 255 よ
り も大きい値を使用する と、 255 に調整されます。 M を 0 にする こ と はでき ま

せん。 数字の 1 で置換されます。

DATE$

こ の関数は、 現在の日付を ス ト リ ング形式 YYYYMMDD で返し ます。 リ アルタ

イ ム ・ ク ロ ッ クがイ ン ス ト ールされていない場合は、 データは返されません。

例 • 次は、 CHR$(M) コマン ド を使用する例です。

10 LET A=97

20 PRINT CHR$(A)

30 PRINT CHR$(353) !Note that 353 is 
modulated to 97

RUN

結果は次の と お り です。

a

a

例 • 次は、 DATE$ コマン ド を使用する例です。

10 PRINT DATE$

RUN

日付が 2003 年 1 月 1 日だ と仮定する と、 結果は次の とお り です。

20030101
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EXTRACT$

この関数はス ト リ ングを返し ます。 

• 抽出元は、 ポー ト または変数ス ト リ ング名です。

• 開始ス ト リ ングは、 最初に出現し てコマン ド を ト リ ガする ス ト リ ングまた

は文字です。

• 終了ス ト リ ングは、 最後に出現し てコマン ド を終了する ス ト リ ングまたは

文字です。

EXTRACT$ コマン ド は、2 つの既知のポイ ン ト 間でデータ を取得する ために使

用し ます。 た と えば、 カンマ区切 り フ ァ イルのデータでは、 レ コード間に必ず
カンマがあ り ます。

 ! 重要 • EXTRACT$ コ マ ン ド が、 開始文字ま たは終了文字に遭遇す る前に、

キ ャ リ ッ ジ ・ リ ターン / ラ イ ン ・ フ ィ ード に遭遇する と 、 null が返されます。

例 • 次の例は、 Zebra, Technologies, Corporation と い う ス ト リ ン

グから  Technology と い う 単語を抽出する方法を示し ています。

プロ グ ラ ムは次のよ う にな り ます。

10 LET A$ = Zebra,Technologies,Corporation,

20 LET DATA$ = EXTRACT$(A$,”,”,”,”)

例 • 次の例は、 開いたポー ト から  EXTRACT$ コマン ド がどのよ う に機能す

るかを示し ています。

10 OPEN #1:NAME “SER”

20 LET DATA$ = EXTRACT$(1,”,”,”,”)

リ テ ラル文字 （この場合はカンマ） には引用符が使用されている こ と に注
意し て く ださい。
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LTRIM$(A$)

この関数は、 すべての先行スペース を削除し たス ト リ ング A$ を返し ます。 

REPEAT$(A$,M)

この関数は、 A$ の M 個のコ ピーを含んだス ト リ ングを返し ます。

例 • 次の例は、 ス ター ト / ス ト ッ プ ・ ポイ ン ト が変数であ る こ と、 リ テ ラ

ルの代わ り に変数名が使用されている こ と を示し ています。

10 LET B$ = “,”

20 LET A$ = Zebra,Technologies,Corporation

30 LET DATA$ = EXTRACT$(A$,B$,B$)

例 • 次は、 LTRIM$(A$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$=" Hello"

20 PRINT LTRIM$(A$)

RUN

結果は次の と お り です。

Hello

例 • 次は、 REPEATS$(A$,M) コマン ド を使用する例です。

10 LET X=3

20 LET A$="Hello"

30 PRINT REPEAT$(A$,X)

RUN

結果は次の と お り です。

HelloHelloHello
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RTRIM$(A$)

この関数は、 後続スペース を削除し たス ト リ ング A$ を返し ます。 

STR$(X)

この関数は数値型の X を ス ト リ ング型に変換し ます。

例 • 次は、 RTRIM$(A$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="Hello "

20 LET B$="World"

30 PRINT RTRIM$(A$);

40 PRINT B$

RUN

結果は次の と お り です。

HelloWorld

例 • 次は、 STR$(X) コマン ド を使用する例です。

10 LET A=53

20 PRINT STR$(A)

RUN

結果は次の と お り です。

53
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TIME$

この関数は、 HH:MM:SS （時間 : 分 : 秒） の形式で時刻を返し ます。 リ アルタ

イ ム ・ ク ロ ッ ク がイ ン ス ト ールされていない場合は、 データは返されません。 

UCASE$(A$)

この関数は、 A$ から作成されたス ト リ ングをすべて大文字で返し ます。 文字

以外の値は変更されません。

GOTO

説明  GOTO ステー ト メ ン ト は、 イ ン タープ リ タ を特定のラ イ ン番号に移動さ

せる ために使用し ます。 GOTO の後には、 プロ グ ラ ムで次に処理する ラ イ ン番

号が示 さ れます。 GOTO ス テー ト メ ン ト を実行する と、 イ ン タ ープ リ タ は、

GOTO の後に指定された ラ イ ン番号から実行を継続し ます。 参照先のラ イ ン番

号がない場合はエラー・ メ ッ セージ（Error: Line does not exist）が表示されます。

フォーマッ ト   GOTO

例 • 次は、 TIME$ コマン ド を使用する例です。

10 PRINT TIME$

RUN

10 a.m の場合、 結果は次の とお り です。

10:00:00

例 • 次は、 UCASE$(A$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="Zebra Technologies"

20 PRINT UCASE$(A$)

RUN

結果は次の と お り です。

ZEBRA TECHNOLOGIES
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コ メン ト   プロ グ ラ ムが停止する まで、 結果と し て Zebra Printers が表示

されます。 これはプロ グ ラ ム ・ コマン ド であ るため、 ラ イ ン番号が前に示され
る必要があ り ます。

GOSUB-RETURN

説明  GOSUB の後には、 プロ グ ラ ムで次に処理する ラ イ ン番号が示されます。

GOSUB ステー ト メ ン ト を実行する と、 イ ン タープ リ タは、 GOSUB の後に指定

された ラ イ ン番号から実行を継続し ます。参照先のラ イ ン番号がない場合はエ
ラー ・ メ ッ セージ （Error: Line does not exist） が表示されます。

次のラ イ ンを実行する前に、GOSUB コマン ド は GOSUB ラ イ ンのラ イ ン番号を

保存し ます。 RETURN ステー ト メ ン ト を呼び出すと、 プロ グ ラ ムは GOSUB の
後の次のラ イ ンに戻 り ます。 

対応する  GOSUB ス テー ト メ ン ト な し で RETURN ス テー ト メ ン ト を実行する

と、 エラー ・ メ ッ セージ （Error: Invalid RETURN statement.） が表示さ

れます。

GOSUB ステー ト メ ン ト はネス ト でき ます。

フォーマッ ト    
GOSUB 

RETURN

例 • 次は、 GOTO コマン ド を使用する例です。

10 PRINT "Zebra Printers"

20 GOTO 10
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コ メン ト   これらはプロ グ ラ ム ・ コマン ド であ るため、 ラ イ ン番号が前に示さ
れる必要があ り ます。

IF Statements

説明  IF ステー ト メ ン ト の < 論理式 > の値が真で、 キーワード  THEN の後に

プロ グ ラ ム ・ ラ イ ンがあ る場合、 そのプロ グ ラ ム ・ ラ イ ンが実行されます。 論
理式の値が偽で、 キーワード  ELSE の後にプロ グ ラ ム ・ ラ イ ンがあ る場合、 そ

のプロ グ ラ ム ・ ラ イ ンが実行されます。 ELSE がない場合、 実行は END IF ス
テー ト メ ン ト に続 く ラ イ ンで、 順に続行されます。

ブロ ッ ク のネス ト は可能ですが、 DO-LOOP と 同じ ネス ト 制約 （ブロ ッ ク が重

なってはな ら ない） が適用されます。

ELSE IF ステー ト メ ン ト は、 後ろに IF ラ イ ンが続 く  ELSE ラ イ ン と し て処

理されますが、IF は、元のIF ステー ト メ ン ト の END IFラ イ ンを共有し ます。

例 • 次は、 GOSUB-RETURN コマン ド を使用する例です。

10 PRINT "Call Subroutine"

20 GOSUB 1000

30 PRINT "Returned from Subroutine"

40 END

1000 PRINT "In Subroutine"

1010 RETURN
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フォーマッ ト   

IF < 論理式 > THEN

~~BODY~~

[ELSE IF < 論理式 > THEN

~~BODY~~]*

[ELSE

~~BODY~~]

END IF

コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

INBYTE

説明  このコマン ド は、 データが利用でき る よ う になる までイ ン タープ リ タ を
強制的に一時停止し ます。 ポー ト にデータ があ る かど う かを判断する には、
DATAREADY 機能を使用し て く ださい。

フォーマッ ト   INBYTE [ チャネル式 :]<A> 

パラメータ   <A> = 数式またはス ト リ ング式受け取った値は、 変数に使用され

ている現在の値を置換し ます。

例 • 次は、 IF コマン ド を使用する例です。

10 IF A$="0" THEN

20 PRINT "ZBI IS FUN"

30 ELSE IF A$="1" THEN

40 PRINT "ZBI IS EASY"

50 ELSE

60 PRINT "X=0"

70 END IF
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コ メン ト   こ の例では、 データ が入力 さ れる ま で イ ン タープ リ タ は一時停止
し、 その後処理を続けます。 このコマン ド は、 コ ン ト ロール ・ コード を含めス
ト リ ングまたは整数のすべてのバイ ト を入力し ます。

これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド の場合も、
ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム ・ コマン ド の場合も あ り ます。

INPUT

説明  変数が数値型で、 入力し た値を数値に変換でき ない場合、 それは 0 と し

て書き込まれます。 こ の操作は、 データ を左から右へスキ ャ ン し、 すべての数
値を変数にシフ ト し ます。入力を終了する返却文字、 またはプロ グ ラ ムを終了
する  Ctrl-C （^C） 以外は無視されます。 こ の変数はス ト リ ング型の場合も数

値型の場合も あ り ます。

フォーマッ ト    

INPUT [< チャネル式 >:]< 変数 > 
[, 変数 ]*

[< チャネル式 >:] を省略する と、 デフ ォル ト ・ ポー ト は 0 にな り ます。 無効な

ポー ト を指定する と 、 Error: Invalid port （エラー : 無効なポー ト ） と い う 形で

エラー状態が返されます。

例 • 次は、 INBYTE ステー ト メ ン ト ・ コマン ド を使用する例です。

10 INBYTE A$ !takes one byte (char) from 
port #1

20 PRINT A$ !prints the character to the 
console

例 1 • 次は、 INPUT コマン ド を使用する例です。

10 INPUT A

20 PRINT A
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1234567891011 を入力し た場合、デ ィ スプレ イに送られる数値は MAXNUM 値で

調整されます。

例 2 では、 ZPL ポー ト にホス ト ・ ステータ ス要求 ~HS を送信し た後、 ホス ト ・

ステータ スがコ ン ソールに出力されます。

ZBI イ ン タープ リ タの INPUT/OUTPUT コマン ド は、 通信ポー ト に限定されま

す。 フ ァ イル I/O はサポー ト されていません。

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信と同時に実行される対話式コマン ド の場合
も、 ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム ・ コマン ド の場合も あ り ます。

LET

説明  LET コマン ド は、 特定の変数に値を割 り 当てるために使用し ます。 式は

評価され、 変数 リ ス ト の書 く 変数に割 り 当て られます。

フォーマッ ト   LET < 変数 > [,< 変数 >]* = < 式 >

変数タ イ プは式の タ イ プに一致する必要があ り 、 一致し ない場合はエ ラー ・
メ ッ セージ （Error: Variable types must be the same.） が表示されます。

例 2 • 次は、 INPUT コマン ド を使用する例です。

10 OPEN #1:NAME "ZPL"

20 PRINT #1:"~HS"

30 FOR I = 1 TO 3

40 INPUT #1:A$

50 PRINT A$

60 NEXT I
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値がサブス ト リ ング修飾子のあ る ス ト リ ング変数に割 り 当て られる と、サブス
ト リ ング修飾子はその値によ って置換されます。 ス ト リ ング変数の値の長さ
は、 この置換の結果変更される可能性があ り ます。

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信と同時に実行される対話式コマン ド の場合
も、 ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム ・ コマン ド の場合も あ り ます。

LIST

説明  このコマン ド は、 現在 メ モ リ にあ るプロ グ ラ ム ・ ラ イ ンを番号順に リ ス
ト し ます。 

フォーマッ ト   LIST [RANGE] 

パラメータ   

[RANGE] = コード の特定ラ イ ン （1 つまたは複数） の要求 （オプシ ョ

ン） [RANGE] はハイ フンで区切られた 1 対の数値です。

例 次は、 LET コマン ド を使用する例です。

10 LET A$= "1234"

15 LET A$(2:3)= "55" !A$ NOW = 1554

20 LET A$(2:3)= "" !A$ NOW = 14

10 LET A$= "1234"

15 LET A$(2:3)= A$(1:2) !A$ NOW = 1124

10 LET A$= "1234"

20 LET A$(2:1)= "5" !A$ NOW = 15234

例 次は、 LIST コマン ド を使用する例です。

LIST 20

LIST 90-135 
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プリンタはライン 20 を返します。また、 2 番目の例ではライン 90 ～ 135 を返します。

コ メン ト   これは対話式コマンドで、 プリンタで受信されると同時に実行されます。

LOAD

説明  このコマン ド は、 前にプ リ ン タの メ モ リ に保存されたプロ グ ラ ム ・ フ ァ
イルを転送し、 ZBI プロ グ ラ ム ・ メ モ リ で開き ます。 

プロ グ ラ ム ・ フ ァ イルが存在し ない場合、 ZBI プロ グ ラ ム ・ メ モ リ はク リ ア さ

れ、 プロ グ ラ ムは開かれません。 エラー ・ メ ッ セージ （Error: Invalid file name.）
が表示されます。

フォーマッ ト   LOAD <" フ ァ イル名 ">

パラメータ   <" フ ァ イル名 "> = メ モ リ に読み込むフ ァ イルの名前ド ラ イブの

場所と フ ァ イル名は引用符で囲む必要があ り ます。

コ メン ト   これは対話式コマンドで、 プリンタで受信されると同時に実行されます。

NEW

説明  このコマン ド は、 ラ イ ン ・ バッ フ ァ と変数を含むイ ン タープ リ タの メ モ
リ を ク リ ア し ます。 開いたポー ト は含まれません。

フォーマッ ト   NEW   

コ メン ト   これは対話式コマンドで、 プリンタで受信されると同時に実行されます。

例 • 次は、 LOAD コマン ド を使用する例です。

LOAD "PROGRAM1.BAS" 

LOAD "E:PROGRAM1.BAS"

例 • 次は、 NEW コマン ド を使用する例です。

NEW
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NOT

説明  NOT ステー ト メ ン ト は論理演算子です。 論理式が真の場合、 結果は偽で

す。 論理式が偽の場合、 結果は真です。

フォーマッ ト   NOT < 論理式 >  

コ メン ト   これは論理式と一緒に使用する論理演算子です。

Numeric Expressions

説明 ： 基本数式は定数、 変数、 または括弧に入った別の数式のいずれかである
可能性があります。 オーバーフローは検出できません。 結果は定義されていませ
ん。 使用される 5 つのタイプ （加算、 減算、 乗算、 除算、 累乗） を下にリストします。

1 + （加算） 加算式は次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます。 

< 数式 >+< 数式 >

2 - （減算） 減算式は次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

< 数式 >-< 数式 >

3 * （乗算） 乗算式は次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

< 数式 >*< 数式 >

4 / （除算） 除算式は次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

< 数式 >/< 数式 >

5 ^ （累乗） 累乗式は次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

< 数式 >^< 数式 >

例 • 次は、 NOT コマン ド を使用する例です。

10 LET A=1

20 IF NOT A=0 THEN

30 PRINT A

40 END IF

RUN
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数学では、優先順序によ って式を処理する順序が決定されます。すべての式に
は、 事前に定義された優先順序があ り ます。

優先順序は、 ^、 * /、 + - です。

* と  /、 および + と  - はそれぞれ同じ優先順位です。 同じ優先順位のア イ テム

は左から右へと処理されます。

た と えば、 5+(8+2)/5 の式は 8+2、 10/5=2、 そ し て 5+2 のよ う に処理さ れ、 結

果は 7 にな り ます。

関数と括弧は常に優先順序が最高で、それらが最初に処理される こ と を意味し
ます。 残 り のア イ テムは、 式のタ イプ （論理式、 数式、 ス ト リ ング式など） に
よ って異な り ます。

最大値 ： 2,147,483,647

最小値 ： -2,147,483,648

コ メン ト    

• 浮動小数点はサポー ト されません。

• 変数名は文字で始ま る必要があ り 、 一連の文字、 数字、 および下線を含め

る こ と ができ ます。

• 関数名と コマン ド 名は変数名と し て使用でき ません。

• 変数名では大文字と小文字は区別されませんが、 イ ン タープ リ タによ って

大文字に変換されます。

• 除算を使用する場合、数値は常に切 り 捨て られます。た と えば、5/2=2 です。

ON ERROR

説明  ON ERROR コマン ド を使用する と、 エラー発生時にプロ グ ラ ムが停止す

るのを防ぐ こ と ができ ます。プロ グ ラ ム実行中、前のラ イ ンでエラーが発生す
る と、 ON ERROR ステー ト メ ン ト によ って GOTO または GOSUB ステー ト メ ン

ト が呼び出され、 プロ グ ラ ムが続行でき ます。 

フォーマッ ト   ON ERROR <GOTO/GOSUB> LN

エラーがない場合は、 このラ イ ンは無視されます。
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コ メン ト   これはラ イ ン番号が前に示されているプロ グ ラ ム ・ コマン ド です。

Open

説明  このコマン ド は、 データの送受信のためにポー ト を開 く 場合に使用し ま
す。 

フォーマッ ト   

OPEN #< チャネル式 >:NAME < ス ト リ ング式 > [, ACCESS 
<ACCESS type>]

パラメータ   

< チャネル式 > =

有効値 ： 0 ～ 9

デフ ォル ト 値 ： ポー ト を指定する必要があ り ます。

< ス ト リ ング式 > = 開 く ポー ト 名 （SER、 PAR、 または ZPL）

<ACCESS type> = 

受信専用は INPUT

送信専用は OUTPUT

送受信用は OUTIN 

例 • 次は、 ON ERROR コマン ド を使用する例です。

30 LET A = B/C

40 ON ERROR GOTO 100

...

100 PRINT "DIVIDE BY ZERO OCCURRED"

110 LET A=0

120 GOTO 50

...
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チャネルの指定が必要です。 デフ ォル ト 値は使用でき ません。 ア ク セス ・ タ イ
プを指定し ない と、 OUTIN が使用されます。

ポー ト を開 く 再に競合があ る と、 エ ラ ー ・ メ ッ セージ （Error: Unable to open
port.） が表示されます。 ポー ト が既に開いている場合は、 エラー ・ メ ッ セージ

（Error: Port already opened.） が表示されます。

開いている ポー ト では、 データは直接バ ッ フ ァ に入る こ と ができ な く な り ま
す。 接続が切断され、 イ ン タープ リ タがデータ ・ フ ローを制御する よ う にな り
ます。

すでにバッ フ ァにあ るデータはバッ フ ァに留ま り ます。

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

OR

説明  OR ス テー ト メ ン ト は論理演算子です。 どち ら かの式が真であ る場合に

結果は真と な り 、 それ以外の場合は偽と な り ます。

フォーマッ ト   

< 論理式 > OR < 論理式 >

コ メン ト   これは論理式と一緒に使用する論理演算子です。

OUTBYTE

説明  このコマン ド は、 コ ン ト ロール ・ コード を含めス ト リ ングのすべてのバ
イ ト を出力し ます。

フォーマッ ト   OUTBYTE [< チャネル式 >:]<A>

例 • 次は、 OPEN コマン ド を使用する例です。

10 OPEN #1:NAME"ZPL"
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パラメータ   <A> = 数式またはス ト リ ング式 

パラ メ ータが数式の場合、 0 ～ 255 の値であ る必要があ り ます。 そ う でない場

合は、 切 り 捨て ら れます。 ス ト リ ン グの場合、 最初の文字が使用 さ れます。
NULL ス ト リ ングの場合は 0 が送信されます。

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

Ports <CHANNEL EXPRESSION>

説明  各プ リ ン タには、 イ ン タープ リ タで開 く こ と のでき るポー ト の リ ス ト が
あ り ます。

各ポー ト には、 そのポー ト を開ける ために OPEN コマン ド と一緒に使用する  3
文字の略語が与え られています。 標準のポー ト 名は、 シ リ アル ・ ポー ト の場合
は SER、 パラ レル ・ ポー ト の場合は PAR です。 ポー ト 参照 ZPL によ って、 プ

リ ン タのフ ォーマ ッ ト ・ エンジンに対し てチャネルが開かれます。 このチャネ
ルは、 ZPI イ ン タープ リ タによ って制御されないポー ト と し て機能し ます。

PRINT

説明  このコマン ド は印刷するデータ をプ リ ン タに送信し ます。 

フォーマッ ト   PRINT [ チャネル式 :]< 式 > [,or; < 式 >]* [;]

式はス ト リ ング式の場合も数式の場合も あ り ます。

, （カンマ） を使用し て式を区切る と、 式と式の間にスペースが挿入されます。

例 • 次は、 OUTBYTE コマン ド を使用する例です。

Let A$="Hello"

OUTBYTE A$

結果は次の と お り です。

H
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; （セ ミ コ ロ ン） を使用し て式を区切る と、 式と 式の間にスペースは挿入され

ません。

; （セ ミ コ ロ ン） を ラ イ ンの終わ り に使用する と、 新しいラ イ ンな しで PRINT
ステー ト メ ン ト が終了されます。

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。

REM

説明  番号の付いた備考ラ イ ンは、 REM で始ま り 、 その後に任意の形式の任意

のテキ ス ト を含むこ と ができ ます。このラ イ ンはイ ン タープ リ タによ って無視
されます。

フォーマッ ト   REM [ コ メ ン ト ] 

例 • 次は、 PRINT コマン ド を使用する例です。

10 LET A$= "This is an example"

20 LET B$= "of the PRINT Command."

30 PRINT A$, B$ ! adds a space between 
expressions

40 PRINT A$; B$ ! no space added

RUN

結果は次の と お り です。

This is an example of the PRINT Command.

This is an exampleof the PRINT Command.

例 • 次は、 REM コマン ド を使用する例です。

10 REM COMMAND LINES 20-100 PRINT A LABEL
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コ メン ト   備考は、 プロ グ ラ ムの説明に使用でき、 別個のプロ グ ラ ム ・ ラ イ ン
と し て含めた り 、 プ ロ グ ラ ム ・ ラ イ ンの後ろに追加し た り する こ と がで き ま
す。 また、 内部のコ メ ン ト には感嘆符 （!） ステー ト メ ン ト を使用する こ と も

でき ます。

RENUM

説明  このコマン ド は、 編集中のプロ グ ラ ムのラ イ ンに再付番し ます。 RENUM
は、 ラ イ ン番号が等間隔でな く なった場合にコード を再編成でき ます。 GOTO
と  GOSUB ステー ト メ ン ト の後のラ イ ン参照が定数の値であ る場合、 それらは

再付番されます。ラ イ ン番号が 1 ～ 10000 の範囲外の場合は再付番は行われま

せん。

フォーマッ ト   RENUM <A>,<B>

パラメータ   

<A> = 再付番シーケン スの開始に使用する数値

<B> = 新しいラ イ ン番号間の自動増分

コ メン ト   これは対話式コマンドで、 プリンタで受信されると同時に実行されます。

例 • 次は、 RENUM コマン ド を使用する例です。

13 LET A=6

15 LET B=10

17 GOTO 13

>RENUM 10,5

0 LET A=6

15 LET B=10

20 GOTO 10
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RESTART

説明  プ ロ グ ラ ムが Ctrl-C ま たは BREAK コ マン ド に よ っ て停止さ れた場合、

RESTART コマン ド を使用する こ と によ り 、 停止し た場所からプロ グ ラ ムを再

開する こ と ができ ます。 RESTART は RUN と同様に機能し ますが、最後に終了

し た場所か ら 再開を試み る と い う 点で異な り ます。 ま た、 こ の コ マ ン ド は

STEP コマン ド と一緒に機能し、STEP が終了し た場所から実行を開始し ます。

フォーマッ ト   RESTART

コ メン ト   プロ グ ラ ムが実行されていないか終了し ていない場合は、RESTART
は最初からプロ グ ラ ムを実行し ます。 これは対話式コマン ド で、プ リ ン タで受
信される と同時に実行されます。

RUN

説明  このコマン ド を使用する と、 編集中のプロ グ ラ ムをア ク テ ィ ブにし、 最
も下のラ イ ン番号から開始でき ます。ラ イ ンで次に処理する ラ イ ンが指定され
ていない場合は、次の番号のラ イ ンが処理されます。それ以上のラ イ ン番号が
な く なる と、 RUN コマン ド は停止し ます。

フォーマッ ト   RUN     

コ メン ト   アプ リ ケーシ ョ ン を起動し た と き に開いてい る ポー ト は、 アプ リ
ケーシ ョ ン終了後も開いたま まにな り ます。 また、変数も アプ リ ケーシ ョ ン終
了後に残 り ます。

これは対話式コマン ド で、 プ リ ン タで受信される と同時に実行されます。

例 • 次は、 RUN コマン ド を使用する例です。 

10 PRINT "ZBI"

15 PRINT "Programming"

RUN

結果は次の と お り です。 

ZBI 

Programming
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SEARCHTO$ (A,B$)

説明  この関数は、 ポー ト  A で B$ によ って定義されたス ト リ ングまで検索を

実行し ます。 検索結果のス ト リ ングが表示されます。

フォーマッ ト   SEARCHTO$ (A,B$)

パラメータ   

A = 要求されたデータの送信先のポー ト 番号 （0 ～ 9）

B$ = ス ト リ ング型変数またはス ト リ ング型配列。 B$ が配列の場合、

このコマン ド は、 B$ 配列内の null 値以外のすべてのス ト リ ングを検

索し ます。

Hello World がこの例で検索されているテキ ス ト ・ ス ト リ ングであ る こ と を

表示する方法は複数あ り ます。A$ は Hello で、プロ グ ラ ムは検索を実行する

と、 World のみがポー ト に残 り ます。

SEARCHTO$ (A,B$,C)

説明  こ の関数は、 SEARCHTO$(A,B$) と 同様に機能 し、 ポー ト  A で B$ に
よ って定義されたス ト リ ングまで検索を実行し ます。検索結果のス ト リ ングが
表示されます。 検索ス ト リ ングまでの未使用の文字はポー ト  C に送られます。

フォーマッ ト   SEARCHTO$ (A,B$,C)

パラメータ   

A = 要求されたス ト リ ングの送信先のポー ト 番号 （0 ～ 9）

B$ = ス ト リ ング型変数またはス ト リ ング型配列。 B$ が配列の場合、

このコマン ド は、 B$ 配列内の null 値以外のすべてのス ト リ ングを検

索し ます。

例 • 次は、 SEARCHTO$ (A,B$) コマン ド を使用する例です。

10 LET A$=SEARCHTO$(0,"Hello")
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C = 未使用の文字の送信先のポー ト 番号 （0 ～ 9）

Hello World がこの例で検索されているテキ ス ト ・ ス ト リ ングであ る こ と を

表示する方法は複数あ り ます。A$ は Hello で、プロ グ ラ ムは検索を実行する

と、 World のみがポー ト に残 り ます。 未使用の文字はポー ト  1 に送られます。

SETERR

説明  このコマン ド は、 エラー ・ フ ラ グを設定する メ ッ セージをプ リ ン タに送
信し ます。 プ リ ン タで論理イ ン タープ リ タ ・ フ ラ グが ト リ ガ されます。 このエ
ラーは、 BASIC Forced Error （BASIC 強制エラー） と し て参照されます。

フォーマッ ト   SETERR

コ メン ト   これはプロ グ ラ ム ・ コマン ド であ るため、 ラ イ ン番号が前に示され
る必要があ り ます。

例 • 次は、 SEARCHTO$ (A,B$,C) コマン ド を使用する例です。

LET B$ = "Hello"

10 LET A$ = SEARCHTO$(0,"Hello",1)

例 • 変数の配列宣言し た次の例も上の例と同様に機能し ますが、 使用可能
な変数の リ ス ト が拡張されています。

DECLARE STRING B$(4)

LET B$(1) = “Hello”

LET B$(2) = “HELLO”

LET B$(3) = “hello”

LET B$(4) = “Hi”

10 LET A$ = SEARCHTO$(0,B$,0)
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SLEEP

説明  このコマン ド は、 ラベル生成が優先される よ う にイ ン タープ リ タが一時
停止する時間を指定し ます。 こ のコマン ド は、 印刷する ラベル ・ フ ォーマ ッ ト
の送信後にプ リ ン タに送信でき ます。 イ ン タープ リ タは、指定の時間だけ処理
を一時停止し ます。

フォーマッ ト   SLEEP <A>

パラメータ   <A> = イ ン タープ リ タが一時停止する秒数 （0 ～ 500） 

コ メン ト   これはプロ グ ラ ム ・ コマン ド であ るため、 ラ イ ン番号が前に示され
る必要があ り ます。

STEP

説明  プロ グ ラ ムが BREAK コマン ド によ って停止された場合、STEP は最後に

終了し た ラ イ ンの次のラ イ ンからプロ グ ラ ムの実行を試みます。プロ グ ラ ムが
実行されていないか終了し ていない場合、最も低い番号のラ イ ンから実行され
ます。

フォーマッ ト   STEP  

STEP を入力する と ラ イ ン 10 が実行されます。

STEP の前に RUN を入力する と 次の結果にな り ます。

RUN -- ラ イ ン 20 まで実行し て停止し ます。

STEP -- ラ イ ン 30 まで実行し て停止し ます。

例 • 次は、 SLEEP コマン ド を使用する例です。

10 SLEEP 450

例 • 次は、 STEP コマン ド を使用する例です。 

10 PRINT "Hello World"

20 BREAK

30 PRINT "30"
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コ メン ト   これは対話式コマン ド で、 プ リ ン タで受信される と同時に実行され
ます。

STORE

説明  このコマン ド は、 現在 メ モ リ にあ るプロ グ ラ ムを指定のフ ァ イル名で保
存し ます。 次のフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

STORE <" フ ァ イル名 ">

パラメータ   <" フ ァ イル名 "> = 保存する フ ァ イルの名前ド ラ イブの場所と

フ ァ イル名は引用符で囲む必要があ り ます。

コ メン ト   フ ァ イル名は 8.3 の規則 （フ ァ イル名 は 8 文字以下で拡張子は 3 文
字以下） に従っている必要があ り ます。 こ こ では、 拡張子は常に .BAS です

（た と えば MAXIMUM8.BAS）。

これは対話式コマン ド で、 プ リ ン タで受信される と同時に実行されます。

STRING CONCATENATION (&)

説明  基本ス ト リ ング式は、 定数の場合も変数の場合も あ り 、 連結 （&） も サ

ポー ト されています。

連結演算子を使用する と、最初のス ト リ ングに 2 番目のス ト リ ングが追加され

ます。

例 • 次は、 STORE コマン ド を使用する例です。

STORE "E:ZEBRA1.BAS"
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フォーマッ ト   < ス ト リ ング式 > & < ス ト リ ング式 >  

コ メン ト   連結によ ってス ト リ ングが最大長 （255 文字） を超え る場合は、 最

初のス ト リ ングが返され、エラー・ メ ッ セージ（Error: String size limit exceeded.）
が表示されます。

STRING VARIABLE

説明  最大長 ： 255 文字

変数名は文字で始ま る必要があ り 、 一連の文字、 数字、 および下線を含める こ
と ができ ます。 変数は $ で終わ り ます。

関数名と コマン ド 名は変数名と し て使用でき ません。

変数名では大文字と小文字は区別されませんが、イ ン タープ リ タによ って大文
字に変換されます。

UB-STRINGS

説明  ス ト リ ングでサブス ト リ ング演算子を使用する と、 ス ト リ ングの特定部
分にア ク セスでき ます。使用する ス ト リ ング部分の座標を決定するには、 ス ト
リ ングの先頭から終わ り までのスペース を含めた文字間隔を数えます。

フォーマッ ト   StringVariable$(A:B)

例 • 次は、 STRING CONCATENATION (&) コマン ド を使用する例です。 

10 LET A$= "ZBI "

20 LET B$= "Programming"

30 LET C$= A$ & B$

40 PRINT C$ 

結果は次の と お り です。

ZBI Programming
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パラメータ   

A = 希望のス ト リ ングの最初の文字の位置

B = 希望のス ト リ ングの最後の文字の位置

上のラ イ ン 10 の Zebra Quality Printers の位置を計算する と、 Z が 1 の位置、 e
が 2 の位置、 b が 3 の位置、 r が 4 の位置、 a が 5 の位置、 スペースが 6 の位

置と い う よ う にな り ます。

コ メン ト   A パラ メ ータが 1 よ り 小さい場合、 自動的に値 1 が割 り 当て られま

す。 ス ト リ ングの計算は 1 から始ま るため、A パラ メ ータ を  1 よ り 小さい値に

設定する こ と はでき ません。

B がス ト リ ング長よ り も大きい場合、その値に代わってス ト リ ング長が使用さ

れます。 この例では、 B パラ メ ータは 22 以下でなければな り ません。 

A が B よ り 大きい場合、 A の位置またはス ト リ ングの終わ り をポ イ ン ト する

NULL ス ト リ ング （“ ”） が返されます。 これは、 ス ト リ ングの真中に文字を

削除せずに別のス ト リ ングを追加する場合に使用し ます。 LET コ マン ド を参

照し て く ださい。

TRACE

説明  このコマン ド は、 DEBUG 機能がア ク テ ィ ブな場合にのみ有効です。

フォーマッ ト   TRACE <ON/OFF>

例 • 次は、 UB-STRINGS コマン ド を使用する例です。

10 LET A$="Zebra Quality Printers"

20 LET B$=A$(1:13)

30 PRINT B$

結果は次の と お り です。 

Zebra Quality
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パラメータ   

<ON/OFF> = TRACE が有効 （オン） か無効 （オフ） かを決定し ます。 

DEBUG が有効で、 TRACE コ マン ド がオンの場合、 追跡詳細が表示されます。

変数を変更する と、 新しい値は次のよ う に表示されます。

Variable$ = 新しい値

処理される ラ イ ンにはそれぞれラ イ ン番号が印刷されます。

DEBUG がオンの場合、 コマン ド ・ ラ イ ンが実行される前にラ イ ン番号が印刷

され、 変数は値が割 り 当て られる と同時に印刷されます。

10 LET A=5

20 GOTO 40

30 PRINT "Error"

40 PRINT A

RUN

出力は次の とお り です。

<TRACE> 10

<TRACE> A=5

<TRACE> 20

<TRACE> 40

5

コ メン ト   これは、 プ リ ン タで受信される と同時に実行される対話式コマン ド
の場合も、ラ イ ン番号が前に示されたプロ グ ラ ム・コマン ド の場合も あ り ます。
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ZBI -- チュート リアル

こ のチュー ト リ アルでは、 バー ・ コー ド印刷で Zebra BASIC Interpreter （ZBI）
と  Zebra プロ グ ラ ミ ング言語 II （ZPL II） を併用する例を提供し ます。

イ ン タープ リ タがご使用のプ リ ン タでどのよ う に機能するかを理解する ため、
これらの例を実際に実行し てみる こ と をお勧めし ます。

ZBI を使用する と、 特定のニーズのために作成されたカス タ ム ・ プロ グ ラ ムを

使って、 バー ・ コード 印刷を最大化でき ます。

幸い ZBI はその他の BASIC イ ン タ ープ リ タ の多 く と 非常に よ く 似てお り 、

ZBI の機能を利用する ために 1 から新しい言語を学ぶ必要はあ り ません。 
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ZBI の開始
ZBI の開始

ZBI は、 通信ポー ト （シ リ アル、 パラ レル、 Ethernet） の 1 つを介し て対話モー

ド で ZPL II コマン ド をプ リ ン タに送信する こ と によ り 有効にな り ます。 こ の

通信ポー ト を コ ン ソール と呼びます。プ リ ン タ と通信するには、Hyper Terminal
for Windows などのプロ グ ラ ムを使用し ます。

ZPL II コマン ド の ~JI と  ^JI は ZBI Interpreter を開始する ために使用でき ま

す。 プ リ ン タに電源が入っている場合、 ZPL II コマン ド と ラベル ・ フ ォーマ ッ

ト を受信し ます。 ただし、 プ リ ン タで ZBI コマン ド を受信するためには、 ^JI
または ~JI を使ってそれが初期化されている必要があ り ます。

コ ン ソール・ アプ リ ケーシ ョ ンが開いた状態で、次のコマン ド の 1 つをプ リ ン

タに送 り ます。

1 ~JI -- このコマン ド を受信する と、 プ リ ン タはプロ グ ラ ム ・ バージ ョ ン、

および入力プロ ンプ ト （>） を含んだ新し いラ イ ン と と も に ZBI ヘッ ダー

を画面に送 り 返し ます。 これは ZBI プロ グ ラ ム ・ ラ イ ン またはコマン ド を

プ リ ン タに送信でき る こ と を意味し ます。 プロ グ ラ ミ ング ・ コマン ド の受
信中、 プ リ ン タは受け取った文字を送信元に ‘ エコー ’ ・ バッ ク し ます。 こ

の機能は ECHO コマン ド を使ってオフにする こ と ができ ます。

2 ^JId:o.x,b,c,d -- このコマン ド をプ リ ン タに送信する と ZBI セ ッ シ ョ

ンがア ク テ ィ ブにな り ます。 パラ メ ータには次の関数があ り ます。

d = 初期化後に実行するプロ グ ラ ムの場所

有効値 ： R:, E:および B:
デフ ォル ト 値 ： 場所を指定する必要があ り ます

d = 初期化後に実行するプロ グ ラ ムの名前

有効値 ： 任意の有効なプロ グ ラ ム名
デフ ォル ト 値 ： 名前を指定する必要があ り ます。

x = 初期化後に実行するプロ グ ラ ムの拡張子

固定値 ： .BAS

b = コ ン ソール ・ コ ン ト ロール

有効値 ： Y （コ ン ソールがオン） または N （コ ン ソールがオフ）

デフ ォル ト 値 ： Y

c = エコー ・ コ ン ト ロール

有効値 ： Y （エコーがオン） または N （エコーがオフ）

デフ ォル ト 値 ： Y
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ZBI の開始
d = ZBI の メ モ リ 割 り 当て

有効値 ： 20K ～ 1024K
デフ ォル ト 値 ： 50K

イ ン タープ リ タの実行中に、 2 番目の ~JI または ^JI コマン ド を受信し た場

合は、 コマン ド は無視されます。

ZBI Interpreter モード

ZBI Interpreter は次のモード で実行されます。

• 対話モード では、 コマン ド を入力し てすぐに処理でき ます。 ラ イ ン番号な

しで入力されたコマン ド ・ ラ イ ンは対話式で、 プ リ ン タでの受信と同時に
処理されます。

 

• プロ グ ラ ム ・モード では、一連のコマン ド ・ ラ イ ンを メ モ リ に保存し、RUN
コマン ド を入力し た と きに番号順に処理でき ます。 ラ イ ン番号は 0 よ り 大

き く  10,000 よ り 小さい必要があ り ます。

プロ グ ラ ムは RUN コマン ド を入力する こ と によ り 、 最初の番号のラ イ ンから

ア ク テ ィ ブにな り ます。 プ ロ グ ラ ムの実行中、 コ ン ソ ールか ら プ リ ン タ に

Control-C （^C） コマン ド を送る こ と によ り 、 停止する こ と ができ ます。 中断

し たプロ グ ラ ムは、 RESTART コマン ド の入力によ り 、 中断し た場所から再開

されます。

ZBI セッシ ョ ンの終了

ア ク テ ィ ブな ZBI セ ッ シ ョ ンは次の方法のいずれかで停止でき ます。

• 入力プロ ンプ ト （>） で ZPL を送る。

例 • 次は、 NEW コマン ド を使用する例です。

NEW

例 • 次はその例です。

10 LET A=10

20 LET B=3
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ZBI の開始
• 入力プロ ンプ ト （>） で ~JQ を送る。

ZBI ファイルの暗号化

.baz 拡張子は、すべての ZBI 実行可能フ ァ イルに対し てセキ ュ リ テ ィ を提供

し ます。 .baz 拡張子は、 ZBI の STORE コマン ド を使用する と作成されます。

^HZO = .baz フ ァ イルをプ リ ン タにア ッ プロード し ます。

制約  次のコマン ド は、ZBI 実行可能フ ァ イルの読み込み時には機能し ません。

• List

• Trace

• Debug

 ! 重要 • セキ ュ リ テ ィ のため、 ユーザーは以下のこ と を行わないで く ださい。

• .baz= フ ァ イルを開 く

• .baz フ ァ イルを  .bas フ ァ イル形式にア ッ プロード またはダウ

ン ロードする

例 • 次は .baz フ ァ イルを生成する例です。

1 下の単一ラ イ ンのプ ロ グ ラ ムの よ う な基本的なプ ロ グ ラ ム を
作成し ます。

2 10 PRINT "ZPL" と入力し ます。

3 Store E:ZEBRA1.BAZ と い う フ ァ イル名でフ ァ イルを保存

し ます。

4 次のよ う に ^HZO コマン ド を使用し て、新し く 作成し たフ ァ イ

ルをプ リ ン タから呼び出し ます。

^XA^HZO,E:ZEBRA1.BAZ^XZ

5 新しいフ ァ イルを使用するには、 ^HZO コマン ド の後の受信

データ を任意のプ リ ン タにダウ ン ロード し ます。
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基本的な ZBI の例
基本的な ZBI の例

この項では、 ZBI の基本的な例を提供し ます。

例 1 • 次の例では、 設定ラベルの印刷、 テキ ス ト の印刷、 プ リ ン タのキ ャ リ
ブレーシ ョ ンなどの選択肢が示されています。 こ こ で選択する項目はプ リ
ン タに送信される  ZPL に対応し ます。

5 REM PORTS SHOULD BE CLOSED, BY ROUTINE, BEFORE OPENING

10 CLOSE #1

20 CLOSE #2

25 REM OPENING PORT

40 OPEN # 1 :NAME "ZPL"

45 REM THE FOLLOWING WILL BE DISPLAYED ON THE TERMINAL

50 PRINT "YOU HAVE THREE CHOICES"

51 PRINT "PRESS 1 TO PRINT CONFIG LABEL" !prints to the console

52 PRINT "PRESS 2 TO PRINT TEXT "

53 PRINT "PRESS 3 TO CALIBRATE"

54 PRINT "OR PRESS 7 TO EXIT"

58 REM THE FOLLOWING ARE THE POSSIBLE INPUTS

60 INPUT A !PRINTER IS EXPECTING AN INPUT

61 IF A = 1 THEN

62 GOTO 120

63 ELSE

65 IF A = 2 THEN

66 GOTO 130

67 ELSE

70 IF A = 3 THEN

71 GOTO 140

72 ELSE

75 IF A = 7 THEN

76 GOTO 300

80 END IF

81 GOTO 51

85 REM IF THERE IS AN IF STATEMENT ALWAYS HAVE AN ENDIF

95 REM THE FOLLOWING WILL PRINT A CONFIGURATION LABEL
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120 PRINT # 1 :"~WC" !~WC TELLS THE PRINTER TO PRINT CONFIGURATION 
LABEL

125 GOTO 50

130 PRINT "THIS TASK WILL SEND SAMPLE TEXT TO THE PRINTER"

131 PRINT "INPUT YOUR SAMPLE TEXT"

132 INPUT Y$

133 REM THE FOLLOWING STATEMENT WILL PRINT THE Y$ STRING VALUE

135 PRINT # 1 :"^XA^FO20,20^A0N50,50^FD" ; Y$ ; "^XZ"

136 GOTO 50

139 REM THE FOLLOWING COMMAND WILL TELL THE PRINTER TO CALIBRATE

140 PRINT # 1 :"~JG" !~JG ZPL COMMAND BEING SENT TO THE PRINTER

141 GOTO 50

300 PRINT "BEFORE CLOSING THE PRINTER WILL NOW PAUSE FOR 10 SECONDS"

301 SLEEP 10 !THE SLEEP COMMAND PAUSES THE PRINTER

310 END
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基本的な ZBI の例
例 2 • 次の例では、 EXTRACT および SEARCHTO コマン ド を使用し た ZBI
コード を示し ています。

10 REM ALWAYS CLOSE PORTS BEFORE OPENING (ROUTINE)
20 CLOSE #1
30 CLOSE #2
60 OPEN # 1 :NAME "ZPL"
69 REM SPECIFYING VALUE FOR STRING BELOW
70 LET B$ = "START"
79 REM USING SEARCHTO$ COMMAND TO SEARCH STREAMING DATA FOR B$ OR 

THE WORD "START"
80 LET Z$ = SEARCHTO$ ( 0 , B$ )
89 REM SPECIFYING VALUES FOR THE STRINGS F$ AND G$ ("T" AND "W ")
90 LET F$ = "T "

100 LET G$ = " W"
108 REM USING THE EXTRACT$ COMMAND TO SEARCH STREAMING DATA FOR F$ 

AND G$
109 REM X$ WILL BE THE DATA BETWEEN F$ AND G$
110 LET X$ = EXTRACT$ ( 0 , F$ , G$ )
250 PRINT # 1 :"^XA^F025,25^A050,50^FD" & X$ &"^FS^XZ"

1000 END
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基本的な ZBI の例
例 3 • 次の例では、 ARRAYS を使用し た ZBI コード を示し ています。

5 REM PORTS SHOULD BE CLOSED, BY ROUTINE, PRIOR TO OPENING
10 CLOSE #1
20 CLOSE #2
40 OPEN # 1 :NAME "ZPL"
45 REM WHEN USING ARRAYS, THE ARRAY HAS TO BE DECLARED BEFORE 

USING
49 REM THIS ARRAY "NAME$" IS BEING DEFINED WITH 5 SPOTS FOR DATA
50 DECLARE STRING NAME$ (5)
57 REM THE FOLLOWING ALLOWS ONE TO INPUT 5 DIFFERENT VALUES AND 

THE VALUES
58 REM ARE PLACED INTO THE ARRAY IN ORDER (1-5)
59 PRINT "INPUT YOUR FIRST 5 NAMES"
60 FOR INDEX = 1 TO 5 STEP 1
70 INPUT NAME$(INDEX)
80 NEXT INDEX
89 REM THE FOLLOWING DECLARES AN ARRAY (NUMBERS$) AND ALLOWS 5 

SPOTS FOR DATA
90 DECLARE STRING NUMBERS$ (5)
99 PRINT "INPUT YOUR FIRST 5 NUMBERS"

100 FOR INDEX = 1 TO 5 STEP 1
110 INPUT NUMBERS$(INDEX)
120 NEXT INDEX
128 REM THE FOLLOWING PRINTS OUT THE VALUES THAT HAVE BEEN STORED 

IN THE ARRAYS
130 PRINT # 1 :"^XA^FO60,60^A0N50,50^FD"&NAME$(1)&"^FS";
140 PRINT # 1 :"^FO60,120^A0N50,50^FD"&NUMBERS$(1)&"^FS^XZ"
150 PRINT # 1 :"^XA^FO60,60^A0N50,50^FD"&NAME$(2)&"^FS";
160 PRINT # 1 :"^FO60,120^A0N50,50^FD"&NUMBERS$(2)&"^FS^XZ"
170 PRINT # 1 :"^XA^FO60,60^A0N50,50^FD"&NAME$(3)&"^FS";
180 PRINT # 1 :"^FO60,120^A0N50,50^FD"&NUMBERS$(3)&"^FS^XZ"
190 PRINT # 1 :"^XA^FO60,60^A0N50,50^FD"&NAME$(4)&"^FS";
200 PRINT # 1 :"^FO60,120^A0N50,50^FD"&NUMBERS$(4)&"^FS^XZ"
210 PRINT # 1 :"^XA^FO60,60^A0N50,50^FD"&NAME$(5)&"^FS";
220 PRINT # 1 :"^FO60,120^A0N50,50^FD"&NUMBERS$(5)&"^FS^XZ"
300 END
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基本的な ZBI の例
例 4 • 次の ZBI コード は整数関数を示し ています。

10 REM THIS PROGRAM WILL SHOW VARIOUS INTEGER FUNCTIONS

11 CLOSE #1

12 CLOSE #2

20 PRINT "ENTER YOUR LAST NAME"

25 INPUT A$ !PRINTER IS EXPECTING A STRING INPUT

30 LET X = LEN ( A$ ) !THIS IS WHERE THE LENGTH IS DETERMINED

35 PRINT "YOUR LAST NAME (" ; A$ ; ") CONTAINS " ; X ; " CHARACTERS"

36 PRINT

40 PRINT "ENTER 2 DIFFERENT NUMBERS EACH FOLLOWED BY THE ENTER KEY"

45 INPUT A

46 INPUT B

55 LET Y = MIN ( A , B ) !THIS IS WHERE THE SMALLEST NUMBER IS 
DETERMINED

60 PRINT "THE SMALLEST NUMBER THAT YOU ENTERED WAS " ; Y

61 PRINT

65 PRINT "ENTER ANY ASCII CHARACTER FROM YOUR KEYBOARD"

66 INPUT B$

70 LET U = ORD ( B$ ) !THIS IS WHERE THE ASCII EQUIVELANT IS 
DETERMINED

71 LET R = 34

75 PRINT "THE ASCII EQUIVELANT OF " , CHR$ ( R ) , B$ , CHR$ ( 290 ) 
, "IS" , U !THIS LINE SHOWS TWO DIFFERENT WAYS TO PRINT THE " 
CHARACTER USING THE CHR$ FUNCTION

76 REM IN LINE 75 I AM USING "," UNLIKE THE ";" THAT WAS USED IN LINE 
35

78 REM WHEN SEPERATING WITH THE "," CHARACTER A SPACE WILL BE 
INCLUDED

79 REM IF USING THE ";" NO SPACE WILL BE INCLUDED AS IN LINE 34

80 END
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基本的な ZBI の例
例 5 • 次の例は、 数式を示す ZBI コード です。

10 REM This program will demonstrate the use of Numeric 
expressions

11 CLOSE #1
12 CLOSE #2
20 REM SIMPLE PROGRAM SHOWING HOW TO USE NUMERIC EXPRESSIONS
28 PRINT
30 PRINT "The first example will be addition, subtraction, 

mulitiplication , division and exponentiation"
31 PRINT " Input your first number"
32 INPUT A
33 PRINT " Input your second number"
35 INPUT B
38 LET X = A + B !simple math (addition)
39 LET Y = A - B !simple math (subtraction)
40 PRINT "If you add" , A , "plus" , B , "you get" , X
43 PRINT "If you subtract" , A , "minus" , B , "you get" , Y
50 LET Z = A * B !simple math (multiplication)
70 PRINT
71 PRINT "IF YOU MULTIPLY" , A , "AND" , B , "YOUR RESULT IS" , Z
75 LET J = A / B !simple math (division)
76 ON ERROR GOTO 100 !This statement allows the program to 

continue
78 PRINT "IF YOU DIVIDE" , A , "BY" , B , "YOU GET" , J
79 IF J = 0 THEN
80 GOSUB 400
82 GOTO 200

100 PRINT "THERE HAS BEEN A DIVIDE BY ZERO ERROR"
121 PRINT "THE SECOND NUMBER YOU ENTERED WAS A ZERO"
122 PRINT "THE ERROR WAS CAUSED BY TRYING TO DIVIDE" , A , "BY" , B
200 PRINT
201 PRINT " EXPONENTIATION USES THE ^ SYMBOL, X^2 WOULD BE X 

SQUARED"
202 LET G = A ^ B !exponentiation
205 PRINT A , "^" , B , "RESULTS IN" , G
300 END
400 PRINT
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401 PRINT "YOUR RESULT WHEN YOU DIVIDED" , A , "BY" , B , "WAS ZERO"
405 PRINT "REMEMBER WHEN USING DIVISION THE NUMBER WILL ALWAYS BE 

ROUNDED DOWN"
407 RETURN
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基本的な ZBI の例
例 6 • 電子 メ ール ・ サーバーを使用し た ZBI の例

10 CLOSE #1
20 CLOSE #2
30 OPEN # 1 :NAME "EML" !PORT SET FOR EML FOR EMAIL SERVER
31 OPEN # 2 :NAME "ZPL"
32 PRINT "ENTER YOUR FIRST NAME" 
35 INPUT A$
36 PRINT "ENTER YOUR LAST NAME"
37 INPUT B$
40 PRINT "ENTER YOUR EMPLOYEE NUMBER"
42 INPUT C$
45 PRINT "Hello ";A$; " We are now ready to proceed"

400 PRINT # 1 :"JDOE@ZEBRA.COM";CHR$(4); !SENDING MESSAGE TO JDOE
405 PRINT # 1 :"FROM:PRINTER #1" !MAIL FROM:DATA ("PRINTER #1")
410 PRINT # 1 :"TO: MAIN LOG SERVER (EMAIL)" ! MAIL TO: DATA ("MAIN 

LOG SERVER")
500 PRINT #1 : "SUBJECT: EMPLOYEE "; B$ ;" ( ";C$;" ) LOGGED IN"! 

SUBJECT : DATA
505 PRINT # 1 : "" 
510 PRINT #1 : "EMPLOYEE "; B$; " LOGGED IN" ! MAIL MESSAGE 
550 PRINT #1 : CHR$(4) ! IMPORTANT TO END WITH EOT
600 CLOSE #1
700 CLOSE #2

In this program an e-mail message will be sent to 
JDOE@ZEBRA.COM <mailto:JDOE@ZEBRA.COM> that indicates that an 
employee has logged in
410  ZPL II プログラ ミング ・ ガイ ド第 1 巻



ZBI -- チュート リアル
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ユーザーは、 製品名、 数量、 通路 / 棚の場所、 および価格を入力し ます。 ロー

カル ・ ラベルには説明 （製品名） 、 数量、 および価格が印刷されますが、 TCP
ポー ト  6101 を使用する  IP ア ド レ ス  10.3.50.79 の リ モー ト ・ プ リ ン タ （CPCL
を使用し たポータ ブル ・ プ リ ン タ） では、 製品名、 数量、 および製品の場所
（通路 / 棚） が印刷されます。 

例 7 • TCP ポー ト を使用し た ZBI

10 CLOSE #1
20 CLOSE #2
30 OPEN # 1 :NAME "TCP"
31 OPEN # 2 :NAME "ZPL"
32 PRINT "ENTER THE PRODUCT NAME"
35 INPUT A$
36 PRINT "ENTER QUANTITY"
37 INPUT B
40 PRINT "ENTER THE LOCATION AISLE/SHELF # EXAMPLE 3/4 "
42 INPUT C$
45 PRINT # 2 :"^XA^FO100,100^A0N,50,50^FD";A$;"^FS"; !SENDING ZPL 

LOCALLY
46 PRINT # 2 :"^FO100,200^A0N,50,50^FD";B;"^XZ"

400 PRINT # 1 :"10.3.50.79 6101";CHR$(4); !OPENING TCP PORT 
405 PRINT # 1 :"! 0 200 200 400 1" !CPCL STARTS
410 PRINT # 1 :"JOURNAL"
415 PRINT # 1 :"PAGE-WIDTH 400"
420 PRINT # 1 :"T 4 0 100 20 AISLE/SHELF"
500 PRINT # 1 :"T 4 0 100 100 ";C$
501 PRINT # 1 :"T 4 0 100 150 QUANTITY"
505 PRINT # 1 :"T 4 0 100 200 ";B
510 PRINT # 1 :"T 4 0 100 250 DESCRIPTION"
520 PRINT # 1 :"T 4 0 100 300 ";A$
530 PRINT # 1 :"PRINT" !CPCL ENDS WITH PRINT
550 PRINT # 1 :CHR$(4);
600 CLOSE #1
700 CLOSE #2
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基本的な ZBI の例
 サーバーからのテキ ス ト ・ フ ァ イル 

 

例 8 • UDP ポー ト を使用し た ZBI。 次の例では、 ア イ テム、 数量、 価格、 プ

リ ン タ番号がプ リ ン タ か ら送信さ れます。 ロ グによ り 月、 日付、 時刻、 お
よび IP ア ド レ スが自動的に生成されます。

Jun 30 13:59:45 10.3.9.195 4 45 1.99 PRINTER5

Jun 30 14:00:01 10.3.9.195 3 23 8.69 PRINTER5

Jun 30 14:00:14 10.3.9.195 40 3 1.99 PRINTER5

Jun 30 14:00:24 10.3.9.195 5 65 5.99 PRINTER5

10 CLOSE #1
20 CLOSE #2
30 OPEN #1:NAME "ZPL"
40 OPEN #2:NAME "UDP"
45 LET C$ = "PRINTER5"
50 PRINT "ENTER PRODUCT NUMBER 1-45"
55 INPUT A
60 PRINT "ENTER QUANTITY"
65 INPUT B
70 PRINT "ENTER $ AMOUNT EXAMPLE 6.99"
75 INPUT A$
80 PRINT #2 :"10.3.50.79 514";CHR$(4);
90 PRINT #2 :A ;" ";B;" ";A$;" ";" ";" ";C$;
91 REM The extra spaces in above line are for
92 REM columns in ACCESS database where no data is sent or 

needed from the printer
95 PRINT #2 :CHR$(4);

100 CLOSE #1
105 CLOSE #2
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